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第一章★★★二人の少女







１




　黒の月の二十二日。

　マイムとミケルを客人として森辺に迎むかえた、その翌日である。

　その日も俺おれは、何事もなく朝方の仕事を終えて、宿場町へと荷車を走らせていた。

　数すう奇きな才覚を有したマイムとの交流を経へて、俺はすっかり気分が昂こう揚ようしている。昨晩、ミケルが持ち帰ったギバの肉で、マイムはどのような料理を作ることになるのか、それを想像しただけで胸が高鳴ってしまうぐらいであったのだ。

　それに、今ひとつ内心を読み取ることの難しかったミケルとも順当に絆きずなを深めることができたような気がして、そういう部分でも、俺は深い喜びを感じていた。

（それもこれも、サイクレウスやシルエルの罪を暴あばくことができたおかげだもんな。大げさな言い方かもしれないけれど、これまで大きく歪ゆがまされていた運命が、ようやく正しく回り始めた感じがして……だから俺は、こんなに幸福な心地ここちでいられるんだろう）

　日々の仕事は忙いそがしくなるいっぽうであったものの、俺の心は充じゆう足そく感で満たされている。もう誰だれの妨ぼう害がいを恐おそれる必要もなく、宿場町での商売に打ち込めるのだから、こんなに喜ばしい話はない。森辺の民たみがもっと豊かな生活を送れるように、ギバ肉の美味おいしさを世に知らしめる、俺はそのために今日も仕事に邁まい進しんする所存であった。

（……それにしても、今日はトゥール＝ディンが静かだな）

　荷車の御ぎよ者しや台だいでギルルの手た綱づなを操あやつりつつ、俺はこっそり荷台の様子をうかがってみた。

　トゥール＝ディンは料理の詰つめられた木箱が崩くずれないように支えつつ、荷台の壁かべにもたれて座すわっている。その横顔は、やっぱり普ふ段だんよりもいくぶん元気がないように感じられた。

「大だい丈じよう夫ぶかい、トゥール＝ディン？　ずいぶん元気がないみたいだけど」

　俺がそのように呼びかけると、トゥール＝ディンは「え？」と面を上げた。

「わ、わたしですか？　いえ、決してそのようなことはないつもりなのですが……」

「そうかな。下ごしらえの仕事をしていたときも、口数が少なかったように思うんだけど」

　いつまでも余所よそ見みをしていると大事故を起こしてしまうので、俺は前方に向きなおりつつ、そのように言葉を重ねてみせた。

「もしかして……トゥール＝ディンは、マイムのことが気にかかってしまっているのかな？」

　昨日の夕暮れ時、マイムがこしらえたミャームーのスープを口にしたとき、トゥール＝ディンは驚おどろきのあまり言葉を失い、そうして無言のままディンの家に帰ってしまったのである。

　俺にとってはかけがえのない出会いであったとしても、他ほかのみんなにとってはそうでなかったかもしれない。マイムの腕うで前まえがあれほどのものであったと予測できていなかった俺には、その部分だけが非常に気がかりであったのだった。

「それはもちろん、気にかからないわけはありません。自分と変わらないていどの年ねん齢れいでしかない娘むすめがあのような料理を作ることができるというのは、やはり驚きでした」

「そうだろうね。俺も驚いたよ」

「本当に、驚かされるだけでなく、自分の至らなさを痛いほどに思い知らされてしまいます」

　あまり力のない声で言い、小さく息をつく気配がする。

　ギルルの手綱を握にぎりながら、俺はますます心配になってしまった。

「だけど、マイムは物心がついたときからミケルに料理の手ほどきを受けていたみたいだからさ。それで、ミケルは城下町でも指折りの料理人であったわけだし――」

「ええ。そのような娘と自分を比べることのほうが、おこがましい話なのでしょうね」

「いや、あのね、トゥール＝ディン」

「大丈夫です。別にそれで、自分を卑ひ下げしたりはしていません」

　そうしてトゥール＝ディンの声が接近してきたかと思うと、急に御者台の横合いから小さな顔がひょっこり覗のぞいてきた。

「わたしはアスタに、何か心配をさせてしまいましたか？　わたしはただ、どうすればもっと料理の腕うでを上げることができるかと、それを思おもい悩なやんでいただけなのです」

　トゥール＝ディンの目が、むしろ俺を心配するかのように見つめてくる。

　その綺き麗れいな瞳ひとみをじっと見返していると、トゥール＝ディンはにわかに頬ほおを赤らめて進行方向に視線を転じた。

「わたしにはまだ腕を上げる余地があると、そんな風に言ってくれたアスタの言葉を、わたしは信じたいと思います。自分を卑下したって、それで料理が美味しくなるわけではありませんし……」

「うん、トゥール＝ディンがそんな風に考えているなら、何よりだよ」

　トゥール＝ディンは前を向いたまま、はにかむように微笑ほほえんだ。

　その笑え顔がおからは、確かに負の感情など一いつ切さい感じられなかった。

「わたしもアスタやあの娘のように、誰からも美味しいと思ってもらえるような料理を作れるよう頑がん張ばりたいと思います。……これからもどうぞ手ほどきをよろしくお願いいたします、アスタ」

「うん、こちらこそよろしく」

　やっぱり、根っこの部分はしっかりとしているトゥール＝ディンであるのだ。マイムの存在が彼かの女じよに悪い影えい響きようを与あたえなくてよかったと、俺は内心で安あん堵どの息をつくことになった。

（さて、レイナ＝ルウたちのほうは大丈夫かな）

　やがて荷車は、ルウの集落に到とう着ちやくする。すると、本家の家屋の前でたたずんでいたレイナ＝ルウとシーラ＝ルウが小走りで近づいてきた。

「おはようございます！　アスタ、こちらの料理の味を見ていただけませんか？」

「え？　何だい、その料理は？」

　驚く俺のもとに、レイナ＝ルウの手にした木皿が差し出だされてくる。木皿には、ギバの肉にく片へんが浮ういた赤せき褐かつ色しよくのスープが少量、注がれていた。

「昨日、アスタたちが家に戻もどった後、わたしとシーラ＝ルウですーぷに色々と味を加えてみたのです。アスタの正直な感想を聞かせていただきたく思います」

　レイナ＝ルウは気き迫はくのこもった表情をしており、シーラ＝ルウも静かに強く瞳を光らせている。俺は何が何だかわからないまま、木皿を受け取ることになった。

　果実酒やタラパの香かおりが芳かぐわしい。肉はバラ肉で、煮に込こまれる前に表面を焼かれているようだ。一いつ緒しよに添そえられていた木き匙さじでその肉片とスープを食させていただき、俺は「うん」とうなずいてみせた。

「これは美味しいね。果実酒をベースにして、タラパとアリアとネェノンと……それに、タウ油や砂糖やミャームーも使っているんだね。いや、それともこれは、肉の味付けで使われているのかな？」

「はい。以前アスタに教えていただいた、ギバ肉の照り焼きです。その照り焼きと調和するようなすーぷを目指したのですが、いかがでしょう？」

「いやあ、美味しいよ。それぞれの食材が見事に調和しているんじゃないのかな」

「本当ですか？　余分な味や足りない味などがあるのではないでしょうか？」

　レイナ＝ルウは御者台の座席に手をかけて、背せ伸のびをするように顔を近づけてくる。小さな子供のように一いつ生しよう懸けん命めいで愛くるしい姿だが、表情はあくまでも真しん剣けんだ。
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「うーん、そうだなあ……あえて言うなら、というぐらいの言葉しか思いつかないんだけど……」

「はい、それでも十分です」

「えーっとね、果実酒の甘あまみを活いかしたいなら、照り焼きの砂糖はもっとひかえめでもいいかもしれない。それでもうちょっとアリアのみじん切りをたくさん使うと、味に深みが出るかもしれないね。……いや、このままでも十分美味しいんだけどさ」

「砂糖を減らしてアリアを増やすのですね。わかりました。試ためしてみます」

　力強くうなずくレイナ＝ルウに、俺は「どうしたの？」と笑いかける。

「まさか、朝から味見を頼たのまれるとは思わなかったよ。マイムの存在に奮起させられたということなのかな？」

「もちろんです。あのような腕前を見せつけられて奮起しないかまど番など存在しますでしょうか？」

　闘とう志しに燃えるレイナ＝ルウとシーラ＝ルウの後ろでは、ヴィナ＝ルウが色っぽく肩かたをすくめている。さらにその向こうで素知らぬ顔をしているのは、ヤミル＝レイとツヴァイだ。

　何にせよ、こちらにおいてもマイムの悪い影響などは考えずに済むようであった。




◇




「まったく我わが妹ながら、レイナの熱情には感心してしまうわよぉ……あれだけの腕前を持っていながら、まだ満足できないのかしらぁ……」

『ギバ・バーガー』の屋台で、ヴィナ＝ルウが溜ため息いきをついている。『ギバ肉のポイタン巻き』の屋台で、俺はその言葉を聞いていた。

　ファとルウの家はそれぞれ独自に屋台の商売を続けていくことに決定されていたが、おたがいの屋台は隣となり合あわせで設置されているために、仕事中も言葉を交かわすことは可能である。まもなく訪おとずれる中天のピークに備えて新しいギバ肉を焼きあげながら、俺はヴィナ＝ルウに言葉を返してみせた。

「まあ、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウの向上心は、生半可なものではないですからね。マイムの存在が刺し激げきになったのなら何よりです」

「それで試食につきあわされるこっちは、たまったもんじゃないわよぉ……これじゃあ、ますます余計な肉がついちゃうじゃない……」

　と、切なげに自分のおなかをなで回すヴィナ＝ルウである。

　俺が見る限りでは余計な肉など微み塵じんも存在しないのだが、ここはあえて触ふれずにおく。おそらくヴィナ＝ルウは、東の民は細い女性を美しいと感ずる、という逸いつ話わをいまだに気にしているのだ。

（それでもシュミラルは、ありのままのヴィナ＝ルウを美しいと思うと言ってたんだから、何も気にする必要はないさ）

　すると、ひとつ向こうの『ミャームー焼き』の屋台から、シーラ＝ルウがこちらに声を飛ばしてきた。

「申し訳ありません、ヴィナ＝ルウ。自分たちだけで味見を繰くり返かえしていてもなかなか正しい道が見えてこないので、できるだけたくさんの方から意見を聞いてみたかったのです」

「別にあなたを責めてるわけじゃないのよぉ、シーラ＝ルウ……ただ、これだけ毎日たくさんの料理が売れてるんだから、そんなしゃかりきに頑張らなくてもいいような気がしちゃうのよねぇ……」

「いえ、慢まん心しんはできないと思います。宿場町の民たちがもっと巧たくみにタウ油や砂糖を使いこなせるようになったら、わたしたちの商売もどうなるかわからなくなってしまうことでしょう」

　ヴィナ＝ルウの肩ごしに見えるシーラ＝ルウの顔は、朝と変わらず静かな熱意に燃えている。

「アスタとて、その件に関しては危き惧ぐしておられるのでしょう？　いかにギバ肉が美味であっても、こちらには値段が高いという不利な条件が存在するのですから」

「そうですね。今まで調味料と縁えんのなかった宿場町の人たちがそうそう簡単に使いこなせるようにはならないと思いますが、油断はできないでしょう」

　そのように答えてから、俺はシーラ＝ルウに笑いかけてみせる。

「でも、あまり思いつめないように気をつけてくださいね？　腕前を上げることばかりに執しゆう心しんしていると、手段と目的を取とり違ちがえてしまうことにもなりかねません。シーラ＝ルウやレイナ＝ルウはとても真ま面じ目めで一いち途ずな性格をしておられるので、そこだけが少し心配です」

「……はい。肝きもに銘めいじておくことにします」

　シーラ＝ルウはうなずき、鉄板に肉を落とす。ファの家を頼たよらずに商売を続けていくために、ルウ家で新たに買いつけた鉄板だ。

「……だけどあなたもシーラ＝ルウたちに劣おとらず、意欲に燃えているようね、アスタ？」

　と、俺の手伝いをしてくれていたヤミル＝レイが、こっそり呼びかけてくる。

「表情なんかはいつもと変わらないけれど、目の輝かがやきが違っているわ」

「それはもちろん、これ以上ないぐらい奮起しておりますよ。さっきの言葉は、自分への戒いましめでもあるのです」

「ふうん……わたしはそこまで、かまど番の仕事に意欲を燃やすことはできそうにないわね。レイの家長には悪いけれど」

「いやいや、もうひと月以上も勉強会に参加しているのですから、ヤミル＝レイの腕前もめきめき上達しているはずですよ。ラウ＝レイだって、ご満まん悦えつなんじゃないですか？」

「…………」

「あれ？　まさか、まだラウ＝レイに文句などを言われているのですか？　だったら俺が、一言もの申してあげますよ」

「余計なことはしないでちょうだい。別に家長も不満などは述べていないわ」

　すると、耳をそばだてていたらしいヴィナ＝ルウが「そうよねぇ……」と笑いを含ふくんだ声で口をはさんできた。

「この前だって、レイの家長はわざわざトトスを走らせて、ルウの集落まで自じ慢まんに来たぐらいだものぉ……アスタに手ほどきを受けたヤミル＝レイのおかげで、レイ家の女衆らはみんな大層な腕前を身につけることができたってねぇ……」

「そうだったんですか。それならよかったですね」

　ヤミル＝レイに笑いかけると、横目でにらまれてしまった。

「……アイ＝ファがどうしてあなたの足をしきりに蹴けるのかが、ようやくわかった気がするわ」

「え？　な、何ですか？」

「何でもないわ。もっと肉を焼いておいたほうがいいんじゃない？」

「はい、了りよう解かいです」

　こうして言葉を交わしている間にも、お客さんはひっきりなしに訪れてくれているのである。

　太陽が中天に差しかかれば、第二のピークの始まりだ。往来を行き交う人々の姿がいよいよ増えてきたところで、交代要員であるリィ＝スドラとアマ・ミン＝ルティムが連れ立って登場した。

「お待たせしました、アスタ。交代の時間です」

「はい、お疲つかれ様さまです、リィ＝スドラ」

　焼きかけの肉を仕上げてから、俺は身を引いた。

　しかし、屋台の横に立ったリィ＝スドラは動こうとしない。

「ヤミル＝レイ、ほんの少しだけ時間をいただいてもよろしいですか？　わたしはアスタにお伝えしなければならないことがあるのです」

「ええ、お好きにどうぞ」

　俺は内心で首を傾かしげつつ、リィ＝スドラとともに屋台を離はなれた。

　普段通りの涼すずしげな眼まな差ざしで、リィ＝スドラは俺を見つめ返してくる。

「どうされたのですか？　リィ＝スドラが俺に話だなんて珍めずらしいですね」

「はい。……実はアスタに、お詫わびを申しあげねばなりません」

　そう言って、リィ＝スドラは深々と頭を下げてきた。

「このようなことをお伝えするのは、非常に心苦しいのですが……わたしはまもなく、アスタの仕事を手伝えなくなってしまうのです」

「ええっ!?　何故なぜですかっ!?」

　俺はびっくりして、大声をあげてしまった。

　リィ＝スドラは、頭を下げたまま言葉を重ねる。

「これだけ長きに渡わたってアスタの仕事を手伝い、ようやく人並みの働きができるようになってきたというのに……本当に申し訳ない限りです」

「り、理由を聞かせてください。俺は何か、スドラの家の信用を失うようなことでもしでかしてしまったでしょうか？」

「まさか、そのようなことがありうるはずはありません。これはスドラの家の、一方的な都合であるのです」

　リィ＝スドラが、ゆっくりと面を上げる。その端たん正せいな細ほそ面おもてには、思いがけないほど澄すみわたった微笑みが浮かべられていた。

「実は……わたしは、身重になってしまったようなのです」

「え？」

「わたしは、子供を孕はらんでしまったようなのです」

　俺は、とっさに返事ができなくなってしまった。

　リィ＝スドラは、同じ表情のまま少しだけうつむく。

「まだしばらくは役目を果たすこともできましょうが、遠からず町に下りることはかなわなくなります。ですから、今の内にお伝えしておこうと――本当に申し訳ありません」

「い、いえ、謝あやまらないでください。それは――それは、素す晴ばらしいことじゃないですか！」

　ようやく事態が理解できて、俺の胸にも熱いものがせり上がってきた。

　こんなに若々しいリィ＝スドラであるが、彼女はれっきとしたスドラの家長の伴はん侶りよであるのだ。しかも、スドラの家はとても貧しくて、これまでに二度も幼子を飢うえで亡なくしてしまっていたのだと――俺は、そんな風に聞かされていた。

「リィ＝スドラがお子を授さずかっただなんて、まったく気がつきませんでした。失礼ながら、まったく見た目は変わっておられないようですが、いったいいつ頃ごろお生まれになるのでしょう？」

「ようやく自分で知ることのできた段階なのですから、生まれるのは何月も先です。しかし、屋台の商売には覚えることがたくさんあるので、今の内から新しい女衆にわたしの仕事を引ひき継つがせる必要があると思います」

　ちょっと真剣な面おも持もちになりつつ、リィ＝スドラはそのように言った。

「もしもアスタに異存がなければ、その女衆はスドラで準備いたします。是ぜ非ひにと名乗りをあげている者がおりますので」

「でも、そうすると引き継ぎの間は二人いっぺんに町へ下りることになるのですよね？　家の仕事は大丈夫なのですか？」

「しばらくの間ならば、問題はありません。アスタさえ異存がなければですが」

「もちろん、こちらは大助かりです。……でも、リィ＝スドラとしばらくお別れになってしまうのは、とてもさびしいことですね」

　リィ＝スドラが屋台の商売を手伝ってくれるようになったのは家長会議の直後からであるから、もう三ヶ月以上は経過しているはずであった。

　まだ二十はたちを少し過ぎたていどの若さであるが、沈ちん着ちやくで、堅けん実じつで、仕事の覚えはとても早かった。いつも賑にぎやかなルウ家の女衆のかたわらで静かに微笑むその姿は、俺にどれだけの安心感を与えてくれていたことだろう。

　そのようなことを考えていると、リィ＝スドラは何かまぶしいものでも見るように目を細めた。

「アスタにそのように言っていただけるのは、とても光栄なことです。わたしもアスタから手ほどきを受けられなくなるのはずいぶんと口くち惜おしく……そして、さびしく思います」

「そのように言ってもらえて、俺のほうこそ光栄です」

「でも、お別れをするにはまだ時間がかかります。その前に、新たに働く女衆にしっかりと仕事を覚え込ませたいと思います。……それまでは、変わらぬおつきあいをお願いいたします、アスタ」

　そう言って、リィ＝スドラはとても優やさしげに口もとをほころばせてくれたのだった。




２




　そうしてその日も、宿場町の仕事は平へい穏おんに終わりを告げた。

　スドラの集落にはファの家に帰る途と中ちゆうで立ち寄るとして、まずはルウ家で下ごしらえと勉強会である。

「今日は何の手ほどきをしていただけるのでしょうか、アスタ？」

　下ごしらえを完かん了りようさせたのち、待ちきれぬ様子でレイナ＝ルウが問うてくる。

　そちらに向かって、俺は準備してきた包みを広げてみせた。それだけで、かまどの間には刺し激げき的てきな芳ほう香こうがもわっと広がる。

「これは……香こう草そうですね？」

「そう。今日は香草について勉強しようと思ってるんだ」

　レイナ＝ルウを筆頭とする何名かが、けげんそうな顔をした。

「ですが、アスタはこれまであまり香草を使おうとはしていませんでしたよね？　故郷でも香草を使う機会は少なく、ミャームーぐらいしか馴な染じみのある香りはないのだと言ってらっしゃいませんでしたか？」

「うん、だけどそのミャームーは、いまや欠かせぬ食材になっているだろう？　使い方によって、香草は強い武器になると思うんだ」

　あまり見慣れぬ香草の束を、俺は作業台の上に一つずつ置いていく。

「特に宿場町ではこれまで塩以外の調味料が存在しなかったから、それなりの頻ひん度どで香草が使われていたみたいなんだ。ミャームーも好まれているようだし、香りの強い料理を口にする下地はできていると思う」

「だけどこれは……シムから取り寄せられた香草ですよね？　宿場町では見かけないものばかりであるようです」

「うん。ミャームーとペペ以外は、みんなシム産なのかな？　これらもトゥラン伯はく爵しやく邸ていでは有り余っていて、使い道に困っていたようなんだよ」

　それを好んで引き取ろうとするのは《玄げん翁おう亭てい》のように東の民のお客さんを主しゆ軸じくにしている宿屋ぐらいであるので、なかなか数が減らないのだと、トゥラン伯爵家の取り仕切り役であるトルストは嘆なげいているらしい。ポルアースの策略で財政の傾かたむいてしまったトゥラン伯爵家は、山のように届けられる食材を何とか売りさばかなくてはならないのである。

「ジャガル産のタウ油や砂糖なんかは、宿場町でもかなり順調に売れてるみたいだからさ。それなら今度は、香草の出番かなと思ったんだよ」

「そうですか……しかし、アスタがそこまで尽じん力りよくする甲か斐いがあるのでしょうか？　貴族たちとの縁もおろそかにするわけにはいかないのでしょうが、アスタはもっと自分の望むままの料理を作るべきだと思います」

　いつになく厳しい眼差しで、レイナ＝ルウがそのように発言する。

　そちらに向かって、俺は笑いかけてみせた。

「俺は別に、貴族のためだけに香草を流行はやらせようと考えたわけじゃないよ。それに、未知なる香草の使い方を極きわめようと思っているわけでもない。俺がもともと持っている知識だけでも、もっと香草を有効に使えるんじゃないかと思っただけさ」

　百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずであろう。俺はペペの葉を水で洗い、それを小さめに刻んでみせた。そして、ギバのバラ肉も適当に切り分ける。

「これを塩とピコの葉の味付けだけで炒いためてみよう」

　片かた手て鍋なべと呼ばれるフライパンで、俺はそれらをざっくり焼きあげる。火を通すと、ペペの葉の香りはいっそう濃のう厚こうにかまどの間を満たした。

「さ、味見をしてもらえるかな？」

　レイナ＝ルウらは不ふ審しん顔がおでその料理を口にした。

「まあ」と声をあげたのは、アマ・ミン＝ルティムである。

「香りがついただけで、ずいぶんと様変わりするものなのですね。わたしはミャームーと一緒に焼くのと同じぐらい好きな感じかもしれません」

「ええ。これでさらにタウ油ベースのソースなんかを使ったら、それだけでいっぱしの献こん立だてになるのではないでしょうかね。それに、肝かん臓ぞうみたいに少し風味のきつい部位にも、この香草は合うと思います」

　ペペの葉というのはネイルが『チット漬づけ』に使っていた香草であり、感かん触しよくとしてはニラに近かった。これなら肉ニラ炒めやレバニラ炒めに近い料理を作ることも可能であろう。

「次はこれ。名前は聞きそびれちゃったけど、レイナ＝ルウはこの香りにも覚えがあるだろう？」

「ああ、これは……あのヤンという料理人が、一番最初に屋台で出した料理の香りですね」

「うん、これもシムじゃなくて、セルヴァ産なのかな？　森辺の民のお気きに召めすかはわからないけど、ちょっと使ってみよう」

　それは、シナモンのように甘い香りがする香草であった。いくぶん茶色がかったその葉を入念にすり潰つぶし、フワノ粉と砂糖とまぜあわせて焼きあげる。

「あらぁ……」と、今度はヴィナ＝ルウが驚きに目を見開いた。

「甘くて、すごくいい香り……リミにも食べさせてあげたかったわぁ……」

「ぜひ食べさせてあげてください。ご覧の通り、フワノや砂糖と一緒に焼くだけですので、誰でも簡単に作ることができると思います」

　他のメンバーも、のきなみ驚きの表情になっていた。まあ、甘い菓か子しといえば俺がかつてこしらえた『チャッチ餅もち』ぐらいしか知識にないのだから、驚くのが当然だ。

「こんなに甘い味は他の料理と合わないかもしれないけど、でも、香草ひとつですごく味が豊かになるだろう？　色々と試し甲斐はあると思うんだよね」

　レイナ＝ルウたちの姿を見回しながら、俺は「それにね」とつけ加える。

「香草に詳くわしいネイルに色々と聞いてみたんだけど、これらの香草にはさまざまな効能があるらしいんだ。たとえばこっちの黄色いやつは体内の毒素を分解する作用があるらしいし、こっちの黒いのは滋じ養よう強きよう壮そう、こっちの朱しゆ色いろのは消化の促そく進しん――ほら、サイクレウスは内臓を病に冒おかされていたから、特にこういう身体のためになりそうな香草をかき集めていたわけだよ」

「なるほど……まるで薬草のようですね」

「うん。だからさ、タウ油や砂糖やレテンの油だって、適量なら身体のためになるはずだけど、これらの香草にはそれ以上の効能があるってことだろう？　これで美味しい料理を作ることができれば、いっそう森辺の民の力にもなるんじゃないかなあ」

　ハッとしたような顔をしたのは、シーラ＝ルウだった。

「アスタ……それがつまり、手段と目的を取り違えるな、ということなのでしょうか？」

「はい。俺たちは商売のためにも腕を磨みがいていますけど、森辺の民として一番大事なのは、家族や同どう胞ほうのために美味しくて滋養のある食事をこしらえることだと思うんです。……俺なんかは故郷でも商売をしていた身なので、うっかりするとそのことをなおざりにしてしまいそうで怖こわいんですよね」

「確かに……わたしは料理の腕を上げることに邁進しようと努めていましたが、その目的をいささか見失ってしまっていたのかもしれません」

　目を伏ふせるシーラ＝ルウのかたわらで、レイナ＝ルウは「わかりました」とうなずいている。

「アスタはわたしたちよりも、よほどさまざまなことを考えながらかまどの間に立っているのですね。わたしの思し慮りよの浅さから水を差すような発言をしてしまい、申し訳ありませんでした」

「水ぐらい、いくらでも差しておくれよ。そうしないと、俺だっていつどこで道を踏ふみ外はずしてしまうかもわからないんだからさ」

　明るく言って、俺は肩をすくめてみせた。

「それじゃあ、勉強会を始めよう。ちょっと俺も新しい料理に取り組んでみたいんで、みんなにはその味見をお願いできるかな？」

「はい、よろしくお願いいたします」

　ようやくふっきれたように、レイナ＝ルウも笑顔を見せてくれた。

「まずわたしたちは、何を為なすべきでしょうか？」

「それじゃあ、こっちの五種類の香草をさっきみたいにすり潰してもらえるかな？　たぶんこの中に、答えがあると思うんだ」

「はい、答えですか？」

「うん。俺が目指している味にはどの香草が必要か、その答えだね」

　何種類も存在する香草から、俺はとりあえずこの五種類にまで選別を済ませていたのだ。

　オレンジ色をした、細長い香草。

　黄おう褐かつ色しよくをした、平たい香草。

　黒みがかっていて、ギザギザの形をした香草。

　干ひからびた蔓つる草くさみたいに渦うずを巻いた、褐かつ色しよくの茎くき根ね。

　そして、アケビのようにぱっくりと口を開いて、小さな種子を覗のぞかせた果実。

　どれもカラカラに干された状態でシムから運ばれてきたものなので、こまかく挽ひくのにそれほどの労力は必要としない。アケビみたいな果実は固い皮を割り、中の種子だけを木皿に移して、すりこぎのような棒ですり潰していく。

　が、そうして五種類の香こう辛しん料りようがすり潰されていくと、かまどの間には一種異様なまでの香りがたちこめることになった。

「こいつはたまらんね。外に移らないと匂においがしみついちまうんじゃないのかい？」

　バルシャの提案に従って、俺たちはかまどの間の外に退たい避ひした。

　ごりごりと作業の手は止めないまま、レイナ＝ルウは「ふう」と息をつく。

「何だか、鼻がおかしくなりそうです。香りに過か敏びんなアスタなどは、余計にそうなのではないですか？」

「うん。だけど、どれもいい香りじゃないか」

　強きよう烈れつは強烈だが、どこか懐なつかしい感じもしてしまう。この郷きよう愁しゆう感の出で処どころを突つき止とめるのが、本日の俺の課題なのだった。

「ヴィナ＝ルウ、その木皿をちょっと貸してください」

　ヴィナ＝ルウが担当していたのは、蔓草のような茎根であった。粉末状に挽かれたそいつを指の先に付着させ、味と香りを確かめる。

　味らしい味はしない。ほんの少しだけ酸味のある、いかにも辛からそうな香りだが、味はあんまりしないのだ。だが、この香りは俺の求めるものに一番近い感じがした。

「こいつは当確ですね。その皿に載のっている分を、全部すり潰しちゃってください」

「はぁい、わかったわぁ……」

「トゥール＝ディンのは？　ああ、黒いやつか。こいつはどうだろう」

　そいつをなめると、ぴりぴりと舌を刺さす感覚の後に、レモンのように酸味のきいた香りが鼻に抜ぬけていく。

　これはティマロが、晩ばん餐さん会かいで汁しる物もの料理に使っていたものかもしれない。どちらかといえばタイ料理にありそうな香りであり、悪くはないが今回の出番はないかもしれなかった。

「アスタ、こちらはどうでしょう？」

　と、シーラ＝ルウが木皿を差し出してくる。そこには、黄色い粉末が小山になっていた。

「ふむ。こうしてみると、なかなか鮮あざやかな色合いですね」

　こちらの香草は、まったく辛くない。少し土つち臭くさくて、ほろ苦い味わいだ。

　あんまりピンとこないが、この色合いには引かれるものがあった。

「こいつはちょっと保留ですね。……ああ、リィ＝スドラ、ありがとうございます」

　お次は、オレンジ色をした香草だ。

　とても辛そうな匂いがする。が、実際にはほとんど味はしない。

　シムの民はチットの辛さを好んでいるようなので、これらの香草はそこに滋養と豊かな風味を与えるのが主たる役割なのかもしれなかった。

「あ、そうだ。たしかネイルが、この香草は水で練って使うべし、と言っていたんですよね」

「そうなのですか。それでは、お持ちします」

　リィ＝スドラはふわりと身をひるがえし、かまどの間から水を一いつ杯ぱい運んできてくれた。

　俺は礼を言い、それで香草の粉末を練りあげる。そうして味を確かめてみると、俺の舌にはマスタードのような辛さが跳はね上あがった。

「ああ、これは辛いや。使いようによっては、ギバの肉にも合いそうですね」

　しかしマスタードでは、今回の出番はない。

　俺は最後に、レイナ＝ルウが挽いてくれていた種子の粉末を口に運んだ。

　これも辛い。若じやつ干かんの苦みがある、強烈な辛さだ。

　これまででは、もっとも汗かん腺せんにうったえかけてくる辛さかもしれない。なおかつ、すっきりとしていて清せい涼りよう感もある。

「うん、辛さはこいつで、香りはさっきの茎根かな。ヴィナ＝ルウ、もう一度そいつをお願いします」

　俺は手の上でひとつまみずつの香辛料を混ぜ合わせ、そいつをぺろりと舐なめ取ってみた。

　強烈な辛さと、強烈な香りが、相乗効果を生んでいる。

　これはかなり、理想に近い。ただしどちらも褐色なので、鼻をつまんだら乾かん燥そうした砂か何かにしか見えなかった。

「シーラ＝ルウの木皿も貸していただけますか？」

　鮮やかに黄色い香草を混ぜ合わせると、色合いは黄褐色に変じる。そうして味見をしてみると、強烈な辛さにほろ苦さが加わって、まろやかさと深みが増したような気がした。

「よし、基本の味と香りは定まったかな。試しにこいつを、料理に使ってみます」

　俺たちは、かまどの間に帰き還かんした。それぞれの木皿には板などで蓋ふたをして、少しでも香りの流出をくいとめておく。

「まず、さっきの三種類の香草を炒いっておきます。こいつはさらなる香りを引き出すための工程ですね」

「こんなに強烈な匂いだってのに、まだそいつを強めようってのかい？」

　呆あきれた顔をするバルシャに、俺は「ええ」と笑いかける。

「料理に使う際は、他の食材の香りで緩かん和わされると思います。ちなみにバルシャは、香草が苦手ですか？」

「いんや。ミャームーやペペの葉だったら、あたしもしょっちゅう使っていたよ。シムの香草なんかは、行商人からたまに気まぐれで買ってたぐらいかねえ」

「なるほど」とうなずき返しつつ、俺は計量用の匙で香草の粉をすくっていく。とりあえず、辛みの強い種子、香りの強い茎根、色合いの鮮やかな香草を、二対三対二の割合で調合することにした。これぐらいの辛みなら、チットの実で少しずつ耐たい性せいを身につけてきた森辺のみんなにも嫌いやがられることはないだろう。片手鍋で、そいつを念入りに乾から煎いりすると、いっそうの香りがかまどの間を満たした。

「そうしたら、こいつは冷ましておいて、その間に今度はアリアを乳にゆう脂しで炒めます。普段の炒めものより入念に、ですね」

「ファの家では、今でも乳脂をこしらえていたのですか？」

「うん。ときどきちょっぴりだけ使いたくなることがあるからさ」

　森辺ではギバから脂あぶらがとれるため、宿場町ほど乳脂がもてはやされることはなかったのだ。フォウやディンなどではいっさいカロン乳が買われることはなかったし、ルウの家でも最近は買かい控ひかえている様子だった。

「で、アリアが飴あめ色いろに仕上がったら、もういっぺん香辛料の登場です」

　冷めたばかりのスパイスの山を、再び片手鍋に投じる。そうしてアリアとざくざく混ぜ合わせていくと、あらためて強い香りがたちのぼる。もはや香りの波状攻こう撃げきである。

「ひどい臭においだネ。鼻が曲がっちまいそうだヨ」

　ずっと静かであったツヴァイが、不満げな声をあげる。

「あはは。もう少しだけ我が慢まんしておくれよ。チットの実だって、なれるとけっこうやみつきの味わいだっただろう？」

　俺としては、実に食欲中ちゆう枢すうを刺激される香りだった。アリアや乳脂の香りが加わったため、この時点で多少は香りの角も取れてきた気がする。

「そうしたらフワノ粉も投入して、ダマにならないように、よくなじませておきます。で、なじんできたら少しずつ水を入れて、とろりとした質感を目指します」

　これにて、ひとまずは終しゆう了りようだ。

　味見をしてみると、まあそんなに悪い感じではなかった。

　だいぶん質量の増してきた中身をこぼさぬよう、片手鍋を火のついていないかまどに移す。

「これは完全に冷めるまで置いておきます。そうすれば、アリアの甘みが落ち着くと思いますので」

「甘みですか。するそれは、『肉チャッチ』や『ギバの角かく煮に』をいったん冷ますのと同じ理り屈くつなのでしょうか」

「そういうことだね。じゃあその間に、他の具材を調理しておこうかな」

　ギバのバラ肉と、くし切りにしたアリア、角切りにしたチャッチ、いちょう切りにしたネェノンを炒める。それぞれ、タマネギ、ジャガイモ、ニンジンに相当する野菜たちだ。特にアリアは真っ先に火を通して、こちらも飴色になるまで炒めておいた。

　そうして食材に火が通ったら、水みず瓶がめから移した水でそれを煮に立たてる。灰汁あくを取り、十五分ばかりも煮込んだら、いよいよスパイスの投入だ。アリアとフワノ粉でかさを増したスパイスは、鍋なべに入れた水と同量の見当で投入した。

　最初は中火で、沸ふつ騰とうしそうになったら弱火におさえる。あとは焦こげつかないようゆっくり攪かく拌はんしながら、完成を待つばかりであった。

「どうでしょうね。試食に耐たえられるぐらいの出で来き栄ばえにはなっていると思うんですけど、期待外れだったら申し訳ない限りです」

「フン！　こんなひどい臭いのする料理に期待なんてしてないから、そんな心配は無用だネ！」

　相変わらず、文句を言う場面では元気なツヴァイである。が、そのぎょろりとした三白眼は、何かをいぶかしむように細められていた。

「でも……肉とアリアのせいか、ちょっぴりだけ臭いが落ち着いた気もするネ」

「そうだろう？　俺おれとしては、香りのほうに申し分はないんだよね」

　俺の内なる郷愁感は、ここに来て最高潮に高まっていた。

　とても懐かしい、夕暮れ時にワクワクとさせられる、あの香り――黄褐色に照てり輝く鍋の中身を攪拌しながら、俺はちょっと胸が詰まるような思いであった。

　木匙で味見をしてみると、やはりずいぶん乱暴な味だ。俺の理想には、まだまだまったく届いていない。親おや父じなんかはこの料理を作製するとき、市し販はんの調合されたスパイスに、さらに買い足したスパイスをブレンドしていたのである。

　あの市販のスパイスだけでも、下手をしたら二ケタの香辛料が使われていたかもしれないので、それに比べればどうしても物足りなくなってしまう。せめてもう何種類かの香草と、それに具材や調味料も色々と追加してみるべきだろう。

　だけどそれでも、それは俺にとって懐かしくてたまらない、あの料理と同系統の味に、しっかりと仕上がっていた。

「これは、俺の故郷でカレーと呼ばれていた料理なんです」

　誰だれにともなく、俺はそう言った。

「定番中の定番料理で、俺も大好きだったんですけど、いま見てもらった通り、一から作るにはなかなか難しい料理なので、これまでは避さけていたわけですね」

「あまり香草を使う風習がなかったのに、このような料理が定番であったのですか？」

　静かな声で、レイナ＝ルウが問うてくる。

「うん。もともとは別の国から伝わってきた料理なんだけどね。俺の故郷でも受け入れられるように改良されて、定番料理の一つにまでのしあがったんだよ。この料理が森辺や宿場町で受け入れられるかどうか、すごく気になるところだね」

「ねぇ、アスタ……」と、別の方向から声が近づいてくる。それは、ヴィナ＝ルウの声だった。

「アスタはもしかして……故郷に帰りたくなっちゃったのぉ……？」

「え？　何故ですか？」

「だってぇ……何だかそんな風な目つきをしているように思えちゃったからぁ……」

　ヴィナ＝ルウがとても心配そうな面持ちになっていたので、俺はにこりと笑いかけてみせた。

「以前にもお話ししましたけど、俺が故郷に帰る手段はないんだと思います。今はこの森辺こそが、自分の故郷だと思っていますよ」

「そう……わたしだって、もうアスタにはどこにも行ってほしくないけれど……」

　かつてヴィナ＝ルウは、自分を俺の故郷に連れ去ってほしい、などと言いたてていたのである。

　しかしそんなヴィナ＝ルウも、今では森辺の民たみとして正しく生きていこうと道を決した。異国の民である俺やシュミラルと交流を重ねることで、ヴィナ＝ルウはますます外界への憧しよう憬けいをつのらせて――その末に、故郷や家族を捨てることはできないという思いに至ったのである。

　いっぽうの俺は、二度と故郷に戻ることはできないのだという確信を得ている。俺は故郷で生命を落としたのちに、この世界へと引きずり込まれることになったのだから、そもそも戻りようもなかったのだった。

「アスタ……本当に大だい丈じよう夫ぶなのぉ……？」

「はい。故郷のことを思い出して、少し感傷的になってしまっただけです。何も心配はいりませんよ」

　確かに胸の奥おくは、じくじくと痛んでいる。十七年間の記き憶おくというのは、忘れようと思って忘れられるようなものではないのだ。

　そして俺は、その痛みを忘れることなく生きていこうと心に決めた。だからこそ、みんなにもこの料理を味わってほしいと思うことができたのかもしれない。そんなことを考えながら、俺はかまどの前から身を引いた。

「さあ、味見をお願いいたします。未完成の試食品なので味の保証はできませんが、忌き憚たんのないご意見をいただきたいところですね」
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　俺の作りあげた『ギバ・カレー』の感想は、実にさまざまであった。

　辛さはけっこう抑おさえていたのでそこに不満の声をあげる者はいなかったが、「どこか物足りない」「シチューのほうが美味である」「もっと肉が欲ほしい」と、否定的な感想が多かったのは否いなめない。

　ただし、「不味まずい」と発言する者は一人としていなかった。そして、チットの実を使った料理と同じように「何かまた食べたくなる味だ」と言ってくれる者もいた。

　改良を重ねれば、森辺の民にもこの料理を美味おいしいと思ってもらうことは可能かもしれない。そんな結果を胸に、その日の勉強会は幕を閉じることになった。

　そして――

「おお、何だ？　何やら奇き妙みような香かおりが充じゆう満まんしているな！」

　突とつ如じよとして、かまどの間の入口に登場する者があった。

　ルティム本家の家長、ダン＝ルティムである。右の足首を負傷して、ギバ狩がりの仕事を休養しているダン＝ルティムが、本日もルウ家のかまどの間に姿を現したのだ。

「ふむ！　また新しい料理を考案していたのだな！　よかったら、俺にも味を見させてはくれまいか？」

　出入り口をふさぐ格好で立ちはだかったダン＝ルティムが、大きなお目々を期待に輝かせている。鉄てつ鍋なべにはまだ少量のカレールーが残されていたので、俺は「はい」と笑え顔がおを返してみせた。

「ちょっと特とく殊しゆな料理ですので、お口に合うかはわかりませんが、よかったらどうぞ」

「それはありがたい！　ルウ家の女衆らよ、かまどの間に踏み入ってもかまわぬか？」

「ええ、どうぞぉ……」

　ヴィナ＝ルウの許可を得て、杖つえをついたダン＝ルティムがひょこひょこと入室してくる。

「ううむ、面めん妖ような香りだ！　しかし、腹の減る香りだな！」

　俺が木皿にすくった『ギバ・カレー』を差し出すと、ダン＝ルティムは一口でそれをかき込んだ。

「うむ、美味うまい！　……のか、これは？」

「どうでしょう？　それを是非ともお聞きしたいところなのですが」

「美味い気はする！　少なくとも、この料理を晩ばん餐さんに出だされて不満に思うことはないだろう！　……しかし何となく、もっと美味いだろうという思いを裏切られたような心地ここちもしてしまうな」

「それは、この香りに期待感をかきたてられるということでしょうか？」

「そうだな！　この香りには、何か引きつけられるものがあると思うぞ！」

　ならば後は、味を改良するだけでその期待に応こたえられる可能性はある。俺はいっそう力を得ることができた。

「それでは、その期待に応えられるように頑がん張ばります。また機会があったら、味見をお願いいたしますね」

「味見だったら、いつでも請うけ負おうぞ！　是非とも美味い料理を完成させてくれ！」

「……それで、今日はどうされたのですか、家長？」

　穏おだやかに微笑ほほえみつつアマ・ミン＝ルティムが問いかけると、「おお！」と家長殿どのは手を打った。

「そうだそうだ、忘れていた！　実は、北の集落までドムの女衆を迎むかえにいっていたのだ。こちらに呼んでもかまわんかな？」

　そういえば、ルウ家でドム家の女衆を預かるという話が持ち上がっていたのだ。マイムやミケルとの交流にかまけて、俺はすっかりその出来事を失念してしまっていた。

　ダン＝ルティムの豪ごう放ほうにして無む邪じや気きな立ち居振ふる舞まいに苦く笑しようめいた表情を浮うかべつつ、ヴィナ＝ルウは「あらぁ……」と声をあげる。

「だったら、外で待たせておくのは気の毒よぉ、ダン＝ルティム……どうぞこちらに呼んであげてぇ……」

「うむ！　許しが出たぞ！　こちらに参るがいい！」

　すらりとした人ひと影かげが、かまどの間に入り込んでくる。その姿を見て、俺は思わず目を見張ることになった。

（これが、ドム家の女衆か……）

　とても背の高い女衆である。俺より十センチ近くも大きいだろう。

　それに長身なばかりでなく、えらく逞たくましい身体つきをしている。しなやかですらりとした体格なのだが、肩かたや上じよう腕わんにはしっかりと筋肉が張っており、腹筋もばっちり割れている。大だい腿たい筋きんの発達した両足などは、まるでカモシカのようだ。

　だが、逞しい女性ならば、バルシャで見慣れている。それに、そのドム家の女衆はただ逞しいだけでなく、実に女性らしいプロポーションをも有していた。

　背筋や臀でん部ぶがしっかりしているせいか、腰こしのくびれがものすごく強調されているし、それに、有あり体ていに言って胸が大きい。アイ＝ファを一回り大おお柄がらにして、さらに筋肉を増量させたような、それは精せい悍かんさと優美さをあわせもつ野生の豹ひようみたいに美しい立ち姿であった。

　それに、鼻が高くてくっきりとしたその顔立ちも、いささか目つきが鋭するどすぎるものの、十分に整っている。黒い髪かみを高い位置でひっつめて、そこからこぼれた毛先がシャープな頬ほおにかかっており、何とはなしに色っぽい。

　ドム家の狩人かりうどというのはギバの頭骨をかぶっているのだが、さすがに女衆にそういった風習はないようだ。ただ、ギバの肋ろつ骨こつなどで作られた飾かざり物ものをくびれた腰に巻きつけている。

　なかなかインパクトのある風ふう貌ぼうをした女衆であった。しかし、じろじろと俺たちを見回してくるその目つきには、いくぶん子供っぽいものが感じられる。長身で大人びた風貌をしているが、もしかしたら俺よりは年少なのかもしれないな、と思った。

「これはドム本家の家長ディック＝ドムの妹で、レム＝ドムという者だ。これから、少なくとも北の集落の休息の期間が明けるまでは、ルウの集落に留とどまることになったので、面めん倒どうを見てやるがいい」

　ダン＝ルティムの言葉に、レム＝ドムと呼ばれた女衆は静かに頭を下げた。当然、事前に話は通されていたのだろう。ルウ家の女衆らは、みんな落ち着いた表情をしている。

「ずいぶん大勢の人間がいるが、ルウ本家の人間はこのヴィナ＝ルウとレイナ＝ルウだ。そちらの女衆は客分のバルシャで――あとたしか、お前さんはルウの分家の女衆であったな？」

「はい。わたしはシーラ＝ルウと申します」

「うむ！　あとは俺の息子むすこの嫁よめであるアマ・ミンと、家人のツヴァイ、レイ家の家人ヤミル＝レイ、以上がルウの眷けん族ぞくだ。それにファの家のアスタと、アスタを手伝うスドラとディンの女衆、だな」

「トゥール＝ディンね？　あなたの腕うで前まえは、ジーンとリッドの婚こん儀ぎの祝しゆく宴えんでぞんぶんに楽しませてもらったわ」

　と――ついにレム＝ドムがその口を開いた。

　語気は強いのに少し咽喉のどにからんだような、勇ましくも艶つやっぽい声である。その風貌には、ぴったりと似合った声であるようだった。

「それに、ヤミル＝レイとツヴァイ……あなたたちとも、どこかの祝宴で何度か顔はあわせているはずね」

　そう言って、レム＝ドムはふてぶてしく微び笑しようした。

「あらかじめ言わせておいてもらうけど、わたしはあなたたちが嫌きらいだわ、ヤミル＝レイにツヴァイ」

「…………」

「あなたたちはもう裁かれているのだから、過去の罪を責めるつもりはない。だけど、十年以上にも渡って眷族をあざむいてきたスン本家の人間を、わたしは好きになることができないの。それだけは、あらかじめ言わせておいてもらうわ」

「うむ！　誰を好こうが嫌おうが、それはお前さんの勝手だぞ、レム＝ドムよ！」

　豪ごう快かいに笑いながら、ダン＝ルティムはレム＝ドムの顔を覗のぞき込んだ。両者の身長差は、ほんの数センチほどしかない。

「ただし、この両名はもうスン家の人間ではないし、そしてツヴァイにいたっては俺の大事な家人だ。嫌うのは勝手だが、悪意を向けることは許されぬぞ？」

　笑っているのに、ダン＝ルティムの瞳ひとみは炯けい々けいと光っていた。

　その瞳を見つめ返しながら、レム＝ドムは「ええ」とうなずく。

「だからこそ、自分の気持ちを先に伝えておいたのよ。わたしは彼かの女じよたちに冷たく素っ気ない態度を取るだろうけど、族長たちの意向に逆らうつもりはない、ということを知っておいてほしかったの」

「ふむ。なかなかややこしい性格をしておるようだな、お前さんは」

　ダン＝ルティムは、にんまり笑う。

「だがまあ、お前さんのように率そつ直ちよくな人間は嫌いではない。機会があれば、お前さんにもツヴァイの可愛かわいらしさを知ってほしいものだな！」

「そんなもん、逆さに振ふったって出てきやしないヨ」

　下した唇くちびるを突き出して、ツヴァイがそのように言い捨てた。

　ヤミル＝レイも取りすました無表情で、レム＝ドムの言葉を受け流すことに決めたようだ。

「それじゃあ、そろそろ俺たちはおいとまいたしますね。ツヴァイもヤミル＝レイもお疲つかれ様さまでした」

　これ以上話がこじれない内にと、俺はそのように声をあげることにした。

　すると――レム＝ドムの黒い瞳が、俺のほうに向けられてきた。

「ファの家のアスタ……よかったら、わたしもファの家に連れていってもらえないかしら？」

「え？　何故ですか？」

「わたしはかまど番の修練を積みに来たの。だったら、あなたから手ほどきを受けるのが一番の近道でしょう？」

　レム＝ドムは、微笑していた。ただし、皮肉っぽくて、あんまりよろしくない感じのする笑い方だ。

「こちらは別にかまいませんけど、でもあなたはルウの集落に逗とう留りゆうするのですよね、レム＝ドム？」

「ええ。帰りは自分の足で戻もどるから、心配は不要よ。……それでも何か問題はあるかしら、ダン＝ルティム？」

「ふむ？　べつだん問題はあるまいよ。晩餐までには戻って、一族の長たるドンダ＝ルウに挨あい拶さつをするのだぞ？」

「了りよう承しようしたわ。……それではよろしくね、ファの家のアスタ」

「はあ……」

　何だかよくわからないまま、そのように決定されてしまった。

　だけどまあ、修練を積みたいというのなら、好きなだけ積んでいただこう。このレム＝ドムは、かまど番としての手ほどきを受けるために、たった一人でルウ家に乗り込んできた、とても奇き特とくな女衆であるのだ。

　ただ、俺の胸には一片の不安感が残されてしまっていた。このレム＝ドムの話がルウ家にもたらされたとき、ヤミル＝レイとトゥール＝ディンが「北の集落に、そこまでかまど番の仕事に熱心な女衆がいるだろうか？」と囁ささやき合っていたのを耳にしていたためだ。

（でも、トゥール＝ディンに対しては穏おん便びんな態度だしな。祝宴でトゥール＝ディンの料理を口にして、かまど番の仕事に目覚めたのかもしれない）

　俺は前向きに、そう考えておくことにした。

「それでは失礼いたします。みなさん、お疲れ様でした」

　ルウ家の女衆とバルシャ、それにこのまま明朝まで居残るアマ・ミン＝ルティムを残して、俺たちは外に出た。ヤミル＝レイとツヴァイも、だいたいこのタイミングでそれぞれの家に戻るのだ。

　そうして連れ立って表に出るなり、ダン＝ルティムが再び「おお！」と手を打った。

「そうだそうだ。もう一つ大事な話を忘れておった！　アスタよ、四日後の黒の月の二十六日に、ルティムのかまどを任せたいと思っているのだが、了承してもらえるだろうかな？」

「ルティムの家のかまどを？　それはもちろんかまいませんが、でも何故なぜですか？」

「うむ！　実はその日は、俺の生誕の祝いの日なのだ！」

　杖をついたまま、ダン＝ルティムは太たい鼓こ腹ばらをそらせる。

「何でもお前さんは、ルウ家でもララ＝ルウやティト・ミン＝ルウの生誕の日を、素す晴ばらしい料理で彩いろどったそうではないか！　ならばと俺も願い出ることにしたのだ！」

「生誕の日なのですか。それはおめでとうございます」

「祝福されるにはまだ早い！　引き受けてくれるのだな？」

「もちろんです。お断りする理由がないじゃないですか」

　その日も翌日も商売の予定であるが、少し時間を切きり詰つめればどうにかできるはずだ。そうやって、俺は灰の月にもティト・ミン婆ばあさんの生誕の日を祝福したのである。

「恩に着るぞ！　これでいっそう、幸福な気分で生誕の日を迎えることができる！」

　ダン＝ルティムは巨きよ大だいな手の平で、俺の背中をバンバンと叩たたいてくる。肺はい腑ふがぺしゃんこになりそうな力加減であったが、ダン＝ルティムの笑顔を見ていると、こちらまで自然に笑顔になってしまった。

「おお、そうだ。レム＝ドムよ、よかったら、お前さんもその日は祝宴に参加するがいい。すべての眷族から客を招く予定であるので、行きも帰りもルウ家の家人が荷車で運んでくれよう」

「それは光栄だわ、ダン＝ルティム」

　お行ぎよう儀ぎのよい態度で、レム＝ドムは礼をする。どこか人を食った雰ふん囲い気きがあるレム＝ドムであるが、ルティム本家の家長ダン＝ルティムに含ふくむところはないようだ。

　ところで、俺には聞きき逃のがせぬ言葉があった。どうも家長の生誕の祝いとは、一家人のララ＝ルウたちとは規模が違ちがうものであるらしい。

「あの、ルティムの家人だけではなく、客人を招くのですか？　総勢では何名ほどになるのでしょう？」

「なに、大した人数ではない。ルウ家と眷族から二名ずつを招いて十二名、ルティムの家人が二十七名で、合計三十九名ほどだな！　そこにアスタとアイ＝ファとレム＝ドムを加えれば、四十二名か」

　そのように言ってから、ダン＝ルティムは少し不安そうな顔をした。

「そういえば、ララ＝ルウやティト・ミン＝ルウのときは、本家の家人のみで済んだはずだな。この人数では、いささか難しくなってしまうのだろうか？」

「いえ、ルウ家の女衆にも何名か手伝いを頼たのめれば――うん、何とかなると思います」

「そうか！　ならば、頼んだぞ！　ガズランのやつも、アスタには会いたがっておったからな！」

　ガズラン＝ルティムとは、ここひと月ばかり顔をあわせていないのだ。元気であることはアマ・ミン＝ルティムらにも聞いていたが、俺もそろそろ彼かれの存在が恋こいしくなっていたところだった。

「では、よろしく頼んだぞ！　必要な材料は、アマ・ミンらに伝えておいてくれ！」

　最後にもういっぺん俺の背中に痛つう撃げきを与あたえてから、ダン＝ルティムは表に繋つないでいたルティム家のトトス――ミム・チャーに跨またがった。片方の足が使えないのに、実に軽かろやかな身のこなしである。

「そら、ツヴァイも乗るがいい！　家にはまだまだ仕事が残っているのだぞ！」

「やかましいネ。トトスは揺ゆれるから嫌いなんだヨ」

「文句を言うな！　お前さんも、少しはトトスで風を切る楽しさを知るがいい！」

　ダン＝ルティムに襟えり首くびをひっつかまれて、ツヴァイも馬上ならぬトトス上の人となる。

「それではな！　みな、息災に！」

　そうしてルティムの家長と家人は、風のように立ち去っていった。

「えーと……それじゃあ、レム＝ドムも荷車にどうぞ。ちょっとスドラの家に用事があるので、途と中ちゆうで立ち寄らせていただきますね」

「ええ、お好きなように」とうなずき、レム＝ドムは荷車に乗り込んでいく。リィ＝スドラとトゥール＝ディンもそれに続き、その場には俺とヤミル＝レイだけが取り残された。

　木に繋いでおいたギルルに荷車の金具を装着していると、そのヤミル＝レイがそっと唇くちびるを寄せてくる。

「アスタ。レム＝ドムには少し注意しておいたほうがいいわ」

「え？　何故です？」

「グラフ＝ザザもあなたの力を認めつつあるし、そもそも北の集落の連中は搦からめ手てを使ってくるような気き性しようではないから、何も邪よこしまな気持ちはないと思う。……だけど、あのレム＝ドムという女衆がそこまでかまど番の仕事に熱心だとは、わたしにはとうてい思えないのよ」

「……レム＝ドム個人が、俺に対して邪な気持ちを持っている、と？」

「邪ではないのかもしれない。でも、そんな風に自分の真情を隠かくしているというだけでも、用心する必要はあるでしょう？」

　そのように言って、ヤミル＝レイは面おも白しろくもなさそうに笑った。

「あの娘むすめはきっと、嘘うそをつくのにも気持ちを隠すのにも慣れていないのよ。生来の嘘つきであるわたしなんかには、無理をして自分を装よそおっているのがひしひしと感じられてしまうわ」

「それは単に、ヤミル＝レイの洞どう察さつ力りよくが優すぐれているだけですよ。自分を卑ひ下げする必要はありません」

「あなたこそ、わたしやツヴァイを買いかぶってしまっているわ。わたしたちは、ルウやルティムの連中みたいに純真な人間ではないのよ？」

「純真なだけが美点のすべてだとは思いません。たとえ本当に純真でなかったとしても、俺はあなたやツヴァイのことが好きだし大事ですよ、ヤミル＝レイ」

　ヤミル＝レイは舌打ちをこらえるような表情になり、こまかく編みこまれた髪をかきあげた。

「あなたと言葉を交かわすのは疲れるわね、アスタ。それじゃあ、せいぜい痛い目を見ないようにお気をつけなさい」

「ありがとうございます。明日もよろしくお願いしますね、ヤミル＝レイ」

　ひとり徒歩で立ち去っていくヤミル＝レイの優美な後ろ姿を見送ってから、俺は御ぎよ者しや台だいに乗り込んだ。

　確かにレム＝ドムという女衆は腹の底に何かを秘ひめている気配があったが、俺やアイ＝ファに害を為すような人間であるとは思いたくなかった。彼女の兄であるというディック＝ドムも、外見は恐おそろしげであったが、サイクレウスとの会見ではともに窮きゆう地ちをくぐり抜けた同胞であるのだ。

（……ていうか、ディック＝ドムっていうのはいったい何なん歳さいなんだろう。ひょっとしたら、ジザ＝ルウとリミ＝ルウぐらい年ねん齢れいの離はなれた兄妹きようだいなのかな）

　なるべく平へい穏おんな方向に気持ちを傾かたむけつつ、俺は荷車を発進させた。
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　まず最初に向かうのは、スドラの集落である。

　スドラの集落は、ファの家から徒歩で十分ていどの場所にある。フォウやランほどではないが、まあご近所さんの部類だろう。

　ルウ家からの帰り道にリィ＝スドラをお送りするのはここ最近の日課であったし、そして本日は仕事を引ひき継つぐ予定の女衆と顔合わせをしなくてはならなかったのだった。

「おお、わざわざ出向いてもらって済まなかったな、アスタよ」

　スドラの家では、家長みずからが待ち受けてくれていた。

　ちょうど狩人の仕事から帰ってきたところなのだろう。他ほかの男衆らが棒に下げたギバを家の裏に運んでいく姿が見える。

「話はリィから聞いているな？　恥はずかしながら、そういうことで別の女衆に仕事を引き継がせてもらいたいのだ」

　スドラの家長は、俺が知る限りでもっとも小こ柄がらな壮そう年ねんの狩人であった。

　身長などは下手をしたらレイナ＝ルウより低いぐらいだし、胴どう体たいも手足もやたらと細っこい。くせのある黒こつ褐かつ色しよくの髪をざんばらにのばしており、しわくちゃの顔は小こ猿ざるみたいだ。

　だけどこの人物は、何か説明のしがたい力を持っていると俺は思っている。小さな氏族の代表としてフォウとベイムの家長が族長の集まりに参加するようになったのはこの人物のアイディアであったし、つい先日は、血族でない氏族でも家が近所ならば休息の日程を合わせるべし、という提案をして、それが採用されることになったのだ。

　また、さらにさかのぼるなら、家長会議においてファの家の行状に強く賛同したのはこの人物であったし、血ち抜ぬきと解体、調理の習得に関しても一番積極的であった。

　そして、テイ＝スンからこの身を救ってくれた恩人でもある。俺を人ひと質じちに取ったテイ＝スンを、その手で討うち取とってくれたのは、このスドラの家長であるのだ。最近ではあまり顔をあわせる機会がなかったものの、俺とアイ＝ファにとってはかけがえのない人物の一人であるのだった。

　そんな思いを胸に秘めながら、俺は「はい」とうなずいてみせる。

「リィ＝スドラが退いた後のことまで考えていただいて、本当に感謝しています。……あ、その前に、このたびはおめでとうございます」

「よしてくれ。面と向かってそのようなことを言われるのには慣れていない」

　ぶすっとした顔で、皺しわ深い額にさらなる皺を寄せてしまう。ただ、その目のふちが赤黒く染まっていた。

「それに、女衆を貸し出せば、銅貨を得ることができるのだからな。感謝の言葉を口にするべきは、こちらのほうだろう」

「いえ、フォウやランの人々なんかはそれだけの時間を作るのが難しいようなので、本当に助かります。……肉の調達の件についてもお世話になったばかりですし、本当に感謝のしっぱなしですよ」

　そう、その件についても、俺たちはスドラの家長に助けられていたのだった。

　青の月の終わりから白の月の半ばまで、ルウの血族は休息の期間であったため、しばらく商売のための肉を準備することができなかった。そしてその次の灰の月では、ファやフォウやスドラなどの家が休息の期間に突とつ入にゆうすることになったので、俺はどこから肉を調達するべきか、さんざん思おもい悩なやむ羽目になったわけである。

　家長会議において、ファの家の仕事に賛同する氏族は多数あった。しかしその内で血抜きや解体の技術を学べたのは、近在のフォウ、ラン、スドラ、ガズ、ラッツの五氏族のみであった。のちにザザの眷族であるディンとリッドもそれに加わったが、そちらもけっきょく近在の氏族であったので、休息の期間は重なってしまっていたのだ。

　その中で、ガズとラッツはいくぶん家が遠かったので、休息の期間は重なっていなかった。しかし、家が遠かったゆえに、アイ＝ファの手ほどきもそこまで行いき渡わたらず、血抜きや解体に関してもまだまだ未熟な段階にあった。自分たちで食するには十分であったものの、商売で使うにはいささかの不備が見られたのだ。

　そこでスドラの家長はフォウやランの人々にも呼びかけて、ガズとラッツとその眷族たちに、あらためて血抜きと解体の手ほどきをしてくれた。灰の月の休息の期間に、わざわざそれらの家を巡めぐって、ともに森へと入り、入念に手ほどきをしてくれたのである。

　それらの氏族が準備してくれたギバ肉によって、俺たちは休息の期間にも宿場町での商売を続けることがかなったのだった。

「……俺たちはそれ以上のものをファの家から受け取っている。だから、感謝するべきはこちらのほうなのだ」

　しかしスドラの家長は、頑がん固こにそう言い張った。

「リィの仕事と肉を売った代価で、俺たちは富を得た。これだけの富があれば、もはや幼子を飢うえさせることもない。……アスタよ、俺はこれまでに二度までも飢えで子供を亡なくしているのだ」

「はい。もちろんそれは記憶に留めています」

　そうだからこそスドラの家は、森辺の民にもっと豊かな生をもたらしたいと願うファの家の行いに、強く賛同してくれたのである。

　己おのれの子を飢えで失う悲しみなど、スン家でぬくぬくと生きてきた貴様などにわかるものか――テイ＝スンの生命を断たち切ったとき、スドラの家長がとても静かな声こわ音ねでそのように述べていたことを、俺は今でもはっきりと覚えていた。

「今度こそ、子供を立派に育てあげてみせる。絶望ではなく希望をもってそのように考えることができるのも、みなファの家のおかげであるのだ」

　そんな風に述べる家長の隣となりで、リィ＝スドラも穏やかに微笑んでいる。親子のように年齢の離れた両名であるが、ただそうして立っているだけで、おたがいをどれほど慈いつくしんでいるかが伝わってくるような気がした。

　そこに、「あっ！」という大きな声が響ひびきわたる。見ると、スドラの家の横手から、割った薪まきを抱かかえた若い娘が姿を現したところであった。

「ああ、ちょうどよかった。こちらに来てアスタに挨拶をせよ、ユン。……アスタよ、この娘が宿場町の仕事を手伝わせるつもりでいる、ユン＝スドラだ」

　ユン＝スドラは薪の束を足もとに置き、おずおずとこちらに近づいてくる。森辺では黒くろ髪かみよりも珍めずらしい灰はい褐かつ色しよくの髪をサイドテールのような形に結ゆった、可愛らしい女の子であった。

　俺よりも年齢は下だろう。ほどほどに小柄でスタイルのいい、ぱっちりとした目と少しすぼまった感じのする唇が印象的な娘さんだ。

　このユン＝スドラも、かまど番の手ほどきを受けるために何回かはファの家を訪おとずれているはずであった。ただ、個人的な交流はほとんどなかったので、特とく徴ちよう的てきな髪の色をしていなければ記憶に残らなかったかもしれない。

「あの……ユ、ユン＝スドラです。色々とご迷めい惑わくをかけてしまうかもしれませんが、その、よろしくお願いいたします」

　お顔を真っ赤に染めながら、ユン＝スドラが勢いよく頭を下げてくる。ずいぶん緊きん張ちようしているようだが、それでもまあ元気で健康的な娘さんであるようには思えた。

「ファの家のアスタです。こちらこそよろしくね。……えーと、明日からさっそく働いていただけるのですか？」

「ああ、そちらに不都合がなければ、是ぜ非ひ。代価はその働きっぷりで定めてくれればいい」

「だけどスドラは、たしか五名の女衆しかおられないのですよね？　その内の二名をお借りしてしまって、本当に大丈夫なのですか？」

「大丈夫だ。足りない部分は男衆が補う。それだけの力を、俺たちは美味い食事から得ているからな」
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　むっつりとした表情のまま、スドラの家長は力強く言った。

「それに、この娘で用事が足りなければ、正直に述べてくれ。リィが自由に動ける内に、別の人間を準備しなければならないからな」

「ぜ、絶対にアスタの力になってみせます！　スドラの名を汚けがすような真ま似ねはいたしません！」

　ユン＝スドラが、熱っぽい眼まな差ざしで俺を見つめてくる。沈ちん着ちやくなリィ＝スドラとはずいぶん対照的であるようだが、そんな風に意気込んでくれるのは非常にありがたい話であった。

「かまど番としての腕前は、それほどリィに劣おとるものではないと思う。よかったら今日はこのユンを連れ帰り、アスタが仕事をするさまを見せてやってはくれぬか？」

「了りよう解かいしました。日が暮れるまでに帰してあげればよいのですね？　……君もそれでいいのかな、ユン＝スドラ？」

「はい！　よろしくお願いいたします！」

　ユン＝スドラはもう一度深々と頭を下げてから、俺の視線から逃にげるように荷車へと乗り込んでいった。

「それでは、ユン＝スドラをお預かりいたします。……ところであの……前々から聞こう聞こうと思いながら、つい聞きそびれていたことがあるのですが……」

「うむ。何であろうかな？」

「……実はですね、スドラの家長のお名前をお聞きしたいのです」

　スドラの家長は、きょとんと目を丸くしてしまった。そうすると、いっそう小猿めいた顔つきになってしまう。

「俺の名前？　俺は、アスタに名乗ったことがなかったのか」

「はい。実はそうなのです」

「そうか。まあ、べつだん名前など知らなくとも縁えんを結ぶことはできるからな。そういえば、俺もフォウやランの家長の名前などは聞いた覚えがない」

　そう言って、スドラの家長はがりがりと頭をかいた。

「しかしこれだけの時を経へて、今さら名を名乗るというのも奇妙な気分だ。……俺の名は、ライエルファム＝スドラという」

「え？　すいません、もう一度お願いします」

「ライエルファム＝スドラだ。古めかしい名前であろう？」

「ふ、古めかしいのでしょうかね。とりあえず、森辺の民でそのように長い名前を聞いたのは初めてのことですが」

「俺の祖父の代では、こういった名前も珍しくはなかったらしい。森辺の民には東の血が混ざっているという伝承が残されているので、その名残なごりなのやもしれんな」

　確かに《銀の壺つぼ》のシュミラルやラダジッドも氏のほうはずいぶん複雑で、俺には覚えきれなかったものなのである。

「あまりはっきりと覚えてはいないが、たしか『猛たけき猿さるの牙きば』とかそういう意味合いであったと思う。俺たちの祖は南の森で黒猿という獣けものを狩かっていたらしいから、強き狩人に育つようにという願いが込められているのだろう。祖父からもらったこの名前を、俺は誇ほこりに思っている」

「はい。素す敵てきな名前だと思います。これからは俺もそのように呼ばせていただきますね、ライエルファム＝スドラ」

「うむ。今後もファの家とはよき縁を繋いでいきたいと願っているぞ、アスタよ」

　そう言って、スドラの家長ライエルファム＝スドラは、しわくちゃの顔をいっそうしわくちゃにして笑ってくれたのだった。
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　ファの家に到とう着ちやくすると、「昨日は遅おそくまで居残っていたので、今日は早めに戻らなくてはならないのです」と言い残して、トゥール＝ディンは自分の家に帰っていった。

　残されたのは、俺とレム＝ドムとユン＝スドラのみである。

　ユン＝スドラとて馴な染じみの深い相手ではないが、いちおう見知った相手ではある。妙みように威い圧あつ的てきな雰囲気で、しかもヤミル＝レイから気を抜ぬくなと言われたレム＝ドムと二人きりになるよりは心強いかな――などと考えながら、俺は晩餐の準備に取りかかることにした。

「えーと、今日はそれほど凝こった料理を作る予定もないのですが、北の集落ではまだ今まで通りの食事を続けているのですよね、レム＝ドム？」

「ええ。ポイタンの焼き方だけは早く教わりたいものだと、そんな風に考えている人間は少なくないわ」

　レム＝ドムは主張の強い胸の下で腕うでを組み、俺の姿を皮肉っぽく見下ろしてくる。

「それでもルティムの男衆から血抜きなどの技術を習ったので、ずいぶん晩餐の様相も変わってきたけれどね。……あれはあなたが森辺にもたらした技術なのよね、アスタ？」

「ええ。だけどそれは特別な技術ではなく、町では当たり前に行われているはずですよ」

　レム＝ドムの目が、いぶかしそうに細められる。

「アスタ、あなたは何なん歳さいなのかしら？」

「え？　俺は十七歳ですが」

「そう。ならばわたしより二つも年長ね。だったら、その堅かた苦くるしい言葉づかいは改めてもらえないものかしら？」

　年少かもとは思ったが、彼女はわずか十五歳であったのだ。ルド＝ルウやモルン＝ルティムと同い年というのは、ちょっと驚おどろきであった。

「えーと、ちなみに君は何歳なのかな、ユン＝スドラ？」

「は、はい！　わたしも十五歳です！」

　俺おれはまじまじと、両者の姿を見比べてしまった。

　身長は百六十センチ足らずで、いかにも女の子らしい容姿をしたユン＝スドラと、身長は百八十センチ近くもあり、俺以上に逞しい体格をしたレム＝ドムなのである。まるで別種の生き物みたいに雰囲気の異なる組み合わせであった。

「だったら確かに、君だけ特別扱あつかいするわけにはいかないね。改めまして、どうぞよろしく、レム＝ドム」

「ええ、こちらこそ」

　ユン＝スドラ以外の人目がなくなっても、レム＝ドムの様子が変わることはなかった。どこか人を食ったような、取りすましたたたずまいだ。

　べつだん悪人っぽいとまでは思わないが、ヤミル＝レイの他にこういった森辺の女衆と相対するのは初めてのことなので、いささか落ち着かない。だけどまあ、この際は気にせず仕事を進めるしかなかった。

「それじゃあ、晩餐の支し度たくを始めるよ。まずは汁しる物ものの準備だね」

　最初は、ナナールの灰汁あく抜ぬきだ。

　ホウレンソウとよく似たこの野菜はえぐみが強く、なおかつこのまま使うとキシキシと軋きしむような食感になってしまうので、こうしたひと手間が必要なのだった。

　だけど、それほどの手間でもない。塩を入れたお湯でざっと茹ゆであげて、冷水にさらすだけである。そうして灰汁抜きしたナナールと、アリアとネェノンとチャッチを切り刻み、ギバのモモ肉とともにやや少なめの水でじっくり煮に込こむ。

「ギバの肉は弱めの火で時間をかけて煮込むと格段にやわらかくなるし、それに旨うまみが煮汁に広がるんだ。で、肉や野菜から出る濁にごった汁は雑味になってしまうので、あらかじめ取り除いておくわけだね」

　ビギナークラスのレム＝ドムのために、俺はこまかく説明をしながら準備を進めた。このていどの手順はすでにわきまえているだろうに、ユン＝スドラのほうが熱心にうなずいている。

「で、火が消えてしまわないように弱火を維い持じしながら、今度は隣のかまどで焼きポイタンの準備だね。……スドラでは、ポイタンにギーゴを混ぜたりはしているのかな？」

「い、いえ！　そこまで贅ぜい沢たくに野菜を使う必要はない、と家長に定められました！」

「そっか。毎日のことだと、確かにギーゴの値段も馬ば鹿かにならないしね。……最近はファの家でも、ギーゴじゃなくてフワノを混ぜたりしているんだよ」

「フワノ？　それはあの、煮に詰つめて乾かわかしたポイタンのような粉ですね？」

「うん。ポイタンとフワノを混ぜると食感が変わるんで、色々と試ためしているところなんだ。ギーゴを混ぜるよりは安上がりだしね」

　ポイタンのしっかりした噛かみ応ごたえと、フワノのもっちりした噛み応え、この配合加減でちょっと面白い料理が作れるのではないかと、俺はひそかに目もく論ろんでいた。が、まだまだ研究中の段階であるので、今日はいつも通り平べったく焼きあげることにする。

「そうしたら、次はいよいよ肉料理だね。こちらでは、アリアとネェノンとプラ、それにギバの胸肉を使う」

　献こん立だては、『タラパ風味の甘あま酢ずあんかけ』である。

　肉と野菜はしっかりと炒いためて、最後にママリアの酢すと砂糖とタウ油、それにタラパとアリアでこしらえた特製の甘酢にチャッチ粉でとろみをつけたものを掛かける。まだ日が暮れるにはゆとりがあったので、試食用の分だけを焼きあげて、それを二名の見習いかまど番に差し出してみせた。

「どうだろう？　酸味は抑えてあるから、それほど食べにくいことはないと思うんだけど」

　ユン＝スドラはおずおずと、レム＝ドムは恐れ気もなく手をのばしてくる。

「ああ、とても美味です。アスタの手並みは、いつも素晴らしいですね」

　と、一口食べるなり、ユン＝スドラはそのように言ってくれた。なめらかな頬を赤く染めて、茶色の瞳をわずかに潤うるませている。

「砂糖というのは、素晴らしい食材です。塩よりも高価なのだから使いすぎるなと、わたしはいつも家の者に注意されてしまいます」

「あ、ユン＝スドラは甘あまい味がお好みなのかな？」

「はい、大好きです」

　頬を赤らめたまま、にこりと微笑む。なんとなく、森辺の女衆にしては新しん鮮せんな反応だなと、俺は心中でこっそり思った。

　そんな中、レム＝ドムは「奇妙な味ね」と言い捨てる。

「あのトゥール＝ディンが作った食事に、このような味はなかったわ。これだったら、わたしは塩とピコの葉をまぶしただけの肉のほうが好きかもしれないわね」

「うん、砂糖の甘さも酢の酸味も、これまで森辺には存在しなかった味だからね。あまり馴染めない人も少なくはないと思う」

　幸いなことに、アイ＝ファはわりあい最初から砂糖も酢も嫌いやがらなかったので、俺は色々と味見を頼んでしまっている。そうして甘酢あんかけの肉団子をこしらえたときなんかは、なかなかご機き嫌げんもうるわしく見えたものである。

「そういえば、北の集落のみなさんは森辺の民たみとしても特に質実な生活に身を置いているという話を聞いたことがあるんだけど。香こう草そうや調味料を買うことに抵てい抗こうはないのかな？」

「質実というのは、無む駄だなことに銅貨をつかわないということなのじゃないの？　美味なる料理が一族にとって無駄なものではないと判じられれば、別に銅貨を惜おしむことはないでしょう。わたしたちは、ルウ家に次ぐ豊かさを有しているはずなのだからね」

　そのように言ってから、レム＝ドムはちらりとユン＝スドラを見た。

「だけどスドラの家などは、ファの家の仕事を手伝ったり肉を売ったりすることで、たいそうな富を手にしているそうね？　たいした数のギバを狩ってもいない小さな氏族が、北の一族よりも大きな富を得ているというのは、やはり奇き妙みような気分だわ」

「はい。スドラには九名の家人しかいませんので、一日に一頭のギバを狩れば、何とか生きていくことができます。しかしわたしたちは、ファの家のおかげで、強い力を得ることができました」

　レム＝ドムを恐れる風でもなく、ユン＝スドラは瞳を輝かがやかせている。

「それで今では、男衆らが手傷を負うことなく、二日で三頭のギバを狩ることも珍しくはなくなりました。リィも子供を孕はらむことができましたし、きっと今後はさらなる力をつけていくこともできるでしょう」

「そういえば、スドラは分家も眷族も絶えてるんだよね。君はリィ＝スドラの妹さんか何かなのかな？」

　俺が声をあげると、たちまちユン＝スドラは頬を染めてしまう。が、その口から語られるのは、森辺の厳しい内情であった。

「いえ、リィはもともと分家の血筋であり、わたしはかつてスドラの眷族であったミーマの血筋です。そうして血の絶えそうになった分家と眷族の人間が全員本家の家人となることで、スドラは何とか滅ほろびずに済んだのです。……そうでなかったら、スドラは氏を捨て、血の縁もない氏族の家人となって生きながらえるしか道がなかったのでしょう」

「……なるほどね」

　森辺の民は、血の縁を重んじる。それゆえに、栄える家と衰おとろえる家が両りよう極きよく端たんであるように俺には感じられていた。

　たとえばルウ家やかつてのスン家などは、眷族を含めて百余名の大所帯であった。その中で、親筋のルウ家やスン家は三、四十名ほどの家人を抱える大きな家であり、末まつ端たんの眷族などは十名足らずの小さな氏族であったりする。

　それでも眷族が多ければ嫁よめ取とりや婿むこ取とりをして力を保つことはできるが、小さな氏族同士だとけっきょく先細りして、最終的にはスドラのように一つの家に統合されてしまうのだろう。

　俺などから見ていると、もっと頻ひん繁ぱんにさまざまな家と血の縁を結んでしまえば心強かろうに――とか思えてしまうのだが、話はそれほど単純なものではない。血の縁を結ぶというのは、森辺の民にとって文字通り「家族になる」ということなのだ。

　血を分けた親兄弟と同じぐらい大事な存在と思い、そのためには生命を懸かけることができるか。それぐらいの覚かく悟ごがなければ、きっと血族としての絆きずなを結ぶことはできないのだろうと思う。

　そうして強大な力を得たのがルウ家であり、その絆をないがしろにしたために衰すい退たいしてしまったのがスン家であるのだと、俺はそんな風に考えていた。

「……だけど、たった二人の家人しか有していないというのは、この森辺でもファの家ぐらいなのでしょうね」

　と、レム＝ドムが皮肉っぽい声で言った。

「ドムも本家はわたしと家長の二人きりだけど、分家を合わせれば十五人だわ。そしてザザ家を親筋とする血族は七十名近くも存在する。たった二人しか家人のいないファの家は、逃げようのない滅びの日を待ち受けている、ということなのよね？」

「でも！　ファの家だって、嫁や婿むこを取れば家族が増えます！　そうして余所よその氏族と血の縁を結べば血族を得ることができるのですから、決して滅ぶようなことにはなりません！」

　俺が何かを言う前に、ユン＝スドラが強い口調でそのように申し立てた。

　驚いて振り返かえると、ユン＝スドラは肩かたを怒いからせてレム＝ドムをにらみつけている。それは何だか、トイプードルがドーベルマンに立ち向かっているような様相であった。

「……そうね。いまやファの家はどの氏族よりも莫ばく大だいな富をたくわえているのだから、その力で新たな血族を迎むかえることもできるでしょう」

　しかしレム＝ドムは、悪びれた様子もなく肩をすくめている。

「べつだんわたしは、ファの家を貶おとしめようと考えているわけではないのよ？　他の氏族のやりかたに口をはさむ気もないし――気にさわったのなら謝罪しておくわ、アスタ」

「そう言ってもらえるなら、文句はないよ。……だから君も矛ほこ先さきを収めてもらえるかな、ユン＝スドラ？」

　俺の言葉に、ユン＝スドラはハッとしたように振り返った。そうしてまた、お顔を真っ赤に染めてしまう。

「も、申し訳ありません！　わたしなどが差し出口をきいてしまって……お恥ずかしい限りです」

「いやあ、気にしないでいいよ」などと答えつつ、俺もいくぶん閉口することになった。妙に皮肉っぽいレム＝ドムと、過か剰じようにファの家を擁よう護ごするユン＝スドラの取り合わせで、何だか少しだけ精神が胃もたれを起こしそうであったのだ。ファの家の行く末については、あまり余人に触ふれてほしくはないと願っている俺なのである。

「……それじゃあ、汁物料理の続きに取りかかろうかな」

　俺は本来の仕事に注力するべく、作業台の上に置いておいた土ど瓶びんを取り上げた。先日、乳にゆう脂しを作製するために脂し肪ぼう分ぶんを取り除いた、脱だつ脂し乳にゆうである。そいつをひと瓶びん、まるまる鉄てつ鍋なべに注いでみせた。

「あ、それがカロンの乳というものなのですか？」

「うん。乳脂をこしらえると乳が余ってしまうから、こうして頻繁に使う羽目になっちゃうんだよね」

　出汁だしで白はく濁だくしていたスープが、はっきりとした乳白色に染まる。それを沸ふつ騰とうさせないように気をつけながら、俺は塩とピコの葉と、そして少量のタウ油を加えた。最後にポイタンでとろみをつければ、完成だ。

　簡易版の、クリームシチューのごとき料理である。本当は乳脂とフワノ粉できちんとしたホワイトソースをこしらえたいところであったが、そこで乳脂を消費するとまた脱脂乳が余ってしまい、堂どう々どう巡めぐりになってしまうのだった。

「スドラでは、カロンの乳を買っていないんだよね？　この料理を味見したことはあったかな？」

「はい、以前に一度だけ。……あ、でも、許されるなら、今日も味見をさせていただきたいです！」

「うん、お好きなだけどうぞ」

　俺は木皿にカロン乳のスープをすくい、二人に差し出だしてみせた。

　見た目はクリームシチューと大差のない、とろりとした質感である。しかし、乳脂は使っていないしカロン乳も脱脂乳であるので、飲み口はけっこうスッキリしている。アクセントは、ブラックペッパー代わりのピコの葉だ。《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》や《西せい風ふう亭てい》に伝授した料理と、レシピはほとんど同一であった。

「ああ、やはりこちらも非常に美味です」

　ユン＝スドラは至福の表情で、レム＝ドムのほうは片かた眉まゆを吊つり上あげていた。

「……これは、カロンという獣の乳を使っているのね？」

「そうだよ。お気きに召めしたかな？」

「ええ。これは何だか力のつきそうな味がするわ」

　どうやらレム＝ドムは、自分の好みというものをはっきり備えている人間であるらしかった。悪く言えば偏へん食しよく家であるということだが、それはまた、美味か否いなかを判断できる感性と舌を持っている、という捉とらえ方かたもできる。

（案外、こういう人のほうが料理を作るのに向いてたりするんだよな）

　そんなことを考えていると、ユン＝スドラのほうがせわしなく二つの鉄鍋を見比べ始めた。

「あの……そちらの肉料理はタラパの赤で、こちらの汁物はカロン乳の白で……とても彩りが美しいですね？」

「うん、料理は見た目も大事だからねえ」

「……それに、タラパの酸すっぱさとカロン乳の甘さは、おたがいを引き立ててくれるようにも感じられます」

「そう、ママリアの酢の酸味だけだと『カロン乳のスープ』の味とぶつかっちゃいそうだったから、タラパを多めに使ったんだよね」

　なかなか鋭するどい指し摘てきをするではないかと、俺は驚かされた。

　ユン＝スドラは、頭をなでられた子犬のように微笑ほほえんでいる。

　そのとき――じゃりっと砂を踏ふむ音が聞こえた。

「あ、アイ＝ファ、おかえり――って、どうしたんだよ、おい！」

　俺はその姿を見るなり、思わず大声をあげてしまった。

　アイ＝ファは「何がだ？」と、とても不ふ機き嫌げんそうな視線を向けてくる。

　何がだも何も、アイ＝ファの様子は尋じん常じようでなかった。いつもきっちりまとめあげている髪かみがくしゃくしゃになっているし、毛皮のマントも手足も土だらけで、そして口もとにはうっすら血がにじんでしまっている。

　ただ、その立ち姿は力強く、眼光の鋭さにも変わりはない。それで俺も、胸中の不安を何とか抑よく制せいすることができた。

「二頭のギバに、はさみうちにされてしまってな。一頭は仕留めたが、一頭は取り逃がしてしまった。……そして、おかしな体勢で刀を打ち込んでしまったために、このざまだ」

　と、アイ＝ファはいきなり刀を抜き放った。

　それで俺は、再び息を呑のんでしまう。アイ＝ファの刀は、真ん中のあたりでぽっきり折られてしまっていたのだ。

「仕留めたギバも、あちこち手傷を負わせてまともに血抜きをすることができなかったので、肉と毛皮はフォウの家に譲ゆずってきた」

「そうか……大きな怪け我ががないようで何よりだよ」

「ふん。小さな怪我は負ってしまったがな」

　そのように言ってから、アイ＝ファは荒あらっぽく唾つばを吐はき捨すてた。

　否いな――それは唾ではなく、血であった。唇だけでなく、口の中もざっくり切ってしまっているらしい。

「アスタよ。今こ宵よいの晩ばん餐さんに、チットの実などは使っておらぬだろうな？」

「う、うん。今のところは使っていないよ」

「ならば、決して使うな。この口でチットの実などを食したら、とんでもないことになってしまう」

『ギバ・カレー』の研究をルウ家の勉強会で留とどめておいて良かったと、俺は心底思うことができた。

　そんな中、アイ＝ファの不機嫌そうな目が俺のかたわらへと向けられる。

「ところで、お前はドム家の女衆だな？　お前はルウの集落で手ほどきを受けるのではなかったか？」

「ええ……よくわたしがドムの人間だとわかったわね、ファの家のアイ＝ファ」

　俺は、驚いて振ふり返る。レム＝ドムの声の響きが、明らかに今までと異なっていたのだ。

　レム＝ドムは、奇妙に熱っぽい眼差しでアイ＝ファを見つめ、奇妙に勇ましい笑えみをその口もとに浮うかべていた。

「森辺において、ギバの骨を飾かざり物ものにしているのはドム家ぐらいのものであろう。それに、ドム家の女衆がルウの集落にやってくるという話は、アスタから聞いていたからな。……そのお前が、どうしてファの家でアスタに手ほどきを受けているのだ？」

「わたしはあなたに会いたかったのよ、アイ＝ファ」

　そんな話は、初耳である。

　アイ＝ファはうろんげに目を細めつつ、くしゃくしゃに乱れた髪を指先でまさぐった。革の紐ひもがほどかれて、金きん褐かつ色しよくの長い髪がきらきらと背中や胸むなもとに流れ落ちていく。

「何の用事かは知らぬが、今日の私はいささか不機嫌だ。込み入った話ならば、日を改めてほしいものだな」

「あなたはずいぶん美しいのね、アイ＝ファ……そんなに大きな女衆ではないと聞いていたけれど、際きわ立だって筋肉がついているわけでもないし……そのような目つきをしていなければ、そこらの女衆よりもよほど見目は麗うるわしいじゃない？」

「……そんな戯ざれ言ごとを抜かすのが、お前の用事であるのか、ドムの女衆よ」

「わたしはレム＝ドムよ。ドムの家長ディック＝ドムの妹、レム＝ドム。……わたしはこの森辺で唯ゆい一いつの女狩人であるという、あなたに会いたくてやってきたの」

　レム＝ドムが、肉感的な唇をぺろりとなめる。

　それはまるで、獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのような仕草であった。

「ふん。お前のほうは、女衆にしてはずいぶん鍛きたえられた身体をしているようだな、レム＝ドムよ。ドムの集落では、何か力を使う仕事でも任されていたのか？」

「あら、そう思う？　……まあ確かに、わたしとあなたが並んで立ったら、誰だれもがわたしのほうこそを女狩人と思い込んでしまうかもしれないわねえ？」

　アイ＝ファは気のない表情で、ほどいたばかりの髪をまたくくり始めた。

　俺とユン＝スドラは、この不ふ穏おんなやりとりをじっと見守るばかりである。

「男衆ならば、わたしより身体が小さくても、わたしより力が強いこともあるでしょう。忌いま々いましいことに、男衆と女衆では最初からそういう差が生じてしまうものなのだからね。……でも、同じ女衆であったら、身体が大きいほうがより強い力を持てるものなのじゃないかしら？」

「確かにそれだけ立派な体格をしていれば、お前のほうが重い荷物を運べるやもしれんな。……だが、それがどうしたというのだ？　お前が何を言わんとしているのか、私にはさっぱりわからないのだが」

「何も難しい話じゃないわ。わたしはただ、あなたに手合わせを願いたいだけなのよ」

「手合わせ？」

「そう、狩人の力比べね」

　レム＝ドムは、いっそう勇ましく笑う。

　が――とたんにアイ＝ファはすべての興味を失った様子で、レム＝ドムから視線を外した。

「くだらんな。そのような余興にかまけているひまはない。アスタよ、私は家の中で身を清めてくるので、しばらくは入ってくるのではないぞ」

「待ってよ、アイ＝ファ。あなたにとっては余興でも、わたしにとってはこの先の生を定める重要な行いであるのよ？」

　じゃらりと骨の飾り物を鳴らしながら、レム＝ドムは歩を進めた。

　アイ＝ファはとても面めん倒どうくさそうに、横目でその姿を見る。

「女衆が狩人の力比べなどをして、いったい何になるというのだ。力比べとは、森にその力を示す際か、あるいは修練のためにのみ行うべき行こう為いであるのだ」

「だからこれは、わたしの力を森に示す儀ぎ式しきであると同時に、狩人としての修練でもあるのよ」

　レム＝ドムは、唇くちびるを吊り上げて笑う。

「あなたは狩人として恥ずるところのない収しゆう穫かくをあげているのでしょう？　そんなあなたよりもわたしの力がまされば、それはわたしにも狩人としての力が備わっている、ということになるのじゃないかしら？」

「……その言葉に間ま違ちがいはないが、しかし、わたしが狩人でもない女衆に遅おくれを取ることはない」

「どうしてそんな風に言い切れるの？　わたしはこれでも、自分なりに修練を積んできたのよ？」

「狩人でない女衆としては、お前に並ぶ人間はないかもしれない。また、相手が町の人間であれば、たいていの男を屈くつ服ぷくさせることができるだろう。……しかし、それはそれだけの話だ。いっぱしの狩人が相手では、お前には何も為なすすべはない」

「わたしは口くち喧げん嘩かではなく、力比べを挑いどみに来たのだけどねえ、アイ＝ファ？」

「くどいな」と、アイ＝ファは言い捨てる。

「今日の私は不機嫌だと言ったはずだ。痛い目にあいたくなければ、大人しくかまど番の仕事を――」

　その言葉の途と中ちゆうで、レム＝ドムが動いた。

　地面を蹴けり、三メートルばかりもあったアイ＝ファとの距きよ離りを、一息に詰つめたのだ。

　ユン＝スドラが悲鳴をあげ、俺の腕に取りすがってくる。

　アイ＝ファは慌あわてず身をひねり、レム＝ドムの急きゆう襲しゆうをやりすごした。

　レム＝ドムは、獣のような敏びん捷しようさで、再びアイ＝ファに向きなおる。

「さすがにこのていどでは、顔色も変えないわね。でも、わたしが並の女衆でないことは伝わったかしら？」

「……どうやら痛い目を見ないとわからないようだな」

　まったく動じていない声で言い、アイ＝ファは狩人の衣ころもを脱ぬぎ捨てた。

　レム＝ドムの姿に視線を据すえたまま、それをかたわらの木の枝に引っ掛ける。

「や、やめてください、レム＝ドム！　森辺の民が相あい争あらそうなど、決して許されないことです！」

　ユン＝スドラが、気き丈じように声をあげる。が、その手はぎゅうっと俺の左ひだり腕うでを抱え込んだままであった。

「これは喧けん嘩かじゃなくて、狩人の力比べよ。相手に傷を負わせることなく、手の平か足の裏以外を地につかせれば、勝ち……それでいいのよね、アイ＝ファ？」

「うむ。お前が狩人ではないということを除けば、それで間違いはない」

　アイ＝ファが答えると同時に、再びレム＝ドムが襲おそいかかった。その長い腕が、アイ＝ファをとらえんと左右から突つき出される。

　アイ＝ファは優ゆう雅がにステップを踏み、それを左手側に受け流した。そして、レム＝ドムの左手首を引っ捕つかまえる。

　レム＝ドムは、身体全身をねじるようにしてそれを振り払はらった。

　弾はじかれたような勢いで、アイ＝ファは後方に飛びすさる。その右のかかとが、地面に築かれたかまどに触れた。

　すでに火は落としているが、まだ熱い鉄鍋がその上には載のっている。それに気づいてか気づかずか、レム＝ドムは三たび飛びかかった。

「ああっ！」とユン＝スドラが悲鳴をあげる。アイ＝ファが身をかわしたら、きっとレム＝ドムがかまどに突っ込む羽目になっただろう。俺でさえ、反射的に目をつぶってしまいそうになった。

　しかし、やっぱりアイ＝ファは動じていなかった。

　そして、レム＝ドムの突とつ進しんをかわそうともしなかった。

　アイ＝ファは身を沈しずめてレム＝ドムの両りよう腕うでを頭上にやりすごすと、そのまま相手の引ひき締しまった腰こしに組みついて、右手の方向に身体をねじったのだった。

　レム＝ドムの身体がふわりと浮き上がり、かまどとすれすれの空間を横切って、背中から地面に叩たたきつけられる。

　一いつ瞬しゆんだけブリッジの体勢になったアイ＝ファは、そのままバク転の要領で地面に着地する。レム＝ドムの突進の勢いを利用したのであろうが、まるでプロレスのように鮮あざやかな投げっぷりであった。

「これで気は済んだか？　まったく浅はかな女衆だ」

　そのように言ってから、アイ＝ファはじろりと俺たちのほうをにらみつけてきた。

「ところで、お前はスドラの女衆であったな？　嫁よめ入いり前の人間がそのように他ほかの氏族の人間と身を寄せ合うのは、森辺の習わしに反するはずであるが」

「え？」と気の抜けた声をあげてから、ユン＝スドラは俺のもとから飛とび離はなれた。その顔が、かつてないほど真っ赤に染まってしまう。

「も、も、申し訳ありませんでした！　つ、つい我を見失ってしまって……」

「いや、まあ、うん」などと不ふ明めい瞭りような言葉を返しつつ、俺はかまどの向こう側を覗のぞき込もうとした。とたんに、レム＝ドムが勢いよく立ち上がる。

「さすがは、いっぱしの狩人ね！　ここまで簡単にあしらわれるとは思っていなかったわ！」

　その顔には、いまだ勇ゆう猛もうなる笑みが張りついていた。

　黒い瞳ひとみも、それこそ狩人のように燃えている。

「だけど、一度ぐらいの手合わせでわたしを見限ったりはしないわよね、アイ＝ファ？」

「この一度で力量の差がわからぬなら、お前に狩人の資質はなしと言う他ないな」

「ふん！」と、レム＝ドムは腰を落とす。あれだけ強きよう烈れつなスープレックスをくらったのに、ダメージらしいダメージはないようだ。

　その姿を見て、アイ＝ファは不ふ愉ゆ快かいそうに目を細めた。

「もっと痛い目を見たいというのなら、場所を移せ。せっかくの晩餐に砂でも入ってしまったら何とするつもりだ？」

「うふふ。ようやく真ま面じ目めに手合わせをする気になってくれたのね？　嬉うれしいわ、アイ＝ファ」

「……まったく、ろくでもない日だな、今日は」

　アイ＝ファは前まえ髪がみをかきあげつつ、憂うれいに満ちた溜ため息いきをついた。
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　それから数分後。

　ファの家に、トトスの鉤かぎ爪づめが地面を蹴る音色が近づいてきた。

「おーい、ひさしぶりだな、アスタ！」

「あれ？　ルド＝ルウじゃないか？」

　ルウ本家の元気な末まつ弟ていが、手た綱づなを引きしぼってトトスを制止させる。羽う毛もうの色がやや淡あわめなので、これはジドゥラではなくルウルウだ。

「確かにちょっとひさしぶりだね。今日はどうしたんだい？」

「んー。レム＝ドムがファの家に向かったって、ヴィナ姉たちに聞いたからよ。ちょっと様子を見に来たんだ」

　ひらりと地面に飛び降りて、俺のかたわらにあったユン＝スドラを見る。

「うん？　お前は誰だっけ？」

「わたしは、スドラの家のユン＝スドラと申します」

　ユン＝スドラは、ちょっと緊張気味の面おも持もちで頭を下げる。小さな氏族の一家人にとって、族長筋の人間というのはそれほど気安く接せられる相手ではないのだろう。

「ふーん。俺はルウ家のルド＝ルウだ。よろしくな。……で、レム＝ドムのやつはどこに行ったんだ？」

「彼かの女じよなら、あそこだよ」

　俺が後方を指し示してみせると、ルド＝ルウは肩ごしにそちらを覗き込む。

　レム＝ドムは、地面に両手をついて、ぜいぜいとあえいでいた。アイ＝ファはそのすぐ正面で、息も乱さずに立ちはだかっている。この数分間で、レム＝ドムは十回以上もアイ＝ファに投げ飛ばされていたのだった。

「あーあ、やっぱりこうなってたか。そうだと思って、トトスを走らせてきたんだよなー」

「え？　ルド＝ルウはレム＝ドムのことを知っていたのかい？」

「ああ。ほら、前にアスタにころっけさんどを作ってもらったろ？　あのとき、ドムの本家で夜を明かすことになったんだよ」

　そういえば、灰の月にルド＝ルウは北の集落まで足をのばすことになり、その際は俺が弁当として『コロッケサンド』をこしらえてあげたのだった。

「そのときに、あいつは女衆なのに狩人になりたいんだーとか言ってたからよ。アイ＝ファと顔をあわせたら力比べでも挑むんじゃねーのかなーって思ってたんだ」

「だ、だったらそれは、こっちにも教えておいてほしかったなあ。いきなりアイ＝ファに突っかかってきたから、いったい何事かと思ったよ」

「んー。話しておこうかとも思ったんだけどな。女衆なのに狩人になりたいなんて、そいつは生半可な覚悟じゃねーだろうからさ。無関係の俺が他の人間に話すのは義理を欠くかなって思っちまったんだよ」

　と、悪びれた様子もなく、ルド＝ルウは頭をかく。

「それに、あいつがアイ＝ファに突っかかったところで、危ないことにはならねーだろうとも思ったしさ」

「うん、まあ、こっちが危ないことにはならなかったけどね」

　ジィ＝マァム、ダルム＝ルウ、ラウ＝レイといった屈くつ強きようなる狩人をも退けて、ルウの血族でも一、二を争うというダン＝ルティムとも互ご角かくの勝負を見せたアイ＝ファなのである。女衆としては規格外の体格を有するレム＝ドムでも、アイ＝ファに土をつけるどころか、汗あせをかかせることさえかなわないようだった。

「……お前には、狩人としての覚悟や気き迫はくが備わっていないのだ、レム＝ドムよ」

　そんなレム＝ドムの力ない姿を見下ろしながら、アイ＝ファは冷ややかに言った。

「どれほど身体が力を得ても、心に力がなければ相手を討うち倒たおすことはできない。……そしてまた、身体に力があってもそれを使いこなす技わざがなければ、せいぜい重い荷物を運ぶことしかできない。今のお前と勝負になるのは、いまだ森に入ったこともない若わか衆しゆぐらいであろうな」

「…………」

「だが、それを恥はじる必要はない。女衆が狩人の仕事をして喜ばれることはないのだから、お前も女衆としての仕事をまっとうするがいい、レム＝ドムよ」

「…………」

　アイ＝ファは小さく息をつき、身をひるがえそうとした。

　その足首を、レム＝ドムがつかむ。

「何だ？　自力で立てもせぬ人間を投げ飛ばすことはできぬぞ？」

「アイ＝ファ、あなたは……」

　あえぐように、レム＝ドムが言う。

「あなたはなんて、素す晴ばらしい狩人なの……？」

「……うむ？」

　いぶかしそうに、アイ＝ファは眉をひそめる。そのしなやかな両足を、レム＝ドムはいきなり抱だきすくめた。

「あなたに会いに来てよかった……わたしはあなたのように立派な狩人になりたいのよ、アイ＝ファ……」

　地面にへたりこんだままアイ＝ファの足を抱きすくめている、そんなレム＝ドムの端たん正せいな横顔には、何やら恍こう惚こつとした表情が浮かんでいるように見えた。

　俺はルド＝ルウと顔を見合わせてから、慌ててそちらに駆かけ寄よっていく。

「たわけたことを言うな。女衆の身で狩人を志すというのがどれほどの苦難をともなうことか、お前にはまったくわかっていないのだ」

「それでもわたしは、狩人になりたいの……何もしないまま、この気持ちを抑おさえつけることはできないのよ……」

　レム＝ドムはうっとりと目を閉ざして、アイ＝ファのなめらかな太ももに頬ほおずりをする。この段に至って、ついにアイ＝ファの冷れい徹てつな面にも亀き裂れつが走った。

「だったら、勝手にするがいい！　もとより、私には関係のないことだ！　……と、とにかく私からその身を離せ！」

「嫌よ。もう少しだけこのままで……」

　アイ＝ファはいつになく惑わく乱らんした目で、俺たちを見た。

「何なのだ、これは！　アスタ、ルド＝ルウ、助けてくれ！」

「んー？　別に嫁入り前でも、女衆同士ならかまわねーんじゃねーの？」
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「そういう問題ではない！　何だか背中がぞわぞわするのだ！」

　アイ＝ファはじゃけんにその頭を突き放はなそうとしたが、「ううん」と色っぽい声をあげながら、レム＝ドムは離れようとしない。ここでレム＝ドムの鍛えぬかれた筋肉は、初めて見せ場を発揮したようだった。

「……何なんだろうな、これ？」

　頭をかきながら、ルド＝ルウが俺を見る。

「よくわからないけど、たぶんアイ＝ファが格好よすぎたんじゃないだろうか」

　そういえば、ギルルが初めてファの家にやってきたとき、颯さつ爽そうと道を駆けるアイ＝ファの姿にご近所の女衆らも黄色い歓かん声せいをあげていたものなのである。

　俺がそんな感かん慨がいにふけっている間も、アイ＝ファは「早く助けろ！」と悲痛にわめき続けたのだった。







第二章★★★巡りゆく日々
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　翌日の、黒の月の二十三日である。

　その日も俺たちが屋台で元気に仕事に励はげんでいると、珍めずらしい客人があった。南の民にして鉄具屋の娘むすめたる、ディアルだ。

「やあ、ちょっとひさびさだね、アスタ」

　濃のう淡たんまだらの短い褐かつ色しよくの髪をした少女が、にこにこと笑いながら屋台の前に立つ。お供のラービスも、もちろん健在だ。サイクレウスという大きな商売相手を失った彼女たちは、あらためてジェノス侯こう爵しやくの代理人と商売の契けい約やくを結ぶことが可能になったのである。

　で、その商団の長であるグランナルという人物は、莫大な量の発注を受けて意い気き揚よう々ようと凱がい旋せん帰国したわけだが、彼女たちはジェノスに居残っていた。ディアルとラービスと、そして商団のナンバー２であるという人物が城下町に残り、随ずい時じ営業活動を続けていたのだった。

　そうして新たな発注を受けたら、早馬ならぬ早トトスを飛ばして本国にオーダーを伝える。それらの品を準備できたら、半年にいっぺんほどの割合でまた大がかりな隊商を組んでジェノスを訪おとずれるという、しばらくはそうした方式で商売を続けることに決定されたのだそうだ。

　サイクレウスの支配下にあった料理屋が使用する調理器具、およびジェノス城の兵士たちが使う武具、それらを永続的に請うけ負おうという大きな商談を成立させておきながら、まだ商売の手を広げようという、ディアルの父親というのは相当に商しよう魂こんたくましい人物であるようだった。

「やあ、十日ぶりぐらいになるのかな？　元気そうで何よりだ」

　ディアルの無む邪じや気きな笑え顔がおにこちらも笑顔を誘ゆう発はつされながら、俺おれはそんな風に答えてみせる。サイクレウスとの決着がつくまでは不安定な関係にあった彼女とも、俺はすっかり平へい穏おんな関係を取とり戻もどすことができていた。ディアルはいっそうにこにこと笑いながら、ずらりと並んだ屋台を見回していく。

「今日は何を食べよっかなー。宿場町まではなかなか足をのばせないから、毎回迷っちゃうよ！」

「ディアルは『ギバまん』が好きだったよね。まあ本命は『ギバ・カツサンド』なんだろうけど」

「当然さ！　あの料理は、まだ一回しか当たったことがないんだから！」

　しかし、五日から十日にいっぺんぐらいしか顔を出せない身で一回でも当たりを引いたのだから、なかなかの強運と言えるだろう。

　などと考えていたら、背後の雑木林からすうっと近づいてくる者があった。そちらを向いたディアルが「あれ？」と目を丸くする。

「どうしたの？　あんたが町に下りてるなんて、珍しいじゃん！」

「うむ。今日はちと買い物の用事があったのでな」

　アイ＝ファである。

　アイ＝ファは昨日破損した刀の代わりを購こう入にゆうするために、実にひさびさに宿場町へと下りてきたのだった。

　で、刀は朝一番ですでに購入していたのだが、本日は狩人かりうどとしての仕事を休み、俺たちと行動をともにしている。何でも口の中を切ったばかりでなく、奥おくの歯がぐらぐらと揺ゆれてしまっているために、力を振り絞しぼることができないのだそうだ。

　そんな状態でレム＝ドムをポンポン投げ飛ばしていたのかと思うと驚おどろきであるが、何にせよ、体調が万ばん全ぜんでないのなら休むに越こしたことはない。さきほどまでは痛み止めのロムの葉の効果でちょっとうとうとしていたアイ＝ファであるが、今は凛りん然ぜんとした様子を取り戻してディアルと対たい峙じしていた。

「ふーん、そっか。あんたとは、それこそふた月以上ぶりだね」

「うむ。最後に顔をあわせたのは、トゥラン伯はく爵しやくの屋や敷しきでアスタを取り戻した際であったな」

　そのように言いながら、アイ＝ファは静かに目礼をした。

「お前にもきちんと礼を述べねばならぬと、ずっと気にかかっていたのだ。……あの夜は、お前の機転に救われた。私は、心から感謝している」

「き、機転？　機転って、何の話さ？」

「お前は私の正体を知っていたのに、それを黙だまっていてくれたではないか？　それに、お前はアスタの存在を何気なく匂におわせて、こちらの望む方向に話を進めてくれたようにも感じることができた」

　それはもちろん、アイ＝ファがトゥラン伯はく爵しやく邸ていから俺を救い出してくれた際の話であった。あのときのアイ＝ファは、シムの血を引く豪ごう商しようの娘と身分を偽いつわって、トゥラン伯はく爵しやく家けの晩ばん餐さん会かいに潜せん入にゆうしたわけであるが、その場にはディアルも同席していたのである。

　もちろんそれ以前から、ディアルはアイ＝ファの存在を知っていた。だから、ディアルがその場でアイ＝ファの正体を暴ばく露ろしていたら、俺を救い出すこともかなわなかったのだった。

「そんなの……それまで何の力にもなれなかった分を考えたら、全然お礼を言われるようなことじゃないよ」

　ディアルは悲しげな顔をしていたが、アイ＝ファは「いや」と首を振る。

「あの頃ころのお前にとって、トゥラン伯爵家に仇あだをなす理由はなかったはずだ。そんな中でアスタや森辺の民に力を添そえてくれたのだから、礼を述べずには済まされない」

「大げさだってば！　あんたにそんなしおらしいことを言われたら、どう返事をしていいかわかんなくなっちゃうよ！」

「べつだん返事は求めていない。……まあ、これでアスタに不当な暴力をふるったことを水に流してやらなくもない、ということだ」

「……いちいち古い話をほじくりかえすんだなあ。そんなの、こっちはとっくに忘れてたのに」

　ディアルは苦く笑しようしながら、短い髪をかき回した。

「まあいいや。これで貸し借りなしってことにしてくれるんなら、素す直なおにありがたいって思うことにしておくよ」

「うむ」とうなずいてから、アイ＝ファは身を引いた。

　俺はほっと息をつきつつ、足もとの木き筒づつを取り上げる。

「それじゃあ、くじをどうぞ。献こん立だてを悩なやむのは、これを引いてからでいいだろう？」

「そうだね」と、ディアルは無造作に木の棒を引っこ抜ぬく。

　その先せん端たんには、しっかりと赤い印が印しるされていた。

「あれ……当たっちゃった」

「おめでとう。なかなかの的中率だね、ディアルは」

　トゥール＝ディンの差し出してくれた木箱から、俺は『ギバ・カツサンド』を取り上げる。

「はい、お代は赤銅貨三枚です」

「えへへ」と笑いながら、ディアルは商品を受け取った。

　そしてラービスが、無表情に銅貨を差し出してくる。ディアルの護衛役として毎回同行していながら、この御ご仁じんはいまだにギバの料理を食したことがないのである。

「あれ？　あの女の子は、新顔だね？」

　と、ディアルが隣となりの屋台に視線を移しながら言った。

　そこで働いていたのは、ユン＝スドラとリィ＝スドラだ。まだ中天には間があったが、彼女らは家での仕事を終えるなり駆けつけてくれたのである。

「そう、彼女は新しく働くことになったから、仕事の手ほどきを受けている最中なんだ。どうぞよろしくね」

「ふーん、可愛かわいらしい女の子だね。……ていうか、つくづく森辺の女衆って、美人ばっかりだよねー。まあ、アスタがそういう人間ばっかりを選んでるのかもしれないけどさ」

「そ、そんなことはないよ。俺はその家の家長が選んでくれたかまど番を、そのままお預かりしているだけだからね」

「へーえ」とつぶやきつつ、何やらディアルはじとっとした目つきになっている。

　しかし幸いなことに、この日の俺は話題を転てん換かんするための材料を持ち合わせていた。

「そういえばさ、ディアルに一つ聞きたいことがあったんだけど」

「ん？　何だい？」

「あのね、これぐらいの大きさでこんな風な形をした鉄具って、何か在庫があったりしないかなあ？」

「え？　え？　よくわかんなかった。どんな形だって？」

「えっとね、こんな風に筒になってて、先端がこれぐらいの細さですぼまっていると理想的なんだけど」

「ああ、それってもしかしたら、漏ろう斗とのこと？」

「漏斗！　そう、その漏斗だよ！　ちょっと新しい料理に挑ちよう戦せんするのに、そいつが必要になっちゃってさ」

　俺は昨日、ネイルに東の民たみのお客さんを紹しよう介かいしてもらい、その人物から腸ちよう詰づめ肉の作製方法を学んでいたのである。いずれミケルは燻くん製せい作りの手ほどきをするために森辺を訪れると約束してくれたのだから、俺はそれまでに腸詰め肉の作製方法を確立しておこうと思い至ったのだった。

「漏斗かあ。さすがにそんなのは、在庫にもなかったと思うなあ。漏斗なんて、そうそう買かい換かえることもないだろうからね」

『ギバ・カツサンド』をぱくつきながら、ディアルはそう言った。

「漏斗って、お酒やタウ油なんかを樽たるから土瓶に移すときに使うもんでしょ？　それぐらいだったら、宿場町でも手に入るんじゃない？」

「うーん、そうなのかな。とりあえず、宿場町の鉄具屋を見て回った感じでは、見当たらなかったんだよね」

「だったら、僕ぼくが城下町の店を見てきてあげようか？」

「あ、それならツテがあるから、そっちに頼たのむことにするよ。ディアルだって、毎日仕事で忙いそがしいんだろう？」

　そのように答えたとき、何とそのツテの大ボスが北の果てからしずしずと近づいてくるのが見えた。二頭のトトスに引かれた、箱型の巨きよ大だいなトトス車である。

　俺の視線を目で追ったディアルは、「んー？」と可愛らしく小首を傾かしげていた。

「何あれ？　貴族の紋もん章しようが掲かかげてあるみたいだけど」

「あれはきっと、ダレイム伯爵家のご子息だね。城下町での晩餐会以来、頻ひん繁ぱんに店を訪れてくれているんだよ」

　トトス車は宿場町の入口で停とまり、そこから二名の武官と丸っこい体格をした貴族が降りてくる。案の定、それはダレイム伯爵家の第二子息、ポルアースであった。

　いきなりの貴族の登場に、往来の人々はざわめいている。それらの人々をなだめるように鷹おう揚ような笑みを振りまきながら、ポルアースは俺たちの屋台に近づいてきた。

「やあやあ、本日も料理を買わせていただくよ、アスタ殿どの」

「毎度ありがとうございます。くじはどうされますか？」

「もちろん引かせていただくよ！　もう半月ばかりは当たりを引いていないのだからねえ」

　たいていは侍じ女じよやら小こ姓しようやらをよこして商品を買ってくれているポルアースであったが、ヤンの店やダレイムの領地に用事があるときなどは、こうして道すがらに自らが訪れてくれていたのだった。

　彼かれのこうした行動が、我が店にとってはいっそうの評判を呼び込むことになったのだろう。城下町の貴族がわざわざ宿場町にまで料理を買いに来るというのは、本来ありえないぐらいの椿ちん事じであるのだ。

「ああ、外れだ！　どうして僕は、こうも運がついていないのだろう！」

　俺がそんなことを考えている間に、ポルアースががっくりと肩かたを落としていた。貴族の特権で、『ギバ・カツサンド』を特別に準備させる――などという考えは、最初から頭にないようである。

「僕はねえ、ぎばかつさんどという料理が一番好みに合っているのだよ。もちろん他の料理にだって文句はないのだけれど、あの味はまた格別だからねえ」

　そのように言ってから、ポルアースは屋台の脇わきに引っ込んでいたディアルの手もとに切なげな視線をくれた。

　それから、何かに気づいた様子で、きょとんと目を丸くする。

「あれ？　もしかして、君は迎げい賓ひん館かんに逗とう留りゆうしていたゼランドの御お方かたではなかったかな？」

　ディアルは口の中のものを慌てて呑み下すと、空いていたほうの手を腹に置くような仕草とともに一礼した。

「はい。僕――いえ、わたしはゼランドの鉄具屋グランナルの一子、ディアルと申します」

「ああ、いいよいいよ、城中でもないのに、そんな挨あい拶さつは。僕はダレイム伯爵家の第二子息で、ポルアースという者だよ。……ええと、最近は迎賓館から普ふ通つうの宿屋に居を移したのだっけ？」

「はい。そちらで鉄具屋としての商売を続けさせていただいています」

「そうかそうか。君たちはたいそう立派な商品を扱あつかっているようだね。見本の刀を検分した近この衛え兵へい団の団長殿どのも、これならば何の文句もないと言っておられたようだよ」

「……それは望外の喜びでございます」

　やはりディアルは、俺などよりもよほどしっかりと貴族に対する礼をわきまえているようだった。ただ、片方の手には食べかけの『ギバ・カツサンド』を持ったままであったので、そこだけが可愛らしい。

　そちらにうなずき返してから、ポルアースはぐりんと俺のほうに向きなおってきた。

「ところでね、アスタ殿。今日はまた、ジェノス侯こうからお言葉を預かってきたのだけれども」

「え？　いったいどういったご用件でしょう？」

　ジェノスの領主であるマルスタインが俺などに言葉を届けようというのは、そうそうないことだ。まさか、ギバ肉をもっと値上げせよ、などという話ではあるまいな――などと俺がこっそり危あやぶんでいると、ポルアースは無邪気に笑ったまま言葉を重ねてきた。

「いや、実はね、来月にまたバナームからのお客人がやってくることになったのだよ。ただし今度はただのお客人ではなく、使節団の一行としてね」

「使節団？　それはつまり……サイクレウスに妨ぼう害がいされた国交を、十年ぶりに結びなおすということでしょうか？」

「ジェノスもバナームも同じ王国セルヴァの領土なのだから、国交という言葉は不相応だが、まあそういうことだね。おたがいの町で作ったフワノや果実酒で交易することはできないかと、改めてそれを論じ合うことになったのだよ」

　ふくよかな頬を震ふるわせながら、ポルアースはいっそう楽しそうに微び笑しようする。

「で、その使節団は、ウェルハイド殿が父君の遺志を継ついで率いることになったらしいのだけれどね。そのウェルハイド殿が、またアスタ殿の料理をご所しよ望もうされているそうなのだよ」

「ええ？　俺の料理をですか？」

「うん。是ぜ非ひにということらしい。察するに、ウェルハイド殿はギバの料理がいかに美味であったかということを、故郷の皆みな様さまがたに信じていただくことがかなわなかったのじゃないかな。ならば実際に食べてみよ！　という心境なのだろうと思うねえ」

　ウェルハイドというのは、バナーム侯爵家の傍ぼう流りゆうにあたる血筋の若君だ。俺は、サイクレウスたちと対決した審しん問もんの日と、城下町で行われた親しん睦ぼくの晩餐会で、二度だけ顔をあわせたことがある。彼の父親もまた、サイクレウスに命じられたザッツ＝スンたちの手によって害されていたために、証人の一人としてカミュア＝ヨシュに担かつぎ出だされた身の上であったのだった。

　すでにその裁きは果たされたとはいえ、森辺の民にとっては償つぐないを為すべき相手であろう。また、彼はそんな悪あく縁えんにとらわれることなく、俺のギバ料理を喜んで食してくれたのだ。ウェルハイドの端正で生き真ま面じ目めそうな顔を思い出しながら、俺は「はい」とうなずいてみせた。

「自分のような未熟者にそのような大役が果たせるか、はなはだ心もとないところではあるのですが……とりあえず、森辺の族長らにおうかがいをたてさせていただきます」

「うん、よろしくね！　……まあ前回も同じ話をしたけれども、そこまでギバ料理にこだわる必要はないからさ。ウェルハイド殿のために肉料理でしっかりギバ肉の美味おいしさを示してもらえれば、あとはどんな料理でもかまわないと思うよ」

　そうは言われても、カロンやキミュスの扱いにはそれほど長たけていない俺なのである。ギバの代わりにそれらを使っても、ギバの料理以上に上等なものをこしらえられる自信はなかった。ただ、現在の研究が進めば、フワノおよびポイタン料理でちょっと面おも白しろい料理をお届けできるかもな、という考えはある。

「だからさ、今回はトゥラン伯爵邸にあふれかえっている食材を、思うぞんぶん使ってみたらいいんじゃないのかな？　たしかアスタ殿は、小さなほうの厨くりやにしか足を踏ふみ入いれたことがないのだよね？」

「ええ、そうですね。それでも食材の質量には何の不満もありませんでしたけれども」

「いやいや、大きなほうの厨の食料庫は、それとは規模が違ちがうのだよ！　何せ、あのサイクレウスが己おのれの半生をかけてかき集めた食材の宝庫なのだからね！　僕も少し前に、初めてそれを拝見させていただいたのだけれども、それはもう圧巻の一言だったよ！」

　あれは、サイクレウスにとって宝物庫そのものだ――というミケルの言葉を思い出す。現在の宿場町に流通している食材など、氷山の一角に過ぎないのである。

「どうだろう？　よかったら、事前に一度その食料庫を確かく認にんしてもらえないかな？　使えそうな食材があったら森辺に持ち帰って、新しい料理を考案してみるとか。……ああ、想像しただけで、ちょっと胸が高鳴ってくるじゃないか！」

「はあ……では、それも含ふくめて族長に相談してみます」

「うん！　こちらもジェノス侯に話を通しておくからね！　……あ、あとね、もちろんアスタ殿お一人にすべてを任せるのは忍しのびないから、こちらでもとっておきの料理人を準備するそうだよ」

「とっておきの料理人？」

「うん。かつてのトゥラン伯爵邸の料理長にして、現在は自身の店を城下町に開くことになった、稀き代たいの料理人ヴァルカス殿だ。彼はねえ、かつてジェノスの三大料理人の一人に数えられた人物でもあるのだよ」

「ジェノスの三大料理人ですか……」

　それはまたご大層な二つ名だなあと俺はぼんやり思ったが、それに続いたポルアースの言葉でちょっと息を呑のむことになった。

「そうしてヴァルカス殿がトゥラン伯爵邸の料理長に、もう一人がジェノス城の料理長に収まったのちは、料理人の双そう璧へきなどと称しようされていた。三大料理人の最後の一人はサイクレウスの不興を買って、料理人としての未来を断たたれてしまったそうだけれどね」

「…………」

「うん？　どうかしたのかな？」

「あの、それはもしかして……ミケルという方のことではないですか？」

「ああ、そんなような名前だったね。今でもジェノスの領内で暮らしているらしいけど、詳しよう細さいはわからないんだ」

「……そのヴァルカスという方は、ミケルにも匹ひつ敵てきする腕うで前まえと評されていたのですか？」

「うん。評判だったら、ヴァルカス殿のほうが上じゃないかなあ？　何せ彼は、あれだけの食材を見事に使いこなしているわけだからね！　当時のサイクレウスは、その腕うでを見込んで莫ばく大だいな褒ほう賞しようを彼に与あたえていたらしいよ？」

　何か熱いものが、俺の胸にせりあがってきた。

　もちろん、そのヴァルカスという人物に罪はない。その人物とて、サイクレウスからの願い出を退けていたら、ミケルと同じ末路を辿たどっていたのかもしれないのだ。

　しかし、同じ時期に評判を呼んでいた料理人たちが今でも名声を欲ほしいままにしている中、ミケルだけが城下町の外でひたすら炭を焼いているというこの状じよう況きようには、やはり何とも言い難がたい感情を覚えることになった。

「では、族長らにも、どうぞよしなにね！　その晩餐会には、僕だって何としてでも参加させていただくからさ！　よい返事を期待しているよ、アスタ殿？」




２




　そうして俺たちは、ルウの集落に帰き還かんした。

　そこで待ち受けていたのは、レム＝ドムである。

「ああ、アイ＝ファ……ご到とう着ちやくをお待ちしていたわ」

　アイ＝ファは後ずさり、俺の身体を盾たてに取った。朝方はアイ＝ファも荷車から出ようとしなかったので、レム＝ドムと再会したのはこれが昨日以来である。

「……息災そうだな、レム＝ドムよ」

「ええ。だけど昨晩は、地面に叩きつけられた背中がうずいてうずいて……まるでアイ＝ファに一晩中抱きすくめられていたような心地ここちだったわ」

「気色の悪いことを抜かすな、うつけ者め」

　そんな俺たちをいぶかしそうに眺ながめながら、他の女衆らは荷下ろしを始めている。ただ一人、事情をしっかりとわきまえているユン＝スドラは、たいそう心配そうなお顔をしてくれていた。

「ところで、どうしてそのように家人の陰かげに隠かくれてしまっているのかしら？　わたしはその美しい姿を目に映せる瞬しゆん間かんを心待ちにしていたのだけれど……」

「そういう気色の悪いことを抜かすから、隠れたくなるのだ」

「ひどいことを言うのね……でも、そうしてわたしに言葉を向けてくれるだけでも、幸福な心地だわ……」

　と、奇き妙みように色気の増してきた横目でアイ＝ファを見つめる。アイ＝ファにぎゅうぎゅうと肩の肉をつかまれて、俺のほうこそどうしていいかもわからなかった。

「それで……あの……とても言いにくいことなのだけれど……」

「ならば、言わずに済ませるがいい」

「でも、言うわ……実はこれから半月の間、ルウの家だけではなくファの家でもお世話になりたいの」

「……言葉の意味が、まったくわからん」

「一日置きに、ファの家に住まわせてほしいのよ。ルウの家長ドンダ＝ルウには、承しよう諾だくをもらうことができたわ」

　俺は、呆あつ気けに取られてしまった。きっとアイ＝ファも、それは同様であっただろう。

「な、何を言っているのだ、お前は？　ドンダ＝ルウがそのようなことを承諾するとは思えん。そもそもお前は、女衆の身でありながら狩人になりたいなどというふざけた話を、ドンダ＝ルウに打ち明けたのか？」

「もちろんよ。森辺の族長に心情を隠したまま、そのようなことを願い出るわけにはいかないわ。これでドムの家長にも、わたしの気持ちが知れてしまうことになるわね」

　その瞬間、レム＝ドムの瞳に強い光が蘇よみがえった。

「でも、いいの。家長のディックだってそのことには薄うす々うす気づいていただろうし、もともと十五になったら打ち明けるつもりでいたのだからね。……その上で、わたしは狩人として生きていくことができるかどうか、自分の力をすべてぶつけるつもりでいたのよ」

「……お前は、私の伝えた言葉もしかと吟ぎん味みしたのか？」

　アイ＝ファの声にも、強いものが宿る。

　レム＝ドムは、「もちろん」とうなずいた。

「あなたに言われるまでもなく、女衆が狩人として生きていきたいなどと願い出れば、周囲の人間には疎うとまれるに決まっている。それでもわたしは、自分の気持ちを捨てることができないの。……あなただってそうだったのじゃないの、アイ＝ファ？」

「…………」

「わたしは、それでも自分の気持ちをつらぬき通したあなたを、誰だれよりも尊敬している。そんなあなたから、女狩人としての志を学びたいの。もちろん、わたしを森に連れていけなどと言うつもりはないわ。今のわたしにそんな資格がないことは、昨日この身に叩き込まれたのだからね」

「…………」

「あなたの仕事の邪じや魔まはしないわ。あなたの家で、あなたの帰りを待つ。そうしてあなたの存在を間近に感じたいの。かまど番としての仕事だって、もちろんしっかりつとめてみせる。だから……わたしをあなたのそばに置いてはくれないかしら、アイ＝ファ？」

「……半月の間、一日置きに、だな？」

「ええ。その後、ルティムと北の集落で女衆を取り替かえることがかなったら、もう何日かはのびることになるかもしれないけれど」

　アイ＝ファが思おもい悩んでいる気配が、背後からひしひしと伝わってくる。昨日は頭ごなしに否定していたが、それでも自分の気持ちを捨てようとしなかったレム＝ドムに対して、アイ＝ファはどのような思いを抱いているのだろう。

　女衆でありながら狩人を志したいという、アイ＝ファの他には存在しえなかった領域に、初めてこのレム＝ドムという少女は足を踏み入れてきたのだ。それが生半可な思いでなかったのなら、アイ＝ファにだって看過はできないはずだった。

「……アスタは、どのように思う？」

「俺はもちろん、家長に従うよ」

　余所よその女衆との同居生活なんて気き詰づまりな面は多々あろうが、それでも半月ていどなら、どうということはない。重んじるべきは、アイ＝ファの心情であるはずだった。

　しばしの沈ちん黙もくの後、アイ＝ファは低い声で言った。

「それならば……ファの家の家長として、レム＝ドムの逗留を許そう」

「本当に!?」

　俺の視界が、半ひねりで回転した。

　俺のか細い身体はレム＝ドムの逞たくましい腕に突つき飛ばされて、あっけなく地面に倒れ込むことになったのだった。

「ありがとう！　この身のすべての力を振ふり絞ってあなたに尽つくすわ、アイ＝ファ！」

「やめんか、馬ば鹿か者ものが！　お前はいったい、何なのだ!?」

　長身のレム＝ドムに正面からまともに身体を抱きすくめられて、アイ＝ファは必死にあがいていた。が、やはり筋力自体はレム＝ドムのほうがまさっているようで、なかなか振りほどくことができない。

「さきほどの言葉は撤てつ回かいする！　お前のようなうつけ者に、逗留を許すことはできん！」

「あらあ、森辺の民が自分の言葉をくつがえすの？　虚きよ言げんは罪なのよ、アイ＝ファ……？」

　レム＝ドムは幸福そうに微笑ほほえみながら、アイ＝ファの髪かみに頬ずりをしている。そうして笑うと、屈強なるレム＝ドムも年ねん齢れい相応に幼く見えるようだった。
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　その後は再び『ギバ・カレー』の研究にいそしみ、ファの家ではフワノとポイタンの配合、およびフォウの家から届けられた目玉や脳の調理などに取り組み、俺たちは夜を迎むかえることになった。

　目玉や脳料理の試作品はフォウやランの人々とたいらげたので、ファの家の本日の晩ばん餐さんは『ギバの角かく煮に』に『タウ油仕立てのギバ・スープ』という、《南の大たい樹じゆ亭てい》に卸おろしている品目と相成った。レム＝ドムが一日置きに逗留するとなれば、朝方にはこれらの料理の作製を手伝ってもらうことになるので、今晩の内に味を知っておいてもらおうと考えたのだ。これに焼きポイタンとちょっとしたサラダも添えさせていただき、栄養バランスも完かん璧ぺきなはずだった。

「アスタ、わたしは言葉を偽ることができないので、率そつ直ちよくな意見を述べさせてもらうけれど」

　それらの食事を進めながら、レム＝ドムが言う。

「あなたの料理は、どれも驚くべきものだと思うわ。これまでの食事とは比べることさえ愚おろかしいようなものだとも思う」

「うん、それはどうもありがとう」

「だけど、何ていうか……すべての料理が同じぐらい美味だとは思えないのよね。この甘あまくてやわらかい肉よりも、わたしは昼にルウの集落で味見をした辛からい料理のほうが美味であると思えるわ」

「へえ。『ギバ・カレー』はまだまだ試作品の段階なんだけど、あっちのほうがお好みなのかい？」

　それは、なかなか興味深い意見だった。

「参考までに、トゥール＝ディンが祝しゆく宴えんで作った料理では、どれが君のお好みだったんだろう？」

「そうね……あの夜の料理では、内臓を使った汁しる物もの料理と……それに、ミャームーと一いつ緒しよに焼いた肉が美味だと思えたわ」

「タラパのモツ鍋なべと、ミャームーソースのステーキか。ってことは、レム＝ドムは香こう辛しん料りようのきいた料理がお好みなのかな。……いやだけど、昨日はカロン乳のスープもお気きに召めしたみたいだったよね？」

「ええ。わたしはそういう、力の感じられる料理が好みなのかもしれないわね」

　偏へん食しよく家なのか味覚が鋭えい敏びんなのか。これだけの例ではまだ判別もつかないが、調理の手て際ぎわもなかなか悪くはないようだったし、意外にかまど番としての資質は恵めぐまれていそうなレム＝ドムであった。

　それに、こういった率直な物言いはララ＝ルウにも通ずる部分があり、俺は嫌きらいではない。ただし、我わが家長殿はずっと仏ぶつ頂ちよう面づらで、言葉もなく食事を進めていた。片側の奥おく歯ばが使えないので、やわらかく煮に込こんだ『ギバの角煮』を食するのにも難なん渋じゆうしている様子だ。

「……アイ＝ファには、苦手な料理や好みの料理などは存在するのかしら？」

　レム＝ドムに流し目を向けられると、とたんに眉まゆを吊つり上あげる。

「私が何を好もうと、お前には関係あるまい」

「意地悪ねえ……でも、家長としての威い厳げんにあふれていて、素す敵てきだわ」

「…………」

「ねえ、アイ＝ファ。ルウの男衆たちに聞いたのだけれど、あなたはルウでの力比べで八人の勇者に選ばれたのですって？　しかも、あのルティムの家長と互角の力を見せたというじゃない？」

「互角ではない。私は、ダン＝ルティムに敗北した」

「だけどその頃のあなたは、左ひだり腕うでの怪我が治りきっていなかったのでしょう？　それであのルティムの家長と互角に近い力を示せただなんて……それは、とてつもないことじゃない？」

　ヴィナ＝ルウばりに色っぽいレム＝ドムの目に、また力強い光が灯ともる。

「わたしはね、森辺でもっとも強い力を持つ狩人は、うちの家長かグラフ＝ザザのどちらかだと思っていたの。でも、ルウやルティムの家長というのは、それにも負けない力を備えているように感じられたのよね。……ということは、アイ＝ファだってその四人にも並びうる狩人だってことになってしまうのだわ」

「お前はそこまで、余人の力を正しく測ることが可能なのか、レム＝ドムよ？」

「そこまではっきりとはわからないけれどね。アイ＝ファの力量だって、すっかり見誤っていたし。……でも、家長のディックやグラフ＝ザザと同じだけの力量を持つのは、ルウとルティムの家長だけだと思う。ルウの集落でも、それ以上の力を感じる男衆は見かけなかったわ」

　そういえば、アイ＝ファやルド＝ルウは常に自分の父親という強大な存在を身近に見ていたおかげで、余人の力量を測る目を養うことができた、というような話を聞いたことがある。それも、ジザ＝ルウやダルム＝ルウのように体格には恵まれなかったため、余計に自分の非力さを痛感させられたゆえなのだろう、という話であったのだ。

　ということは――もしかしたら、勇ゆう猛もうなるドム家の集落に生まれ落ちたレム＝ドムもまた、それと同じような環かん境きようで育ち、同じような心情を抱くことになった、ということになるのだろうか。

　木皿のスープをすすっていたアイ＝ファは、ちらりとうるさそうにレム＝ドムを見る。

「力比べは、あくまで試ためし合いだ。狩人にとって大事なのは、人間でなくギバを討うち倒たおす力であろう」

「だけどあなたは、たった一人で驚くほどの収しゆう穫かくをあげているのでしょう？　あなたのような女狩人と同じ時代に生きることができて、わたしは幸福だわ、アイ＝ファ」

「私はいまだ十七歳さいの若じやく輩はい者ものだ。ドンダ＝ルウたちのように長きに渡わたってその力を示してきた狩人こそを、お前は指針にするべきであろう」

　不ふ機き嫌げんそうな声で言い、アイ＝ファは木皿を置く。

「それに、ルウの集落にはマサラのバルシャもいる。お前はあのバルシャと縁えんは結べたのか、レム＝ドムよ？」

「バルシャというのは、あのルウ家の客人のことね？　ええ、少しぐらいの言葉は交かわしているけれど……でも、ギバ狩がりの仕事を果たしているのは、息子むすこのほうだけよね？」

「しかしバルシャも、故郷ではギバに劣おとらぬ凶きよう暴ぼうな獣けものを狩かっていたと聞く。バルシャもまた、お前に正しき道を示してくれる存在であるはずだ」

「ふうん……？」

　あんまりピンときていない様子で、レム＝ドムは首を傾げる。

「わかったわ。アイ＝ファがそのように言うのなら、機会を見つけてもっと言葉を交わしてみましょう。……だけど今日は、アイ＝ファの存在を感じているだけで、胸がいっぱいだわ」

「……そういうたわけたことを抜かすなと、何べん言わせるつもりだ」

「ああ、その鋭するどい目つき……背中がぞくぞくしちゃうのよねえ」

　レム＝ドムが、すがるようにアイ＝ファを見つめる。アイ＝ファはやけくそのように、焼きポイタンを噛かみちぎった。

「そういえばさ、ポルアースの言っていた晩餐会についてなんだけど」

　ここらで話題を転換したほうが平和かな、と俺は口をさしはさむ。

「正式な決定は族長たちの返事を待つとして――アイ＝ファは、どう思う？」

「気は進まぬが、断るべき理由も見当たらない。以前の晩餐会と同じように、幾いく名めいかの狩人が護衛につけば問題はなかろう」

「そうか。それならいいんだけど」

「何だ、お前も気が進まぬのか？　ならばその心情は、族長らに伝えるべきであろうが？」

「いや、気が進まないわけじゃないんだ。ただ……必要以上に、気持ちが昂たかぶっちゃってさ」

「気持ちが？　何故なぜだ？」

「それはもちろん、ミケルと並ならび称される料理人と同じ日にかまどを預かることになるからさ。そんなの、とうてい平静ではいられないよ」

「ふむ……？」と、アイ＝ファは眉をひそめる。

「しかし、城下町の料理人は作法が異なる。たしかミケルはそのように言っていたし、それに、あのティマロとかいう料理人も、何やら珍ちん妙みような料理ばかりを作っていたようではないか？」

「どうだろうな。ミケルは城下町の料理人の『ほとんど』が食材を使いこなせていないと言っていたんだ。それなら、そのヴァルカスとかいう料理人は、ミケルも認める立派な料理人かもしれないじゃないか？」

「仮定の話では、何とも言えんな。それに私は、城下町の料理人などどうでもよい。……ただし、お前が奮起するなら、それは私にとっての喜びだ」

「そっか。それなら、思うぞんぶん奮起させていただくよ」

　俺が笑うと、アイ＝ファもかすかに口もとをほころばせた。

　とたんにレム＝ドムが、「ああ……」と切なげに声をあげる。

「ねえ、アイ＝ファ……ほんの時々でいいから、わたしにもそんな優やさしげな表情を向けてはもらえないものかしら……？」

「やかましい」と、アイ＝ファはせっかくの微笑みを引っ込めてしまう。困ったもんだなあと、俺は苦笑した。

「だけど、それよりもまずは、ダン＝ルティムのお祝いだよな。腕によりをかけるから、まずはそっちに期待をしてくれ」

「うむ」とアイ＝ファは不機嫌そうにうなずく。

　そうしてレム＝ドムを迎えた初めての夜は、しんしんと更ふけていったのだった。




３




「お前は、何をやっているのだ！」

　翌日、俺はそんな怒ど声せいで目覚めることになった。

　何かと思って飛び起きると、敷しき物ものの上でアイ＝ファとレム＝ドムが組くんず解ほぐれつの大おお騒さわぎを繰くり広ひろげている。性しよう懲こりもなくレム＝ドムがアイ＝ファに抱だきついて、怒声をあげさせることになったようだ。

「やっぱりアイ＝ファは、人の気配に敏びん感かんなのね……素敵だわ……」

「いきなり抱きつかれて、気配もへったくれもあるか！　いいから、とっとと手を離はなせ！」

　アイ＝ファは力ずくでレム＝ドムを押おしのけると、荒あらい息をつきながら半身を起こした。床ゆかに転がったレム＝ドムは、熱っぽい眼まな差ざしでアイ＝ファの顔を見上げている。

　二人とも髪をほどいているので、それが妙みように艶なまめかしい。それに、二人のかもしだす熱気が朝の清せい涼りようなる空気を押しやって、濃のう密みつに匂いたっているかのようだった。

（うーん、アイ＝ファとはもう慣れっこだったけど、女性との雑魚ざこ寝ねっていうのは、やっぱり倫りん理り的てきにどうなんだろう）

　ファの家の個室はすべて物置きや食料庫として使われているために、客人を迎えても広間で雑魚寝するしかすべがないのだ。

　アイ＝ファは眼光でレム＝ドムを牽けん制せいしながら、俺のほうににじり寄ってきた。そうしてまた俺の身体を盾にしてから、レム＝ドムに向かって怒ど鳴なり散ちらす。

「今度おかしな真ま似ねをしたら、本当に家を追い出すぞ！　わかったら、あちらの部屋で着き替がえてこい！」

「わかったわよ、つれないわねえ」

　レム＝ドムはアイ＝ファに流し目をくれてから、物置き部屋のほうに引っ込んでいった。彼かの女じよが持参した手荷物も、その部屋に仕し舞まわれていたのだ。

「まったく、あやつは何を考えているのだ。家族でもないのにべたべたと身に触ふれて、気色悪くはないのだろうか？」

「そうだなあ。まあ、それだけアイ＝ファのことが愛いとおしいってことなんじゃないか？」

　冗じよう談だんまじりに俺おれが答えると、とても険悪な目つきでにらまれてしまった。

「アスタよ、お前は私がこれほど腹を立てているのに、まったく気にもかけておらぬようだな」

「え？　いや、まあ、好意あってのことなんだから、微笑ましい話じゃないか」

「どこが微笑ましいのだ！」と、アイ＝ファが背後からチョークスリーパーをかけてきた。

　首は苦しいし、身体の密着具合が尋じん常じようではない。俺はさまざまな煩はん悶もんを抱かかえ込みながら、「ごめんなさい！」とわめくことになった。

　ともあれ、その日の朝はそんな風に騒さわがしくスタートすることに相成ったのだった。




　朝の着替えを済ませたのちは、水場での洗い物と、ラントの川における行水、そして薪まきと香こう草そうの採取作業である。

　その間は、とりたてておかしな騒ぎが勃ぼつ発ぱつすることもなかった。ただ、水場で出くわした女衆らが、レム＝ドムの姿に驚いたばかりだ。この近在では、噂うわさに名高い北の一族の人間を目にする機会もそうそうなかったのだった。

　かつてのスン家の眷けん族ぞくであり、現在は族長筋の一つと定められた、ザザ家の血族である。その中でもドム家というのは勇猛さで知られていたらしく、フォウやランの人々はいくぶん恐おそろしげにレム＝ドムの姿を見やっていたものであった。

「今日からは、彼女も一日置きに下ごしらえの仕事を手伝ってもらうことになりました。どうぞよろしくお願いしますね」

　俺がそのように述べたてると、いっそうのどよめきが女衆の中に広がった。その様子を見回しながら、レム＝ドムは挑ちよう発はつ的てきに唇くちびるを吊り上げている。

「同じ仕事に取り組むのに、族長筋もへったくれもないでしょう？　おかしな気はつかわないようにお願いしたいところね」

「……ええ。北の一族は勇猛であっても暴ぼう虐ぎやくではないと、わたしたちもそのように信じておりますよ」

　いくぶん緊きん張ちよう気味の面おも持もちで、フォウの家長の伴はん侶りよはそのように答えていた。

　ザザ家はすべての氏族の家長たちに認められて、族長筋の座を担になうことになったのだ。ザザ家がかつてのスン家のように、暴虐な真似を働くわけがない――家人としては、そのように信ずるしかないはずだった。

　洗い物の仕事を終えて、ファの家に戻もどり、今度は森の端はしに向かいながら、レム＝ドムは肩をすくめていた。

「やっぱりどこに行っても、北の一族というのは疎まれるものなのね。毅き然ぜんとした態度で接してくれたのは、あなたたちとルウの血族の人間ぐらいだわ」

「何も疎んでいるわけではなかろう。それに、フォウやスドラの家長であれば、北の一族の人間に物もの怖おじすることもない」

「ああ、フォウの家長というのは、族長たちの集まりにも加わっているのだという話だったわね。なかなか立派な男衆であるという噂を聞いているわ」

　そんな噂が北の集落に流れているというのは、喜ばしい話であった。スドラの家長ライエルファム＝スドラと同じように、フォウの家長バードゥ＝フォウも、俺とアイ＝ファにとってはかけがえのない同どう胞ほうなのである。

　ともあれ、森の端では、行水と採取作業だ。

　アイ＝ファとレム＝ドムはいっぺんに行水をしていたが、そちらでは俺の危き惧ぐするような騒ぎも起きなかった。ただ、アイ＝ファが「じろじろ見るな」という声をあげていたぐらいのものである。

　その後は、いよいよ商売のための下ごしらえであるが――さすがに、ずぶの素人しろうとであるレム＝ドムにいきなり重要な仕事を任せることはできない。とりあえず、本日はポイタンの焼き作業を受け持ってもらうことにした。

　その際の指導役をお願いしたのは、トゥール＝ディンである。ディン家もザザ家の眷族であり、意外にトゥール＝ディンはレム＝ドムを恐れる風でもなかったので、安心して任せることができた。

「ふうん、やっぱりあなたは手際がいいわねえ。そんなに幼いのに、大したものだわ」

「い、いえ、とんでもありません。レム＝ドムこそ、上手に焼けているではないですか」

「昨日もルウの家で、少しだけこの仕事を手伝わせてもらったのよ。わたしたちがまず習い覚えるべきは、このポイタンの焼き方なのでしょうしね」

　年齢は五歳しか変わらないが、身長は三十センチ以上も差のある両者である。が、幼くて小こ柄がらなトゥール＝ディンの指導のもとに、レム＝ドムが粛しゆく々しゆくと仕事を進めていくさまは、見ていてなかなか微笑ましいものであった。

　そうしてレム＝ドムが大人しく仕事に励はげんでいると、フォウやランの人々もずいぶん警けい戒かい心しんをほどかれた様子であった。仕事が終わる頃ころには、自分たちから声をかけていたほどである。

（こんな調子で半月が過ぎれば、ずいぶん心を通わせることもできるんじゃないのかな）

　そんな風に、俺は胸を撫なでおろすことになった。

　いきなりアイ＝ファに勝負を持ちかけてきたときにはどうしたものかと思ってしまったが、彼女も森辺の同胞なのである。これまで血の縁ばかりを重んじすぎて、余所の氏族との交わりが薄うすくなってしまっていた森辺の民であるので、これを機会に絆きずなが深まれば幸いであった。

　そんなこんなで下ごしらえの作業を終えたら、いよいよ宿場町に出立だ。

　そこでレム＝ドムは、大いに落らく胆たんすることになった。

「え？　アイ＝ファは今日も、宿場町に行ってしまうの？」

「うむ。薪まき割わりをしていたら、また歯の根が痛み始めてしまった。これでは、ギバ狩りの仕事を果たすこともかなうまい」

　狩人の衣ころもを纏まとい、腰こしに刀を下げながら、アイ＝ファはそのように答えていた。

「無念だが、十全の力を出せぬ狩人にギバを狩ることはできない。それがわからぬ狩人は、満足な仕事も果たせぬ内に魂たましいを返すことになろう」

「そう……勇ゆう敢かんと無む謀ぼうは異なるという話なのね。そういうことなら、了りよう承しようしたわ」

　そんな風に述べてから、レム＝ドムはちょっとすねたような顔をした。

「でも、何のために宿場町まで出向くのかしら？　昨日は刀を買うために出向いたそうだけど、もう何の用事もないのでしょう？」

「……家にいても、為なすべき仕事は残されていないからな。ならば、どこで身体を休めようと、変わりはあるまい」

「変わりがないなら、家で休んでいればいいのに……そんなに家人のそばにいたいのかしら」

　アイ＝ファはいくぶん頬ほおを赤らめていたが、レム＝ドムのほうはさっさと荷台に乗り込んでしまっていた。

「それじゃあわたしもファの家に居残る理由はないんで、荷車に乗せていただくわ。ルウの集落で、降ろしてちょうだい」

　アイ＝ファは呼吸を整えてから、荷台に乗り込んだ。俺にトゥール＝ディン、アイ＝ファにレム＝ドムという、なかなかに風変わりなカルテットである。

　ロムの葉を服用したアイ＝ファはいくぶん眠ねむたげであったので、道中ではずっとレム＝ドムがトゥール＝ディンに語りかけていた。トゥール＝ディンはそれを迷めい惑わくがるでもなく、たどたどしくも懸けん命めいに答えている。やっぱりレム＝ドムは、北の集落の祝しゆく宴えんで見事な宴うたげ料理を出したトゥール＝ディンに、一目置いているような節があった。

（トゥール＝ディンだってスン家の人間だったのに、それはかまわないんだな。やっぱり本家と分家じゃ意味合いが違うってことか）

　いずれはヤミル＝レイやツヴァイに対しても、レム＝ドムが打ち解ける日は来るのだろうか。俺としては、少なからず気になるところであった。

「えっ！　今日もアイ＝ファは宿場町に下りるの？　やったー！」

　ルウの集落に到着すると、リミ＝ルウの喜びの声が響ひびきわたることになった。本日は、リミ＝ルウが屋台の当番であったのだ。

「わーい、嬉うれしいな！　レイナ姉、リミはアイ＝ファと一緒の荷車で行くね！」

「うん、わかった。……アスタ、リミをお願いしてもよろしいでしょうか？」

「もちろんだよ。でも、今日の当番はリミ＝ルウとシーラ＝ルウじゃなかったっけ？」

「はい。実はシーラ＝ルウの家の末まつ弟ていが怪け我がをしてしまったので、わたしが交代することになったのです。どうぞよろしくお願いいたします」

　シーラ＝ルウには、三名もの弟がいる。長ちよう兄けいのシン＝ルウ以外は名前を知らないが、末弟といえば十歳にも満たない幼さであるはずだった。

「木登りをしていて、足を滑すべらせてしまったようですね。明日には歩けるようになるはずだという話でした」

「そっか。それは心配だね。シーラ＝ルウは大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい。家の仕事はリャダ＝ルウやタリ＝ルウもいますので。ただ、弟の気が弱っているので、集落を離れるのが心配になったのでしょう」

　心優しいシーラ＝ルウであれば、そのように考えるのも当然であるように思えた。

　なおかつ、レイナ＝ルウのほうはいつになく上じよう機き嫌げんの様子である。二日連続で宿場町に下りられることが、きっと嬉しいのだろう。

「それじゃあ、出発しようか。レム＝ドムも、お疲つかれ様さま」

「ええ、無事に戻ってくることを祈いのっているわ。まあ、アイ＝ファがいれば、どんな苦難でも退けてくれるでしょうけれどね」

　そうして俺たちは、宿場町に向かうことになった。

　レム＝ドムとは別れて、リミ＝ルウとヤミル＝レイが加わっている。リミ＝ルウはアイ＝ファと、ヤミル＝レイはトゥール＝ディンと言葉を交わしており、なかなか和なごやかな様相である。アイ＝ファもなかなかリミ＝ルウと顔をあわせる機会は少ないので、眠ねむ気けをはねのけて会話に励んでいるようだった。

　宿場町に到着したのちは、三つの宿屋に料理や生せい鮮せん肉にくを配りつつ、露ろ店てん区域を目指す。相変わらず開店前から大勢のお客が詰つめかけており、その日も商売は盛せい況きようであった。

　アイ＝ファは荷台の中で小休止を取り、俺たちは屋台の商売に勤いそしむ。そうして朝方のピークが過ぎて、少し客足が落ち着いてくると、二日ぶりにミケルが姿を現してくれた。

「いらっしゃいませ。今日はお一人ですか？」

「ああ。何か文句でもあるか？」

　まずは無愛想な言葉を吐はいてから、ミケルは説明してくれた。

「マイムのやつは厨に引きこもって、ギバ肉と取っ組み合っている。いくつか調味料も買かい与あたえてやったので、しばらくは外に出る気にもなれんだろうさ」

「そうですか。マイムがどのようなギバ料理をこしらえるか、俺は心待ちにしています」

「ふん。あと数日もすれば、また味見を願い出てくることだろう。カロンやキミュスの料理よりも粗そ末まつなものを出してきたら、ぞんぶんに笑ってやるがいい」

　そんな憎にくまれ口ぐちを叩たたきながら、ミケルは『ギバまん』を購こう入にゆうした。『ギバ・カツサンド』のくじ引きは、残念ながら外れである。

「あの、そういえば、ミケルにおうかがいしたいことがあったのですが……」

　ちょうどお客の切れ間であったし、ミケルも屋台の脇わきに居残ってくれていたので、俺はそんな風に切り出してみた。

「ミケルは、ヴァルカスという料理人をご存知ですか？　城下町では、ずいぶん高名な方のようなのですが……」

「ヴァルカス？」と、ミケルは眉をひそめた。

「ずいぶん懐なつかしい名前を聞くものだ。そいつはジェノスでも一、二を争あらそうほどの料理人であろうが？」

「ああ、やっぱりそうなのですね。実は、その方と同じ日にかまどを預かることになるかもしれないのです」

　ミケルは、ますます深い皺しわを眉み間けんに刻むことになった。

「そいつは、たいそうな話だな。俺も数えるていどしか、あいつの料理を口にしたことはないが……あれは、生なま半はん可かな料理人ではないぞ」

「そうですか。ミケルにもそのように言わしめるほどの料理人なのですね」

「ふん。俺など、ただの老いぼれだ。だけどあいつは――」

　そのように言いかけて、ミケルはいったん口をつぐんだ。

「……まあ、言葉で語っても詮せん無なきことだな。とにかく、驚おどろくべき手しゆ腕わんを持つ料理人であるということに間ま違ちがいはない。あいつの料理を口にすれば、お前もさぞかし驚かされることだろう」

「そうですか。それでは、その方の料理を味見できるように祈っておきます」

　内心の昂こう揚ようを抑おさえ込みつつ、俺はそれだけ述べておいた。

『ギバまん』を食べ終えたミケルは、「ふん」と鼻を鳴らしながら、新たな銅貨を差し出してきた。

「では、もう一つその饅まん頭じゆうをもらっておこう。手ぶらで帰ると、あの馬ば鹿かがうるさいのでな」

「ありがとうございます。……あ、それと、燻くん製せい肉にくについては、いかがでしょうか？」

「今は仕事が忙いそがしいので、そちらに出向くとしても数日後だな。本気で学ぶ気があるならば、準備を整えておけ」

「はい、その準備について、おうかがいしておきたかったのです。燻製に必要な香草や、燻製小屋に仕立てる家について、どのように準備を進めておくべきでしょうか？」

　ミケルは苦虫を噛み潰つぶしたような顔で、首を振っていた。

「今日も仕事が立て込んでいるので、長々と語らっている時間はない。明日か明後日にでも説明してやるから、とっとと饅頭をよこせ」

「承知しました。お手数をかけさせてしまい、申し訳ありません」

　ミケルは炭焼きの仕事の合間をぬって、トゥランから徒歩で宿場町まで出向いてきてくれているのだ。なおかつ、こうしてマイムのためにギバ料理を買った日には、それを家まで届けてあげているのだろう。それはなかなかの労力であるはずだった。

「あ、くじ引きのほうは、どうしますか？」

　ミケルは無言で、木き筒づつの中の棒を引ひき抜ぬいた。

　そこに赤い印を見み出いだして、俺は「おめでとうございます」と笑いかけてみせる。

「それでは、『ギバ・カツサンド』なので、赤銅貨三枚になりますね。恐きよう縮しゆくですが、銅貨をもう一枚お願いします」

「ふん、悪運の強い娘むすめのせいで、余計に銅貨をつかうことになってしまったな」

　右手の不自由なミケルは左手で銅貨を差し出だし、左手で『ギバ・カツサンド』を受け取った。

「毎度ありがとうございました」

　俺の挨あい拶さつにも返事をせずに、さっさと立ち去っていく。その背中が遠ざかると、隣となりの屋台で働いていたヤミル＝レイが肩かたをすくめた。

「いつまでたっても無愛想な男衆ね。その割には、ずいぶん親切なようだけれど」

「ええ。わざわざ森辺の集落まで出向いて、燻製肉の作り方を手ほどきしてくれるのですからね。本当に、ありがたい話です」

　それに、無愛想の度合いでは、ヤミル＝レイも負けてはいない。どんなに無愛想でも、俺はミケルにもヤミル＝レイにも確かな信しん頼らい感を抱くことができていた。

　そんな風に考えていたところに、ユン＝スドラとリィ＝スドラが姿を現す。本日も、ずいぶん早い到着であった。

「お疲れ様です。まだ中天ではないですよね？」

「はい。よろしければ、それまでユンを働かせてください」

　よろしいも何も、この規定外の時間は賃金もいらぬと、彼女たちはそのように申し出ていた。一日も早く仕事を覚えられるようにと、無料奉ほう仕しを買って出てくれたのだ。

　その代わりに、中天が過ぎてからは、研修生のユン＝スドラにも賃金が発生する。今のところは時給赤銅貨一枚で、あとは仕事の覚え具合で昇しよう給きゆうさせていく段取りであった。

「きょ、今日もよろしくお願いいたします、アスタ」

　ユン＝スドラは顔を赤くしながら、深々と頭を下げてくる。相変わらず、同い年のレム＝ドムとは対照的な礼れい儀ぎ正ただしさだ。

「それじゃあ、お二人は『ギバ肉のポイタン巻き』のほうをお願いします。トゥール＝ディンとヤミル＝レイは、『ギバまん』のほうをよろしく」

　俺はいちおうこの場の責任者として、スドラ家の両名を見守るべきであろう。そうして配置換がえを完かん了りようさせたところで、荷車のほうからアイ＝ファが忍しのび寄よってきた。

「あれ？　もう休きゆう憩けいはおしまいか？」

「うむ。あまり日中に休んでしまうと、寝ねつきが悪くなってしまうのでな」

　そのように述べたてつつ、アイ＝ファは一歩引いた位置からユン＝スドラたちの様子をうかがっていた。まぶたが普ふ段だんよりも数ミリだけ下がり気味であるようにも見えるが、眼差しの鋭さに変わりはない。

「……今日も、たいそうな賑にぎわいであるようだな」

「ああ、そろそろ中天だしな。そういえば、中天になったらまた《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》までついてくるのか？」

「……私がこの場に居残る理由があるか？」

「いや、今日はリミ＝ルウもいることだしさ。歯が痛むなら、あちこち歩き回るのもしんどいだろう？」

　アイ＝ファは他ほかの人々に見られないように立ち位置を変えてから、唇をとがらせてきた。その愛くるしい表情に、俺は思わず微笑んでしまう。

「余計な気き遣づかいだったかな。アイ＝ファがついてきてくれるなら、もちろん俺も嬉しいよ」

「……ならばよい」と、アイ＝ファは唇を引っ込めた。

　ヤミル＝レイが「あら」と声をあげたのは、そのタイミングである。

「また貴族の車が近づいてきたようよ。この数日は、妙に続くわね」

　昨日はポルアースが来訪したし、数日前にはリーハイムの使者が訪おとずれている。俺たちの屋台に近づくのは、原則としてその両名の関係者のみであるのだが――本日は、どうやら後者であるようだった。

「あれは、サトゥラス伯はく爵しやく家けの紋もん章しようみたいだな」

　俺の言葉に、アイ＝ファがぴくりと眉を動かした。

「サトゥラス伯爵家といえば、レイナ＝ルウに花などを贈おくった貴族のことか」

「うん。今日はご本人が登場みたいだ」

　俺がそのように判断したのは、護衛役の武官の数であった。二頭引きのトトス車の前後左右を、トトスに跨またがった四騎きの武官たちが囲んでいたのだ。ここまで仰ぎよう々ぎようしい護衛を引き連れてくるのは、リーハイム本人でしかありえなかった。

　果たして、停車したトトス車の荷台からは、見覚えのあるリーハイムの姿が現れる。リーハイムは四名の武官と一名の従者を従えて、屋台のほうに近づいてきた。そして、屋台の裏側に回り込むと、リミ＝ルウの背後を素す通どおりして、仕事に勤しむレイナ＝ルウへと声を投げかける。

「ひさしいな、森辺の民たみレイナ＝ルウよ。先日の花は、気に入ってもらえたか？」

　レイナ＝ルウは、お客に『ギバ・バーガー』を手て渡わたしてから、リーハイムのほうにゆっくりと向きなおった。




４




　リーハイムは、サトゥラス伯爵家の第一子息という身分にある、若き貴族である。

　俺が初めて顔をあわせたのは、城下町で行われた親しん睦ぼくの晩ばん餐さん会かいであり、そのときの印象は、やや高こう慢まんで皮肉っぽい若君、というものだった。そして、それからひと月半以上が経過した現在も、俺の印象は大して変化していなかった。

　外見は、いかにも貴族といった風ふう貌ぼうである。褐かつ色しよくの髪を油で綺き麗れいに撫でつけており、いかにも上等そうな装束の上に、白いマントを羽織っている。ちょっと痩やせすぎのきらいはあるものの、それなりに端たん正せいな顔立ちをしており、所作は優ゆう雅がであるように思えなくもない。

　ただ、その口もとにはいつも皮肉っぽい笑えみが浮うかべられており、その眼差しには、人を値ね踏ぶみするような光がたたえられている。そこまで底意地が悪いようには思えないのだが、相そう互ご理解には時間のかかりそうな御ご仁じんであった。

「……ツヴァイ、しばらく屋台をお願いします」

　レイナ＝ルウは相棒のツヴァイにそう呼びかけてから、リーハイムに向かってお辞じ儀ぎをした。

「……先日は、たいそうな贈り物ものをありがとうございました。あの花は、ルウの家に飾かざらせていただいています」

「そうか。気に入ったのなら、何よりだ」

　リーハイムは、得意そうに薄い胸をそらせた。

　その目はレイナ＝ルウにのみ向けられており、隣の屋台で働いている俺の姿など、認にん識しきすらしていなそうだ。

（やっぱりリーハイムは、レイナ＝ルウにご執しゆう心しんなのか。それはまあ、レイナ＝ルウは誰が見たって魅み力りよく的てきな女の子だろうけどさ）

　レイナ＝ルウは俺と同じ十七歳で、身長は百五十センチぐらいしかない。しかし、顔立ちは文句なく可愛かわいらしいし、プロポーションも抜ばつ群ぐんである。商売中はヴェールとショールでその柔やわ肌はだをいくぶん隠かくしてはいるものの、それでレイナ＝ルウの魅み力りよくが損そこなわれることはなかった。

（森辺の民を人間扱あつかいしていなかったサイクレウスに比べれば、こうして好意を向けてくれるのは、ありがたいぐらいの話だ。……ただ、リーハイムはどういう目もく論ろ見みで、レイナ＝ルウに近づいているんだろう）

　そんな風に考えながら、俺はアイ＝ファの様子をうかがってみた。

　アイ＝ファはとても静かな眼差しで、レイナ＝ルウたちのやりとりを見守っている。ただ、四名もの武官が周囲を取り巻いているので、そちらにいくぶんの警戒心をかきたてられているように思えた。

　また、屋台を訪れるお客たちにしてみても、それは同様である。リーハイムと武官たちの姿に気づいたお客たちは、そそくさと用事を済ませて立ち去るか、あるいは屋台を遠巻きにして、何が起きるのかとこっそりうかがっている様子であった。

　そんな周囲の状じよう況きようなどおかまいなしで、リーハイムがさらにレイナ＝ルウへと言葉を重ねていく。

「屋台の商売も、順調のようだな。まあ、これほどの料理をそんな安値で売っていれば、それも当然の話だろう」

「……はい。宿場町の方々にも、ギバの料理は喜んでもらえている様子です」

「ふん。俺に任せれば、城下町でもっと楽に銅貨を稼かせげただろうにな」

　リーハイムの声に、揶や揄ゆするような響きが交じる。

　彼かれはかつて、ギバ肉を独自に買いつけようと画策していたのだ。それにストップをかけたのは、貴族によるギバ肉の買い占しめを危惧したジェノス侯こう爵しやくマルスタインであった。

「お前とて、このような屋台に立たせるには惜おしい器量だ。装いさえ改めれば、城下町で過ごしても奇き異いに思う人間はいないことだろう」

「……それでもわたしは、森辺の民でありますので」

　レイナ＝ルウは、感情を押し殺ころした面持ちで、そのように答えていた。

　リーハイムは、「ふん」と口くちの端はしを吊り上げている。

「まあいい。俺も忙しい身なのでな。とっとと用事を片付けさせてもらおう」

「はい。ギバの料理をご所しよ望もうですか？」

「その前に、まずはこちらだな」

　リーハイムは、気取った仕草で指を鳴らした。

　後ろに控ひかえていた従者が、うやうやしく絹の包みを差し出してくる。レイナ＝ルウは、わずかに眉をひそめながら、その姿を見返すことになった。

「何でしょうか？　これ以上は、贈り物をされるいわれもないように思うのですが……」

「そのように堅かた苦くるしく考える必要はない。美味うまい料理に対する、せめてもの褒ほう美びだ」

　リーハイムが再び指を鳴らすと、従者が包みをはらりとほどいた。

　そこから現れたのは、目もあやなる銀の首くび飾かざりである。その中心には真っ赤な宝石がぎらぎらと輝かがやいており、銀細工の緻ち密みつさも、ちょっと見たことがないほどの出来であった。

「こいつを身につければ、お前の美しさもいっそう際きわ立だつことだろう。遠えん慮りよせずに、受け取るがいい」

「…………」

「どうした？　純銀の飾り物を見るのは、初めてか？」

　リーハイムは、得意満面でにやにやと笑っていた。

　レイナ＝ルウは、溜ため息いきを噛み殺しているような表情で、首を横に振ふっている。

「……申し訳ありませんが、こちらは受け取れません」

「遠慮をする必要はないと言っているだろうが？　美しい飾り物というのは、美しい人間が身につけてこそ、意味があるのだ」

　レイナ＝ルウはまだ何とか感情を抑よく制せいできていたが、その青い瞳ひとみにはふつふつと反はん抗こう心しんの火が燃え始めていた。これほど可愛らしくて、ちょっと幼げなところのあるレイナ＝ルウでも、その身にはルウ家の猛たけき血が流れているのだ。

「森辺の民には、血族ならぬ人間と贈り物をやり取りする習わしはないのです。本来であれば、この前の花も受け取るいわれはなかったのですが……せっかくのご厚こう意いを無下にするのは忍びないということで、受け取ることになったのです」

「ならば、今回も同じことだ。意固地にならず、受け取るがいい」

「いえ。これは、わたし一人で判断することは許されない行いであると考えます」

　そう言って、レイナ＝ルウはヴェールに包まれた頭を深々と下げた。

「それでもなお贈り物を受け取ってもらいたいとお考えであるのなら、どうかわたしの父であり森辺の族長であるドンダ＝ルウに許しを得てください。父ドンダが了承するならば、わたしもそれを受け取りましょう」

「こんな話で族長などを持ち出す必要はあるまい。まったく、頭の固い娘だな」

　リーハイムはまだ薄ら笑わらいをたたえたまま、従者の掲かかげた首飾りをわしづかみにした。

　そして、逆の手をレイナ＝ルウの肩にかける。

「どれ、後ろを向いてみろ。俺が手ずから、つけさせてやる」

「……お離しください！」

　レイナ＝ルウは、怒いかりの表情でリーハイムの手を振り払はらった。

　その勢いで、首飾りが地面に落ちる。

　リーハイムは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、憤ふん怒ぬの形相となった。

「何をする！　俺を誰だれだと思っているのだ!?」

「相手が誰でも関係ありません！　家族ならぬ異性の身に触れることは、禁きん忌きです！」

「そんなものは、お前たちが勝手に作りあげた習わしだろうが！　貴族の俺に関係あるか！」

「あなたは貴族でも、わたしは森辺の民です！　森辺の習わしを破ることは許されません！」

　レイナ＝ルウの瞳に、怒りの炎ほのおがめらめらと燃えあがる。

　とたんにリーハイムは水をかけられた犬のように萎い縮しゆくして、何歩か後ずさってしまった。

「な、何だその目は！　お前は、サトゥラス伯爵家を敵に回すつもりなのか？　この宿場町は、サトゥラス伯爵家の治める領地であるのだぞ！」

「……それでは森辺の民は、どのように無法な真似をされても、黙だまって耐たえなければならないのですか？」

　レイナ＝ルウは、本来の果か敢かんさを全開にして、リーハイムに詰め寄った。

「森辺の民は、森辺の習わしを守って生きていくことを、ジェノス侯爵に認められたと聞いています。それは、虚きよ言げんであったのでしょうか？　それとも、サトゥラス伯爵家の領地である宿場町においては、ジェノス侯爵の言葉も無効ということなのでしょうか？」

「そ、それは……」

「森辺の民とジェノスの貴族は、サイクレウスによって歪ゆがめられた関係を正していかなくてはならないのでしょう？　その約定を踏ふみにじっているのは、わたしなのですか？　あなたなのですか？　わたしに非があるというのなら、この身を裂さいてでもお詫わびいたしましょう！」

「待て、レイナ＝ルウ。そのようにいきりたっては、それこそ悪あく縁えんが生じてしまおう」

　と、アイ＝ファが背後からレイナ＝ルウの肩に手を置いた。

　そして、沈ちん着ちやくながらも力のこもった眼差しで、リーハイムを取り囲む武官たちを見回していく。

「お前たちもだ、城下町の民たちよ。刀も持たない女衆を相手に、刀を抜くつもりか？　このような諍いさかいで血が流れることは、誰も望んではいないはずだ」

　その言葉で、俺は武官たちまでもがいささか顔色を失っていたことに、ようやく気づいた。おそらく、レイナ＝ルウがここまで真っ向から反発してくるとは、誰も予想だにしていなかったのだろう。

「レイナ＝ルウよ、お前は族長筋であるルウ本家の家人だ。そして、あちらの御仁は伯爵家の長兄であると聞く。そんな身分にある両名が、それぞれの家長のあずかり知らぬところで諍いを起こすというのは、決して許される行いではあるまい」

「はい……そうですね。わかっています。わたしが、あまりに浅せん慮りよでありました」

　レイナ＝ルウはすっかりしょげた表情になって、リーハイムのほうにまた頭を下げた。

「どうぞご無礼をお許しください。わたしも決して、諍いを起こすつもりではなかったのです」

　リーハイムは、感情の定まらぬ様子で、わなわなと震ふるえていた。その末に、子供じみた仕草で「ふん！」とそっぽを向いてしまう。

「不ふ愉ゆ快かいだ！　俺は帰る！　二度とこのような場所に来るものか！」

　そのように言い捨てるなり、リーハイムは荒っぽい足取りで立ち去ってしまった。

　それを追いかけようとする従者と武官に、アイ＝ファが「待て」と呼びかける。

「その飾り物は、持ち帰ってもらおう。レイナ＝ルウは受け取っていないのだから、お前たちには持ち帰る責任があるはずだ」

　従者はぺこぺこと頭を下げながら、地面に落ちていた首飾りを拾いあげた。そうして、駆かけ足あしで主人を追いかけていく。

　やがてリーハイムの姿がトトスの車に吸い込まれて、そのまま北の方角に消えていくと、あちこちで溜息のつかれる気配がした。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのか？　貴族ともめごとを起こすのはまずいだろう？」

　と、屋台の向こう側にいたお客の一人が、そのように呼びかけてきた。顔なじみの、宿場町の民である。

「ありゃあサトゥラス伯爵家の若君様だよな？　そんな相手に刃は向むかったら、屋台の商売も続けられなくなっちまうんじゃねえのか？」

「何だと？　ギバ料理の屋台が取とり潰つぶされでもしたら、俺が許さんぞ！」

　近くにいた南の民のお客が、憤ふん慨がいしきった様子で声をあげる。すると、レイナ＝ルウは青い瞳に涙なみだをためながら、俺のほうを振り返かえってきた。

「わたしのせいで、貴族との関係がまた壊こわれてしまうのでしょうか……このようなことで商売を続けられなくなってしまったら、わたしは誰にも顔向けできません……」

「だ、大丈夫だよ。ポルアースを通して、メルフリードやマルスタインに相談してみよう。ちょっとした気持ちのすれ違ちがいなんだから、きっと丸く収めてくれるはずさ」

「うむ。メルフリードにマルスタインという者たちは、道理を知る人間であるようだからな。おたがいにとって、もっとも正しい道を示してくれよう」

　俺とアイ＝ファが二人がかりでレイナ＝ルウを慰なぐさめるという、きわめて異例の事態であった。それぐらい、レイナ＝ルウは意い気き消しよう沈ちんしてしまっていたのだ。

（レイナ＝ルウも、けっこう直情的なところがあるからな。リーハイムの態度に我が慢まんがならなかったんだろう）

　そしてリーハイムのほうも、悪意があってこのような真似に及およんだわけではない。むしろ、好意が裏目に出てしまったのだ。まったく異なる世界に住むジェノスの貴族と森辺の民であるのだから、時にはこういったすれ違いが生じてしまうのもやむを得ないところであった。

（それでも俺たちは、手を携たずさえて生きていくと決めたんだからな。みんながその気持ちを忘れていなければ、きっと乗のり越こえられるはずだ）

　俺は、そのように信じていた。

　そして、自分もそのためには力を惜しまない所存であった。
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　そうして商売を終えてルウの集落に帰りつくと、そこでもちょっとした騒ぎが巻き起こることになった。

　まあ、おもに騒いでいたのは、レイナ＝ルウから事情を聞いて憤慨したララ＝ルウである。彼女はもともとリーハイムの行動に疑問を呈ていしていた立場であったのだ。

「やっぱりね！　いつかこんな騒ぎになると思ってたよ。あの貴族、いっつもいやーな目つきでレイナ姉のことを眺ながめ回まわしてたもん！」

「まあ落ち着きなよ、ララ。あんたがいきりたっても、しかたのないことだろう？」

　ミーア・レイ母さんはさすがの貫かん禄ろくで、落おち着つき払っていた。ただ、ちょっと苦く笑しようまじりの目でレイナ＝ルウを見やっている。

「あんたもね、レイナ。そんな後から落ち込むぐらいなら、もうちっと気持ちを抑えるべきだったんじゃないのかい？」

「うん、ごめんなさい……これで宿場町の商売ができなくなっちゃったら、どうしよう……」

　レイナ＝ルウはというと、すっかり半べそになってしまっていた。リミ＝ルウとヴィナ＝ルウは心配そうな面持ちで、そんなレイナ＝ルウに寄り添そってあげている。

「まあ、あんたはヴィナほど男あしらいが上手うまいわけじゃないからね。……さてさて、どうしたもんかねえ」

「それはやっぱり、森辺の民との調停役であるメルフリードに相談するべきではないでしょうか？　いちおう宿場町で、その道筋は立てておきました」

　俺がそのように発言すると、ミーア・レイ母さんは「道筋？」と小首を傾かしげた。

「はい。宿場町ではヤンという御お方かたが働いているので、そちらに事情を伝えておいたのです。ヤンはダレイム伯爵家の料理長ですから、ヤンからポルアースを通して、メルフリードにまで言葉を届けてもらえると思います」

「そいつは、ありがたい話だね。でも……たしか城下町ってのは、夜になると出入りが禁じられちまうんだよね？」

「はい。できればその前に、ドンダ＝ルウと連れん絡らくをつけられるといいのですが、どうでしょう？」

「うーん、リャダ＝ルウに頼たのんで、家長を呼んできてもらうべきかねえ。でも、リャダ＝ルウは片足がきかないから、途と中ちゆうでギバにでも出くわしちまったら危ないだろうし……」

「ならば、私が同行しよう」と、アイ＝ファが名乗りをあげた。

「ルウ家の狩かり場ばではどこに罠わなが仕し掛かけられているかもわからないので、私一人が出向くことはできん。しかし、リャダ＝ルウに案内してもらえれば、おたがいに危険はあるまい」

「でも、あんただって身体が万ばん全ぜんじゃないから、ギバ狩がりの仕事を休んでいるんだろう？」

「ギバを狩ることは難しくとも、ギバから身を守ることぐらいはできる。それに、そこまで狩り場の深くにまで踏み込まなければ、ギバと出くわす危険は少ないはずだ。あるていど進んだら草笛を吹ふいて、ルウ家の狩人を呼び寄せればいい。そうして一人でも狩人と言葉を交かわせば、ドンダ＝ルウを呼ぶこともかなう」

　ミーア・レイ母さんはしばらく考えてから、「よし」とうなずいた。

「あたしには、狩り場の危なさなんてよくわからないからね。リャダ＝ルウがそれで危険はないと言うようだったら、あんたにお願いするよ、アイ＝ファ」

　そうしてリャダ＝ルウに事情が告げられると、そちらからもゴーサインが出されることになった。

「俺とて、刀をふるうぐらいの力は残されている。アイ＝ファもかたわらにいてくれるのならば、何も危険なことはあるまい」

　シーラ＝ルウとシン＝ルウの父親であるリャダ＝ルウは、すらりとした体格をした四十手前ぐらいの男衆であった。口くち髭ひげのよく似合う渋しぶみがかった男前で、以前は優すぐれた狩人であったのだが、狩りの仕事で足の筋を傷つけられて、今は家の仕事を果たしているのだ。

　そんなリャダ＝ルウが、狩人の衣を纏って、腰に刀を装着すると、その姿を見守っていたタリ＝ルウが深く息をついた。

「リャダがまたその姿で森に入ることになるなんてねえ……わたしは想像もしていなかったよ……」

　タリ＝ルウは、リャダ＝ルウの伴侶であるのだ。

　そして、シーラ＝ルウとその弟たちも、みんな心配げな面持ちでリャダ＝ルウを見送っていた。そんな家族たちに、リャダ＝ルウは穏おだやかに微笑ほほえみかける。

「何も心配することはない。すぐに戻るので、家の仕事は頼んだぞ、シーラよ」

「はい。……アイ＝ファ、どうか父リャダをよろしくお願いいたします」

「うむ。必ず無事に帰すと、約束しよう」

　そうしてアイ＝ファとリャダ＝ルウは、連れ立って森に消えていった。

　俺おれたちと一いつ緒しよになってその姿を見送ったレム＝ドムが、ほうっと息をついている。

「やっぱり森に向かう狩人っていうのは、迫はく力りよくが違うわよねえ。あのリャダ＝ルウっていう男衆も、ギバ狩りの仕事から身を引いたとは思えないような気き迫はくじゃない？」

「うん。まだ身を引いてから、数ヶ月しか経たっていないからね」

　すると、まだ半べそのお顔をしていたレイナ＝ルウが、シーラ＝ルウに取りすがっていた。

「ごめんなさい、シーラ＝ルウ。わたしが短たん慮りよを起こしてしまったばかりに、リャダ＝ルウにまで迷惑をかけてしまって……」

「いえ。森に向かうリャダ父さんは、とても誇ほこらしげであるように思いました。狩人ならぬ身であっても、森に足を踏み入いれられることを嬉しく思っているのでしょう」

　そう言って、シーラ＝ルウははかなげに微笑んでいた。

「それに、アイ＝ファもリャダ父さんも、危険はないと言っていました。わたしは、その言葉を信じます」

　そこに、パアンッという景気のいい音色が響きわたったので、レイナ＝ルウもシーラ＝ルウも飛び上がることになった。ミーア・レイ母さんが、おもいきり手を打ち鳴らしたのである。

「さあ、それじゃあ、あたしらも自分たちの仕事を果たさないとね！　シーラ＝ルウ、下ごしらえの仕事は、まだ途中なんだろう？」

「は、はい。まもなく終わるかとは思いますが……」

　弟のために居残ったシーラ＝ルウも、下ごしらえの仕事は受け持っていたらしい。ルウ家の屋台の取り仕切り役は、あくまでレイナ＝ルウとシーラ＝ルウの両名であるのだ。

「そいつが終わったら、またアスタに手ほどきをお願いするよ。ルティムの祝しゆく宴えんのかまどを預かるってんなら、そっちの修練も必要だろうからね」

「そうですね。それじゃあ、仕事に取りかかりましょう」

　俺たちは、気持ちも新たにかまど小屋へと向かった。

　アイ＝ファやリャダ＝ルウと同じように、俺たちも仕事を果たさなければならないのだ。それが、森辺の民というものであるのだった。

　まずは下ごしらえの仕事を片付けて、続いては『ギバ・カレー』の研究、そして宴料理の修練である。果たさねばならない仕事は山積みであった。

　レイナ＝ルウもやや目もとを潤うるませつつ、懸命に仕事に取り組んでいる。そんな中、アイ＝ファたちが戻もどってきたのは、およそ一刻ほどが経過してからだった。

「ああ、無事に戻ったんだね、アイ＝ファにリャダ＝ルウ。それに、たいそうな土産みやげつきじゃないか」

　一同を代表して、ミーア・レイ母さんが声をあげた。

　アイ＝ファとリャダ＝ルウはドンダ＝ルウとルド＝ルウを引き連れており、そして、後者は二人がかりで巨きよ大だいなギバを抱かかえていたのである。

「こいつは血ち抜ぬきにも成功することができた。リャダ＝ルウ、後の始末は頼んだぞ」

　リャダ＝ルウは、かまどで働くシーラ＝ルウに優やさしくも力強い視線を差し向けてから、「うむ」と応じた。

　そうしてギバが解体部屋に運び込まれてから、事情説明のために、俺とレイナ＝ルウとミーア・レイ母さんがドンダ＝ルウと相対する。すべての話を聞き終えると、ドンダ＝ルウは「ふん！」と盛大に鼻を鳴らした。

「ずいぶんと馬ば鹿か馬ば鹿かしい騒さわぎになったものだな。それで、俺とメルフリードで話をつけるべき、ということか」

「はい。きっとリーハイムもこれ以上は騒いだりしないと思うのですが……何か禍か根こんが残ってしまったら、まずいでしょうし」

「ふん。相手が伯爵家の長兄とあってはな。どちらに非があったのか、公正に見定めてもらう他あるまい」

　すると、気き丈じように振る舞まっていたレイナ＝ルウの目に、また新たな涙が浮かびあがってきた。それに気づいたドンダ＝ルウが、火のような眼光を娘に差し向ける。

「貴様は本当に、相手の腕うでを振り払って、森辺の習わしを説いただけなのだな、レイナよ？」

「……はい。短慮な行いであったと、反省しています」

「誓ちかって、相手を叩きのめしたりなどはしておらぬだろうな？」

「は、はい。そこまで無法な真ま似ねはしていません」

「ならば、ぐずぐずと泣きべそをかくな」

　ドンダ＝ルウの分厚い手の平が、レイナ＝ルウの頭に乗せられた。

「花を突つき返す必要はないと言ったのは、俺だ。すべての責任が貴様一人にあるわけではない。後の始末は、俺に任せておけ」

「はい……ごめんなさい、ドンダ父さん……」

　レイナ＝ルウは、ぽろぽろと涙を流してしまっていた。

　ドンダ＝ルウは鼻に皺を寄せながら、ミーア・レイ母さんを振り返る。森辺で屈くつ指しの狩人たるドンダ＝ルウでも、娘の涙の前ではどう振る舞っていいのかわからないのかもしれなかった。

　レイナ＝ルウの肩に手を置いて、自分のほうに引き寄せながら、ミーア・レイ母さんは頼もしい伴はん侶りよに明るい笑え顔がおを差し向ける。

「それじゃあ、お願いするよ、家長。トトスはあっちに準備しておいたからね」

「ああ。ルドを供として連れていく。日が沈しずむまでに戻らなければ、晩ばん餐さんは先に済ませておけ」

　そのように述べてから、ドンダ＝ルウは俺をにらみつけてきた。

「……それで、城下町にはもう話は通っているのだな？」

「はい。ヤンも早めに仕事を切り上げて、ポルアースに伝えてくれると約束してくれましたので、少なくともポルアースには伝わっているはずです」

「ふん。あいつに伝わっていれば、まずは十分だ。……貴様にも手間をかけさせたな」

　ドンダ＝ルウからねぎらいの言葉をいただけるというのは、ありがたい限りの話である。俺は心から嬉しく思い、「いえ」と笑顔を返してみせた。

「俺がこれまでにかけたご面めん倒どうに比べれば、どうということはありません。どうかお気をつけて、ドンダ＝ルウ」

「ふん。言われるまでもない」

　そうしてドンダ＝ルウは、ルド＝ルウとともに立ち去っていった。

　ミーア・レイ母さんに慰められているレイナ＝ルウを横目に、俺はアイ＝ファに向きなおる。

「お疲れ様、アイ＝ファ。無事に戻ってこられて、何よりだったよ」
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「危険はないと言い置いたであろうが？　ギバを除よける技わざぐらいは心得ている」

　アイ＝ファは相変わらず、沈着そのものであった。

　その青い瞳は、ドンダ＝ルウたちの消えていった方向に向けられている。

「これで私たちの為なすべき仕事は果たされた。あとは、ジェノスの貴族たちが正しき心を持っていると信ずる他あるまい」

「大丈夫だよ。ふた月近くもかけて築いてきた信頼関係が、このていどのことで壊れるもんか」

　半分は自分に言いきかせるようにして、俺はそのように答えてみせた。

　その後、城下町における会見の結果が俺たちに届けられたのは、とっぷりと日の沈んだのちのことだった。
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「話は、丸く収まったよ。ていうか、こっちはほとんど謝あやまられるばっかりだったなー」

　そんな風に説明してくれたのは、ルド＝ルウである。

　晩餐のさなかにあった俺たちは、食事の手を止めて、その報告を聞いていた。城下町から戻ったルド＝ルウは、その足でファの家を訪れてくれたのだ。

「レイナ姉にちょっかいをかけてきた貴族には、領主のほうから注意を与あたえておくってよ。レイナ姉が贈り物を断った時点で、貴族のほうが身を引くべきだったって話みたいだなー」

「そうか。それなら、よかったよ。レイナ＝ルウも、さぞかしほっとしているだろうね」

「あー、今ごろはまた子供みたいに泣いてるんじゃねーのかな。親おや父じの困り果ててる顔が目に浮かぶぜ」

　人の悪いことを言いながら、ルド＝ルウは「にっひっひ」と笑っていた。

「で、あのメルフリードって貴族なんかは、えらく腹を立ててるみたいだったな。顔が変わんねーからわかりにくいけど、ジザ兄みたいにおっかねー気配を撒まき散ちらしてたよ」

「腹を立ててるって、何に？」

「その、リーハイムって貴族に対してだよ。ジェノスの貴族と森辺の民は正しき関係を築けるように尽じん力りよくしているさなかであるというのに、そんな短慮な真似をするのは由ゆ々ゆしきことである、とか何とか言ってたな」

　頭の後ろで手を組みながら、ルド＝ルウはそのように言葉を重ねた。

「あと、ポルアースって貴族もその場にいたんだけどよ。そっちはアスタがきちんと城下町に来てくれるかどうか、すごく心配してるみたいだったぜー？」

「うん。族長たちの許しが出れば、俺は喜んで出向くつもりだよ」

「その話は、ダリ＝サウティとグラフ＝ザザの返事待ちなんだってな。親父も、そんな風に答えてたよ。ま、断る理由はねーんだろうしな」

　そう言って、ルド＝ルウがやおら身を乗り出してきた。

「ところでアスタは、二回も城下町に招かれてんのか？」

「うん。新しい食材の吟ぎん味みと、バナーム侯爵家の使節団を迎むかえる晩餐会の仕事だね。それが、どうかした？」

「いや、二回も行くんなら、一回ぐらいは護衛役を任せてもらえるかなーと思ってさ」

「ふうん？　ルド＝ルウは、城下町に行きたいのかい？」

「城下町はどうでもいいけどよ、一緒にくっついていけば、アスタの料理を食べられるじゃん」

　そのように述べてから、ルド＝ルウは目の前に広げられている食事のほうに目をやった。

「最近、アスタの料理を食べてねーもんよ。やっぱ、美味そうだよなー。俺、まだ晩餐を食ってねーんだよなー」

「あ、よかったら、俺の分を少し分けてあげようか？」

「いいのか？」と、ルド＝ルウは瞳を輝かせた。

　これまで無言で話を聞いていたアイ＝ファが、きらりと目を光らせる。

「ルウの家では、お前のための晩餐が準備されているのであろうが？　異なる家で二度も晩餐を口にするというのは、森辺の習わしにそぐわぬ行いではないか？」

「別に、禁忌ではねーだろー？　こんな時間まで何も食ってないから、腹ぺこなんだよ！」

　そうまで言われては、ただで帰すわけにもいかないだろう。俺はかまどで保温されていたギバのモツ鍋なべと、まだ手付かずであった冷しゃぶサラダをルド＝ルウに取り分けてあげた。

　それらを食しながら、ルド＝ルウは「んー」と目を細めている。女の子みたいに、可愛らしい笑顔だ。

「やっぱ美味いな、アスタの料理は！　ダン＝ルティムの生誕の日の祝宴も、楽しみにしてるからな！」

「あ、ルド＝ルウも招かれてるのかい？　それぞれの血族から二名ずつの客人を招くって話だったけど」

「あったり前だろ！　せっかくアスタの料理を食べられるのに、他のやつに譲ゆずってたまるかよ！」

　ダン＝ルティムの生誕の日は、二日後に迫せまっている。城下町に招かれるのも、ミケルを再び森辺に招くのも、その後のことだ。今日の一件が丸く収まったのなら、俺も心置きなくその一大イベントに臨のぞめそうであった。

「んー、アイ＝ファははんばーぐを食ってんのか」

　と、ルド＝ルウが首をのばすと、アイ＝ファは電光石火の素す早ばやさでその木皿を抱え込んだ。

「歯の根を痛めてしまったので、やわらかい食事が必要であったのだ！　これは絶対に渡わたさぬぞ！」

「誰もよこせなんて言ってねーじゃん。でも、ちょっと食ったら、余計に腹が減ってきちまったんだよなー」

「ならば、とっとと自分の家に戻るがいい！」

　昨晩に引き続き、なかなかに騒がしい夜である。

　しかし、そんな騒がしささえもが、俺にはとても心地ここち好よかった。

（メルフリードとポルアースが話のわかる人でよかった。あとはリーハイムとも、きちんと和解できるといいな）

　そんな思いを胸に、俺も自分の食事を再開させることにした。
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　そして二日の日が過ぎて、黒の月の二十六日。

　ダン＝ルティムの生誕の祝いの日である。

　祝いの料理の簡単な下準備はあらかじめルティムの女衆らに託たくし、俺たちは普段通り宿場町での商売をこなしていた。商売をきっちり終えてから集落に戻っても、日没までには四時間ばかりも残されているので、まあ問題はないだろう。

　で、中天までにはまだ間があるが、本日もすでにリィ＝スドラとユン＝スドラの姿があった。聞くところによると、スドラの家も食材の買い出だしをこの商売の帰りしなに済ませることができるようになったため、家の仕事にも多少のゆとりができたのだそうだ。

　まあ確かに、九人家族の食材の買い出しというのは、荷車がないとなかなかの手間なのである。ルウ本家の人々だって、以前は三日に一度の割合で宿場町に下りていたのだから、スドラでもそれに近い労力がかかっていたはずだ。そうだからこそ、ドンダ＝ルウも眷けん族ぞくたちのために、わざわざ新しいトトスと荷車を買い与えたのだろう。

（俺も何か口実を作って、フォウやランの人たちが使えるようなトトスと荷車を準備してあげたいなあ）

　ともあれ、商売のほうは本日も順調であった。

　が――

「ユン＝スドラも、だいぶ仕事になれてきたみたいだね？」

　俺がそのように呼びかけると、ギクリと身体をすくませたユン＝スドラは、手に持っていた焼きポイタンの生地を地面に落としてしまった。

「ああ！　申し訳ありません！」

　音をたてるような勢いで、ユン＝スドラは真っ青になってしまう。

「大丈夫だよ。ポイタンは、いつも多めに焼いてきているからさ。こっちこそ、いきなり声をかけちゃってごめんね？」

「とんでもありません！　わたしが迂う闊かつであったのです！」

　落ちたポイタンを拾いあげ、涙目で俺を見つめてくるユン＝スドラである。

「このポイタンはわたしが持ち帰り、相応の代価を支払わせていただきます！　本当に……本当に申し訳ありません……」

「いや、大丈夫だってば。そんな失敗を帳消しにできるぐらい、君はよくやってくれているんだから。そうですよね、リィ＝スドラ？」

「そうですね。……ただ、あなたはアスタが近づくと、迂闊になることが多いようですね、ユン？　それを何とかしないと、わたしも安心して身を引くことができないので、そこだけは気をつけてほしいと思っています」

「はい……」と、今度は顔を真っ赤にしてしまう。やっぱりちょっと、森辺の女衆としては珍めずらしいタイプの娘むすめさんである。

　で――隣となりの屋台からララ＝ルウがじろじろとにらみつけてくるのは、アイ＝ファやレイナ＝ルウなどの代理をつとめてくれているつもりなのだろうか。

　そのような目で見られずとも、俺はユン＝スドラとお行ぎよう儀ぎのよい距きよ離りを取るように心がけていた。なんとなく、彼かの女じよの熱っぽい眼まな差ざしやすぐ赤くなるお顔には、朴ぼく念ねん仁じんたる俺にも感ずるところがあったのである。そんな心がけが功を奏したのか、今のところはレム＝ドムに対するアイ＝ファほど困るような事態には陥っていなかった。

　そんなことを考えるでもなしに考えていると、ミケルとマイムがひさびさに連れ立ってやってきてくれた。

「あ、いらっしゃいませ。……ちょっとひさびさだね、マイム？」

「はい。先日はどうもありがとうございました」

　ミケルとは何回か顔をあわせていたが、マイムがやってくるのは森辺に招待した日以来、五日ぶりになるはずであった。

「このしばらくは、ずっと家で修練を積んでいました。それで……よかったら、またアスタに味見をお願いしたいのですが……」

　マイムは今日も、大きな草くさ籠かごを携えていた。

　俺の胸が、期待に高鳴る。

「それは嬉うれしいね。もちろん、ギバ肉を使った料理なんだよね？」

「はい。その他ほかにも、父さんが買かい与えてくれた色々な食材も使ってみました」

　マイムの顔には、実に晴れやかな笑みが浮かんでいた。きっと、相当な自信作なのだろう。

「それじゃあ、また荷車のほうに。……あ、トゥール＝ディン、悪いけど、ちょっと屋台を任せてもいいかな？」

「ええ、もちろんです。……でも……」

　と、うつむきかけてから、トゥール＝ディンは思い切ったように面を上げる。その目は俺でなく、マイムを見ていた。

「あの……その料理を、わたしにも味見させていただけませんか？　ほんの一口でかまいませんので……」

「ええ、もちろんです！　たくさんの人たちに感想をいただけたら、わたしも嬉しいです！」

　マイムは、顔を輝かせる。俺も「なるほど」と納得して、最近は滅多に出番のない試食用の木皿を取りあげた。

「それぞれの屋台に木皿が一枚ずつ準備されてるから、これで取り分ければ森辺の習わしにも背かなくて済むね。それじゃあ、順番に味見をさせていただこう」

　俺はまず『ギバ・バーガー』の屋台からシーラ＝ルウを連れ出して、マイムたちとともに荷車のほうに引っ込んだ。繋がれた枝の葉を食はむギルルとジドゥラに見下ろされつつ、マイムは荷台に草籠を置く。

「まだまだ勉強中ですが、以前に森辺の集落で味見をしていただいた料理よりは、うんと美味おいしく仕上がっていると思います。ギバ肉はもちろん、タウ油やママリアの酢すというのも、大暴れするトトスみたいな食材ですね」

「…………」

「あは。あなたたちのことじゃないよ？」

　ギルルたちに微笑みかけてから、マイムは布の包みと器の蓋ふたを取り去った。とたんに、芳かぐわしい香かおりがふわりと広がる。

「うん、こいつは美味しそうだ」

　陶磁の深皿の中に眠っていたのは、赤みがかったソースをまぶされた、肉と野菜の炒いためものであった。

　野菜はアリアとネェノンとプラで、肉の部位はおそらくロースだ。マイムの焼き肉料理は初めてなので、いっそう期待は高まった。

「どうぞ。お召し上がりください」

　俺はシーラ＝ルウとともに、持参した木皿へと料理を一口分ずつ移した。

　タウ油と砂糖の甘あまい香りに、ママリアの酢の香りが溶け込んでいる。しかし、とても美味そうな香りであることに間ま違ちがいはないのだが、どこかに既視感が感じられた。

（ふむ。俺の作る料理と香りが似ているのか。まあ、同じ食材を使っていれば、それも当然なのかな）

　そんな風に考えつつ、その料理を口に運ぶと、さらなる既視感が驚おどろきの感情とともに爆発した。

　俺は思わず、シーラ＝ルウと顔を見合わせてしまう。シーラ＝ルウも、驚きを隠かくしきることができていなかった。

「アスタ、この料理は――」

「はい、俺もそう思います」

　俺とシーラ＝ルウは、同時にマイムを振り返った。

　マイムは、きょとんと目を丸くする。

「どうしました？　何か問題でもありましたか？」

「いや、問題はないよ。だけど、この料理は――」

「はい」

「――この料理は、俺の作る料理と味がそっくりなんだ」

　マイムは、いっそう目を丸くした。

「アスタの料理に？　本当ですか？」

「うん。俺は宿屋に卸すために、ママリアの酢を使った料理の献こん立だてを研究しているんだけど、こいつはその味にそっくりなんだよ」
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　それは、レム＝ドムが初めてファの家にやってきた日にこしらえた、『タラパ風味の甘あま酢ずあんかけ』――そこからタラパの分量を減らした料理に、そっくりなのだった。

　酸味があまり前面に出すぎぬよう、砂糖とタウ油で調節した、この甘み――そして、肉や野菜にとろりとからみつく、この質感――酢というものに馴な染じみのない森辺の民たみや宿場町の人々のために考案した、『酢ギバ』に続く第二の酢料理が、その『甘酢あんかけ』なのだった。

「……ただし、アスタの料理とは、少し舌触りが異なるようですね」

　悩ましげに眉まゆをひそめながら、シーラ＝ルウがそのように発言する。

「味は、かなり近いです。アスタ自身が作った料理と言われても、信じてしまいそうなほどです。……ですが、たぶんこの汁しるの舌触りが異なっているのではないでしょうか？」

「はい。これはきっと、ポイタンでとろみをつけているんだと思います。……どうかな、マイム？」

「ええ、その通りです。アスタはポイタンを使っていないのですか？　ギーゴも使ってみましたが、それだと少し余計な粘り気がついてしまうようなので、わたしはポイタンを選んだのですが」

「そっか。俺はね、チャッチの煮に汁じるを乾かわかして作った粉を使ってるんだ。感覚としては、フワノを使うのに近いかな」

「チャッチ？　チャッチから、フワノのような粉を作ることができるのですか？　そんな調理方法は、耳にしたこともありません！」

　興奮した様子で、マイムがミケルを振ふり返る。

　ミケルは無言のまま、首を横に振っていた。それは、ジャガイモから片栗粉を採取する方法の応用であったので、ミケルが知らなくとも無理からぬ話である。

「さすがはアスタですね！　やっぱりアスタにはかないません！」

「いや、それは俺が故郷で得た知識だからね。このジェノスに住む人たちが知らなくてもおかしくはないさ。……それと同時に、マイムだって俺の知らない知識を、これからミケルに山ほど習うんだろうからね」

　俺は木皿を置き、マイムを見つめた。

　またぞくぞくと、背筋が寒くなってくる。そして、何か目の前が開けたような気がした。

「マイム、君の腕うで前まえは本当に素す晴ばらしいと思う。たった五日でギバ肉やママリアの酢をここまで使いこなすことができるなんて、俺はもう君を自分と対等かそれ以上の存在だとしか思えなくなってしまうよ」

「それは言いすぎです。わたしはまだ――」

「うん、君はまだ十歳さいで、これからもめきめき料理の腕を上げていくんだろう。でも、俺だってまだ十七歳なんだ」

　昂こう揚ようのあまり取り乱してしまわないよう、俺は言い継ついだ。

「俺も物心がついたときからこの年になるまで、親父からみっちり料理を習うことになった。君もこれからみっちりミケルに料理を習うことになるんだろう。それで――俺たちはとてもよく似た料理を作るけど、君は俺じゃないし、ミケルも俺の親父ではない」

「――はい」

「そこが、俺たちの分かれ目になると思う。とてもよく似た調理の技術を持っていて、目指すべき先もきっと近い場所にあるんだろうと思うけれど、それでも俺たちはおたがいの知らない技術で知らない料理を作ることになるんだろう。だから俺は、君がどんな料理を作るのか知りたいし、自分がどんな料理を作るのかを知ってもらいたいと思う」

「はい」

「料理の味は、勝ち負けじゃない。勝ち負けなんて、決める必要はない。だけど俺は、勝ち負けじゃない部分で、君と競い合いたいと思っているよ、マイム」

　そのように言いきってから、俺は頭をかいてみせた。

「まあ、思わず熱弁しちゃったけど、それが俺の正直な気持ちだ。要約すると、おたがい一人前を目指して頑張ろうねって話だよ」

「はい、ありがとうございます」

　マイムはいぶかしがったり照れたりしている様子もなかった。ただ、その瞳ひとみが何かを誇るようにきらきらと輝かがやいている。

「わたしはまだ、アスタの言葉を完全には理解しきれていないと思いますけれど……わたしもアスタに自分の料理を食べてほしいし、アスタの料理を食べさせてほしいと思います」

「うん、それだけで十分だよ。ありがとう、マイム」

「こちらこそです、アスタ」

　そう言って、マイムはにっこり笑ってくれたのだった。
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　その後はすぐ中天になってしまったので、俺とシーラ＝ルウは《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》へと慌ただしく移動することになった。

　本日の献立は『ロールティノ』であったので、それを契けい約やく通りに作製したのち、俺は試食用の『タラパ風味の甘酢あんかけ』をもこしらえてみせた。

「ふむ。こいつは確かに、以前の料理よりも食べやすい気がするな」

　難しげなお顔で、ミラノ＝マスはそのように言った。

「しかし、あの『酢ギバ』とかいう料理はいったん油で揚げているせいか、ちょっと他にはない独特の味だという感じがする。どちらの料理が客に喜ばれるか――俺などには、ちょっと想像がつかないな」

「そうですね。あまりころころ献立を変えるのはよくないというお話でしたし、最初の内はまた試食品を配って評判を聞いてみる、というのはいかがでしょう？　もちろんその分の食材費は、こちらで受け持ちますので」

「ふむ……」

「それでですね、実はこちらの試食もお願いしたいのですが」

　と、俺が作業台に置いておいた小ぶりの平鍋を指し示すと、ミラノ＝マスはいっそう難しげなお顔になった。

「そいつも俺に食べさせるものであったのか？　何か妙みような匂においがするから、《玄げん翁おう亭てい》にでも持っていく料理なのかと思っていたのだが」

「はい。《玄翁亭》だけでなく、《南の大樹亭》や《西風亭》でも味見をお願いする予定ですよ」

　鍋の中身は、研究中の『ギバ・カレー』であった。

　まだまだ試作品の段階だが、だいぶ味がまとまってきたので、ここらで宿場町の人々にもご意見をうかがいたくなってしまったのだ。

「こいつはシムの香こう草そうをたっぷり使っています。ミラノ＝マスは、香草は苦手ですか？」

「俺はそれほど香草は使わんな。ましてやシムの香草なんてのは、口にしたこともない」

「そういう方々に受け入れられる料理かどうか、確かく認にんしてみたかったのです。お嫌いやでなければ、味見をお願いできませんか？」

「それはもちろん、食えと言うなら食ってみるが……」

　不ふ明めい瞭りような面おも持もちながらもご了りよう承しようをいただけたので、俺は平鍋をかまどで温めさせてもらった。たちまち、俺の愛すべき香りが厨ちゆう房ぼうを満たしていく。

「本当に、すさまじい匂いだな。シムの連中なら、涙を流して喜びそうだ」

　本当にそうならば、それだけでも苦労して作製した甲か斐いはある。それに、研究を重ねるにつれて、森辺の女衆らの評価もじわじわ上がってきているのである。

　香草は、あれから二種類を追加していた。香りのほうに大きな変化はないが、味わいは格段に俺の知るカレーに近づいたと思う。

　それでもだいぶんエスニックな風味であったが、もとよりジェノスでは米に似た食材が存在しないので、焼きポイタンをナンの代わりにするしかない。ならば、インドカレーに近い仕上がりもまた、よしである。

　さらに食材は、タラパとミャームーとラマムの実も追加することになった。トマト代わりのタラパはけっこうどっさりと、ニンニク代わりのミャームーは、隠し味ていどの分量だ。そういえば、カレーにトマトやニンニクを投じる家もあった気がするなと思い至り、採用することにしたのだった。

　ラマムの実というのは、ネイルがチット漬づけに使っていたリンゴのごとき果実である。これは乱暴なる『ギバ・カレー』に、少なからぬまろやかさを与えてくれた。いっそパナムの蜜みつも使ってみようかと思ったが、これは原価率がはねあがりそうなので却下とした。

　それで、香草の配合でも試行錯誤を繰くり返かえし、ルーの作製途上で使用するフワノ粉や乳にゆう脂しの量なども調節して、作製初日に比べれば格段に味は向上したはずである。

「いかがでしょう？　そこまで辛からくはないと思うのですが」

　俺の感覚としては、甘口と中辛の中間ぐらいを目指したつもりであった。

　俺の持参した焼きポイタンを、温められた『ギバ・カレー』にひたして食したミラノ＝マスは、「ううむ」とくぐもった声をあげる。

「奇き妙みような味だ。不味まずいことはないが……どうにも言葉が見つからんな」

　そんな風に言ってから、ミラノ＝マスは厨房の入口に向かって「おおい！」と大声を張り上げた。褐かつ色しよくの髪かみをした細身の娘さんが、おずおずと顔を覗のぞかせる。

「ど、どうしたの？　何か用事？」

「お前も、こいつを味見してみてくれ。お前なら、俺よりは気のきいた言葉を言えるだろう」

　娘さんは、肩かたをすぼめるようにしながら厨房へと入ってくる。客室の掃除を終えて受付台に陣取っていた、ミラノ＝マスの娘さんである。名前は、テリア＝マスという。

　森辺の狩人かりうどに対してはまだ若じやつ干かんの恐怖心を克服できていない彼女ではあるが、何ヶ月も顔を突き合わせている内に、俺や女衆に対しては普ふ通つうに接してくれるようになっていた。ちょっとおどおどしているのは、もともとの彼女の気質であるのだ。

「あら……香りはものすごいけど、味は美味おいしいのじゃない？」

　そう言って、テリア＝マスはうっすらと微笑んでくれた。

「肉も野菜も、とても美味しいわ。それに……何だか食べるそばからお腹が空いてしまう感じがする」

「ふむ、確かにな。胃袋がさっさと食事をよこせと騒ぎ始めた感じはある」

「それこそが、シムの香草の効能かもしれませんね」

　ともあれ、ミラノ＝マスもテリア＝マスも、頭ごなしにこの『ギバ・カレー』を否定する様子はないようだった。

　もしも森辺や宿場町でも、夕暮れ時にこのカレーの香りが漂うようになったら、俺はどのような気持ちを得ることができるのだろう。想像しただけで、俺は何やら楽しくなってきてしまった。

「これはまだ試作品の段階ですので、売り物にするには少々時間がかかりますが、納得する出で来き栄ばえに仕上がったら、お店で取り扱えるものか検討していただけますか？」

「ふむ。しかしそのときは、他の料理とどのように折り合いをつけるのだ？　三種類の料理を一日置き、か？」

「いえ。できることなら、俺はこの料理の素となる食材だけを準備して、肉や野菜はそちらで調理していただければと考えています」

　各種のスパイスとアリアを乳脂で炒めて、水とフワノ粉で練り合わせる。何ならそれを干して固めれば、カレーの素として販売することもできるかもしれない。俺は、そのように目もく論ろんでいた。

「こいつはキミュスやカロンの肉でも美味しくいただくことはできるかもしれませんが、俺はギバ肉が最適だと思っています。少なくとも、キミュスの皮なし肉やカロンの足肉よりも、ギバ肉のほうが力強い出汁だしがとれますしね」

　なおかつ個人的に、俺は豚のバラ肉こそがカレーには最適と思っていた。むろんビーフやチキンを好む向きもあろうが、これはまああくまで個人の好みである。

「俺の故郷で、こいつは定番中の定番料理なのですよ。それがどれぐらい宿場町で受け入れられるか、ちょっと楽しみにしている部分があるのですよね」

「ふん。まあとりあえず、この料理が完成する日を待たせてもらおう」

　それなりの手て応ごたえを胸に、俺は《キミュスの尻尾亭》を後にすることができた。

　蓋をかぶせた平鍋を手に、シーラ＝ルウとともに街道を歩く。小ぶりな鍋なので持ち運びに問題はなかったが、行き交う人々にぶつけて火傷をさせてしまわないように、細心の注意を払う必要があった。

「これから、残りの宿屋を回るのですね？」

「はい。きっとネイルは喜んでくれると思うのですが、ナウディスなんかはどうでしょうね。南の民は、シムの文化を忌き避ひする傾向が強いように思えますし。……それに、《西風亭》のご主人の反応も楽しみです」

「わたしは食べるたびに、この味を好ましく思えるようになってきました。きっと西や南の民でも、この味を美味と感じる人間は少なくないと思います」

　言いながら、シーラ＝ルウは穏やかに微笑んだ。

「きっとこういう料理こそが、アスタならではの料理というものなのでしょう。いかにあのマイムという娘でも、このような料理を作ることはできないと思います」

「ええ。シムや城下町にもともと同じような料理が存在しない限り、この香草の配合加減が一致することはありえないでしょうね」

「そしてあの娘は、アスタの知らない知識と技術で、自分ならではの料理を作りあげることができる、ということですか。……アスタ、わたしは少しだけ、この身をもどかしく感じてしまいます」

「え？　どうしてですか？」

「森辺には、美味なる料理を作るという技術が存在しません。わたしたちが習い覚えたのは、すべてアスタからもたらされたものばかりです。……これではきっと、わたしやレイナ＝ルウがアスタやあの娘の横に並ぶことはかなわないでしょう？」

　歩きながら、俺はシーラ＝ルウを振り返った。

　シーラ＝ルウの表情はとても落ち着いていたが、その瞳には切なげな光が宿っている。そちらに向かって、俺は「いいえ」と首を振ってみせた。

「だけど森辺の人たちにも、独自の好みというものが存在すると思います。俺やマイムの料理を味わって、それをもっと自分たちの好みに改良することができたら、それが森辺の民の知識となり技術となります。俺は故郷で長きに渡って練りあげられてきた技術を学び、マイムはミケルから城下町で練りあげられてきた技術を学びましたが、森辺の集落は今、その技術が生まれようとしている瞬しゆん間かんなのじゃないですかね？」

「技術が生まれようとしている、瞬間……」

「そうです。俺やマイムから得た知識や技術が核となり、そこから森辺の民の新しい食文化が生まれるっていう、そんな気がしませんか？　これからシーラ＝ルウや、その子供や、そのまた子供なんかが知識や技術を引き継いでいって、森辺ならではの料理というものを練りあげていくんです」

「それは何だか、気の遠くなるような……そして、目のくらむようなお話ですね」

　シーラ＝ルウは、両手を胸の上に置いて、深々と息をつく。

「わたしは、今日が屋台の当番の日であったことを、森に感謝したいと思います。アスタから授さずかった言葉は、余さずレイナ＝ルウにも伝えるつもりでありますが……きっとレイナ＝ルウは、今日という日をアスタと過ごせなかったことを、大いに嘆くことでしょう」

「それは大げさですよ。……でも、そんな風に言っていただけるのは、とても嬉しいです」

　俺おれにとっても、今日という日は何か特別であるような気がしてならなかった。

　黒の月の二十六日。その日付を、胸に深く刻み込んでおこうと思う。

　そして、それがダン＝ルティムの誕生日であるということが、俺には何だかものすごくおめでたいことのように感じられてしまった。
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　その後は、手近な宿屋から一軒ずつ回っていくことにした。

　まずは主街道沿いにある、《南の大樹亭》である。

「ふむ。シムの香草で作られた料理でありますか」

　南の民との混血であるナウディスの反応は、やはり芳かんばしいものではなかった。

　言うまでもなく、ジャガルとシムは敵対国である。が、いささかならず超然とした気質を有するシムの民は、ジャガルの文化に対して強い興味はない代わりに忌避する向きもないので、タウ油や砂糖などを使われた料理もすんなり受け入れてくれたのだった。

　しかし、ジャガルの民は、シムの民に対して当たりが強い。感情豊かなジャガルの民は、シムの民のそういう超然とした振る舞いこそを、何より忌避しているようなのである。

　ゆえに、ジャガルの民はシムの文化そのものを忌避する傾向が強かった。れっきとした西の民であるとはいえ、父方にジャガルの血を引くナウディスとしては、やっぱりシムの香草を使った料理など、そう簡単に受け入れられるものではないのだろう。

「アスタよ、今さら念を押すまでもないと思いますが――」

「はい。《南の大樹亭》のお客は、半数以上が南の民なのですよね？　その《南の大樹亭》でシムの香草などを使ったら、やはり不興を買ってしまうのでしょうか？」

「そうですな。何より、シムの料理を注文するお客様自体がほとんどおられぬでしょう。西の王国で北の料理が喜ばれないのと同じことです」

「ええ。ですが、例のダレイム伯はく爵しやく家けのポルアースは、ジェノスが美食の町として評判になることを望んでいましたよね？　その構想にどれぐらいの現実味があるのかはわかりませんが、とりあえず、これまで城下町でしか取り扱われていなかった食材も、こうして簡単に手に入れることができるようになりました。それは、素晴らしいことだと思います」

　俺は別に、ナウディスを強く説得しようという気持ちはなかった。ただ、こんな考え方もあるのじゃないかと示唆してみようと思ったばかりだ。

「それで、《玄翁亭》ではタウ油や砂糖なども積極的に使っているようです。シムとジャガルの食材を両方使える町なんてそうそうないのですから、これでジェノスならではの料理を作りあげれば、いっそうお客様に喜んでもらうことができるかもしれない――ご主人のネイルは、そのように言っていたのです」

「ふむ……」

「東の民が常宿としている他の宿屋でも、きっと同じような考えが蔓延するのではないでしょうかね。もとより、タウ油や砂糖は使いやすい調味料なので、レテンの油やママリアの酢よりも格段に買い手がついているようなのです」

「それはそうでしょうな。タウ油も砂糖も素晴らしい食材なのですから」

　ナウディスが、ぐっと胸をそらす。やっぱり彼かれも、父親の祖国に対してしっかりとした誇ほこりや矜きよう持じを携たずさえているらしい。

「そうすると、東の民のための宿屋では、ぐんぐん料理の質が上がっていくことでしょう。シム、ジャガル、セルヴァという三国の食材をふんだんに使うことができるのですから、それも当然の話です。東の民と縁えんのある宿屋のご主人であれば、使いなれないシムの香草の使い道も、お客様がたから学ぶことができますしね」

「ふむ……」

「だから俺には、ナウディスのような立場の御お方かたがシムの食材を忌避するのは、もったいないように感じられてしまうのですよね。ナウディスは他の宿屋のご主人たちよりも一歩先んじてジャガルの食材を上手に使いこなすことができるのですから、本来であれば香草に詳くわしいネイルなんかと同じぐらい有利な立場にあるはずなのですよ」

　ナウディスは、「ふーむ！」と考え込んでしまった。

　数ある宿屋の中で、真っ先に俺のギバ料理を取り扱あつかいたいと願い出てくれたのが、このナウディスなのである。先見の明を有しているし、それに、ディアルの父親に負けないぐらい商しよう魂こんはたくましいと思う。

　まだこの世界に居ついて数ヶ月の俺では、各国の情勢や国民感情などを正確に推し量ることはかなわない。しかしこのナウディスならば、シムに対する敵対感情と商売上の利益をはかりにかけて、正しい道を選ぶことができるのではないか――と、俺はそのように考えていたのだった。

「確かにまあ……この先、シムの民に向けた宿屋の料理こそがジェノスにおいては最上である、などという話になったら、わたしなどはさぞかし腸はらわたが煮にえくり返ってしまうでしょうな」

「はい、それはそうなのでしょうね」

「シムとジャガルは旧来からの敵対国です。わたしは亡くなった父を敬愛しておりましたので、父が仇きゆう敵てきと憎んでいたシムの民によい感情を持つことはかないません。ですが、セルヴァの版図において、ジャガルとシムは争あらそうことを禁じられております。そんなセルヴァの中でも、もっともジャガルとシムの民が交わるこのジェノスにおいては、確かにジェノスならでは料理を生み出す最適の環かん境きようが整っておるのでしょうな」

　そう言って、ナウディスは何度も何度もうなずいていた。

「アスタの言葉は、わたしの胸に深く食い入りました。しかし、簡単に答えを出せるような問題ではないようです。……とりあえず、シムの香草を使ったその料理を食べさせていただけますかな？」

「はい、ありがとうございます」

　俺は再び、平鍋を火にかけた。さきほど《キミュスの尻尾亭》で温めたばかりであったので、鍋の中身はすぐに熱せられていく。

　そこからたちのぼる強きよう烈れつな香りに、ナウディスはミラノ＝マス以上に顔をしかめることになったが――料理を口にすると、目の色が変わった。

「……これは、美味ですな」

「そうですか。《キミュスの尻尾亭》のご主人などは、奇妙な味だと仰っていましたが」

「非常に美味です。それは、認めざるをえません」

「ありがとうございます。でもまだひと味もふた味も足りない気がしてしまうので、タウ油や砂糖も使ってみようかなと考えているところなのですよね」

「なるほど。そうして、西と南と東の食材をまんべんなく網羅する料理が完成されるわけですな」

　ナウディスは腕うでを組み、再び「うーむ！」と考え込んだ。

「アスタ、この料理は、何かとてつもないものに仕上がる予感がします。アスタがこの料理を他の宿屋で売り出すつもりであるならば、わたしとて見過ごすことはできぬようです」

「そのように言ってもらえるとは、光栄の限りです」

「ジャガルの食材は、タウ油や砂糖やパナムの蜜ばかりではありません。セルヴァではなかなか見ない野菜や、もっと珍しい食材なども存在するのです。わたしはそれらの食材も宿場町に流れてこないかと期待しているのですが――その中にだって、きっとこの料理に合う食材は存在するでしょう」

　そうしてナウディスは、肚はらをくくったように大きくうなずいた。

「この料理が完成したならば、わたしの店でも味見用の分を取り扱わせていただきたく思います。南の民のお客様に受け入れられるものかどうか、実際に食していただかぬことには始まりませぬからな」
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　続いて、《玄翁亭》である。

　こちらではもう、手放しで賞賛のお言葉をいただくことができた。

「これは美味です。東の民のお客様には、のきなみ喜んでいただくことができるでしょう。かなうことなら、今すぐにでも取り扱わせていただきたいほどです」

「ありがとうございます。でも、まだまだ理想に届いていないので、もう少しお時間をいただければと考えています」

「はい。これよりも美味なる料理が味わえるならば、いくらでも待ちましょう」

　東の民の流儀にそって感情を表さないネイルであるが、その目は期待に光り輝いていた。

「これはもう、他の宿屋のご主人らも黙だまってはいられなくなるでしょうね。東の民と懇意にされている宿屋の多くは、あなたの料理を取り扱いたくてうずうずしているのですよ、アスタ」

「そうなのですか？　今のところ、どの宿屋からも新しい仕事の話は舞い込んできていないのですが」

「今はきっと、城下町からたくさんの食材が流れ込んできたところであるので、アスタやギバ肉の力がなくとも上等な料理をこしらえることができるかもしれない、と奮起しているところなのでしょう。ですが、それでは太刀打ちできないということを、誰だれもが遠からず思い知ることになると思います」

　何とも過分なお言葉である。

　しかし、俺としても高額商品になりおおせてしまったギバ料理でそれに対抗していかなくてはならないところなので、とにかく慢まん心しんせずに励むしか道はなかった。

「あ、それと先日はこちらのお客様をご紹しよう介かいいただき、ありがとうございました。何とか腸ちよう詰づめ肉の作製に必要な道具はそろえられそうです」

「そうですか。漏ろう斗とも手に入ったのですね？」

「はい。宿場町では木製の漏斗が使われていたのですね。鉄具屋で見当たらなかったわけです」

　ネイルは微び笑しようをこらえるように、少し口もとを震ふるわせる。

「わたしの店でも果実酒は樽たるで買い付けていますので、木製の漏斗ならば日ひ頃ごろから使用していました。ですが、アスタは鉄製の漏斗を探しているのかと思い違いをしていたので、口には出さずにいたのです」

「お恥はずかしい限りです。使いやすいように加工できる分、木製のほうがありがたいぐらいであったのですよ」

「これでギバの腸詰め肉もこしらえることが可能になるのですね」

　あくまでも穏おだやかに、しかし昂揚を隠しきれぬ様子でネイルが身を乗り出してくる。

「以前にシムへと足をのばしたとき、わたしもギャマの腸詰め肉を口にする機会がありました。あれは旅の供としてだけでなく、立派な料理の食材にもなりうる味わいでありましょう。ギャマとは異なるギバの肉でどのような腸詰め肉ができあがるのか、わたしも楽しみにしています」

「はい。成功できたら、ぜひ味見をお願いいたします」

　すでにミケルからは、燻くん製せい肉の下ごしらえの手ほどきを口頭で受けていた。最初に塩漬けにする際の塩の分量と、漬ける時間の長さ、塩と一いつ緒しよに使用する香草の種類、塩しお抜ぬきと風ふう乾かんの手順――あとはミケルをもう一度森辺に招いて、実際に肉を燻いぶすばかりである。

「では、慌あわただしいですが、これで失礼いたします。屋台の商売が終わる前に、《西風亭》にも顔を出しておきたいので」

「はい、明日もよろしくお願いいたします」

　鍋なべを抱かかえて、《玄翁亭》を出る。

　この後はダン＝ルティムの生誕の宴うたげを控ひかえているのに、本当に慌ただしい限りである。まあ、このようなスケジュールを組んだのは俺自身であるし、楽しい慌ただしさであるということも事実であった。

「どちらの宿屋でもぎばかれーは好評でありましたね。こうしてみると、西の民が一番好みに合わないという可能性もあるのでしょうか」

　静かに問うてくるシーラ＝ルウに、俺は「どうでしょうね」と首を傾かしげてみせる。

「ミラノ＝マスの娘さんの反応を見ると、そうとも言い切れない感じがしますが、現時点では判断が難しいですね」

「そうですか。まあ、時間をかけてでも、この美味おいしさが伝わるとよいですね」

　そう言って、シーラ＝ルウはにこりと笑ってくれた。

「わたしやレイナ＝ルウたちだって、わずか数日でこの味を好ましく思えるようになったのですから、きっと大だい丈じよう夫ぶでしょう。それに、日を追うごとに味が向上しているのも確かですし……この料理は、きっとルティムの宴でも喜ばれるに違いありません」

「はい。そうだったら、俺も嬉しい限りです」

　そうして俺たちは、本日最後の目的地へと到とう着ちやくした。

　治安のよくない裏通りに存在する、《西風亭》である。

「ようこそ。待ってたよ、アスタ」

　受付台に座すわっていたユーミが、陽気に笑いかけてくる。朝の内に、《西風亭》を訪おとずれることは伝えておいたのだ。

「母さーん！　アスタが来たから、店番を代わってくれない？」

「はいはい。そんな大声を出ださなくったって聞こえてるよ。……ようこそ、アスタ。うちの主人もお待ちかねだよ」

　ユーミの母は、小こ柄がらだが恰幅のいいおかみさんであった。

　名前は、シルという。ユーミと同じく褐色の髪で、肌の色は濃い目の黄おう褐かつ色しよく。ユーミの肌が象ぞう牙げ色いろをしているのは、親おや父じさんの血筋であるようなのだ。

「それでは、お邪じや魔まいたします」

　だいぶん中身の軽くなってきた平鍋を抱えなおして、俺は受付台の裏手にある厨房へと足を踏ふみ入れる。今までおかみさんが料理の準備をしていたのだろう。二つあるかまどの内の片方で、大きな鉄てつ鍋なべが火にかけられていた。

「あれ？　父さんはどこに行っちゃったんだろ。おーい、アスタが来てくれたよー！」

「うるせえな。別にこっちが呼びつけたわけじゃねえだろうが？」

　と、厨房の奥おくの開いたままであった扉から、大おお柄がらな人ひと影かげがのそりと現れる。《西風亭》の主人にしてユーミの父親たる、サムスである。

　若き頃に別の町から流れてきたというサムスは、黒い髪に象牙色の肌、濃い褐色の瞳に屈くつ強きようなる体躯を持つ、四十がらみのご主人であった。もとはどうやら荒事を生業にしていたらしく、首や腕には白い古傷が刻みつけられている。西の民としては格段に体格がよく、胸板の厚みなどはほれぼれするほどだ。

「何だか鼻がむずむずしやがるな。そのおかしな臭においを撒まき散ちらしているのが、俺らに味見をさせようっていう料理なのか？」

「はい。お気に召せば幸いです」

　無む駄だ口ぐちを好まないご主人の気き性しようを慮おもんぱかり、俺はさっそくかまどをお借りした。『ギバ・カレー』の残りはわずかであったので、すぐにぶすぶすと湯気をたて始める。

「これはシムの香草を使った料理ですので、滋じ養ようのほうは申し分ないと思います」

「滋養なんざより、大事なのは味だ。あとは、いかに酒を美味く飲めるかってところだな。そうじゃなきゃ、どんな御ご託たくを並べたって注文するような客はいねえよ」

「香りでおわかりになる通り、これは辛みがきいていますので、きっとお酒にも合うと思いますよ？」

「ふん。酒を飲めねえ人間に言われても説得力はねえな」

「もう！　父さんはいつまでアスタに憎にくまれ口ぐちを叩くつもりなのさ？」

　苦く笑しようしながら、ユーミが父親のごつい肩を小突くと、サムスはまた「ふん」と鼻を鳴らした。

　サムスは、西の民としてもとりわけ森辺の民を忌避していたのである。ジェノスの出身でもないのに、どうして森辺の民を忌いみ嫌きらうのか――と、ユーミにこっそり聞いたところ、どうやら若い頃に、仲間が森辺の民と悶もん着ちやくを起こしたことがあるらしい。酔っ払ったサムスの仲間が森辺の民に難癖をつけて、一方的に叩たたきのめされることになったのだそうだ。

　もちろん非はその人物のほうにあったのだが、両りよう腕うでをへし折られたおかげで職を失うことになり、その末に野垂れ死にをして、サムスとしては森辺の民を恨むしか道がなかったのだろう。なおかつ、それはすでにサイクレウスが森辺の民との調停役に就任していた時代であったので、過か剰じような暴力を働いた森辺の男衆に何のお咎めも下されなかったことが、その怒いかりの火に油を注いだに違いない。

　そんなサムスに、俺の料理を《西風亭》で扱ってもらえるよう、ユーミは尽じん力りよくしてくれたわけである。また、ユーミ自身も父親の影えい響きようで、森辺の民には悪印象を抱いだいていたはずであるのに、こうして手を取り合ってくれたのだ。俺にとっては、このユーミとの出会いも、かけがえのないものだった。

「よし、温まったみたいですね。この焼いたポイタンを、煮汁にひたしてお食べください」

「うーん、すごい香りだね！　まさしくシムの料理って感じだなあ」

　まずは当然のごとく、ユーミが手をのばしてくる。

　木皿に移した『ギバ・カレー』に焼きポイタンをひたし、おそるおそる一口かじり――ユーミは、「へえ！」と驚きの声をあげた。

「思ったよりも、辛くないんだね。匂いからして、もっと舌が痺れるような味かと思ったよ」

「うん。《玄翁亭》に卸す分だけもっと辛口にして、それ以外はこれぐらいに留とどめておこうかと考えているんだけど」

「ふーん？　あたしは、もっと辛くてもいいぐらいだなあ。《玄翁亭》でチットの料理を食べてる内に、あたしは辛い料理が好きになっちゃったみたいなんだよねー」

　そういえば、ユーミはどの宿屋のギバ料理ものきなみ味わった経験があるのである。同じように『ギバ・カレー』を口にしたサムスは「ぐぬう」とおかしな声をあげた。

「どーお？　悪くはないよね？　あたしはけっこう好きな感じだなあ」

「……それはお前が、シムの料理を食べなれてるせいだろう」

「そうだけどさ。でも、この香りも何だかお腹の減る香りじゃない？」

　サムスはがりがりと頭をかいてから、娘むすめの背中を乱暴に突き飛ばした。

「シルと仕事を代わってこい。お前の言葉は参考にならねえ」

「何さ、美味しいなら美味しいって素す直なおに言えばいいじゃん」

　一つ肩をすくめてから、ユーミは扉から出ていった。入れ替わりに、その母親がやってくる。

「ははあ、こいつはものすごい香りだねえ。外のほうまで匂ってきていたよ」

　笑いながら、シルはおそれげもなく焼きポイタンを引っつかむ。そうして『ギバ・カレー』を口にすると、びっくりしたように「あらら」と目を見開いた。

「悪くないね。ふうん、こいつがシムの料理なのかい」

「はい。正確には、シムの香草を使った、俺の故郷の料理なのですが」

「そうかい。実はね、うちにもシムのお客さんが来ることは少なくないんだよ。ジャガルのお客さんはからきしだけど、ほら、シムの連中ってのはおっかない力を持ってるから、西の荒くれ者を恐おそれたりしないだろう？　だから、一人旅のシム人なんかは、うちみたいな安宿をけっこう使ってくれるもんなのさ」

　丸々とした腕を組み、考え深げに首を傾げる。

「でも、シムの香草ってのは、ミャームーなんかよりお高いんだろう？　うちで取り扱えるようなお値段なのかね？」

「はい。他ほかの料理に比べたら、少し割高になってしまうかもしれませんが、汁しる物ものなんかに仕上げたら値段も抑おさえられると思います」

「汁物に？　こいつをお湯で薄めるのかい？」

「はい。ギバの出汁で割って、調味料を少し加えれば、味が落ちることはないはずです。基本の味が完成したら、そのあたりのことも研究してみようと思っているのですよね。……あと、この通り味の強い料理ですから、少なめの量を安い値段で売ることも可能ではないでしょうか？」

「ああ、それはそうかもしれないね。だけど、こんな妙ちくりんな料理を、あたしらが自分で作れるもんかねえ？」

《西風亭》はもともとギバの生せい鮮せん肉にくを買いつけるだけで、俺の料理を買いつけてはいなかったのだ。しかし、この『ギバ・カレー』に関しては、どの宿屋においても条件は変わらなかった。

「そのあたりのことは、心配ありません。味の素になるものをこちらで作れば、あとは煮込んだ野菜や肉と合わせるだけです。何も難しいことはありませんよ」

「そうかい。だったら、試ためしてみる価値はあるかもしれないね」

　そのようにのたまうおかみさんに、親父さんは「おい」と不ふ機き嫌げんそうに呼びかける。

「そんな安請け合いをしちまっていいのかよ？　こんな臭え料理は誰も注文しねえかもしれねえぞ？」

「そのときは、買いつけるのをやめればいいだけの話じゃないか？　試してみなくっちゃ結果はわからないよ」

　もともとはこのおかみさんこそが《西風亭》の跡継ぎであり、余所よその地から流れてきたサムスはそこに婿むこ入いりした格好なのである。筋金入りの商売人であるシルは力強く笑いながら、「試す価値はあるんじゃないのかね」と言ってくれた。

「こんな料理は、これまでに食べたことがない。だから、美味うまいんだかどうなんだかもまだはっきりとはわからないけど、これだけ物もの珍めずらしい料理なら評判にはなるだろうさ。今のところ、アスタに教えてもらった料理はどれもこれも喜ばれてるんだから、試しもしない内に断る手はないんじゃないのかねえ？」

　サムスはむすっとした顔で、またぼりぼりと頭をかく。

「だけど俺は、こいつを食ったら何だか頭がかゆくなってきちまったぞ。こいつは、シムの香草の毒なんじゃねえのか？」

「あ、それは発はつ汗かん作用がうながされているんだと思います。汗をかくのは身体にいいことですし、それに、汗をかくと体温が下がるので、ジェノスみたいに温暖な土地では、こういう料理も合っていると思いますよ」

「あんたは物知りだし、商売上手だね、アスタ」

　おかみさんはにんまり笑い、俺の耳もとに口を寄せてきた。

「いっそのこと、ユーミの婿になってほしいぐらいだよ。そうしたら、うちの店も安泰だろうねえ」

「おい、亭主の前で内緒話をしてんじゃねえよ」

「ちっちゃいことをお言いでないよ。……ま、今のは冗じよう談だんとしても、こいつがどんな料理に仕上がるのか楽しみにしているよ、アスタ」

「はい、ありがとうございます」

　礼を述べて、俺は《西風亭》を辞去することにした。体感的に、そろそろタイムリミットが近いはずである。

　厨房を出ると、受付台で退屈そうに頬ほお杖づえをついていたユーミが、にっと笑いかけてきた。

「あ、もう帰っちゃうの？　その内、ゆっくり話そうね、アスタ！」

「うん、それじゃあまた明日。今日はありがとうね」

　人気のない表の通りに出て、息をつく。とりあえず、宿場町におけるミッションはこれにて完かん了りようであった。

「何だか色々と、仕事が詰まってきた感じがしますね？」

　ずっと静かにしていたシーラ＝ルウが、そのように呼びかけてくる。

「ぎばかれーだけでなく、アスタはギバの頭の料理についても研けん鑽さんしているのでしょう？　それに加えて、腸詰め肉と干し肉の作製に、城下町での晩ばん餐さん会かいの準備――それに、ポイタンとフワノを混ぜ合わせて、新しい料理を作ろうとしているのですよね？」

「はい。最近は『ギバ・カレー』にかかりきりだったので、そろそろそちらにも本ほん腰ごしを入れるつもりです」

「すごいですね。もしも自分であったなら、これだけの仕事を同時にこなすことなど、とうていできそうにありません」

「そうですか？　これといって、苦にはなっていないのですが」

　しかし、まだ完成もしていない『ギバ・カレー』の味見にまで踏み切ったのは、やはり気分が昂こう揚ようしているせいなのかもしれない。マイムとの出会いと、そして、まだ見ぬヴァルカスなる人物に対してである。

　城下町の晩餐会については、すでに族長たちからも了承を得ていた。明日、俺たちは新たな食材を吟ぎん味みするため、トゥラン伯はく爵しやく邸ていまでおもむく予定になっている。そしてその場には、ヴァルカスという料理人も訪れる予定であると、俺は使者から聞かされていたのだった。

　あのミケルまでもがその腕を認める料理人と、いよいよ対面できるのだ。そしていずれは、その人物と同じ日にかまどを預かることになるのだから、俺が昂揚しないわけはなかった。

　マイムとの出会いで、俺は力を得ることができた。

　ヴァルカスとの出会いは、俺に何をもたらすだろうか。

　それに、ミケルから燻製肉の作製を教わるのも楽しみでならない。どんなに慌ただしくても、ここ最近の俺は、日々が楽しくてしかたがなかったのである。

「だけどまずは、ダン＝ルティムのお祝いですね。そろそろ屋台の商売も終わる頃合いでしょうから、早くみんなのところに戻もどりましょう、シーラ＝ルウ」

「ええ」とうなずくシーラ＝ルウとともに、俺は足を踏み出した。

　今日という長い日は、ようやくまだ半分ていどが終わったに過ぎないのだった。
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　宿場町での仕事を終えた後は、まずはルウの集落で翌日の商売分の下準備に取りかかり、それを三十分ていどで迅速に片付けてから、ルティムの集落へと移動した。

　同行したのは、もともとルティムの家人であるアマ・ミン＝ルティムとツヴァイ、ルウの家からレイナ＝ルウとシーラ＝ルウ、それにトゥール＝ディンとレム＝ドムで、合計六名である。ユン＝スドラも泣きそうなぐらい強く同行したがっていたが、「家の仕事がありますので」と微笑ほほえむリィ＝スドラに連れられて、スドラの家へと帰っていったのだった。

「悪いね、けっきょく手伝わせることになっちゃって」

　荷車を走らせながら俺が呼びかけると、「わたしたちが望んだことです」とレイナ＝ルウに笑え顔がおで返された。先日の、リーハイムとの一件でもたらされた精神的ダメージからも、すっかり立ち直った様子だ。

　ルティムの女衆に加えてこのメンバーが参戦してくれたら、鬼に金棒であろう。調理の時間は、およそ三時間半。ダン＝ルティムに喜んでもらえるよう、俺は力を振り絞ろうと心に決めていた。

「ファの家のアスタよ、よくぞ来てくれた」

　ルティムの集落で待ちかまえていたのは、長老のラー＝ルティムであった。

　禿とく頭とうに白い髭、背筋ののびた長身痩そう躯くに、鷹たかのごとき鋭するどい眼光。禿頭と長身以外にはご子息と似たところのない、ルティム本家の先代家長である。

「男衆らはまだ森だが、女衆らは全員かまどの間に控えている。血族ならぬファの家の人間にこのような仕事を任せるのは忍しのびないが、家長の決断とあっては口をさしはさむこともできんのでな」

「いえ、ルティムの皆みなさんは俺にとっても大事な友ですから。喜んでつとめさせていただきます」

「……うむ。ファはルティムの友であるという家長の決断には、儂わしも口をさしはさむ気持ちはない」

　あくまでも厳しい面おも持もちで、ラー＝ルティムはうなずく。

「では、よろしくお願いする。アマ・ミン、ツヴァイよ、アスタをかまどの間に導くがよい」

「承知いたしました」

　ギルルの手た綱づなを引きながら、俺たちはかまどの間に向かう。ラー＝ルティムはその場に居残り、小さな子供たちを相手に何やら剣術の指南でも始める様子であった。

「長老ラーは五年前に狩人としての仕事から身を引いて以来、あのように子供たちを鍛きたえるのを一番の仕事と定めているのです」

「なるほど。それは素す晴ばらしいことですね」

「はい。わたしはまだルティムに嫁よめ入いりして数ヶ月の身でありますが、ミンの家族と同じように、ルティムの皆を敬愛しています」

　そのように語るアマ・ミン＝ルティムは、とても温かくて誇らしげな面持ちをしていた。

「あ、アスタ。それに他の皆さんも、ようこそルティムの家に」

　かまどの間にて、モルン＝ルティムがにっこりと笑いかけてくる。

「言われた通りに肉は切り分けておいたし、ポイタンもすっかり焼きあがりました。必要な野菜や調味料なんかは、こちらにまとめてありますよ」

「ありがとう。それじゃあ、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウは手はず通りに、分家のかまどの間でよろしくお願いします」

　何せ五十名分近くの料理であるので、俺たちはあらかじめ手分けをする段取りを組んでいた。

　ルティムの女衆は、総勢十三名。この内の五名ずつがレイナ＝ルウたちの班となり、俺のもとには三名と、それにトゥール＝ディンとレム＝ドムが加わる。レイナ＝ルウの補佐はアマ・ミン＝ルティムで汁物料理を担当、シーラ＝ルウの補佐はモルン＝ルティムでステーキや肉野菜炒いためを担当、そして俺がトゥール＝ディンを補佐として特別料理の担当である。我ながら完かん璧ぺきな布陣だと、俺は心の中で自負していた。

「アスタ、おひさしぶりです」

　その、我わが班に割り振られた女衆の一人がしずしずと近づいてきたので、俺も「おひさしぶりです」と笑顔を返してみせた。

　ツヴァイの母、オウラである。城下町の審しん問もんの日以来、彼かの女じよとは二ヶ月以上ぶりの再会であった。

「そして、レム＝ドムも。……あなたとは、一年近くぶりでしょうか」

「……ああ、あなたはスン本家の家長の嫁よめであった女衆ね。名前までは覚えていないけれど」

「わたしは、オウラと申します。あなたがわたしたちにどのような気持ちを抱いているかはツヴァイに聞いていますが、仕事は仕事としてよろしくお願いいたします」

「ええ、どうぞよろしく」

　逞たくましい肩かたをすくめつつ、レム＝ドムはそっけなく応じる。

　ツヴァイが何か言いたげな顔をしていたが、彼女はシーラ＝ルウの班であったので、この場に留まることはできなかった。彼女らはともにルティムの集落で暮らしていたが、家族としての縁は絶たれているのである。

　オウラのことを「母さん」と呼ぶことが禁じられているツヴァイは、内心で相当苦しんでいるのだろうなあと、いつだったかダン＝ルティムがしみじみつぶやいているのを俺は耳にしたことがあった。

　また、ツヴァイらがその悲しみを乗り越えて、ルティムのみんなをかつての家族たちと同じぐらいかけがえのないものだと思えるようになれば、それでようやくルティムの氏を与あたえることができるだろう、と――ダン＝ルティムは、そのように述べていたのだった。

「そういえば、ダン＝ルティムの姿が見えませんね。またトトスでどこかを駆け回っているのでしょうか？」

「はい。集落にいるとつまみ食いをしたくなるに決まっているので、夕暮れまでは戻らないと仰っていました」

　静かに微笑みながら、オウラはそのように答えてくれた。

　とても穏やかではかなげな女性であるが、スン家が滅ほろびを迎むかえるにあたって、ヤミル＝レイを除けば一番取り乱さずにいたのはこのオウラであったろうと思う。アマ・ミン＝ルティムやリィ＝スドラにも通じる、それは静かな強きよう靭じんさであるように俺には感じられた。

（しかも彼女は、あのテイ＝スンの娘さんなんだもんな）

　スン家の最後の大罪人、テイ＝スン。彼は、俺の身を害そうとしたために、ライエルファム＝スドラの手で討うち取られることになった。たとえそれが、テイ＝スン自身の望みであったとしても――いや、そうであるのならばなおのこと、かつて家族であった人々には、やりきれなかったはずだ。

　オウラはそんな確執も振り切って、こうして俺に微笑みかけてくれている。俺は精せい一いつ杯ぱいの思いを込めて、「よろしくお願いします」とオウラに一礼してみせた。

「それでは、調理に取りかかりましょう。まずはおまけの、『ギバ・カレー』からです」

　最初に作製した日におけるダン＝ルティムの好反応から、俺は研究中のこの料理も特別献こん立だての内に組み込んでいた。一人当たりの分量はささやかなものであるが、人数が人数なので、これも鉄鍋に一杯どっさりと作製しなくてはならない。

「すごいですね。家長の生誕の祝いでこれだけの料理が必要になってしまうなんて。ディンの家ではまず考えられません」

　モルン＝ルティムらの準備してくれたバラ肉を適度な大きさに切り分けながら、トゥール＝ディンがそのように呼びかけてくる。レム＝ドムにチャッチやネェノンの切り方を伝授しつつ、俺は「そうだね」と言葉を返した。

「家人だけでも、二十七名って言ってたっけ。ひょっとしたら、それはザザ家なんかよりも多い数なのかな？」

「はい。ザザでも二十名はいなかったと思います。……でも、北の集落はザザとドムとジーンで一つの氏族のようなものなのではないでしょうか？」

「北の集落の全員を合わせれば、四十名以上にはなるはずよ。それに、北の集落には若い人間が多いから、狩人の数でも負けてはいないはずね」

　そのように言ってから、レム＝ドムは皮肉っぽく笑う。

「そういえば、ルウやルティムにはひときわ年を食った人間が多いのじゃないかしら？　あなたはどう思う、トゥール＝ディン？」

「そうですね。人数がどうなのかはよくわかりませんが、さきほどの長老ぐらい年老いた男衆は初めて目にしたかもしれません」

「それもまた、強き氏族の証というやつなのでしょうね。ルウ家では先々代の家長まで生き長らえているのだから驚おどろきだったわ」

「先々代の家長？　でも、ルウの家長は族長のドンダ＝ルウで……ドンダ＝ルウは、グラフ＝ザザと同じぐらいの年頃でしたよね？」

「そう、だからルウ家の先々代の家長は八十の齢よわいを超えているのですってよ。まあ、それは男衆でなく女衆であったけれどね」

「八十……それは、女衆でも見たことがありません」

　びっくりしたように、トゥール＝ディンは目を見開く。

　強面の外見に拘かかわらず、レム＝ドムはすっかりトゥール＝ディンと打ち解けていた。意外にレム＝ドムは気安い部分があるし、それに彼女たちはれっきとしたザザの血族であるので、おたがいに心を開き合うべきという共通認にん識しきが強くあったのかもしれなかった。

「レム＝ドムは、ジバ＝ルウとも顔をあわせたんだね？」

「そりゃもちろん。ルウの集落で世話になるのに、最長老に挨あい拶さつしないわけにはいかないでしょう？　あのジバ＝ルウは、八十歳さいを超えているのよね？」

「うん、俺の記き憶おくでは、たしか八十五歳だったはずだよ」

「八十五歳！　驚くべき年ねん齢れいね、それは」

　切ったチャッチを鉄鍋に流し込みつつ、レム＝ドムはまた笑う。

「そんな老人が生き長らえたところで、何も仕事はできないのだから、無駄に食料が減るばかりだ。……って、北の集落の荒あらっぽい男衆だったら、そんな風に考える人間もいるかもしれないわね」

「ふうん。君がそう考えていなければいいんだけど」

「考えないわよ。どうあれ、人間は長く生きるべきじゃない？　十五歳の若さで家長を継ぐことになったディックだって、きっとそう考えているはずよ」

　そういえば、ドムの本家には二人しか家人がいないという話であったのだ。いまだ十五歳のレム＝ドムに両親がいないということなのだから、それは早すぎる別れであったのだろう。

「そうだよね。俺も早くに母親を亡なくしてしまったから、同じ気持ちだよ。……ところで、そちらの家長のディック＝ドムは、何歳なのかな？」

「あなたと同じ年よ」

「うん？」

　あなたとは誰のことだろう、と俺おれは周囲を見回してみる。

　しかし、ルティムの女衆らも熱心に作業に取り組んでおり、誰もこちらの会話に参加している様子はなかった。
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「何をきょろきょろしているの？　あなたと同じ十七歳だと言っているのよ、アスタ」

「じゅ、じゅうななさい？」

　思わず、作業の手が止まってしまう。とたんに、レム＝ドムはぷっとふきだした。

「あなた、ルド＝ルウとおんなじ驚き方をするのね。うちの家長は、そんなに年老いて見えるのかしら？」

「いやあ、まあ……うん、失言しそうだからやめておこう」

「その言葉が、すでに失言じゃない？　ドムの家にいい土産みやげ話ができたわ」

「うわあ、勘かん弁べんしておくれよ。あんな御方の不興を買ったら、この先どう振ふる舞まっていいかわからなくなっちゃうよ」

　レム＝ドムは、愉快そうにくすくすと笑いだす。もともと顔立ちは整っているので、なかなか可愛かわいらしい笑顔である。

「確かに家長は、あの若さでグラフ＝ザザにも負けない力を持っているわ。収しゆう穫かく祭さいの力比べでも、最後に勝ち残るのはディックかグラフ＝ザザだからね。……そんなディックは、わたしの誇りなのよ」

「うん、ディック＝ドムは、本当に立派な狩人なんだね」

「……だからわたしは、それにも匹ひつ敵てきしかねないアイ＝ファの力に、心酔せずにはいられないの。アイ＝ファはわたしにとって、希望そのものだわ」

　と、今度はうっとりした様子で目を細める。

　アイ＝ファがいたら、また何やかんやと騒さわぎたてそうなところであったが、俺にとってはそんな表情までもが好ましく思えてしまう。いささかスキンシップの度合いが過ぎてしまっているものの、ここまで真っ直ぐな気持ちでアイ＝ファを褒めたたえる人間を、俺が嫌いになれるわけはなかったのだった。

　そうこうしている間に、作業台と鉄鍋には切られた肉と野菜が山積みになっていた。

「よし、これで肉と野菜は完了かな？　トゥール＝ディン、煮込みのほうをよろしくね」

「はい」

　その間に、俺はルーの作製に取りかかる。香こう草そうの調合と乾から煎いりは家で済ませておいたので、こちらも後は乳にゆう脂し、アリア、フワノを使ってルーに仕上げるばかりだ。

　みんなの鼻をいたわるために、俺はレム＝ドムに手を借りて、鉄鍋ごと屋外のかまどに移動する。そこに、ギバを担いだルティムの狩人の一団が近づいてきた。

「ああ、アスタ。今日はありがとうございます」

「ガズラン＝ルティム！　おひさしぶりですね！」

　ひと月ぶりぐらいに相対する、ガズラン＝ルティムであった。精せい悍かんな面に穏やかな笑えみを浮うかべつつ、ガズラン＝ルティムが俺の前で足を止める。

「私は少しアスタと話したいので、皮剥ぎの仕事を先に頼たのむ」

「わかった」と応じたのは、分家の家長でありガズラン＝ルティムの弟でもある、次兄の男衆であった。その人物も兄に劣おとらぬやわらかい笑顔で俺に礼をして、同どう胞ほうたちとともに歩み去っていく。

　二人がかりで運ばれている巨きよ大だいなギバが一頭に、それよりは一回り小さなギバが二頭――血族の数が二十七名なら、これで一日の最低ノルマは達成だ。

「あの内の小さな二頭は、血ち抜ぬきも成功できていると思います。首から上を本日の宴で使いたいというお話でしたよね、アスタ？」

「はい。全員分の量には足りないかと思いますが、よかったら是ぜ非ひ」

　脳と目玉料理のリベンジ戦である。この五日間で、俺は近在の氏族と協力して、そちらの研究にも取り組んでいたのだった。

「どのような料理が出されるのか、非常に楽しみです。アスタにこのように大事な仕事を簡単に任せてしまう家長ダンの気ままさを、血族はみな大いに喜んでいます」

　ひと月以上ぶりでも、やはりガズラン＝ルティムはガズラン＝ルティムであった。どっしりとした大樹のような落ち着きには、いっそう磨きがかかった様子である。

　そのガズラン＝ルティムの静かな眼まな差ざしが、ふっとレム＝ドムのほうを見た。

「あなたは、ドム本家のレム＝ドムですね？　私はルティム本家の長ちよう兄けい、ガズラン＝ルティムと申します」

「ええ。お噂うわさはルウの集落でも聞いているわよ、ガズラン＝ルティム」

　いくぶん挑むような目つきで、レム＝ドムは相対する。ガズラン＝ルティムは、そちらにふわりと笑いかけた。

「あなたも宴の準備を手伝ってくれているのですね。北の一族とルウの一族の絆きずなが深まることを、私は非常に喜ばしく思っています」

「そうね。かつての親筋であったスン家は真っ当な理由もなくルウの一族を敵視していたのでしょうから、わたしたちは正しい縁えんをしっかり結びなおすべきなのだろうと思うわ」

「宴の場では、客人として楽しんでください。ではアスタ、私も仕事がありますので、これで。ギバの頭は、のちほど本家のかまどの間にお届けします」

「はい、ありがとうございます」

　最後にまた温かい笑みを見せてから、ガズラン＝ルティムも立ち去っていく。その大きな背中を見送るレム＝ドムの瞳ひとみには、何やらきつめの光が宿っていた。

「ずいぶん取りすました男衆ね。わたしはダン＝ルティムのように無む邪じや気きな男衆のほうが好みだわ」

「そっか。俺にとっては、どちらも同じぐらい大事な存在だけれどね」

「ふん。ルウ本家の長兄も得体の知れない感じだったし、ルウの一族には奇き妙みような男衆が多いようね」

　そんな風に言ってから、レム＝ドムは一つ肩をすくめる。

「ルウやルティムの跡取りに対して、不ふ遜そんな物言いだったかしら？　でも、気に食わないものはしかたないわよね」

「そうだね。でも、料理と一緒で人間だって、長くつきあえば印象が変わってくるかもよ。好くも嫌うもご自由にってのはダン＝ルティムの言う通りだと思うけど、長い目で見る心がまえってのは必要だろうね」

　大量のアリアを乳脂で炒めつつ、俺はそのように答えてみせた。香こう辛しん料りようが山となった木皿を手に、レム＝ドムは「ふうん？」と唇くちびるをひん曲げる。

「それじゃあわたしも、ジザ＝ルウやガズラン＝ルティムに好感を抱いたり、アスタの作る甘あまい煮に物ものを好ましく思うときがやってくるのかしら？」

「可能性はあるだろうね。とにかく第一印象だけで切り捨ててしまうのはもったいないよ」

「あなたはその第一印象とやらをくつがえされたことがあるのかしら？」

「そりゃあ、いくらでもあるさ。特に俺なんて、最初の内は腫れ物みたいな扱あつかいだったんだから――それこそドンダ＝ルウなんて、第一印象はおたがいに最悪だったんじゃないかな？」

　そしてジザ＝ルウとは相変わらず疎遠な俺であったが、ダルム＝ルウには以前ほど嫌いやな感情は持っていないし、フォウやランの人々ともずいぶん打ち解けることができている。思えば遠くに来たもんだ――と、ついつい感かん慨がいにひたってしまいそうになる俺であった。

「そういえば、ダン＝ルティムにだって初対面のときは、頭ごなしに怒鳴られたものだよ。ギバの胴どう体たいの肉を祝いの席で出すだなんて、いったいどういうつもりだってね」

「ああ、臭い胴体などを喰らうのは、弱き氏族の証とかいう話？　北の集落では、それこそ臭みなど関係ないって、好きな部位を口にしていたけれどね」

「そうなんだ？　でもまあ、そんな俺がダン＝ルティムに何の心配もなく目玉や脳を食べさせようとしているんだから、本当にいい関係を築けたものだなあと嬉うれしくなるよ」

　俺がそのように答えると、レム＝ドムがいぶかしそうに顔を寄せてきた。十センチ近い身長差があるので、少し腰を屈めるような体勢になっている。

「どうかしたかい？　そろそろその皿を貸してもらえるかな？」

「ああ、どうぞ。……いや、すごく今さらの話なんだけど、あなたは異国の生まれなのよね、アスタ」

「本当に今さらだね。ご覧の通り、森辺の生まれではないよ」

「ええ。黒い髪かみや瞳なんてのは北の集落でも珍しくはないけれど、そんな生白い肌をした森辺の民たみは存在しないものね。……だけどわたしは、最初からあまりあなたが異国人だという感じがしなかったのよね。最初にあなたの話を聞いたときは、異国人を家人に迎えるなんて、すごく馬ば鹿かげた話だと思っていたはずなのに」

「ふうん？　俺も森辺の民として、自然に溶け込めているってことなのかな」

「そう。周りの人間があまりに自然にあなたと接しているから、わたしもそれに流されてしまったのかもしれないわ」

　そう言って、レム＝ドムは頬ほおにかかる前まえ髪がみをピンと弾いた。

「まあいいわ。あやしげでない人間を無理にあやしんだって意味はないものね。アイ＝ファのそばにあやしげな人間がうろついていたら、わたしだってたまらない気持ちになってしまうし」

「あはは。レム＝ドムは、本当にアイ＝ファにご執しゆう心しんなんだねえ」

「当たり前じゃない。アイ＝ファを悲しませるようなことをしでかしたら、わたしはあなたを許さないわよ、アスタ？」

　おっかない目つきで、さらに顔を寄せてくる。しかしその言動は、俺に喜びの気持ちを与えてくれた。

「アイ＝ファのためにそんなことを言ってくれる人間が増えたのは嬉しいよ、レム＝ドム。狩人の件については俺なんかが口をはさめる立場じゃないけど、これからもアイ＝ファをよろしくね」

「そんなの、あなたに言われるまでもないわよ。……あーあ、今日はルウの集落に戻る日なのよね。こんなことなら、最初からずっとファの家に居座りたいって家長に申し出るべきだったわ」

　そう言って、レム＝ドムは筋肉質な己おのれの身体を切なげに抱きすくめるのだった。

　ともあれ――ダン＝ルティム生誕のお祝いの宴は、着実に開始の時が迫せまっていた。
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　そうして日は没し、生誕の宴はしめやかに開催される運びとなった。

「我がルティムの長たるダン＝ルティムは、今日という日に四十一の齢を重ねることになった。これだけ長きに渡わたって家長が健やかなる生を歩むことができたのは、血族たる我々にとってもまたとなき喜びである」

　そのダン＝ルティムの子息たるガズラン＝ルティムが、かがり火に照らされる同胞たちに朗々たる声で呼びかけている。

「これからも、家長はその大いなる力で我らを導いてくれるだろう。今こ宵よいは家長ダン＝ルティムが健やかなる一年を過ごせたことを祝い、母なる森にその感謝を示したいと思う。……家長ダン＝ルティムに、祝福を」

「祝福を！」の声が唱和され、果実酒の土ど瓶びんが掲げられる。

　息子むすこのかたわらでにこにこと笑っていた本日の主役も、もちろん同じように土瓶を振り上げた。

「今日の祝いに駆かけつけてくれた、ルウ、レイ、ミン、マァム、ムファ、リリンの血族たちにも、感謝の言葉を述べさせていただこう！　そして本日はルティムとルウの女衆らと、それにルティムの友たるファの家のアスタ、それを手伝うディンの女衆、ルウの客人たるドムのレム＝ドムが祝いの料理を準備してくれた！　この美味そうな料理を、大いに喰らってくれるがいい！」

　ルウの集落ほどではないが、ルティムにも家の前にちょっとした広場が存在する。さすがに簡易型のかまどを組む時間はなかったので、そのあちこちに布の敷しき物ものが敷かれて、料理がどっさり並べられていた。

　以前の祝しゆく宴えんではゴヌモキの葉を皿代わりにしていたが、現在はルウ家が宴うたげのために大量の木皿を準備している。それを借り受けて、まずはシーラ＝ルウたちが作りあげたステーキや肉野菜炒め、それに大量の焼きポイタンが供されることになった。そして分家のかまどの間から、レイナ＝ルウたちの作った照り焼き肉のスープが運ばれてきて、慌ただしく回されていく。

　ガズラン＝ルティムらの婚こん儀ぎの祝宴に比べれば半数ていどの人数であるが、盛せい況きようなことに変わりはない。宴の開始が宣告されてからわずか数分で、そこにはもう凄まじいまでの賑にぎわいと熱気がたちこめることになった。

「ダン＝ルティム、最初の特別献立をお持ちしました」

　明々と燃える儀ぎ式しきの火の前にどっかりと陣取ったダン＝ルティムの前に、俺はトゥール＝ディンとともに平ひら鍋なべを運んでいった。

「おお、アスタよ、ご苦労であったな！」

　女衆らの摘んだ色とりどりの花に囲まれたダン＝ルティムが、いっそう嬉しそうに破顔する。

「うむ、辛からそうな匂においだ！　これは何日か前にルウ家で味見をした、あの料理だな？」

「はい。名前は『ギバ・カレー』といいます。だいぶん味も完成されてきたので、まずはこちらをお召し上がりください」

　蓋ふたを開けると、煮込まれたカレーの香かおりが一気に拡散した。いったいどのような料理が運ばれてきたのかと、周囲の者たちもわらわらと集まってくる。

「こちらは味が強いので、焼いたポイタンをひたして食べるのが作法となっています」

「ふむふむ。相変わらず、腹の減る匂いだな！」

　俺が木皿にすくい取った『ギバ・カレー』に、ダン＝ルティムは焼きポイタンをどぼんと突っ込んだ。そして、それを恐れげもなく豪ごう快かいに噛かみちぎる。

「ほう！　これはまた、ずいぶんと様変わりしたではないか！　問題なく美味いと思えるぞ、アスタよ！」

「ありがとうございます。少しは期待に応こたえられましたか？」

「うむ！　いささか奇妙な味だが、美味いことに間ま違ちがいはない！　それに辛いので、よけいに果実酒が進んでしまうな！」

　ガハハと愉快げに笑いながら、ダン＝ルティムは周囲の血族らを見回した。

「お前たちも、味を見てみるがいい！　匂いは強きよう烈れつだが、これは美味いぞ！」

　次々と差し出だされる木皿に、その場に居合わせたルティムの女衆が『ギバ・カレー』を注いでいく。みんなの顔が驚きに染まるのを確かく認にんしてから、俺はかまどの間へと引き返した。

「よし。それじゃあ、そいつも運んじゃおう」

「はい、承知しました」

　トゥール＝ディンに手を借りて、今まで火にかけていた鉄てつ鍋なべを外に持ち出す。

　見た目よりは力持ちのトゥール＝ディンであるが、その面には若じやつ干かん疲れの色が見えた。朝はファの家で商売用の下ごしらえ、日中は宿場町で屋台の仕事、昼下がりから現在までは宴の下準備と、普ふ段だん以上に仕事の詰まった一日であったのだ。

「ごめんね。これと最後のもう一品を運んだら、トゥール＝ディンも宴を楽しんでおくれよ」

「いえ、わたしはあくまでかまど番の手伝いですから……それに、見知った人間も少ないので、アスタのそばを離れてしまうと、何をどうしていいかもわかりません」

　そういえば、トゥール＝ディンの見知っている顔ぶれは、みんなそれぞれ配膳の仕事に勤しんでいるのだ。人々の間を慎重にすりぬけながら、俺はトゥール＝ディンに笑いかけてみせた。

「それじゃあ、仕事の後は一いつ緒しよに宴を楽しもう。俺もルティムでは本家の人たちしか知り合いがいないから、少々身の置きどころに困っていたんだよ」

「はい」と、トゥール＝ディンはほっとした様子で微笑んだ。

　夕暮れ時にやってきたアイ＝ファは、おそらくかまど番の仕事から解放されたレム＝ドムあたりと、どこかで宴を楽しんでいるはずだ。そちらと合流すれば、トゥール＝ディンが心細くなることもないだろう。

　そうしてダン＝ルティムのもとに辿り着くと、そこには俺の見知った少年たちがいた。ルド＝ルウとラウ＝レイである。

「やあ、二人も来てたんだね」

「おお、ひさかたぶりだな、アスタよ！　この黄色くて辛い料理もなかなか美味かったぞ！　そっちの料理も美味そうな匂いがしているな！」

　ルド＝ルウには先日会ったばかりであったが、ラウ＝レイのほうはちょっとひさびさであった。しかし、そちらも変わりはないようで、中性的だが勇ましい細ほそ面おもてに屈託のない笑みを浮かべている。

「お気きに召めすかな？　これは『ギバ・カレー』以上にお試しの料理なんだよね」

　すでに『ギバ・カレー』の鍋は空になっていたので、俺は新たなる鍋をダン＝ルティムの前に置いた。

「ダン＝ルティム、これがさきほどお話しした料理です」

「おお、ギバの脳に目玉だな!?　まったく、とんでもない料理を用意してくれたものだ！」

　ダン＝ルティムの目は、好奇心で爛らん々らんと光っていた。

「どこに目玉や脳が沈しずんでおるのだ？　タラパの色で、さっぱりわからん！」

「こちらで木皿に取り分けます。お気に召すといいんですが」

　煮に汁じるは、タラパを主体にしていた。ミャームーとピコの葉、それにシムの香草もたっぷり使っているので、臭みのほうは問題ないはずだ。

　そして、肝かん心じんの脳と目玉も、俺は若干の手を加えていた。ただ煮込むのではなく、事前に頭骨ごと表面を火で炙あぶってから、鍋に投じたのだ。

　脳も目玉も、とにかく食感が独特に過ぎるのである。ゆえに、表面を焼いて多少の噛み応えを確保してから、鍋で煮込んで熱を通した。とりあえずは、これがここ数日間の俺の成果であった。

「ええと、どこに行っちゃったかな？」

　頭骨は出汁だしをとった後に廃棄してしまったので、目玉と脳はくりぬいて鍋に投じていた。それをタラパのスープの中から探し当てて、目玉はそのまま、脳は四分の一ていどに切り分けて、木皿によそう。

「どうぞ。美味ではなく、珍味と称しようされる部位ですが」

「珍味か！　まあ、食べてみないことには文句も言えん！」

　笑いながら、やはり恐れげもなく、まずは脳のほうを口に運ぶ。

　それをくにくにと噛みながら、「ふむ」とダン＝ルティムは目を丸くした。

「確かにこれは、奇妙な味わいだ。まあ、内臓の料理と似たようなものか」

「どれどれ」と、ラウ＝レイおよびルド＝ルウも手をのばす。そちらも似たような反応であった。

「ああ、悪くはないな。……というか、煮汁のほうは、格段に美味いぞ！」

「ああ、美味いなこりゃ。脳とかいうのは、妙みようにねっとりしてるけどよ」

　それでは、目玉のほうはいかがであろうか。

　二頭分のギバで四つの目玉しか準備できなかったが、その内の三つはこの好奇心旺盛な人々の口に投じられることになった。

「うーむ、ほめるほど美味くはないが、まあ普ふ通つうか」

「そうだなー。普通の肉より美味いことはねーな」

「悪くはない！　というか、やっぱり煮汁が美味い！」

　現時点では、これぐらいの評価が限界であるようだった。まあ、不味まずいとは言われなかったので、よしとしておこうと思う。

　するとそこに、大きな木皿を手にしたモルン＝ルティムが近づいてきた。

「アスタ、こちらも焼きあがりました。……ダン父さん、これがギバの舌なんだってよ？」

「舌？　舌まで喰らうのか？」

　ダン＝ルティムにはあらかじめ通達しておいたので、驚いたのはラウ＝レイであった。

　本日のギバ・タンは、シールの果か汁じゆうばかりでなく、それをベースにした調味料を使用している。炒めたアリアのみじん切りと、塩、砂糖、ピコの葉、果実酒を配合して作製した、塩ダレだ。

　こちらの料理では、純粋なる賞賛のお言葉をいただくことができた。

「これは美味いぞ！　普通に肉だな！」

「いや、普通の肉より美味いんじゃねーか？」

「うむ、これは美味い！　脂あぶらはたっぷりだし、噛み応えも申し分ないな！」

　やはり森辺の民には、脳や目玉より肉々しい肉のほうが好まれるようだ。

　まあ、俺としても異存はない。扱いなれない脳や目玉は、収穫のたびに研鑽を積むしかないだろう。

「ダン＝ルティム、こちらもどうぞ」

　と、レイナ＝ルウたちがスープやステーキを運んでくる。それらの料理を味わいながら、ダン＝ルティムは実にご満まん悦えつの様子であった。

「どの料理も、美味くてたまらんな！　アスタたちには、本当に感謝しておるぞ！」

「こちらこそ、こんなに大事な日のかまどをまかせていただいて光栄です」

「うむ！　今日は素晴らしき生誕の日だ！　……しかし、料理はこれですべてではないのだろう？」

　食い入るように、ダン＝ルティムが俺を見つめてくる。そちらに向かって、俺はにこりと笑いかけてみせた。

「もちろんです。特別献立の最後の一品が残っていますので、その分の隙間は空けておいてください」

「俺の胃袋は、まだ三分目だ！　できれば一刻も早く、その料理を味わわせてもらいたいものだな！」

「では、少々お待ちを」

　俺はトゥール＝ディンとともに、かまどの間へ引き返した。

　研究中の『ギバ・カレー』や、脳、目玉、舌の料理は、言ってみれば前菜である。俺としては、この最後の特別献立こそが、ダン＝ルティムへの心づくしであった。

　保温のために点けていたかまどの火を消し、トゥール＝ディンと二人で鍋を持ち上げる。そうしてかまどの間を出ると、アイ＝ファとばったり出くわした。

「あれ？　レム＝ドムと一緒じゃなかったのか？」

「あのうつけ者めは、適当に放り出してきた。がぶがぶと果実酒を飲むので、手がつけられなくなってしまったのだ」

　また過か剰じようなるスキンシップの餌食になってしまったのだろうか。せっかくの宴であるのに、アイ＝ファはげんなりしたお顔になってしまっていた。

「アイ＝ファもきちんと食べてるか？　こっちの鍋には近づいてこなかったみたいだけど」

「まだかれーや香草は口の傷にしみるからな。……そちらの料理では、辛い香草など使っておるまいな？」

「うん。こっちのは香りづけぐらいだよ」

「ならば、その料理をいただこう。ダン＝ルティムの後でな」

　そんなわけで、俺たちは三人連れでダン＝ルティムのもとに向かうことになった。

　人々は、大いに宴を楽しんでいるようだ。

　オウラとツヴァイは、身を寄せ合ってレイナ＝ルウのスープを味わっている。みんな配膳の仕事が終わったのか、モルン＝ルティムも若い女衆らと談笑していた。

　ガズラン＝ルティムは、アマ・ミン＝ルティムとともにある。その正面にたたずんでいるやたらと巨大な人ひと影かげは、きっとマァム家のジィ＝マァムだろう。彼かれも客人として、この宴に参席していたのだ。いったい何の話をしているのか。とりあえず、ガズラン夫妻はとても幸福そうに微笑みながら、ジィ＝マァムと言葉を交かわしている様子だった。

　なんとなく、ルウの集落での収穫祭を思い起こさせる情景である。まあ、俺としてはガズラン＝ルティムらの婚儀と、その収穫祭ぐらいしか宴に参加した経験がないので、無理からぬことだ。

　あの夜は、ダルム＝ルウからの言葉で心を揺らすことになった。

　だけど今日は、こんなに安らいだ気持ちで宴を楽しむことができている。

　かたわらのアイ＝ファの姿をそっと盗み見ながら、俺はダン＝ルティムのもとへと足を急がせた。

「おお、待ちくたびれてしまったぞ、アスタ！」

　にこにこと笑うダン＝ルティムの隣となりに、新たな客人が増えていた。ダン＝ルティムに劣らぬ体格で、どっかりあぐらをかいている。それは、ルウの家長たるドンダ＝ルウであった。

　さすがルティムの家長のお祝いともなると、親筋の家長がみずから出向いてくるものなのか。相変わらず、この両名が並ぶと圧巻の一言であった。

　そちらにぺこりと頭を下げてから、俺はダン＝ルティムの前に鉄鍋を置く。

「お待たせしました。ギバのあばら肉です」

「うむ！　これがなくては、始まらぬからな！」

　満面に笑みをあふれさせながら、ダン＝ルティムが鉄鍋の中身を覗のぞき込んでくる。

「今日は特製のタレを塗って、炭で炙り焼きにしてみました」

　あばら肉についてはあれこれ考えたが、やはりダン＝ルティムにはシンプルな焼き肉こそが相応ふさわしかろうということで、この献立と相成った。

　タレは《ギバ肉のポイタン巻き》で使っているものとほぼ同一で、さらにママリアの酢すも使っている。十分な種類がそろいつつある調味料を駆使して作りあげた、現時点では至上の出で来き栄ばえだ。

　肉の下ごしらえでは、塩とピコの葉と、それに何種類かの香草ももみこんである。シンプルながらも、ここ最近の修練の成果を詰め込んだ一品であった。

「では、いただくぞ！」

　木皿に取り分けられたあばら肉を、ダン＝ルティムがひっつかむ。その一口で、八割がたの肉がこそぎ取られた。

　肉を噛みながら、ダン＝ルティムの顔はいっそう笑みくずれていく。一同は遠えん慮りよして、ダン＝ルティムがその一口を食べ終えるのを待っていた。

　まるで呑のみ下すのを惜おしむかのようにたっぷりと時間をかけて肉を咀そ嚼しやくしたダン＝ルティムは、吠えるような声で「美味うまい！」と宣言した。

「アスタ！　このあばら肉は、これまで食べてきたどのあばら肉よりも美味だぞ！」

「喜んでもらえて、俺も嬉しいです」

　じんわりとした喜びを噛みしめながら、俺はそのように答えてみせた。

「うむ！」と新たなるあばら肉をひっつかみながら、ダン＝ルティムはぐるりと視線を巡らせる。

「皆みなも遠慮せず、喰らうがいい！　これだけの量があれば、取り合いになることもあるまい！　俺と同じものを食って、俺と同じ喜びを分かち合ってくれ！」

　あばら肉は、鉄鍋からこぼれそうなぐらいの量を準備していた。これぐらいの量がないと、ダン＝ルティムも安心してみんなに振る舞うことができないだろうなと考えていたのだ。

　ルド＝ルウやラウ＝レイは待ってましたとばかりに手をのばし、遠くのほうからも人々が寄ってくる。アイ＝ファもドンダ＝ルウも、仕事を終えた俺もトゥール＝ディンも、みんなであばら肉に手をのばした。

　脂と肉の重なった、三枚肉である。時間をかけて炙り焼きにした成果で、ずいぶん脂は抜ぬけているが、ジューシーさはまったく損そこなわれていない。

　ミャームーや香草の香りが芳しく、味は甘辛い。タウ油と、砂糖と、チットの実と、ママリアの酢と、みじん切りにしたアリア、すべてが手を取り合って、絶妙な味わいを生み出してくれている。俺としても、大満足な出来栄えであった。

（だけどこれからも、もっともっと修練を積んでいこう）

　幼きライバルに負けないように――そして、同胞たちのこんな幸福そうな笑え顔がおを見続けていけるように、俺は修練を積んでいく所存である。

　俺がそんなことを考えていると、ダン＝ルティムが突然、がばっと身を起こした。グリギの木の杖つえで身体を支えつつ、誰だれにともなく大声を張り上げる。

「今日は、まったく素す晴ばらしい日となった！　このめでたき日に、皆に伝えたいことがある！」

　それぞれ料理を楽しんでいた人々も、歓かん声せいでもってそれに応じた。

　満足そうにうなずきながら、ダン＝ルティムはさらに言う。

「ガズランはどこにおる？　俺の前まで進み出よ、ガズラン！」

「はい。どうされました、家長？」

　薄闇の向こうから、大きな人影がすうっと寄ってくる。そちらに向かって、ダン＝ルティムはガハハと笑いかけた。

「大事な話だ！　親筋たるルウ家の家長ドンダ＝ルウもそろっているので、ちょうどいい！　我が同胞たるルティムの家人たちよ！　そして、ルウ、レイ、ミン、マァム、ムファ、リリンの血族たちよ！　ルティム本家の家長、ダン＝ルティムの言葉を聞いてくれ！」

　大声で言いながら、ダン＝ルティムはその手の果実酒の土瓶を振り上げる。

「俺は今日、ルティムの家長の座を、長兄ガズラン＝ルティムに譲り渡すことを、ここに宣言する！」

　歓声が、ぴたりと鳴りやんだ。

　ガズラン＝ルティムが、穏やかな面おも持もちでさらに歩を進めてくる。

「どうされたのですか、父ダンよ？　父ダンが家長の座から身を引くには、まだあまりにも早すぎると思われます」

「そんなことはない！　俺は、今こそが引き際と考えている！」

　力強く笑ったまま、ダン＝ルティムは息子に視線を据すえた。

「俺は足を痛めたために、ひと月以上も狩人としての仕事を休むことになった。そのおかげで、お前さんがどれほどの力をつけたか、十分に知る機会を得たのだ！　お前さんならば、俺よりもよほど正しく血族を導いていくことができるだろう、ガズランよ！」

「いや、しかし――」

「俺の足は、もうひと月ほども養生すれば、元通りに治ると言われている。そのときは、一人の狩人としてルティムの力となる！　俺の父ラーとて、狩人としての力を失う前に、息子たる俺に家長の座を譲り渡したのだ！　それが家長として、そして父としてどれほど幸福な気持ちを得られることなのか、若いお前さんにはまだわからぬだろうな、ガズランよ！」

　そこでぐびりと果実酒を飲んでから、ダン＝ルティムは土瓶をガズラン＝ルティムに突きつけた。

「俺の右足が力を取とり戻もどしたのち、お前さんと狩人の力比べをすれば、まだまだ俺が土をつけられることもないだろう！　しかし、家長としての資質と狩人としての資質は、同一ではない！　お前さんは家長としてならば、すでに俺を超える力を身につけているのだ！」

「…………」

「祝福の酒を受け取れ！　ルティムの家長ダン＝ルティムはこの夜、長兄のガズラン＝ルティムに家長の座を譲り渡す！」

　ガズラン＝ルティムは、無言でまぶたを閉ざす。

　胸のざわめくような沈ちん黙もくが落ち――そうして次にまぶたを開いたとき、ガズラン＝ルティムの瞳には、かつてないほど力強い光が宿っていた。

　とても静かで、とても穏やかで、それでいてその奥おくに凛りん然ぜんとした覚かく悟ごを秘めたその眼差しは、どこか祖父のラー＝ルティムにも通ずる鷹のような鋭するどさが加わったようにも感じられた。
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「つつしんでお受けします」

　ガズラン＝ルティムは土瓶を受け取り、果実酒を口にする。

　その姿を満足そうに見やってから、ダン＝ルティムは足もとに視線を落とした。

「ドンダ＝ルウよ！　親筋たるルウ家の家長として、お前さんも祝福してくれるだろうな？」

「ふん……まさか俺よりも年若い貴様が、先に家長を降りることになろうとはな」

　底ごもる声で言いながら、ドンダ＝ルウものそりと立ち上がる。その仏ぶつ頂ちよう面づらを見つめながら、ダン＝ルティムはまた豪快に笑い声をあげた。

「たった二歳しか変わらぬのに、年長面をするな！　それに、今日からお前さんの生誕の日までは、わずか一歳しか変わらぬのだぞ？」

「ハッ！」と咽喉のどを鳴らしてから、ドンダ＝ルウは土瓶を受け取った。

「新しきルティムの家長、ガズラン＝ルティムに祝福を」

　そのように宣言して、一口だけ果実酒をあおる。

　すると、五名の狩人たちが、そのかたわらに進み出てきた。

　その内の一人はラウ＝レイで、さらにジィ＝マァムの姿もある。ということは――きっと、ルウの眷けん族ぞくたる氏族の狩人たちなのだろう。その全員が、祝福の言葉を述べてから果実酒を口にしていった。

「俺は十六で、レイの家長となった。すでに二十と数年も齢を重ねているお前だったら、何の不足もないだろうさ。……新しきルティムの家長、ガズラン＝ルティムに祝福を！」

　最後にラウ＝レイが宣言して、そこに歓声がかぶさった。

　呆あつ気けに取られていたルティムの同胞たちが、我を取り戻したのだ。

　それらの歓声を聞きながら、アイ＝ファがガズラン＝ルティムの前に進み出る。

「ガズラン＝ルティムよ。私はルティムと血の縁を持たぬが、どうか祝福させてもらいたい」

「ありがとうございます、アイ＝ファ。どうかこれからも、アスタとともに変わらずルティムの友であり続けてください」

「うむ」

　重々しくうなずくアイ＝ファのかたわらに、俺も慌あわてて進み出る。ガズラン＝ルティムは普段通りの穏やかな笑顔を見せてから、同胞たちを振り返かえった。

「ルティムの同胞よ！　父ダンから譲り受けた家長の名を汚けがすことなく、すべての力でもって血族を導いていくことを、ここに誓おう！　どうかこのガズラン＝ルティムとともに、森辺の民として正しき道を歩んでもらいたい！」

　歓声が、うなりをあげて新しき家長を祝福する。

　そのすさまじい歓声とあふれかえる情念に圧倒されながら、俺はダン＝ルティムのほうにも足を向けた。

「ダン＝ルティム、こういう場でどういう言葉をお伝えすればいいのか、俺にはよくわからないのですが……とにかく、お疲つかれ様さまでした」

「うむ！　ルティムの友たるアスタとアイ＝ファにも立ちあってもらうことができて、とても嬉しく思っているぞ、俺は！」

　ダン＝ルティムの顔には、ひたすら歓喜の感情が満ちあふれていた。

　ぎょろりとしたどんぐりまなこには、うっすら涙なみだがにじんでいる。

　なんだか胸の詰つまるような思いで、それでも俺は笑顔をこしらえてみせた。

「俺のような若じやく輩はい者ものには想像もつきませんが、きっとお幸せなのでしょうね、ダン＝ルティム？」

「もちろんだ！　今日の森辺で一番幸福な気分でいるのは、俺であることに間違いない！」

　そう言って、ダン＝ルティムは腕うでを振り上げた。

「それでは、宴の続きだな！　まだまだ料理は残っているのだから、最後の一片を喰らい尽つくすまで、大いに楽しんでくれるがいい！」

　おおっ……と、勇ましい歓声が答える。その声を聞きながら、俺は何だか頭の芯が痺れるような感覚を抱いだくことになった。

（リィ＝スドラは子供を孕はらみ、ダン＝ルティムはガズラン＝ルティムに家長を譲り渡した。……こうやって、日々は巡めぐっていくんだろう）

　そして思う。今日という日は、もう二度と訪おとずれることはないのだ、と。

　どんなに苦しい日も、どんなに楽しい日も、いずれは過ぎ去って過去のものになっていく。

　俺はかつて故郷でのかけがえのない日々を失ってしまったが、その後にこうして新たな故郷を得て、同胞たちと苦難の日々を乗り越えて、今日という日を迎むかえることができた。

　もっと苦しいことだって、もっと楽しいことだって、これからも続々と押し寄せてくるのかもしれない。だけど俺は、俺にとって大事に思える人々とその苦しみを乗り越えて、その楽しさを分かち合いたいと痛切に願った。

「何を辛しん気き臭くさい顔をしているのだ！　こんなめでたい日にそんな顔をするものではないぞ、アスタよ！」

　背中を、どしんと叩かれる。

　ダン＝ルティムは笑っていた。

　ガズラン＝ルティムも微笑ほほえんでいた。

　俺は、どんな表情をしていたのだろう。もしかしたら、泣き笑いのような表情にでもなってしまっていたのだろうか。

　そんなことを考えていると、アイ＝ファが音もなく身を寄せてきた。

　青い瞳が、静かに俺おれを見つめ返してくる。

「かまど番の仕事は終えたのであろう？　あとはお前も、ルティムの友として宴を楽しめ」

「うん、そうだな」

　衝動的に、俺はアイ＝ファの手を取ってしまった。

　アイ＝ファは少しだけいぶかしそうな顔をしたが、それを振り払おうとはしなかった。

　そうして俺を鍋の前まで導いていき、そこから拾いあげたあばら肉を無言で口に突っ込んでくる。

　そいつを一口かじり取ってから、俺は「美味いな」と言ってみせた。

　それでアイ＝ファは幼い子供でも見るような目つきになりながら、ようやくにこりと微笑んでくれた。

　俺にとって忘れられない日となった黒の月の二十六日は、そうしてようやくその終わりに差しかかろうとしていたのだった。
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　それは、青の月の三十一日のことだった。

　青の月の最終日であるその日、ファの家のアスタはジェノスの宿場町において、東の民シュミラルの率いる《銀の壺つぼ》と、南の民バランの率いる建築屋の一団と別れを果たしている。また、森辺の民を仇きゆう敵てきとして恨んでいたジーダに襲おそわれて、シン＝ルウが手傷を負ってしまったり、ヴィナ＝ルウを見初めたシュミラルが、半年の後に返事を聞かせてほしいと言い置いて、婚こん儀ぎの申し入れをしてきたりしたのも、同じ日のことである。

　そんなさまざまな出来事が生じた、青の月の三十一日――同じ血族であるシン＝ルウやヴィナ＝ルウにそんな変転が巻き起こったことも知らぬまま、ルウ本家の次兄ダルム＝ルウは北の集落にいた。

　こちらはこちらで、ファやルウの家にも負けない慌ただしさの中にある。北の一族は、かつての親筋であるスン家が大罪を犯していたことを重く受け止めて、本家の大罪人たちを預かる仕事を担っていたのである。

　その内の二名、先代家長のザッツ＝スンとその腹心であったテイ＝スンは、すでに魂たましいを返している。残る大罪人は三名、本家の家長であったズーロ＝スンと、長兄であったディガ、次兄であったドッドだ。ダルム＝ルウは、その三名の大罪人を見張る仕事を受け持つために、ルウ家から遠く離はなれたこの北の集落に身を寄せていたのだった。

（しかし……なんと情けない男どもだ）

　そのように考えるダルム＝ルウの足もとでは、ディガが地面に這いつくばっていた。

　ここは、北の集落に住まう三氏族の一つ、ドム家の集落である。ドム家はかつてザッツ＝スンにいくつかの家を焼き払われてしまったため、ディガたちは日中、その家を建てなおす仕事に従事させられていたのだった。

　見張り役であるダルム＝ルウも、同じ場所で同じ仕事を果たしている。いまはこのディガとともに、森の端はしから切り出してきた丸太を運んできたところであったのだが、目的の場所に到とう着ちやくする前に、ディガが力尽きて倒たおれ伏してしまったのである。

「これしきの重さで、音をあげるな。貴様はそれでも森辺の男衆か？」

　そのように叱しつ咤たしても、ディガはうずくまったままぜいぜいと息をついている。まだ働き始めてから間もないのに、本当に疲ひ弊へいしきってしまっているらしい。ダルム＝ルウがさらなる声をあげようとすると、背後から低い声で呼びかけられた。

「ルウの次兄よ。そうなってしまったら、足あし蹴げにしても動く男ではない。そいつが動けるようになるまでは、お前も休んでいてくれ」

　ギバの頭骨を頭にかぶった、ドム家の若い男衆である。その男衆は、かつてディガの弟であったドッドとともに材木を運んでいた。そちらのドッドも四角い顔に大量の汗あせをかいており、今にも倒れ伏してしまいそうな風情であった。

「まったく、かつての族長筋とは思えぬ体ていたらくであろう？　俺たちは長きに渡って、親筋たるスン家に楯たて突つくルウ家と敵対していたが……こればかりは、お前たちが正しかったのだと認めざるをえまいな」

　そのような言葉を残して、ドム家の男衆はドッドとともに立ち去っていった。

　ダルム＝ルウは溜ため息いきを噛かみ殺ころしながら、いまだ起き上がろうとしないディガの姿に目を向ける。

　ディガの両足は、走れぬように短い革かわ紐ひもでくくられている。顔には無ぶ精しよう髭ひげがこびりついており、かつてはダルム＝ルウよりも大おお柄がらであった肉体も、ずいぶん小さくしぼんでしまったようだ。

　瞳ひとみには、生気がない。狩人かりうどの衣ころもも角と牙きばの首くび飾かざりも剥はぎ取られてしまい、装束は薄汚れている。本当に、かつての族長筋どころか、森辺の民とすら思えぬような見み窄すぼらしい風体であった。

「……しっかりと晩ばん餐さんを食わぬから、そのように情けない姿をさらすことになるのだ」

　そのように述べながら、ダルム＝ルウは地面に転がった丸太の上に腰こしを下ろした。

「力が出ないのなら、干し肉を食え。貴様の分は、俺が預かっている」

　そのように告げても、ディガは力なく首を振ふるばかりであった。

　それでまた、ダルム＝ルウは怒いかりを覚えてしまう。

「この仕事は、大罪を犯した貴様に課せられたものなのだ。貴様に己の罪を贖あがなおうという気持ちはないのか？」

　そうして少し声を荒らげただけで、ディガは「ひいっ」と頭を抱かかえ込んでしまった。

　ダルム＝ルウは馬ば鹿か馬ば鹿かしくなり、ディガの代わりに干し肉をかじり取った。ドム家の者たちから託された、ギバの干し肉である。その干し肉の強烈な臭みが、ダルム＝ルウをまた苛立たせた。

（なんと不味い干し肉だ）

　たった一口かじっただけで、我が慢まんのならない臭気が鼻の奥に抜けていく。

　獣けもの臭くさいというか、血生臭いというか、干し肉を燻いぶすのに使われるリーロの香こう草そうでも隠かくしきれない、不快な臭みだ。

　だが――ふた月にも及ばぬ前までは、ダルム＝ルウも毎日なんの疑問もなく、このような干し肉を食べていたはずだった。

（まったく、忌いま々いましいやつだ……）

　生白い色をしたかまど番の顔が、脳裏に浮うかぶ。あの忌々しいかまど番のせいで、ダルム＝ルウは干し肉の不味さに苛立ってしまう、そんな人間に成り果ててしまったのだった。

　いや、不味いのは干し肉ばかりではなかった。晩餐などは、もっとひどい有り様なのである。乱雑に切ったギバの肉を、野菜やポイタンと一緒に煮に込こむか、あるいは熱した鉄鍋で焼く。血ち抜ぬきをしていないギバ肉とは、これほど不味いものであったか――と、三日前にこの集落にやってきた夜などは、心の底から愕がく然ぜんとする羽目になったのであった。

（いやしかし、レイナならば血抜きをしていなかったギバの肉でも、もう少しは上等な食事をこしらえていたはずだ）

　火加減なのか、野菜の選び方なのか、肉の切り方なのか――とにかく、ここまでひどいことはなかったと思う。しかし、そうだからといって、何がどうなるわけでもなかった。

　昨日の貴族との会談でも、やっぱり納得のいく話は得られなかったらしい。その場から戻ってきたグラフ＝ザザなどは、会談におもむく前よりも不ふ機き嫌げんそうな様子になってしまっていた。ということは、ズーロ＝スンらにもまだ当分、監視と警護が必要である、ということになるのである。

　この北の集落に出向くと決めたのは、ダルム＝ルウ自身の意志であった。いつまでも警護役に男衆の手を割くことはできないので、休息の期間にあるルウの血族に助力を願いたいと、グラフ＝ザザがそのように言いだしたので、ダルム＝ルウは自ら志願してみせたのである。

　ダルム＝ルウとともにやってきたレイとルティムの男衆らは、ザザの集落でズーロ＝スンを見張っている。一日を家の中で過ごすなどとは、考えただけでうんざりしてしまうので、ダルム＝ルウはこのディガたちを見張りながらドムの集落で働く仕事を受け持ったのだ。

　ドムの男衆らは、さきほどの一名を残して、狩人の仕事に出向いている。その男衆とともにディガとドッドを見張りつつ、焼き払われた家の修復に励はげんでいるわけなのだが――三日目にして、ダルム＝ルウは忍耐が底をつきそうになってしまっていた。

（こんなところにまでやってきたのは、無む駄だ足あしだったか）

　力なくへたりこんだディガの背中を見下ろしながら、そのように思う。

　この情けない男たちの弱さを知ることが、自分の弱さを知るための一助になるのではないのか――ダルム＝ルウは、そんな思いを秘ひめながら、家族のもとから遠く離れて、このような場所にまで出向いてきたのだった。
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　いったい自分はいつ道を踏ふみ外はずしてしまったのだろう、とダルム＝ルウは不思議に思う。

　ほんのつい最近まで、ダルム＝ルウは何の不足もなく生きていくことができていたはずだった。

　愛すべき家族たちに囲まれて、なに不自由なく、森辺の民たみとしての誇ほこりを胸に生きていた。唯ゆい一いつ不満があるとすれば、それは誇りも何もないスン家の人間たちを族長筋としてのさばらせてしまっていることぐらいだった。

　しかし、ルウ家とその眷族がもっと力を蓄えれば、近い将来にスン家を討うち倒たおすことはできる。ルウ家の先代家長は無念と怒りの内に森へと魂を返すことになったが、家長の座を継ついだ父ドンダ＝ルウならば、森辺に秩序を取り戻せるはずだった。

　ダルム＝ルウは、ドンダ＝ルウを誰よりも敬愛している。森辺で一番の勇者はドンダ＝ルウであり、スン家を討つ力を持つのはルウ家のみである。そんな父の息子むすことして、ルウ家の一人として生まれ落ちたことを何よりの誇りと思い、ダルム＝ルウはこれまでの生を過ごすことができていたのだった。

　それが崩くずれてしまった、最初のきっかけは――やはり二年前の、アイ＝ファとの出会いであっただろうか。

　末妹のリミ＝ルウと最長老のジバ＝ルウが縁えんを結んでいたアイ＝ファという娘むすめが、すべての家族を失ったあげく、スン家の長ちよう兄けいと諍いさかいを起こした。それを聞きつけたドンダ＝ルウが、アイ＝ファにダルム＝ルウへの嫁よめ入いりを申し出て、それを断られたのだ。

　しかし、そのときにはそれほど心を乱さずに済んだと思う。ただ、馬ば鹿かな女だと思ったぐらいの話である。

　父や兄弟たちとともに、ダルム＝ルウもファの家を訪れた。アイ＝ファという娘はたいそう美しかったが、女衆の身でありながら狩人の衣と刀を身に帯び、自分はこれから狩人として生きていく心づもりだと――そんな馬鹿げたことを述べていたのである。

　年ねん齢れいは、たしか十五になったばかりだと言っていたはずだ。その目は確かに女衆とも思えぬ強い光をたたえていたが、その細ほそ腕うでではまともに刀をふるうこともできまい。無駄に生命を散らすだけだ。美しいのに、愚かなのだろう。このような愚か者は、こちらだって願い下げだ。――ダルム＝ルウには、そうとしか思えなかった。

　しかし、その二年後。

　今から、ふた月ほど前。

　ダルム＝ルウは、ルウの集落でアイ＝ファと再会することになった。末妹のリミ＝ルウが、ジバ＝ルウのための食事を作るために、ファの家の者たちにかまどの番を任せたい、などと言い出したのだ。アイ＝ファがファの家の家人として招いた異国生まれの男衆が、魔法のように美味なる食事を作ることができるのだと、リミ＝ルウは熱っぽく家族たちに告げていた。

　そんな話を聞かされて、ダルム＝ルウは馬鹿馬鹿しいと思った。そんなもので、ジバ＝ルウが生きる力を取り戻せるはずはないと思った。

　ジバ＝ルウが死んでしまうのは悲しいが、最長老は森辺で誰よりも長く生き、自分の仕事をつとめてきたのだ。ジバ＝ルウの魂が森に召される日には、やはり自分も涙を止めることはできないのだろうと思うが、どんなに悲しくても、人間の寿命が永遠でないのはこの世の摂せつ理りである。森の定めた理である。無理にあらがえば、余計な苦痛を味わうばかりではないかと、ダルム＝ルウにはそのように思えてならなかった。

　しかし、ドンダ＝ルウはリミ＝ルウの言葉を受け入れた。それでアイ＝ファは、得体の知れない家人を引き連れて、ルウの集落を訪れることになったのだ。

　二年ぶりに再会したアイ＝ファは、より美しい女衆に成長していた。なおかつ、拳ひとつぶんほども背がのびて、そのしなやかな身体には狩人としての力が満ち満ちていた。

　これならば、確かにいっぱしの狩人として働けるだろう。また実際、その首には山ほどの牙と角が下げられていた。それは、ルウ家の狩人にも負けない収しゆう穫かくをあげているという、何よりの証であった。

　しかし――ダルム＝ルウは、それで心をかき乱されてしまった。

　確かに、狩人としての力を手に入れることはできたのかもしれない。だが、家族や眷族の助けもなく、たった一人で狩人としての仕事を続けるなど、無駄に自分の生を弄もてあそんでいるとしか思えなかった。

　アイ＝ファが女衆としてたくさんの子を生して、それを立派な狩人として育てあげれば、より強い力でギバを狩かることができるはずなのだ。それが、狩人としての力を持たない異国生まれの男衆などを家人として迎え、家長面をしていることが、癇かんに障さわってしかたがなかった。

　だからダルム＝ルウは、再会したその夜に、アイ＝ファを罵ば倒とうすることになった。果実酒の酔いと感情にまかせて、思いつく限りの悪罵をあびせかけることになった。そうして、自分の嫁よめになれ――と、改めて要求してやったのだった。

　しかしアイ＝ファは、冷たい眼まな差ざしを返してくるばかりで、決してダルム＝ルウに応じることはなかった。あまつさえ、生白い家人のほうまでもが、自分に食ってかかってきた。ルウの集落のど真ん中で、刀も持たない身でありながら、アイ＝ファとその家人はまったくダルム＝ルウを恐おそれる風でもなかったのである。

「今でこそ、俺はアイ＝ファの家のかまどをまかされてるけどな。ほんの五日前までは、そのかまどもアイ＝ファが守ってたんだ！　そいつは一人でギバを狩って、一人でかまどを守ってたんだよ！　男衆の仕事も女衆の仕事も一人できっちりこなしてたんだぞ？　お前にそんな真ま似ねができるのか!?」

　生白い顔をしたかまど番――ファの家のアスタは、そのように吠えていた。森辺の女衆よりも力の弱そうな異国生まれの軟弱な男が、まるで狩人のように両目を燃やしながら、そんな言葉をダルム＝ルウに叩たたきつけてきたのだ。

　貴様はルウの家に喧けん嘩かを売るつもりなんだな、とダルム＝ルウは返した。

　これ以上ふざけた口をきくつもりなら、その口を耳まで裂さいてやる――とまで思っていた。

　しかし、ファの家のアスタは怯えるどころか、いささかげんなりとした顔でさらに言葉を重ねてきたのである。

「だからさ、俺は森辺の民にもルウの家にも文句をつけてるわけじゃないだろ。俺はあんたに言ってるんだ。ダルム＝ルウ、あんた個人に言ってるんだよ。俺の恩人であるアイ＝ファに失礼な口を叩くなってな」

　その言葉が、奇き妙みように胸に突き刺さった。

　何がそれほど自分を動揺させたのかはわからない。ただ、ダルム＝ルウは怒りに目がくらみそうになりながら、何を言い返すことも、刀を抜くこともできなくなってしまったのだ。

　それからファの家のアスタは、ルティムの祝しゆく宴えんのかまど番をつとめあげ、宿場町などで商売を始め、ついにはスン家の悪行を暴あばく役回りまでを演じることになった。

　その間、自分は何をしていただろう。

　何もしていない。

　ただひたすら、狩人としての仕事を果たしていただけだ。

　むろん、自分は狩人なのだから、それで何も間ま違ちがっていない。分家のシン＝ルウを救うために手ひどい傷を負い、しばらくは狩人としての仕事を休むことにもなったが、その後はこうしてまた以前と同じように働けるようになった。狩人として、森辺の民として、自分は何にも恥はじることのない生を歩んでいるはずだった。

　しかし――いつまでたっても、ファの家のアスタの言葉が、ダルム＝ルウの頭を離れることはなかったのだった。

「俺はあんたに言ってるんだ。ダルム＝ルウ、あんた個人に言ってるんだよ」

　個人とは、何だ。

　確かに自分はダルム＝ルウという一人の人間だが、森辺の民であり、ルウ家の次兄だ。それらの事実がダルム＝ルウから剥がれ落ちることは永遠にない。そこを切り離して考えることに、大きな意味が生じるとも思えなかった。

　だが、ファの家の者たちを見ていると、妙に胸が騒さわいでしまう。

　女衆でありながら、アイ＝ファは狩人としての仕事を果たし、男衆でありながら、アスタはかまど番としての仕事を果たしている。それは、森辺の禁きん忌きでこそなかったものの、長年の習わしには背く行こう為いであるはずだった。

　女衆は子供を生し、男衆は力の限りギバを狩るべきなのだ。そうしなくては、森辺の秩序は保たれない。すべての女衆が狩人として生き、子を生す仕事を捨ててしまったら、一族は滅ほろぶのだ。そのようなことが、許されるはずはないだろう。

　しかし現在、森辺はファの者たちの働きによって、大きく変革しようとしている。森辺に豊かさをもたらしたいなどと述べながら、ファの家のアスタは宿場町でギバの料理を売り始め、それがじょじょに実を結びつつあるのだ。

　しかもスン家は、アスタの進言によって滅ぶことになった。

　さらにその後は、ファの者たちとの縁で森辺に姿を現したカミュア＝ヨシュなどという者までもが関わってきて、ザッツ＝スンや貴族どもの旧悪までもが暴かれようとしている。

　兄のジザ＝ルウなどは、大いに困惑しているのだろうと思う。ジザ＝ルウは、自分以上に掟おきてや秩序というものを重んじているからだ。

　しかしドンダ＝ルウはファの者たちの力を認めているようであり、実際に、森辺の民は正しい方向に進んでいるようにも感じられる。

　だけど、それでも――ダルム＝ルウは、アイ＝ファに女衆として生きてほしいと願っていた。だから、収穫祭の力比べで、アイ＝ファに挑むことになった。自分に敗れたらルウ家の家人になれと、そのような条件をつきつけてやったのだ。

　せめてルウ家の家人として生きれば、森に朽ちる危険は少なくなる。そうしてたくさんの人間に囲まれて生きていくうちに、女衆としての生に意味や価値を見出すことができれば――という、一いち縷るの望みを託たくしての行いであった。

　しかし、ダルム＝ルウはアイ＝ファに敗れてしまった。いつの間にか、アイ＝ファは自分よりも強い狩人として成長を遂げていたのだ。これではもう、何をどうあがいても、自分ではアイ＝ファの心を動かすことはできないのだろうと思う。

　そうしてダルム＝ルウは、この北の集落にやってきた。

　どうして自分はこんなにも弱くなってしまったのか――それを知るためにである。

（しかし、すべては無駄足だったようだ）

　老人のように背中を曲げたディガの姿を見下ろしつつ、ダルム＝ルウはそう思った。この者どもは、ダルム＝ルウの想像を遥かに超えて、愚ぐ鈍どんであり、脆ぜい弱じやくであったのだった。

　族長筋に生まれ落ちながら、一人の人間としては何の力も持つことはできなかったディガやドッドを知ることで、何か自分の疑念を晴らす助けにはならぬものかと考えたのだが――ここまで情けない男たちに、自分の姿を重ねることなどは、さすがにできそうになかった。

「あら、退屈そうね、ダルム＝ルウ」

　と、笑いを含ふくんだ声が、横合いからかけられる。振り返ると、大きな木材を抱えたドム家の女衆が自分を見つめていた。ドムの本家の家長の妹にあたる女衆だ。

「そのディガという男衆は、幼い子供よりも早く力尽きてしまうのよね。そんな男衆につきあっていたら、あなたは力が有り余ってしかたがないでしょう？」

　まったくその通りであったので、ダルム＝ルウは「ああ」とうなずき返してみせる。たしかレム＝ドムとかいう名前を持つその女衆は、これ以上ないぐらいの蔑さげすみを込めながら、ディガのほうに視線を移した。

「まったく、情けない。森辺の狩人として生を受けながら、よくもこうまでぶざまな姿をさらせるものだわ。わたしだったら、恥辱のあまり自分で生命を絶っていたでしょうね」

　女衆にそのような口を叩かれても、ディガは顔を上げようとすらしない。レム＝ドムは傲ごう然ぜんと肩かたをそびやかして、力強い足取りで立ち去っていった。

（どうしてこいつらは、ここまで誇りも何もなく生きていくことができるのだ）

　臭い干し肉をかじりながら、ダルム＝ルウは怒気を吐き出すために、深々と息をつくことしかできなかった。
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　その二日後のことである。

　北の集落にやってきて五日目の夜、ズーロ＝スンを捕らえていたザザの集落に、侵入者がやってきた。

　みなが寝静まった、夜更けのことだ。交代で休みを取っていたダルム＝ルウは、レイの男衆のがなり声で飛び起きることになった。

「曲者だ！　町の人間が忍び込んでいるぞ！」

　続いて響ひびき渡わたる、草笛の鋭するどい音色。あちこちの家の扉が開いて、狩人たちが飛び出だしていく気配が伝わってくる。

　ダルム＝ルウは、かたわらに控ひかえていたルティムの男衆と目を見交わしてから、背後の扉を引き開けた。

　闇の中にうずくまっていた複数の影が、ぎょっとしたように身を起こす。周囲の気配を探りながら、ダルム＝ルウはラナの葉で燭しよく台だいに火を灯した。

　ズーロ＝スン、ディガ、ドッド――三人ともに手足をくくられたままで、板を張られた窓にも異常はない。ダルム＝ルウたちの役割は、何が起きてもこの連中のそばから離れず、監視と警護を続けることであった。

「な……何が起きたんだ？」

　ディガが、震える声で問うてくる。

「何者かが集落に忍び込んだらしい」とだけ答えておいた。

　次の瞬しゆん間かん――ズーロ＝スンが、奇妙な声でうめき始めた。

「ジェノスの貴族どもだ……貴族どもが、我の身柄を奪いに来たのだ！」

「おい、ズーロ＝スン――」

「もう嫌いやだ！　我は父の言葉に従ってきただけなのだ！　それが罪だというのなら、この頭の皮を剥げ！　我は、森に魂を返す！」

　狂ったようにわめきながら、壁かべにガンガンと頭を打ちつける。日中の、生ける屍しかばねのごとき姿からは想像もつかないような狂乱っぷりであった。

「やめろ！　お前はこれから罪を裁かれる身なのだ！」

　ルティムの狩人が、慌てた様子でズーロ＝スンの身体をおさえつける。

「手を貸してくれ、ダルム＝ルウ。柱に身体をくくりつけてしまおう」

「ああ」

　ズーロ＝スンとて、もとはドンダ＝ルウにも劣おとらぬ大男である。いかに痩せ細ったとはいえ、その狂乱をおさえるのは並大抵の苦労ではなかった。二人がかりでその巨体を柱にくくりつけ、舌を噛かまれぬように丸めた布を口の中にねじこんでも、まだしばらくズーロ＝スンは罠わなに掛かったギバのように暴れ狂っていた。

「俺だって、もう嫌だよ……どうして俺たちが、こんな目にあわなくちゃならないんだ……」

　と、ディガがはらはらと涙をこぼし始める。その姿に、ダルム＝ルウはまた怒りをかきたてられてしまった。

「今さら何を嘆なげいている。どうしても何も、貴様たちは数々の罪を犯してきたのだろうが？」

「だって……俺たちは、スン家の掟に従ってただけなんだよお……」

　まるで幼子のような表情と声こわ音ねであった。本当にこの男は自分と同じ年齢で、しかもかつては族長の跡取りであったのかと、ダルム＝ルウはいっそうの怒りをかきたてられてしまう。

　このディガが、ダルム＝ルウにとっては一番我慢のならない相手であった。普ふ段だんは死人のような目をしてぼんやりしているズーロ＝スンよりも、陰いん気きな顔つきで黙りこくっているドッドよりも、何かとめそめそと泣き顔をさらすこのディガが、もっともダルム＝ルウの気き性しようにはそぐわないのだ。

「そのスン家の掟とやらが間違っていたからこそ、貴様たちは罪人として扱われることになったのだ。同どう胞ほうの目を盗んでモルガの恵みを荒らし、狩人としての仕事を果たしていなかったというだけで、本来であれば死罪であろうが」

「だけど……掟を定めたのはザッツ＝スンだ……俺たちは、それに従っていただけなんだ……」

「だから――」と言いかけて、ダルム＝ルウは口をつぐむことになった。

　何かが、心に引っかかったのである。

　ダルム＝ルウは膝を折り、ディガの泣き顔を覗のぞき込んだ。ディガは慌てて目を伏せて、ダルム＝ルウの視線から逃れようとする。

「かつてのスン家の長兄よ。貴様は本当に、自分の生に何の疑問も抱いてはいなかったのか？　ザザやドムといった眷族たちにも真情を隠し、数々の大罪を犯してきた、そんな生を疑問に思うことはなかったのか？」

「だ……だってそれが、俺たちの掟だったから……」

「それはザッツ＝スンの定めた、間違った掟だ。それが森辺の掟から大きく外れていたということは、貴様たちだって承知の上だったのだろうが？」

「で、でも……本家の家族も、分家の血族も、みんなその掟に従っていた……自分に一番近しい者たちが掟に従って生きているのに、自分だけが裏切るわけにはいかないじゃないか……？　も、もしも俺たちが森辺の禁忌を破っていることが他ほかの人間に知れちまったら、血族の全員が頭の皮を剥がされていたかもしれないんだぞ……？　俺たちには、ザッツ＝スンの掟を守る生を選ぶことしかできなかったんだ……」

　聞けば聞くほど、愚おろかしい話である。

　しかしそれでも、ダルム＝ルウの胸にはむくむくと奇妙な感覚が広がり始めていた。

（こいつらは、愚鈍で脆弱な卑劣漢だ。分家の者たちは、生きる希望を失いながら、それでも自分や家族の身を守るために、ザッツ＝スンの掟を守り抜いていたのだろうが――こいつらは、さらにその上にあぐらをかいて、真ま面じ目めにギバを狩る他の氏族らをせせら笑っていた。本家の者たちには氏を奪う罰も必要だと定めた父ドンダたちの判断は、決して間違っていなかった）

　だが――スン家の人間にとっては、それが絶対の掟であったのだ。

　森辺の民にとっては森辺の掟が絶対であり、スン家の人間にとってはスン家の掟が絶対であった。正せい邪じやの別さえ考えなければ、そこには何の違いがあるのだろう。

　もしも――

　もしも自分がスン家に生まれついていたら、どうなっていただろうか。

　自分がディガと同じ立場であったら、いったいどうなっていただろうか。

　ザッツ＝スンは、ほんの十年前までは、絶対的な力を持つ族長として君臨していたのである。そんなザッツ＝スンの孫として、腑ふ抜ぬけたズーロ＝スンの子として生まれ落ち、あんな死人のような目をした血族たちに囲まれて育ったら、自分は今のような人間でいることができただろうか？　この道こそが正しいのだと言い切るザッツ＝スンに、それは違うと刃向かえるような、そんな誇りを持つ人間でいられただろうか？　父であるドンダ＝ルウの教えを絶対だと信じ、それを疑うこともなかった自分が、ザッツ＝スンの教えを疑うことができただろうか？

　ダルム＝ルウには、わからない。

　そして――

　ファの家のアイ＝ファとアスタならば、いったいどうだったのだろうか？

　アイ＝ファがスン家に生まれついていたら、いったいどのような人間に育っていたのか。アスタがスン家の人間に拾われていたら、いったいどのような道を歩いていたのか。ダルム＝ルウは、そんな疑念にとらわれてしまっていた。

　あの者たちは、森辺の習わしに真っ向から背いていた。女衆でありながら狩人を志したり、異国生まれの人間を家人に招いたり、宿場町で商売をしたり――森辺の禁忌には触ふれていなくとも、習わしには背いている。だからこそ、ザザやドムやジーンや、それにベイムなどといった氏族の者たちも、ファの家の行いには異議を申し立てているのだ。

　しかし、ファの家の者たちは、それでも自分を曲げようとはしなかった。森辺の民として正しく生きたいと願いながら、森辺の習わしには背くような行いをして、なおかつ森辺に恵みをもたらしたいなどと――そのように、錯さく綜そうした道を歩んでいるのである。

（あいつらならば、もしかして――ザッツ＝スンよりも自分のほうが正しいのだと、そのように信じて自分の道をつらぬき通すこともできたのか？）

　アイ＝ファもまた、ファの家の親たちの存在なくして、あのように誇り高い人間にはなりえなかったのかもしれない。

　だけどあのアイ＝ファには、一人で生きていく力がある。少なくとも、孤独な生を恐れない強さはある。そして、森辺の習わしより自分の心情を重んじようという傲慢さがある。あのアイ＝ファであれば、悪逆なる祖父や愚鈍なる父にあらがおうという気概を振り絞しぼることはできたかもしれない。

　そして、アスタだ。

　あの生白いかまど番がスン家の家人となっていたら、どうなっていたか。

　もしかしたら、拾われたその夜に生意気な口を叩いて、殺されていたかもしれない。どんなに強い心情を持っていても、あの男には刀をふるう力もないのだ。

　だが――少なくとも、悪逆なるスン家のために、銅貨を稼ごうなどという真似には及ばなかっただろう。ひょっとしたら、あの得体の知れない長姉や、末まつ弟ていや、それにテイ＝スンあたりを味方につけて、内側からスン家を滅ぼしていたかもしれない。ダルム＝ルウには、そんな風に思えてならなかった。

（それが、俺とあいつらの違い――なのか？）

　燭台の火の下で、ダルム＝ルウはぼんやりと考えた。

　気づけばディガは、顔をそむけたまま、ぶるぶると震ふるえてしまっている。ダルム＝ルウがいつまでもその横顔をにらみつけているので、恐ろしくなってしまったのだろう。ダルム＝ルウの胸には、怒りとは異なる激情が吹き荒れることになった。

（こいつだってルウ家に生まれついていれば、俺のような人間になっていたのかもしれないし、俺だって、スン家に生まれついていれば、このような姿をさらすことになっていたのかもしれない）

　ダルム＝ルウはまぶたを閉ざし、こぼれそうになる重い息を腹の底に呑のみ下した。

　自分は、弱い。

　自分が有していた力は、すべて外から与えられたものであったのだ。

　むろん、それは間違った力ではない。家族のために、ルウ家のために、森辺のために――これからも、その力を正しく使っていきたいと願っている。

　しかし、これはきっと、ルウ家の力だ。ルウ家が滅んだら失われてしまう力なのだ。

　すべての家族を失っても、アイ＝ファの力は失われなかった。きっとアイ＝ファは、ファの人間として、森辺の民として得た力を、そのまま自分の力とすることを成し得たのだ。

　そして、アスタもまた、すべての家族と故郷を失いながら、このような異郷でその力をふるっている。それは、ダルム＝ルウの持っていない強さであり、力であった。それこそが、自分と彼かれらとの違いであったのだ。だからこそ、彼らはあそこまで強く――自分は、このように弱いのだ。

（……だからといって、絶望などしてたまるか！）

　ダルム＝ルウは、毛皮の敷かれた床ゆかにおもいきり拳を叩きつけた。

　ディガが、「うひい」と情けない悲鳴をあげる。

　そうしてその夜は、耐たえ難がたいほどにのろのろと過ぎていくことになった。
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　ダルム＝ルウがルウの集落に帰ることができたのは、それから十日ばかり後のことである。けっきょくは、半月以上も北の集落で過ごすことになってしまったのだ。

　明日には、貴族との三度目の会談が城下町で行われる。ダルム＝ルウも、護衛役として族長たちに同行する手はずになっていた。

　上等だ、と思う。貴族どもがふざけた真似を仕掛けてきたら、刀で報いをくれてやろう。ダルム＝ルウの心に、迷いはなかった。

（それにしても、ファの家のアスタめ……あれだけ大口を叩きながら、貴族の娘にかどわかされてしまうとは、なんと迂闊な男なのだ）

　ルウ家の広場で行われている晩餐の会のさなか、ダルム＝ルウはそのような思いにとらわれてしまっていた。

　広場には大きな敷しき物ものがいくつも敷かれて、家人ならぬ人間が大勢集められている。族長筋たるザザとサウティ、ルウの眷けん族ぞくたるルティムとレイ、族長たちの決定を見届ける役にあるフォウとベイム、大罪人であるスン本家の者たち――そして、ファの家のアイ＝ファとアスタだ。

　アスタが貴族のもとから救い出されたのは、今から五日ほど前のことだった。アスタが貴族にさらわれたことも、アイ＝ファたちの手によって救われたことも、ダルム＝ルウは北の集落で聞かされることになったのだ。

　その間、ダルム＝ルウはずっと深しん甚じんなる怒りにとらわれてしまっていた。その怒りはすでにアスタ本人にぶつけた後であったものの、ダルム＝ルウの気持ちはいっこうに晴れていなかった。

　そんなダルム＝ルウの憤ふん懣まんも知らぬげに、アスタは料理を配る仕事に励んでいる。それらの料理を口に運びつつ、ダルム＝ルウが果実酒をあおっていると、ふいに横合いから呼びかけられた。

「あの……隣となりに座らせていただいてもよろしいでしょうか？」

　振り返かえると、弟のルド＝ルウが座すわっていたはずの場所に、シーラ＝ルウがおずおずと立ちつくしていた。

　シーラ＝ルウは、分家の長姉である。ダルム＝ルウの父であるドンダ＝ルウの、弟の子だ。ダルム＝ルウが無言で首を傾かしげてみせると、シーラ＝ルウははかなげに微笑んだ。

「あの……ルド＝ルウに、座っていた場所を取られてしまったのです」

　見れば、ルド＝ルウとララ＝ルウが、シーラ＝ルウの弟であるシン＝ルウをはさんで幼子のようにはしゃいでいた。本当に、宴うたげのような騒ぎである。

「浮ついたやつだ。邪じや魔まなら邪魔と言ってやればいい。あんな粗そ忽こつ者ものに遠えん慮りよをすることはない」

「……そうですか……」

　シーラ＝ルウは、いっそうはかなげな顔つきで両手をもみしぼった。

　その姿を見て、ダルム＝ルウはようやく腑に落ちた。

「ああ、あのような粗忽者でも、本家の人間に文句をつけるのは気が進まぬのか？　それなら、俺が代わりに引きずってきてやろう」

「いえ……そういうことではないのです」

　シーラ＝ルウは、泣き笑いのような顔になってしまう。

　それではどういうことなのだ、とダルム＝ルウがもう一度首を傾げてみせると、ひとつ隣の席に座していた祖母のティト・ミン＝ルウが声をかけてきた。

「いつまで突っ立っているんだい、シーラ＝ルウ？　どこでもいいから座っておしまいよ。みんな好き勝手に動いてるんだから、何も遠慮することはないさ」

　確かにティト・ミン＝ルウの言う通り、ダン＝ルティムやラウ＝レイなども、みんな自分の目当ての料理が取りやすい位置に席を動かしてしまっていた。それに、アスタやアイ＝ファやジバ＝ルウなどはズーロ＝スンたちのほうに移動してしまっていたので、もはや最初の席順などわからないぐらいに歯抜けの状態になってしまっている。

　それでもシーラ＝ルウは、ダルム＝ルウのほうを見ながら、悲しげに笑っていた。

「……こちらに座らせていただいてもかまわないでしょうか？」

「座りたいなら、好きにするがいい」

　それでようやく、シーラ＝ルウはその場に膝を折ると、とても切なげな様子で息をついていた。

　相変わらずよくわからない女だな、とダルム＝ルウは果実酒をあおる。

「あの……北の集落はいかがでしたか？」

「食事が不味かった」

　答えながら、奇妙な衣にくるまれたギバの肉をかじる。この肉は、忌々しいぐらいに美味うまいのだ。

「そうですか」とシーラ＝ルウは弱々しく微笑ほほえみ、沈ちん黙もくが落ちる。それでダルム＝ルウは、はたと思い至った。このシーラ＝ルウは、ダルム＝ルウが延々と思おもい悩なやんでいたことを知る、この世で唯一の相手であったのだ。

　力比べでアイ＝ファに敗北し、アスタに心情をぶちまけることになった、収穫祭の夜――ダルム＝ルウが一番心を揺らすことになったあの夜に、このシーラ＝ルウと言葉を交かわす機会があったので、ついつい家族にも打ち明けていなかった自分の心情を垣間見せてしまったのである。

（俺おれは弱い……あまりに弱すぎる！）

（もしかしたらこの弱さは、家の大きさにすがって堕だ落らくし果てたスン家の連中と同じ弱さなのかもしれない）

　宴の灯りに背を向けて、ダルム＝ルウはそのような弱音を吐はいてしまったのだ。

（そのようなことはありません！）と言いながら、シーラ＝ルウはダルム＝ルウの背に取りすがってきた。シーラ＝ルウは、何故なぜだか涙なみだ声ごえになっていた。シーラ＝ルウとまともに言葉を交わすのは、その夜以来のことであったのだ。

　きっとシーラ＝ルウは、ダルム＝ルウが北の集落で欲していた答えを得られたのかどうか、それを懸念してこのように近づいてきたのだろう。ダルム＝ルウは何ともいえない気持ちになり、その気持ちをまぎらわすために、また果実酒をあおった。

「……自分が考えていたのとは少し違ったが、それでも答えらしきものは見つけられた気がした」

　ダルム＝ルウが言うと、シーラ＝ルウはびっくりしたように目を見開いた。

　あまりに唐突な物言いであっただろうか。ダルム＝ルウはもともと、あんまり言葉をあやつるのが得手ではないのだ。相手が若い女衆では、なおさらである。

　しかし、シーラ＝ルウは少し明るい表情になりながら、「そうですか」と言ってくれた。

「それで少しでも、ダルム＝ルウの心の重みが取れたのなら何よりです。……本当に良かったですね」

「弱さの理由がわかったところで、俺が弱いということには何の変わりもない」

「いえ。理由がわかるのとわからないのとでは、大きな違いとなりましょう。きっとダルム＝ルウなら、大だい丈じよう夫ぶです」

「……理由がわかったなどと言っているのも、ただの思い込みにすぎんのかもしれんがな」

　ぶっきらぼうに応じると、シーラ＝ルウはまるで母親のような顔で微笑んだ。

「そのようなことは決してありません。自分の力をお信じください、ダルム＝ルウ」

　たしかこのシーラ＝ルウは自分よりも一つ年少であるはずなのに、ときおりこのように大人びた表情を見せることがある。それはやはり、一番上の子として生まれ、三人もの弟を育ててきたシーラ＝ルウの強さなのだろうか。何だか少し悔しくなってしまい、ダルム＝ルウは焼かれたポイタンを乱暴にかじり取った。

　そのとき――下座のほうが、何やら騒がしくなってきた。

　見ると、かつてスン家の末妹であった小さな女衆が立ち上がり、周りの人間たちを大声で怒鳴りつけていた。

　そして、その女衆はやおら背を向けると、闇の向こうに走り去ってしまった。

　慌てた様子でアスタがその後を追い、さらにアイ＝ファがその後を追う。その光景が、ダルム＝ルウをまた苛立たせた。

「馬ば鹿か者ものめ。あいつは何も反省していないのか？」

　アスタが考えもなしに行動をして、アイ＝ファがそれに救いの手をのばす。これでは、同じことの繰くり返しであった。

　自分も追いかけて、あの粗忽者を叱りつけてやろうかとダルム＝ルウは腰を浮かせかけたが、グラフ＝ザザと、それにミダが立ち上がってアイ＝ファたちの後を追い始めたので、しょうことなしに座りなおした。

　そこに、シーラ＝ルウがひそやかに微笑みかけてくる。

「ダルム＝ルウは、自分よりも力のない者を放っておけない性分なのですね。……かつてシン＝ルウを救っていただいたことを、わたしは心から感謝しています」

「いつまでそのように古い話を蒸し返すつもりだ」

　ダルム＝ルウは、また果実酒を口にする。酒のせいか、苛立ちのせいか、右みぎ頬ほおの古傷が熱く疼うずいていた。この古傷こそが、シン＝ルウを救ったときに負った傷痕の一つであるのだ。

「それに俺は、ファの家のアスタの身を案じているわけではない。あいつの軽はずみな行動のせいで、周りの人間が迷めい惑わくをこうむってしまうのが腹立たしいだけだ」

「そうですか。……しかし、先日の件については、アスタではなくシン＝ルウたちに責任があるのでしょう。わたしは、そのように聞いています」

「だから、そもそもあいつが宿場町で商売などをしていなければ――」

　そう言いかけて、ダルム＝ルウは言葉を呑み込むことになった。

　現在は貴族どもと対立しており剣けん呑のんな状じよう況きようであるが、それでも護衛をつけてまで宿場町での商売を許していたのは、他ならぬドンダ＝ルウであったのだ。そしてその護衛の任を果たせなかったのは、シン＝ルウやルド＝ルウといったルウ家の狩人たちなのである。

　日中は、アスタに怒りの感情をぶつけてしまったダルム＝ルウであるが、よく考えたら、自分たちこそがファの者たちになじられてもしかたのない立場であるのかもしれなかった。

（……忌いま々いましいやつだ）

　だけど、それでも、ファの家のアスタはもっと自分の身をかえりみるべきなのだ。

　あのアスタがいなければ、もはやアイ＝ファは立ち行かない。それぐらいのことは、見ていればわかる。もしもアスタを失ってしまったら――きっとアイ＝ファは、生きる希望を失ってしまうだろう。あの、強く明るく輝くアイ＝ファの瞳ひとみが、絶望にふさがれてしまうなんて、そんなことは、想像しただけで頭がおかしくなりそうだった。

（くそっ！　もう俺は口出しをしないと誓ちかったのに、どうしてこのように思い悩まなければならないのだ！）

　果実酒の土ど瓶びんに、手をのばす。その手に、横から手を重ねられた。

「ダルム＝ルウ、お酒ばかりを召されるのは身体に毒です。食事のほうもお進めください」

　シーラ＝ルウが、ものすごく心配そうに自分を見ていた。

　そのほっそりとした指先を振り払い、ダルム＝ルウは右頬を撫なでさする。

「言われずとも、食べている。これしきの酒でどうにかなる俺ではない」

「ですが、果実酒はもう二本目です。普段よりも、いささか調子が速いのではないですか？」

　ダルム＝ルウは、仏ぶつ頂ちよう面づらで頭をかきむしった。しかし、右頬の古傷はシーラ＝ルウに同意を示すかのように、ずきずきと疼いている。

　文句をつけるのも面めん倒どうくさかったので、ダルム＝ルウはまた奇妙な衣ころもつきの肉に手をのばすことにした。誰だれもがその肉には心をひかれているらしく、残りはすでにわずかである。

「……その料理のお味はいかがですか？」

「忌々しいぐらいに美味い。……あいつは本当に、人間の心を惑わせる魔法でも会得しているのかもしれん」

「まあ」と、シーラ＝ルウは口もとをほころばせた。その切れ長の目に、嬉しそうな光が宿っている。

「わたしやレイナ＝ルウらもともにかまどを預かったのですから、そのような心配はご不要です。……そのぎばかつは、わたしが揚げたものですし」

「なに？」と、ダルム＝ルウは驚おどろきの声をあげることになった。

「その肉は、他のものより衣が少し濃い色をしているでしょう？　ギバの脂あぶらにひたす時間が少し長すぎたようなのです。アスタには問題ないと言われていましたが、ダルム＝ルウにそのようなお言葉をいただけて、ようやく安心することができました」

　そのように述べるシーラ＝ルウは、いつになく幸福そうに微笑んでいるように見えた。

　忌々しいぐらい美味い肉を噛かみながら、ダルム＝ルウはまた頭をかきむしる。

「お前でも、そのように笑うことができるのだな」

「ええ？　わたしだって、笑うことぐらいはあります」

「……普段はめそめそした顔ばかりをさらしているではないか」

「まあ。ダルム＝ルウの前で涙を流した覚えなどはないのですが」

「そんなわけがあるか。お前はいつだって――」

　と、言いかけて、実際にシーラ＝ルウの泣き顔を見たのは、おたがいが幼子であった頃ころの記き憶おくなのかもしれない、と思いなおす。いつしか疎遠になっていたが、ダルム＝ルウとシーラ＝ルウは同じルウの集落で暮らす血族であるのだ。幼い頃は男女の区別もなく、この場で一いつ緒しよに遊んだり、大人の仕事を手伝ったりしていたはずであった。

（そういえば、アスタがさらわれていた間は、レイナとシーラ＝ルウが屋台の仕事を取り仕切っていた、などと言っていたな）

　ダルム＝ルウの知るシーラ＝ルウであれば、とうていそのような大役は果たせなかったに違いない。

　それにやっぱり、どれだけ記憶をさかのぼっても、シーラ＝ルウがこれほどまでに明るく、すべてを包み込むかのような笑えみを浮うかべていたことはなかったように思えた。

（……人は、変わるものだからな）

　自分は、どのように変わっていくのだろう。

　自分の中に、思いも寄らぬ弱さを見み出いだしてしまい、正しい道はどちらなのかと苦悩しながら生きていくことになった――その果てには、いったいどのような運命が待ち受けているのか。ダルム＝ルウには、まったく想像がつかなかった。

（俺も、変われるのだろうか……この、シーラ＝ルウのように）

　ダルム＝ルウがそんな風に考えていると、シーラ＝ルウはわずかに頬を赤らめて、うつむいてしまった。いかに血族といえども、こんなにじろじろと相手の顔を見つめるのは、ぶしつけであるのだ。
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　しばらくの沈黙の後、シーラ＝ルウはおずおずと顔をあげながら、言った。

「ダルム＝ルウ、明日はどうかお気をつけて。……ご無事なお帰りをお待ちしています」

「ああ」とうなずき、ダルム＝ルウは残っていた肉を口の中に放り込んだ。

　すっかり夜は更ふけてしまったが、宴のごとき晩ばん餐さんの会はまだまだ終わりを見せる気配もなかった。







第二話★★★西風亭にようこそ







　その奇妙な二人連れが《西風亭》を訪おとずれてきたのは、灰の月の七日のことだった。

「いらっしゃーい。お泊り？　それとも食事かい？」

　店番を頼たのまれていたユーミは、店の奥おくの受付台から声を投げかける。

　昼下がりの中ちゆう途と半はん端ぱな時間であるせいか、食堂では三名ばかりの男たちが安い果実酒をあおっているばかりであった。その男たちの視線を避けるように、入口から入ってきた二人がそそくさとこちらに近づいてくる。

　彼らはまるで東の民たみのように、外がい套とうの頭巾を深々とかぶっていた。が、東の民ではありえない。その外套の合わせ目から覗くのは刺し繍しゆうの入った胴衣に細い筒つつ型がたの脚衣というジャガル風の装束であったし、身長も、片方は子供のように小さかった。

　男女連れか、あるいは親子か――何にせよ、東の民でもないのに面相を隠かくしているのはあやしげであるし、身につけているものも宿場町には不相応なぐらいに立派なものであるように感じられる。これはわけありのお客かな、とユーミは受付台に頬ほお杖づえをついたままぼんやり考えた。

（ま、わけありだろうと何だろうと、銅貨を払うなら立派な客さ。ごろつきどもにちょっかいを出させないように気をつけないとな）

　受付台の卓ごしに、二人の客人が立ち並ぶ。

　その片方――子供のように小さいほうが、驚くべき言葉を発した。

「やっと見つけた。ひさしぶりだね、ユーミ」

「は？　なんであたしの名前を知ってるのさ？」

　驚くユーミの眼前で、その人物は外套の頭巾を背中にはねのける。その下から現れたのは、濃のう淡たんまだらの褐かつ色しよくの髪かみと、色が白くて造作の整った小さな顔であった。

「あんた、ディアルじゃん！　こんなところで何をやってるのさ!?」

「何って、あんたに会いに来たんだよ」

　その少女、ディアルは不満そうに唇くちびるをとがらせた。

　一見男の子のように気の強そうな表情であるが、南の民とは思えないぐらい線が細くて、顔立ちも可愛かわいらしい。南の王国ジャガルから商売に来たという豪ごう商しようの娘むすめである。

　その背後で立ちつくしているのも、見覚えのある顔であった。たしかラービスとかいう名前をした、ディアルの護衛役の若者だ。

「と、とにかくちょっとこっちにおいでよ。ここじゃあ人目についちまうから」

　ユーミは受付台から出て、二人を一番端っこの席に誘導した。

　自じ慢まんではないが、《西風亭》には荒あらっぽい客が多い。料金の安さを売りにしているので、仕事にあぶれた荒くれ者や、身銭の少ない風来坊、そしてそれを仲間に引き込もうという野盗や小悪党なども頻ひん繁ぱんに訪れるのだ。

　そういった者たちにとって、ディアルたちのように立派な身なりをした人間は、キミュスがミャームーをくわえて歩いているようにしか見えなかっただろう。安酒をあおっている先客の三名も、さきほどからちらちらとこちらに探るような目を向けてきていた。

「ユーミの宿って、ずいぶんわかりにくいところにあるんだね。あちこち探し回っちゃったよ」

　席についても、ディアルはまだ不満そうな声をあげていた。

　腕うでを組んでその姿を見下ろしながら「そいつは悪かったね」とユーミは言い返す。

「うちは祖父さんの代から、この場所に宿を開いてるんだ。文句だったら、祖父さんに言ってよ。……ま、あたしだって顔を拝んだこともないぐらいの大昔に、祖父さんは西方神のもとに召されちまってるんだけどさ」

「別に、文句があるわけじゃないけど……気を悪くさせたんなら、謝るよ」

「何も謝る必要はないけどさ。どうしてあんたがこんな場所をうろついてるんだよ？　言っちゃ何だけど、ここはあんたたちみたいななりをした人間がうろうろするような場所じゃないと思うよ？」

　ここは宿場町の、裏通りである。軒をつらねるのは荒くれ者や貧しき人間を相手にするあやしげな店ばかりであるし、夜になれば女ぜ衒げんや商売女、掏摸すりやかっぱらい、ひどいときには辻つじ斬ぎりまでもが横行する。衛兵でも単身では踏ふみ込んでこないような、そういった区域であるのだった。

　西の王国でも屈くつ指しの栄華を誇るジェノスの暗部、悪党どものふきだまり、邪じや念ねんの渦うず巻まく貧ひん民みん窟くつ、などと評されることもある。ジェノスは豊かな町であるがゆえに、その恩恵に与あずかろうという流れ者や、それに失敗した脱落者の受け皿というものが必要だったのだろう。光が強ければ影が濃くなるという格言通りに、この区域には黒々とした影がわだかまっていたのだった。

　しかしユーミは、この区域の生まれであるということを恥じてはいない。貴族が貴族の家に生まれついたのはその者自身の手柄ではないし、貧しい人間が貧しい家に生まれつくのだって、その者の罪ではないと思うからだ。

　もちろん、野盗や辻斬りなどといった罪人たちは、正しく裁かれるべきだと思う。だけど、そういった者たちだって、飢うえて死ぬか罪人として生き長らえるかという苦悩の果てに、身を落としたのかもしれないのだ。ことさら庇かばう気持ちにはなれないが、だからといって責める気持ちにもなれはしなかった。

　だからユーミは、そういった者たちの敵でも味方でもなく、ただ銅貨と引ひき換かえに一夜の宿や一いつ杯ぱいの果実酒を与あたえる宿屋の娘という役回りが、自分の性には合っているのだろうと考えていた。

「……で、いったい何なわけ？」

「え？　何なわけって……？」

「いや、だから、あんたがこんな場所にまで足を運んできた理由だよ。あたしに何か用事があって、あんたはわざわざ城下町から出向いてきたんでしょ？」

　ユーミの言葉に、ディアルはしょんぼりうつむいてしまった。

　さっぱりわけもわからないまま、ユーミは卓に手をついてその顔を覗き込む。

「まあ、だいたい想像はつくけどさ。あんた、あたしじゃなくってアスタに用事があったんでしょ？　アスタだったら、今ごろは別の宿屋で仕事をしてるはずだよ？」

「ち、違ちがうよ！　僕ぼくは、ユーミに話があって来たんだ」

「そうなの？　だったら、そいつを話してみなよ」

「うん……」

　ディアルはしばらく目を伏せていたが、やがて思い切ったようにユーミの顔を見返してきた。

「あ、あのさ、アスタは元気にやってるのかな？」

「うん？　そりゃまあ、元気は元気なんじゃない？　ああやって、無事に屋台の商売を再開させることもできたわけだしさ。北の通りから来たんなら、ギバの屋台がお客で賑わってるところも見たでしょ？」

「それは見たけど……ユーミもあんまり、アスタとは顔をあわせてないの？」

「そうだねー。アスタも半月以上は店を休んでたからさ。昨日になって、ようやくひさびさに顔をあわせることができたって感じかな」

「そっか……」

　ディアルは苦しげに眉まゆをひそめて、唇を噛んだ。この元気な少女には似つかわしくない、思いつめた面おも持もちである。

「どうしたのさ？　アスタがいったい何だっての？」

「うん……アスタはきっと、僕のことを怒ってるだろうから……どんな感じに怒ってるのか、それをユーミに聞きたかったんだよね……」

「怒ってる？　どうしてさ？　そんなわけないと思うけど」

「そんなわけあるんだよ。アスタがリフレイアに捕まっちゃったとき、僕は何の力にもなれなかったんだからさ」

　それはもう、ひと月ばかりも前の話である。その後、アスタたちは無事に悪あく辣らつな貴族どもをとっちめて、こうして平和な生活を取とり戻もどすことができたのだ。

　ユーミは頭をかきながら、さらに言葉を重ねてみせた。

「リフレイアってのは、たしかトゥラン伯はく爵しやく家けの当主になった娘さんのことだよね？　あんたがその屋や敷しきでアスタと顔をあわせたって話は聞いてるけど、そのときに何かあったの？」

「何もなかったから、駄目なんだよ。アスタはあんなに困ってたのに、僕にはどうすることもできなくって……僕、サイクレウスっていうじーさまがそこまでの大罪人だったなんて、ちっとも気づくことができなかったんだ」

「そりゃあそんなこと、あたしだってちっとも知らなかったけど」

「僕が何とか城下町を抜け出して、森辺の民にアスタの居所を告げるだけで、アスタはもっと早くあそこから逃げ出すことができたはずなんだ。それなのに、僕は……」

　ユーミは、「うーん」と考え込むことになった。

「あんたが責任を感じてることはわかったよ。でも、アスタは別にあんたのことを怒ったりはしてなかったよ？　あんたのところからまた料理の道具を買いたいなあとか言ってたぐらいだし」

「……アスタがそんなことを言ってたの？」

「うん。その伯はく爵しやく様が罪人として裁かれることになって、あんたの親おや父じさんとの商売も無茶苦茶になっちゃっただろうから心配だなあ、とかも言ってたね」

「……アスタは、優しい人だからね」

　ディアルはますます暗い面持ちになって、またうつむいてしまった。おつきの若者のほうは、さきほどからずっと不ふ機き嫌げんそうな顔で黙りこくっている。

「あのさー、やっぱりアスタ本人と話したほうが早いんじゃない？　今だったら、《南の大樹亭》か《玄げん翁おう亭てい》っていう宿屋で仕事をしてると思うよ？」

「ううん。アスタにあわせる顔なんてないよ」

　処置なしだな、とユーミは肩かたをすくめることになった。

　ジャガルの民というのは感情ゆたかで豪ごう放ほうな人間が多いのだが、それが悪い方に向くとこのようになってしまうらしい。とにかく一本気で、自分の感情に振り回されてしまう気性なのだろう。

（もうちょっと小ずるく生きないと、くたびれちまうだろうにね）

　しかしユーミは、このディアルという娘がなかなか気に入っていたのだった。

　やっぱり貴族を相手にするような家で育ったせいか、小生意気で世間知らずな部分も多々見受けられるが、それを補ってあまりある魅み力りよくがある。ユーミも西の民としては直情的なほうであるので、この裏表のない真っ直ぐな性格は、欠点ではなく美点であるように感じられるのだった。

「そういえばさ、あんたはその伯爵様の家からどこに住処を移したわけ？　アスタも知り合いに聞いて回ったけど、今ひとつ確かなことがわからないんだって言ってたんだよね」

「……今は、城の近くのお屋敷でお世話になってるよ。それで、ジェノス侯こう爵しやく家の人と商売の話をやりなおしてるんだ」

「ジェ、ジェノス侯爵家？　あんた、ついに領主様じきじきと商売することになったってわけ？」

「うん。あのじーさまとの商売は、そっちに引ひき継つがれることになったからね」

　まったくもって、呆あきれた話である。

　ユーミは貴族など、遠目で姿を拝んだことしかない。あの威張りくさった連中が宿場町にまで姿を現すことなどはそうそうありえないからだ。宿場町を治めるサトゥラス伯爵家でさえその有り様なのだから、領主のジェノス侯爵家などは天の上の存在にも等しかった。

（で、この娘はその侯爵家の屋敷で世話になってて、アスタも貴族たちに料理をふるまうようなご身分ってわけだ）

　いまやアスタの名は、ジェノス中に轟とどろくことになってしまっている。ジェノスの領主にギバの料理をふるまい、それが城下町の料理にも劣おとらぬものだというお墨付きをいただいた、という話が広まったからだ。

　そのおかげで、昨日から再開させた屋台や宿屋の商売も上々の成果をあげているらしい。特に屋台では、あまりの繁盛っぷりに衛兵が呼ばれるほどの騒さわぎになってしまったようなのだ。

　だけど、アスタはアスタのままだった。お客さんの期待に応こたえられるような料理を準備しないとなあ、と昨日も意気込んでいたのだ。

　異国人のアスタにとっては、きっと貴族も宿場町の民も、そして森辺の民さえもが同じ「人間」であるのだろう。その感覚は、生きつ粋すいの宿場町の民であるユーミにもわからなくはなかった。

　お高くとまった貴族の連中は気にいらないが、それは野盗やかっぱらいなどが気にいらないのと同じことだ。誰だって、生まれる場所は選べないのである。

　どんなに貧しい生まれでも、いい人間はいるし悪い人間もいる。それなら貴族の中にだって、いい人間もいれば悪い人間もいるのだろう。あの、凶悪な蛮族であると言われていた森辺の民でさえ、そうであったのだ。そんな森辺の民と深く縁えんを結んだことで、ユーミはそういった思いをますます強めることになったのだった。

「だけど、とにかくさ――」と、ユーミが言いかけたとき、ふいに裏口の扉が開いた。そこから姿を現したのは、大きな布の包みを抱かかえた、ユーミの母親であった。

「おや、お客さんを待たしちまったかい？　悪かったね。さ、何でも注文しておくれ」

「あ、ああ、おかえり。父さんはどうしたの？」

「父さんは裏で薪まきを片付けてるよ。で、注文は？」

　大きな荷物を受付台の裏に置いて、母親が笑いかけてくる。ユーミはそちらに曖あい昧まいにうなずき返してから、急いでディアルの耳もとに口を寄せた。

「悪いんだけどさ、何か注文していってくれない？　客じゃない人間を店に連れ込むと、あたしが怒おこられちまうんだよ」

「あ、ごめん。それじゃあ、もう帰るよ。仕事中なのに悪かったね」

「いや、ここで帰られても、あたしが怒られることに変わりはないんだよね」

　ユーミは、一計を講じることにした。

「大した料理はないけどさ、話のタネと思って何か食べていってよ。何なら、果実酒とかでもいいけど」

「果実酒なんて飲んで帰ったら、ラービスが父さんに怒られちゃうよね？」

　ディアルの言葉を受けて、若者はいっそう不機嫌そうな顔になる。

「それがご命令なら、わたしは従うばかりです」

「そんな命令はしないってば。……それじゃあ悪いけど、何か軽い食事を出だしてもらえる？　一人前でかまわないから」

「ん、ありがとね。……母さん、キミュスの乳にゆう脂し焼きを一人前、お願いねー」

「あいよ」

　腕まくりをしながら、母親が厨くりやに引っ込んでいく。

　その姿を見送りながら、ディアルは小さな動物のように小首を傾げた。

「そういえば、街道沿いの屋台でも、やたらと乳脂の匂においがしてたんだよね。最近の宿場町では、乳脂が流行ってるの？」

「流行ってるっていうか、ここ半月ぐらいでいきなり宿場町で出回ることになったんだよ。それまでは、そんなもんが存在するってことすら、あたしたちは知らなかったぐらいさ」

　ユーミは肩をすくめてみせる。

「そいつもきっかけは、アスタの存在だったらしいんだけどね。この店も、アスタとのつてがあったから、早々に乳脂やポイタンを取り扱えるようになったわけさ」

「ポイタン？　ポイタンなんかを料理に使ってるの？」

　そんな風に言ってから、ディアルは慌てた様子で自分の口をふさいだ。

「ご、ごめん！　別に、宿場町のことを馬ば鹿かにしてるわけじゃなくって――」

「別に謝るような話じゃないよ。宿場町でも、ポイタンを食べるような人間はいなかったさ。あんなのは、森辺の民や旅人のために売ってるだけだったんだから」

　そうしてユーミは、はたと思い至った。

「そういや、あんたはジャガルからはるばるこのジェノスを訪れてきたんだよね。だったら、道中でポイタンを食べたこともあるのかな？」

「うん、もちろん。フワノの粉を持ち歩くときもあるけど、湿気にやられると虫がわいちゃうからさ。長旅のお供は、もっぱらポイタンだね。タウ油や砂糖なんかと一緒に煮に込こめば、まあ食べられないこともないよ」

「へーえ。タウ油や砂糖なんて、西じゃあなかなか手に入らないからねえ。……西というか、このジェノスの宿場町では、かな」

「…………」

「何さ、いちいち不安そうな顔をしないでよ。あんたが金持ちなのは、あんたの責任じゃないっしょ？」

　ユーミは笑いながら、ディアルの短い髪をかき回してやった。ディアルは「やめてよー」と首をすくめる。

　その間に、厨からは乳脂を焼く芳かぐわしい香かおりが漂ってきていた。たちまち別の卓の酔漢どもが、大きな声で騒ぎ始める。

「何だ、ずいぶん腹の減る匂いが漂ってきやがるな！」

「こいつは乳脂の匂いだよ。懐にゆとりのある人間はいいねえ」

　ユーミは、そちらにも笑いかけてやった。

「美味いものを食べたかったら、あんたたちもきっちり働きなよ。昼から酒を飲んでたって、何の稼ぎにもなりゃしないだろ？」

「うるせえなあ。宿屋の娘っ子に指図される覚えはねえよ」

「稼ぎがあったら、こんな貧乏たらしい宿屋に居座るかってんだ」

「ご挨あい拶さつだね！　だったら、その貧乏たらしい宿屋ですら銅貨を惜おしまないで済むように頑張りな」

「違ちげえねえや」と笑いながら、男たちは果実酒をあおる。

　ディアルがきょとんと自分の顔を見上げていたので、「どうしたのさ」とユーミは問うた。

「ううん、お客さんにあんな口を叩たたいて、よく喧けん嘩かにならないなあと思って……」

「宿場町には宿場町の、その店にはその店の流儀ってもんがあるんだよ。大人しくしてるほうが厄介事を招いちまうこともあるのさ」

　そんな言葉を交わしているうちに、母親が厨のほうから顔を出した。

「出来上がったよ。運んでおくれ」

「はいよー」

　厨のほうに出向いていくと、木皿を手にした母親が顔を寄せてくる。

「ね、あの連中は何なんだい？　まるで貴族みたいに立派ななりをしてるじゃないか？」

「貴族ってことはないよ。城下町で商売をしてる商人の娘だってさ」

「そんなの、貴族と一緒だね。あんまりわけのわからない連中と関わるんじゃないよ？」

「はいはい」

　心配げな母親から木皿を受け取って、ユーミはディアルたちの卓に戻った。

「お待たせ。キミュスの乳脂焼きだよ。お代は赤銅貨三枚だね」

「うん、ありがとう」

　ディアルの視線を受けて、ラービスのほうが銅貨を差し出してくる。それは白銅貨であったので、ユーミはお釣りを返すために受付台から卓までをもう一度往復することになった。

「さあ、冷めないうちにお召し上がりよ。口に合うかはわからないけどさ」

　これはカロンの乳脂焼きに次ぐ、現在の《西風亭》では二番目に値の張る献こん立だてであった。

　キミュスの胸の塩しお漬づけ肉を、茎くきのままのミャームーや細く切ったアリアとともに乳脂で焼いた料理である。匂いの強い乳脂とミャームーを一緒くたにしてしまうのはどうだろう、と最初は思えたが、食べてみると案外これがなかなかいけるのだ。ユーミとしては、硬いカロンの足肉よりも、キミュスのほうが好みでもあった。

　また、横に添そえられた丸いポイタンの生地にも、カロンの乳が使われている。脂を抜いて残った乳のほうはどう扱うべきか。今のところ、それはポイタンの粉を溶くための水気か、あるいは汁しる物もの料理で使うべし、との指示をサトゥラス伯爵家の使者から受けているのだ。

　カロンの乳やポイタンの粉を宿場町に流通させたのはサトゥラス伯爵家とダレイム伯爵家であり、それはトゥラン伯爵家との対立から生じたものであるらしい。だが、そのような裏事情など関わりなく、それらは宿場町の料理を一変させる存在であった。

　身銭にゆとりのある者は、みんな好んで乳脂の料理を求める。脂ののったカロンの胴どう体たいの肉やキミュスの皮つき肉などはそうそう手に入れる機会も得られないので、この乳脂というやつは大いなる彩いろどりを宿場町の料理に与えてくれたのであった。

（この先はもっと色々な食材が宿場町に流れ込んでくるかもしれない、なんてアスタは言ってたけど、いったいどうなることやら、だね）

　そのようなことを思いながら、ユーミはディアルがおそるおそる料理を口に運ぶ姿を見守った。

「どうだい？　お世辞ぬきの感想をおくれよ」

「うーん……香りはいいけど、塩の味しかしないのが物足りないかなあ。タウ油をいれるだけで、うんと美味おいしくなる気がするんだけど……」

「ジャガルの民は、タウ油が好きだね！　……まあその美味しさは、あたしも思い知らされてるけどさ」

　父親の言いつけでアスタの腕うで前まえを確かく認にんするために、ユーミは《南の大樹亭》で数々の料理を味わっているのである。《南の大樹亭》においては、『ギバの角かく煮に』に『肉チャッチ』、それに『すーぷ』という汁物料理など、どれにもタウ油というやつがふんだんに使われていた。アスタの腕前やギバ肉の味もさることながら、やはりあれはタウ油あっての美味しさなのだろうと思う。

「ラービスも食べなよ。ギバ肉じゃなければ、嫌いやじゃないでしょ？」

「いえ。どうぞお気き遣づかいなく」

「えー！　僕一人だと、おなかいっぱいになって晩餐が食べられなくなっちゃうよ。そしたら、お屋敷の人たちに申し訳が立たないんじゃないのかなあ？」

　ディアルの言葉に、ラービスはしぶしぶ木き匙さじを取った。ポイタンの生地にキミュスの肉とアリアを載せて、頑丈そうな歯をたてる。

「どう？　よかったら、あんたも感想を聞かせてくれない？」

「……不味まずいことはありません。ただ、やっぱり塩だけでは味が足りないし、このポイタンの生地もばさばさしていて咽喉のどを通りにくいように思えます」

「ああ、やっぱりポイタンにはギーゴを入れるべきなのかな。そうしたら、アスタが屋台で出してるポイタンと同じ感じになるはずなんだよね」

　いくぶん材料費は割高になってしまうが、やはりそうするべきなのかもしれない。しかし現在は、新たに手に入れたカロンの乳やポイタンの粉の値段とあれこれ折り合いをつけている最中なのである。

　ポイタンはフワノよりも安く手に入れることができるが、その代わりに乳脂というやつは乳からわずかな量しかとれない。ユーミの親たちにしてみても、稼ぎを落とさないように食事の質を高めるにはどのように扱うべきか、そこが悩みどころであるらしいのだ。

　だが、そんな悩みもあと数日限り――と、ユーミはひそかに思っている。

「実はさ、うちの店でもギバの料理を売り出す計画があるんだよね」

「え？」

　びっくりしたように、ディアルがユーミを振ふり返かえる。

「そういう話は、もうひと月以上も前からあがってたんだけどさ。貴族どものせいで、話がのびのびになってたんだよ。ま、その前にまず、うちの親父の石頭を木こっ端ぱ微み塵じんにしてやらないといけないんだけど、アスタの腕前なら心配はないっしょ」

「そっか……それはよかったね」

　いくぶんさびしげな顔で、ディアルは息をつく。

　らしくない表情だな、とユーミはまたその頭をぐしゃぐしゃにしてやった。

「だからさ、あたしもこれからは商売の仲間として、アスタにはこれまで以上に頑張ってもらいたいんだよ。そんなアスタがあんたのところから料理の道具を買いたいって言ってるんだから、あんたも耳を傾けてやってくれない？」

「りょ、料理の道具なんて、宿場町でも売ってるでしょ？」

「ここいらで売ってるのは、安物ばかりさ。あんたから肉切り刀を買ったとき、アスタはすごく満足そうな顔をしてたじゃないか？」

「そりゃあまあ、僕だってアスタに鉄具を売ることができたら嬉うれしいけど……」

　乱れた髪を両手でなおしながら、ディアルはまた力なく目を伏せた。

　その顔に、ユーミはずいっと自分の顔を近づける。

「あんたさあ、か弱くふるまうのも可愛らしいけど、あんまり度が過ぎるのは嫌味ってもんだよ？」

「べ、別に最初から可愛くもないし」

「いいからさ、アスタ本人ときっちり話をつけちゃいなよ。そんな状態のままジャガルに帰ることになったら、あんたは後悔せずにいられるのかい？」

　ディアルは口を引き結び、ユーミの顔をじっと見つめ返してきた。

　まがいものでない本物の翡ひ翠すいみたいに、綺き麗れいな緑色の瞳である。

「わかった。……僕、アスタと話してみるよ」

「お、ようやく決心がついたのかい？」

「うん。アスタに冷たい目を向けられたりするのは嫌だから、顔をあわせたくなかったんだけど……だったらなおさら逃げ回るんじゃなく、きちんと謝あやまらなきゃ駄目だよね」

　そうしてディアルは、この場に来て初めての笑え顔がおを見せた。まるで、曇り空からようやく太陽が姿を現したかのようだ。ユーミは、ディアルのこういう笑顔が大好きなのである。

「やっと決心がついたよ。ユーミ、ありがとう」

「どういたしまして。最初っから、そんなご大層な話ではなかったはずなんだけどね」

　ユーミが苦く笑しようしつつ答えると、ディアルは「うん」と元気にうなずいた。

「それじゃあ、次は三日後ぐらいに来られると思うからさ。そのときには必ず屋台のほうに顔を出すって、アスタに伝えておいてもらえないかなあ？」

「え？　今日のうちに話をつけちゃえばいいじゃん」

「きょ、今日は無理だよ。三日かけて、気持ちの整理をしてみせるから！」

「ふうん」と、ユーミは笑ってみせた。

　その者たちが入口の扉をくぐって姿を現したのは、まさにそのときであった。

「あの、こちらが《西風亭》でしょうか？」

　ディアルが、愕がく然ぜんとそちらを振り返る。

　そこには、三名の人間が立ち並んでいた。

　背の高い金きん髪ぱつの男と、亜麻色の髪かみをした男の子と、そして黒髪をした少年だ。その中で、黒髪をした少年がディアルにも負けないぐらい、驚いた顔をしていた。







[image: ]







「あ、ディアルじゃないか！　どうして君がこんなところにいるんだい？」

「そんなのもちろん、アスタに会いに来たに決まってるじゃないか。アスタの仕事が終わるまで、うちの料理の味見をしてもらっていたのさ」

　笑いをこらえながら、ユーミが答える。

　ふるふると細い肩を震ふるわせていたディアルは、顔を真っ赤にして「だましたなー！」と大きな声をあげた。

「別に、だましちゃいないだろ。アスタはこれからあたしの父さんと対決しなくちゃならないんだから、その前に話をつけてよね」

　怒れるディアルの頭をぽんぽんと叩きながら、ユーミはアスタに笑いかけてみせた。

「《西風亭》にようこそ。歓迎するよ、アスタ」







第三話★★★試練の五日間







１




　まるで、集落が燃えているかのようだった。

　森辺でも一、二を争あらそう大きさをしたルウの集落において、轟ごう々ごうとかがり火が焚たかれているのである。大きな宴うたげでもない限り、このような夜更けまで火が焚かれることはないだろう。

　しかしもちろん、宴ではありえなかった。その時ならぬ明るさと熱に満ちた空間に渦巻いているのは、かがり火よりも激しく燃えさかる怒いかりの情念であったのである。

「このような場所で、呑のん気きに論じ合っている場合か！　我々は、今すぐにでも城下町へと向かうべきであろうが！」

　吠ほえているのは、三族長の一人、グラフ＝ザザだった。

「どのような理由であれ、やつらは森辺の民に刀を向けた！　刀には刀の報復だ！　何も迷う理由はない！」

「お待ちください。それでも、此この度たびの犯人がサイクレウスであるという証はないのです」

　その中ではまだ沈ちん着ちやくさを保っているガズラン＝ルティムが、必死にグラフ＝ザザを抑おさえようとしている。それに賛同する声と反発する声が、また炎ほのおのように渦うずを巻いた。

「このような時期に、たまさかまったく関係のない者どもが、森辺の民に刀を向けてきたというのか？　そんなはずはあるまい！　しかも一緒に襲われた宿屋の主人は、貴族のような身なりをした男が犯人であったと証言しているのだろうが!?」

「そうであっても、相手が確かに貴族であるという証はないのです。これでもしもサイクレウスに罪がなかった場合は、森辺の民はあらぬ疑いを君主筋に向けてしまうことになります」

「君主筋が、何だというのだ！　けっきょくあの者たちは、森辺の民などどのように扱あつかってもかまわぬと侮っているのだろう！　あのような痴しれ者ものどもに、もはや刀を捧げる理由はない！」

　グラフ＝ザザは、白昼堂々と森辺の民が襲われたというその事実に対して、怒り狂っているのだろう。

　森辺の民は、同どう胞ほうに刀を向ける人間を許さない。異国生まれのアスタばかりでなく、護衛役のルウ家の者たちにまで刀を向けた悪漢どもは、森辺の民にとって許されざる敵なのだ。

　グラフ＝ザザと同じ思いで怒号をあげている者は、その場に大勢いた。むしろ、その場に集まった内の過半数が、グラフ＝ザザに賛同しているように思えた。

　その場に集まっているのは、ルウの集落に住まう家人たちと、その眷けん族ぞくの代表者たち、それに、グラフ＝ザザとダリ＝サウティが引き連れてきた数名の家人たちと、あとは、フォウやランやスドラといった、ファの家と縁の深い氏族の家長たちであった。

　男衆は、その全員が怒りに目が燃え、覇を競うかのように大声をあげている。

　女衆は、そんな男衆らを悲しみと苦悩に満ちた眼まな差ざしで静かに見守っている。

　まるで、集落が燃えているかのようだ――と、アイ＝ファは改めてそのように思った。

「ああ……いったい何ということだろうねえ……」

　かぼそい声が、背後から近づいてくる。アイ＝ファが振り返ると、そこには泣きそうな顔をしたリミ＝ルウと、それに支えられたジバ＝ルウが立っていた。

「まるでこれは、南の森を焼かれて故郷を失ったときみたいな騒ぎじゃないか……なんて恐ろしい……そして、なんて悲しい声だろう……」

　アイ＝ファには、何も答えることができなかった。アイ＝ファこそが、この場でもっとも激烈な怒りを抱え、もっとも正気でいられなかった人間なのである。

　口を開けば、どのような怒号がほとばしってしまうかもわからない。だからアイ＝ファは、自分の持てるすべての力を振り絞り、あふれかえりそうになる激情を必死にねじふせながら、ただ皆みなの狂乱を見つめていたのだった。

「貴様はファの家のアスタを友と認めていたのではなかったのか、ガズラン＝ルティムよ!?」

　と、グラフ＝ザザがさらなる怒ど声せいをガズラン＝ルティムに叩きつける。

「友と呼んだ人間が、卑劣にして暴ぼう虐ぎやくなる無法者どもにかどわかされたのだ！　それで貴様は、よくもそこまで涼すずしげな顔をしていられるものだな！」

「私とて、胸には怒りと無念の思いが満ちています。許されるならば、門衛を斬り伏せてでも城下町に踏み入って、アスタの行方を捜し求めたいほどです」

　あくまでも昂ぶらない口調で――ただしその双そう眸ぼうにはグラフ＝ザザにも劣らぬ激しい炎を燃やしながら、ガズラン＝ルティムはそう言った。

「しかし、そうであるからこそ、私は冷静であろうとつとめているのです。ジェノスの貴族に誤って刀を向ければ、私たちはすべてを失ってしまうかもしれません。アスタの存在が引き金となって、森辺の民の未来が閉ざされてしまうなどという、そのような事態だけはどうしても回避したく思うのです」

「……ならば、貴様はどうせよと言うのだ？」

　そのように問うたのは、ドンダ＝ルウであった。

「何にせよ、ファの家のアスタはさらわれてしまったのだ。城にこもったサイクレウスからは、すべてを衛兵の手にゆだねよという言葉しか返ってこなかったが――まさか、サイクレウスが姿を現すという五日後の朝まで、何もせずにただ待ち続けろ、と言うわけではあるまい？」

「無論です。我々もまた、独自にアスタの行方を追うべきでしょう」

「どのように追う？　また、どの地でそれを為なすつもりだ？」

「城下町に犯人はいない、とサイクレウスや兵たちが言い張るのならば、城下町以外のすべての地を。その末にアスタの所在を見いだせなかったならば、そのときこそ城下町に犯人はありと主張することができるのではないでしょうか？」

「なんとも迂う遠えんな話だな……ジェノスには宿場町ばかりでなく、トゥランや農園の区域もある。とうてい五日後までに捜し尽くせる広さではないだろう」

「そうでしょうか？　栗色の髪をしたシム人と、貴族のごとき身なりをした西の民、それにジェノスでは珍めずらしい黒色の髪と黄色い肌をあわせもつアスタ――これだけ目に立つ風ふう貌ぼうの人間がそろっていれば、なかなか身を潜めることも難しいと思います」

　ガズラン＝ルティムは力のこもった声で、そう主張した。

「それでジェノスの全土をくまなく捜索して発見できなかった場合は、城下町か、あるいはジェノスの外に逃げたと考える他ほかありません。それでもなお衛兵たちが城下町に犯人はなしと言い張るならば、何をもってそのように言い切れるのか証を示すべし、と主張することもできるのではないでしょうか？」

「俺おれは、ガズラン＝ルティムに賛成だな」

　と、三族長の最後の一人、ダリ＝サウティが進み出てくる。

「そもそもこのような時期に、サイクレウスがアスタをさらう理由がわからん。しかも白昼堂々と、その素顔を余人にさらしてまで凶行に及ぼうなどとは、あまりにお粗そ末まつな手口ではないか。あのサイクレウスという男の企みであったなら、もう少し悪賢いやり方を選ぶのではないのかな」

「それではダリ＝サウティも、サイクレウス以外の人間が犯人であると考えているのか？」

「可能性は、五分だろう。森辺の民やサイクレウスを憎む人間などが、その関係性を引っかき回そうと目もく論ろんだのかもしれないし、あるいはサイクレウス自身があえて森辺の民を挑発するためにお粗末な手口で荒事に及およんだのかもしれん。……何にせよ、俺たちは冷静につとめるべきであろう」

　どうやらダリ＝サウティは、ガズラン＝ルティムよりも落おち着つき払はらっているようだった。

　さしものガズラン＝ルティムも、やはりこのような場で完全に沈着ではいられないのかもしれない。自分と同じ思いを抱いだいているなら当然だ――と、アイ＝ファは心中でそのように思った。

「それに、悪漢どもはアスタを客人として迎むかえたい、などと言い残していたのだろう？　その言葉がどこまで真実であるかはわからぬが、アスタの生命を欲していたならば、その場でその仕事を果たすことは容易たやすかったはずだ。ならば、あちらはアスタの生命ではなく身柄を欲していたということなのだから、そこまで慌てる必要もあるまい」

「それはそうかもしれないが――」

「大体な、怒りにまかせて刀をふるうというのは、森辺の流儀ではない。城下町に犯人はあり、と証し立てるためにその他の地を捜し尽つくすというやり口は、確かに迂遠かもしれないが、俺たちの流儀にはそっているだろうさ」

　そう言って、ダリ＝サウティは一いつ瞬しゆんだけ双眸を燃えあがらせた。

「すべての手を尽くし、これこそが真実だと心から信じることができてこそ、刀をふるうことは許されるし、また、強い力で刀をふるうこともできるのだろうと思う。……森辺の族長の一、ダリ＝サウティはそのような思いから、ガズラン＝ルティムの言葉を支持する」

「……その迂遠なやり口のせいで、ファの家のアスタの生命が失われたら、何とする？」

　グラフ＝ザザが、底ごもる声で問う。

　ダリ＝サウティは、また穏やかな眼差しに戻りつつ、答えた。

「そのときは、森辺の民たみの総力をもって、犯人に罪を贖あがなわせる他あるまい。たとえすべての貴族どもを敵に回そうとも、たとえモルガの森という第二の故郷を失ってでも、だ」

　それでどうやら、帰き趨すうは決したようだった。

　グラフ＝ザザは怒りの形相のまま口をつぐみ、それに代わってドンダ＝ルウが声をあげる。

「ならば、明日からはルウとその眷族が、ジェノスの町に下りて仕事を果たそう。我々は、折りよく休息の時期にあるからな」

「ルウとその眷族のみで、捜索の手が足りるのか？」

　フォウの家長が不満そうに言い、ドンダ＝ルウはゆるりとそちらを振り返る。

「森辺の民のすべてが、狩人かりうどとしての仕事を打ち捨てるわけにはいくまい。流儀を通すというのは、そういうことだ」

　見切りをつけて、アイ＝ファは身を翻した。

　その背に、「待て」と声をかけられる。振り返るまでもなく、それはドンダ＝ルウの声であった。

「貴様はどこに行くつもりだ、ファの家のアイ＝ファよ」

「知れたこと。道が定まったのならば、私は明日に備えて、ファの家に戻る」

　ひび割れそうになる声で、アイ＝ファはそのように答えた。

「族長たちが道を決したのだから、それに逆らうような真ま似ねをしない。森辺の民ならば、それが当然のことであろう」

「ふん……その言葉に偽りはなかろうな？　もしも一人で城下町に向かうつもりならば、その手足を縛ってでも大人しくしてもらう他ないが」

「やれるものなら、やってみるがいい！」

　たちまちアイ＝ファは均衡を失って、ドンダ＝ルウを振り返った。

　その胸むなもとに、リミ＝ルウが「アイ＝ファ！」と取りすがってくる。

　アイ＝ファは奥おく歯ばを噛かみ鳴らし、あふれかえりそうになる激情を呑のみ下した。

「……この言葉に偽りはないと、母なる森に誓おう。私は、族長らの決断に従う」

　ドンダ＝ルウは思いの外、激さずにアイ＝ファの姿を見下ろしていた。

　ただしその双眸は、その場にいる誰だれよりも熾し烈れつに燃えさかっている。

「アイ＝ファよ、貴様が平常でいられないのは当然だ。俺とて、さらわれたのが自分の家族であったのなら、抑よく制せいがきかずに刀を取っていたかもしれん。……だからこそ、貴様に真情を問うたのだ。苦しければ、その身をルウ家に預けるがいい」

「大だい丈じよう夫ぶだ。アスタが自力で戻ってくるやも知れぬのだから、ファの家を空けておくわけにもいくまい」

「ならば、ルウの誰かを供につけるか」

「不要だ。……ただし、明日は私も町に下りさせてもらう」

　ドンダ＝ルウは真っ直ぐにアイ＝ファを見つめながら、「好きにするがいい」と低く言った。

　アイ＝ファはリミ＝ルウの頭を撫なでて、ジバ＝ルウに一つうなずきかけてから、本家に預けていたギルルのもとに足を向けた。
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　そうしてアイ＝ファは単身でファの家に戻ったが、とうてい眠れるものではなかった。

　怒りと焦しよう燥そうが、煮え湯のように体内を満たしている。まるで全身の血液が沸ふつ騰とうしてしまっているかのようだ。

　そして、足もとには絶望の深淵がぽっかりと口を空けている。自分は永久にアスタを失ってしまうかもしれない――そのように考えただけで、アイ＝ファは肉体も魂たましいもばらばらに四散してしまいそうだった。

　この場に留とどまることが絶対に正しいというならば、どのような苦悶にでも耐たえてみせよう。また、自分が今すぐ城下町に向かうことでアスタを救うことができるのならば、どのような苦難でも退けてみせる。しかし、それらのいずれが正しいのかを、アイ＝ファに知るすべはなかった。

　動くことが正しいのか。動かないことが正しいのか。それがわからないゆえに、アイ＝ファは身体を真っ二つに引き裂かれてしまいそうな煩はん悶もんを味わわされることになってしまっているのだった。

（母なる森よ……どうかアスタに加護の手を……）

　どんなに祈いのっても、心は安がらない。

　アスタから贈られた首くび飾かざりを握にぎりしめ、床ゆかにうずくまりながら、それでもアイ＝ファは血を吐くような思いで祈り続けるしかなかった。

（私は、駄目だ……私はもう、あの頃ころのように一人で生きていくことはできないのだ……）

　母を失い、父を失い、さらにはすべての氏族との絆きずなを失って、アイ＝ファは一人で生きていくことを決断した。

　誰もがスン家との悪あく縁えんを恐おそれ、そして誰もが女衆の身で狩人として生きていくことを認めないならば、一人で生きていく他に道はない。そのように考えて、アイ＝ファは二年もの歳さい月げつを過ごしてきたのだ。

　しかしアイ＝ファは、アスタの温もりを知ってしまった。他者と暮らし、苦楽を分かち合っていく、その幸福な生をはっきりと思い出してしまった。

　アスタのおかげで、アイ＝ファはリミ＝ルウやジバ＝ルウや、それにフォウやランの人々とも縁を結びなおすことができた。スドラやディンや、ルウの眷族とも新たな縁を結ぶことができた。それでもアイ＝ファにとって、家人はアスタのみであったのだ。

　家人としてともに生きていきたいと思えたのは、アスタのみであった。アスタの代わりは、誰にもつとまらない。友としてのリミ＝ルウやジバ＝ルウの代わりが誰にもつとまらないのと同じように、家人としてのアスタの代わりは、誰にもつとまらないのだ。

　アスタを失ってしまったら、アイ＝ファの心は木っ端微塵に砕け散ってしまうだろう。最愛の家人を、たった一人の家人を失ってしまうという、二年前と同じあの苦しみを、今の自分に耐えることができるのか――そのような自信は、どこを探したって見つけることはできなかった。

　自分は、弱くなってしまったのか。

　いや――アスタを得たことで、自分は強くなったはずだった。

　アスタとともに、いつまでも幸福に生きていきたいと思う。その気持ちが強ければ強いほど、身体と魂には強きよう靭じんな力が満ちて、これまで以上にたくさんのギバを狩かることができた。

　自分は、強くなったのだ。

　その強さが奪われてしまいそうな喪失感に、怯えているのだ。

　アスタの温もりを、この身に感じたい。力まかせに、その身体を抱きすくめたい。とぼけた声で「何をするんだよ！」とわめく、その頬ほおに自分の頬をおもいきりこすりつけてやりたい。アイ＝ファは自分自身の身体を抱きすくめて、あふれかえりそうになる激情をその身に縛りつけた。

　抑制を失ったら、ぶざまに泣き崩れてしまいそうだった。それを自分に許したら、もう二度と立ち上がれなくなってしまう気がした。だからアイ＝ファは、これまでに培ってきたすべての力を振り絞しぼって、己おのれを抑制し続けたのだった。

（町に……町に、下りてみるべきか？）

　そんな衝動が、激流のように襲ってくる。

　町に下りるだけならば、罪にはならない。城下町の城じよう壁へきさえ乗り越えなければ、森辺の掟にもジェノスの法にもふれたりはしないはずだ。

　何の指針もなく、このような夜更けに町に下りたところで、何にもならないことはわかりきっている。明日のために少しでも身体を休めておくのが、最善の道であろう。それでもアイ＝ファは、身体の奥おく底そこからつきあげてきた衝動をやりすごすことができなかった。

（町に下りて、門番どもに見つからぬよう、城門や城壁の様子をうかがって……それだけでいいのだ。その中で、アスタは自由を奪われつつも健やかに生きている、と自分に言いきかせることができれば……それで、少しはこの苦しみをやわらげることができるかもしれない）

　アイ＝ファは立ち上がり、狩人の衣ころもを纏まといつけ、刀を腰こしに下げてから、玄関に向かった。身体を折って眠りに落ちていたギルルが、ゆっくりとまぶたを開く。

「すまない。もうひと働きしてもらうぞ、ギルル」

　その頭を軽く撫でてやると、ギルルは不思議そうにまばたきをした。

　戸板が外から叩かれたのは、まさにその瞬しゆん間かんであった。

　アイ＝ファは、愕然と立ちすくむ。

「アスタ……アスタか!?」

　しかし、現実は非情であった。扉の外から聞こえてきたのは、「いえ……」という女衆のか細い声であったのだ。

　その場に崩れ落ちそうになるほどの虚脱感を味わわされながら、アイ＝ファはかんぬきを引き抜ぬいた。

　それでも油断なく刀の柄に指先をそえつつ、戸板を引き開けると、そこに立っていたのは、サリス・ラン＝フォウであった。

「アイ＝ファ、その格好は……まさか、一人で町に下りるつもりだったの!?」

　夜の闇を背景に、サリス・ラン＝フォウが驚おどろきに目を見開く。

　しかし、驚いたのはアイ＝ファのほうであった。サリス・ラン＝フォウがアイ＝ファのもとを訪おとずれてきたのは、これが二年ぶりのことであったのだ。

「ねえアイ＝ファ、お願いだから、無茶はしないで。家人のアスタは、明日ルウ家の人々と一いつ緒しよに捜すことに決定されたのでしょう？」

　サリス・ラン＝フォウが、アイ＝ファの肩かたに取りすがってくる。この二年ほどで、サリス・ラン＝フォウはアイ＝ファよりも拳ふたつ分ほども小さくなってしまっていた。

　ここに立っているのは、アイ＝ファの友サリス＝ランではなく、フォウ家の女衆サリス・ラン＝フォウであるのだ。しかし、アイ＝ファの肩をつかむサリス・ラン＝フォウの手は、以前と同じ温かさを有していた。

「サリス・ラン＝フォウ……お前はいったい何の用事があって、このファの家を訪れたのだ？」

　道や水場で出くわしても、サリス・ラン＝フォウは気弱げに目をそらして、決して自分からアイ＝ファに近づいてこようとはしなかった。そんなサリス・ラン＝フォウが、アイ＝ファの肩に取りすがって、涙なみだのにじんだ目を真っ直ぐに向けてきている。アイ＝ファには、何をどう考えればいいのかもわからなくなってしまっていた。

　そんなアイ＝ファを見つめ返しながら、サリス・ラン＝フォウは「アイ＝ファのことが心配だったのよ……」とつぶやく。

「あれほど心を許していた家人を失ってしまい、アイ＝ファがどれほど悲嘆に暮れているかと考えたら……居ても立ってもいられなくなってしまったの」

「……何故なぜ？」

　アイ＝ファの言葉に、ついにサリス・ラン＝フォウの目に浮うかんでいた涙がしずくとなって流れ落ちた。

「わたしは二年前に、アイ＝ファを裏切ってしまった……スン家が恐ろしくて、ランもフォウもファの家との縁を絶ってしまったし、それにわたしは……」

「そんなものは、サリス・ラン＝フォウに罪のある話でもない」

　当時、アイ＝ファがスン家と悪縁を結んでしまったのと前後して、二人の縁は断ち切られてしまったのだ。サリス・ラン＝フォウ――当時のサリス＝ランが嫁よめ入いりすることに決まっていたフォウ家の男衆が、アイ＝ファに心を奪われてしまったためである。

　そのフォウの男衆は、アイ＝ファにこっそりと嫁入りを願ってきた。当然のこと、アイ＝ファはそれを拒絶した。しかし、そのやりとりを、サリス＝ランに見られてしまったのだ。

　その後、サリス＝ランはフォウ家の別の男衆に嫁入りをして、子を生した。サリス＝ランを裏切った男衆も、ラン家の別の女衆に婿むこ入りを果たしたはずだ。

　それでフォウ家とラン家は絆を結びなおし、そしてファの家だけが縁えんを絶たれた。しかしそれはスン家との悪縁と、そしてアイ＝ファが女衆の身でありながら狩人を志したための結果であり、サリス・ラン＝フォウには何の責任もないはずであった。

「違ちがうわ。確かにファの家とのつきあいを禁じたのはフォウとランの家長たちだったけど、わたしは自分の意志でそれを受け入れた。幼い頃からの友を思いやる気持ちよりも、わたしはスン家を恐れる気持ちと――そして、美しいアイ＝ファを妬む気持ちを重んじてしまったのよ」

「そのようなことは――」

「それが真実なの！　わたしはアイ＝ファのように誇ほこり高く生きていくことはできない、愚かな女衆なのよ」

　言いながら、サリス・ラン＝フォウはアイ＝ファの胸もとに顔をうずめてきた。

　なんて小さくてほっそりとした身体だろう、とアイ＝ファはぼんやり考える。

「わたしには、アイ＝ファの友を名乗る資格はない……でも、アイ＝ファを失ってしまいたくはないの……お願いだから、無茶はしないで……」

「……族長の定めた決定に逆らうつもりはない。私はただ、町の様子をうかがうために、外に出ようとしていただけなのだ」

「本当に……？」

　サリス・ラン＝フォウが、涙に濡れた面を上げる。

　そちらに向かって、アイ＝ファは「本当だ」とうなずいてみせた。

「そして私は、サリス・ラン＝フォウをずっと友だと思っていた。たとえ友として振る舞うことは許されなくなろうとも、十五の年まで私を育んでくれたのは、父と母と、そしてサリス・ラン＝フォウのような友の存在だったのだ。その気持ちを忘れたことは、一日としてない」

　サリス・ラン＝フォウの顔が、くしゃくしゃに歪んだ。

　そうして、力まかせにアイ＝ファの身体を抱きすくめてくる。

　細くて、小さくて、温かい身体だ。

　アスタの代わりは、誰にもつとまらない。しかし、このサリス・ラン＝フォウの代わりも、誰にもつとまらない。

　アスタを失った絶望感と、サリス・ラン＝フォウを取り戻せた幸福感で、アイ＝ファは何も考えられなくなるぐらい、気持ちをかき乱されることになった。

　そうして最悪なる五日間の最初の夜は、サリス・ラン＝フォウの涙とともに過ぎていったのだった。
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　翌日――白の月の六日の朝、薪まきやピコの葉の採取という最低限の仕事だけを片付けてルウの集落におもむくと、そこにはまた途方もない数の人間が集まっていた。

　ドンダ＝ルウやガズラン＝ルティムが、大声を張り上げてその者たちに何やら呼びかけている。どうやら、誰がどの場所で捜索の仕事を果たすべきか、その指示を送っているものらしい。

「ああ、アイ＝ファ。お待ちしていました。本日は、どうぞよろしくお願いいたします」

　ギルルを降りてその様子をうかがっていると、アマ・ミン＝ルティムが急ぎ足で近づいてきた。

「本日は、男女一名ずつで組を作って、捜索にあたるそうです。アイ＝ファは女衆ですが狩人でもありますので、わたしがその供に選ばれることになりました」

「そうか。しかし、ここまでの人数が駆り出だされるとは思わなかった」

「ええ。男女あわせて六十名にも及ぶようです。集落に居残る側はその六十名分の仕事も果たさなくてはなりませんが、半数は休息の期間にあった狩人たちですし、まあ大だい丈じよう夫ぶでしょう。そちらのほうは、ジザ＝ルウや家長ダンなどが取り仕切るそうです」

　ドンダ＝ルウも、全力でアスタを捜してくれるつもりであるのだ。その真情を疑っていたわけではなかったが、いざそれを目の当たりにすると、アイ＝ファは否いや応おうなく胸が熱くなってしまった。

　そこに、ルド＝ルウとシン＝ルウも近づいてくる。

「来たのか、アイ＝ファ。あのさあ、昨日は――」

「もう言うな。詫わびの言葉など、一度聞かされれば十分だ」

　アイ＝ファは思わず、乱暴に言葉をさえぎってしまった。

　この二人には、アスタをさらわれたという言葉を告げられたときに、はからずも涙をこぼす姿を見られてしまったので、あまり顔をあわせたくなかったのだ。

　それに、敵方にあのサンジュラという男がいたならば、ルド＝ルウたちを責めるわけにもいかないだろう。あの男は、もともとルド＝ルウにも匹ひつ敵てきするような力を有しているように感じられた。それでアスタを人ひと質じちに取られてしまったら、抗いようもないのが当然であった。

　それでも、自分がいたならば――とは、言っても詮せん無なきことである。自分はルウ家を信しん頼らいして、護衛の仕事の肩代わりを願った。その信頼を裏切られたと、ルウ家に罪を問う気にはなれない。今なすべきは、責任の所在ではなく、アスタの所在を求めることであるはずだった。

「わかった。なんべん謝ったって、俺たちの罪が軽くなるわけじゃねーもんな。この恥は、一生をかけてでもすすがせてもらうよ」

　いつになく張り詰つめた顔をして、ルド＝ルウはそう言った。シン＝ルウも、同じように両目を光らせている。

「それじゃあ、親おや父じからの伝言だ。あのな、ファの家の荷車を借り受けたいそうなんだけど、了りよう承しようしてもらえるか？」

「荷車を？　そのようなものを、何に使うのだ？」

「もちろん、ルウルウに引かせるんだよ。実はな、今日もレイナ姉たちは屋台の商売を続けるって話らしいんだ」

　アスタは必ず帰ってくる、それまでは自分たちが宿場町との縁を繋ぐのだ――レイナ＝ルウは、そのように言っていたらしい。

「それに、屋台や宿屋にも大勢の人間がやってくるだろ？　そういう連中からも話を集めようって魂胆らしい。それで朝から大急ぎで、商売の準備を整えたみたいだぜ？」

「……そうか」

　誰もがアスタのために、力を振り絞ろうとしてくれているのだ。

　絶対に大丈夫だ――と、アイ＝ファはひそかに両方の拳を握りしめた。

「で、俺たちの仕事のほうだけどよ、アイ＝ファはトトスを持ってるから、町の中でも一番遠い、トゥラン領を受け持ってほしいって親父が言ってたぜ」

「トゥラン領――サイクレウスの治める領地か」

　望むところだと、アイ＝ファはアマ・ミン＝ルティムを振り返った。

「では、すぐにでも出発しよう。アマ・ミン＝ルティムも、準備はよいか？」

「はい、大丈夫です」

「あ、トゥランでは北の端はしから一軒ずつ家を回ってくれってよ。他の連中が南の端から回っていくから、真ん中で合流できたらトゥランはおしまいってことだ」

「了承した。荷車は家の脇わきに置いてあるので、自由に使うといい」

「ありがとうよ。……お前が元気そうで安心したぜ、アイ＝ファ」

　その言葉には何も答えず、アイ＝ファはギルルに跨またがった。アマ・ミン＝ルティムにも手を貸して、ギルルの上に引っ張りあげる。

「では、行くぞ」

　そうして、アスタを捜索する日々が始まった。
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　トゥラン領は、城下町のさらに北側に広がる領地である。

　間に城下町をはさんでいるため、南側の農村の区域よりも宿場町からは遠い。が、ギルルを走らせれば、どうということもない距きよ離りであった。

　領地は、背の低い木の塀で囲まれている。ギバを除よけるための備えである。ギバはものすごい怪力で足も速いが、自分の頭の高さより高いものを飛び越えることができない。ゆえにその塀も、アイ＝ファたちの胸もとぐらいまでしか及んではいなかった。

「だけどこれは、あちこち修繕が必要なようですね」

　アイ＝ファの胴に両りよう腕うでを回したアマ・ミン＝ルティムが、ギルルの背の上でそっとつぶやく。分厚い木の塀には、ギバの角と牙きばであちこち穴が空けられてしまっていたのだ。

　中にはおもいきりひしゃげてしまって、木の板が外れかかっている場所もある。きっとギバに体当たりでもくらわされてしまったのだろう。

　あとは、塀の足もとの地面が深々とえぐられている場所もあった。飛び越えることができないので、地面を潜ってやろうと画策したギバがいたのに違いない。しかしその塀はずいぶん地中の深くまで埋められているようで、ギバが侵入に成功した形跡はなかった。

「これだけの塀を築くのには、相当な時間と労力が必要なのでしょうね。だから南側の農園では、塀を築くこともかなわないのでしょうか」

　そのようなことがアイ＝ファにわかるはずもなかったし、また、本日の仕事に関わりのある話だとも思えなかった。

　木の塀に沿って、速歩でギルルを進ませる。堅い石の街道でも、ギルルは難なく走ることができるようだ。そうしてしばらく進んでいくと、ようやく町の最果てが見えてきた。

　真っ直ぐに続いていた塀が曲線を描きながら、じょじょに街道から離れていく。それより北側は、宿場町の周囲と同じく、まばらな雑木林が広がっているようだった。

「北側に入口らしきものは見当たらないな。アマ・ミン＝ルティムよ、しっかりつかまっているのだぞ？」

「え？」

　アイ＝ファはしばらくギルルを進ませてから反転させ、助走をつけて塀を飛び越えさせた。

「きゃあ」と可愛かわいらしい声をあげながら、アマ・ミン＝ルティムがぎゅうっとアイ＝ファの胴体を抱きすくめてくる。

「び、びっくりしました。トトスには、このようなこともできるのですね」

「うむ。突然飛び出してきた子供を避けるために手た綱づなを引いたとき、うっかり胴を蹴ってしまったら、ギルルがこのような動きを見せたのだ。私も最初は驚いた」

「すごいですね。まるでトトスがアイ＝ファの身体の一部であるかのようです」

「……ギルルとて、心を通じ合わせたファの家の家人であるからな」

　しかし、ギルルにもアスタの代わりはつとまらない。

　アスタだって、アイ＝ファを乗せてこのように軽快に走ることはできないだろうから、それはお互い様であるはずだった。

「……思ったよりも、家は少ないようですね」

　トゥランの領土を見回しながら、アマ・ミン＝ルティムがそのようにつぶやいた。

　確かに、閑散とした情景である。西に向かって道がのびており、その左右にぽつぽつと家が並んでいる。足もとは土の地面で、家はどれも木の造りだ。森辺の家よりは大きくて、二階建てのものも少なくはなかったが、宿場町の宿屋などと比べたら、実につつましい造りである。

「まあ、貴族はみんな城下町で暮らしているのですものね。……しかし、当主が自分の領地に住んでいないというのは、何やら奇き妙みようにも感じられます」

「うむ。しかしこの領地にも、サイクレウスの館というものは存在するはずだ。族長たちは、その館でサイクレウスと会談をしていたという話であったからな」

　油断なく周囲を見回しながら、アイ＝ファは地面に降り立った。そうして、アマ・ミン＝ルティムにも手を貸して降ろしてやる。

　ここはトゥランの、北東の端である。ここから西に進んでいき、じょじょに南へと下っていけば、用事は足りるだろう。アスタがさらわれたのが城下町でなければ、次に可能性が高いのは、このトゥランの領地であるはずだ。

　アイ＝ファの四肢には、さらなる力がみなぎっていた。確かな目的さえあれば、アイ＝ファは迷わず邁まい進しんすることができる。また煩悶に満ちみちた夜を迎える前に、アイ＝ファはすべての力を振ふり絞るつもりであった。

「では、一軒ずつ家を回っていきましょう」

　アマ・ミン＝ルティムは、一番手近な家の戸板を叩たたいた。

　しばしの静寂の後、きいっと扉が引き開けられる。

「何だい、あんたたちは……？　若い衆は、みんな働きに出ているよ」

　顔を出したのは、干したアリアのような老婆であった。薄汚れた布の服を纏い、頭には灰色の布を巻いている。草でも編んでいたのだろうか。前掛けに木屑がたくさんついていた。

「申し訳ありません。実は、行方知れずになってしまった同胞の行方を捜しているのです」

　そうしてアマ・ミン＝ルティムは丁寧に説明を始めたが、それは途と中ちゆうでぶっきらぼうにさえぎられることになった。

「宿場町に人さらいが出たって、そんなもんがあたしらに関係あるもんかね。どうせ余所よその土地から流れてきたごろつきか何かの仕業だろう？　あたしの知ったこっちゃないよ」

「いえ、ですが――」

「ここいらには、余所に移り住むあてもない貧乏人しか住んじゃあいないんだ。ごろつきどもだって、こんな場所には用事もないだろうさ。仕事の邪じや魔まだから帰っておくれよ」

　ぴしゃんと、戸板を閉められてしまう。

　アマ・ミン＝ルティムは「うーん」と小首を傾かしげつつ、アイ＝ファに向き直った。

「アスタたちを隠かくしているために、わたしたちを追い払おうとしている。……という風には見えませんでしたよね」

「うむ。そして、私たちが森辺の民であるということもわかってはいない様子であったな」

　森辺の民こそ、このような土地には用事がない。見慣れた宿場町からわずかに離はなれただけで、アイ＝ファたちは異郷を訪れたかのような気分を味わわされることになった。

　そうして何軒かの家を回ったが、家に居残っているのは老人ばかりであり、返ってくる言葉も似たりよったりのものであった。また、家屋の半分は打ち捨てられた廃屋であり、もう何年も人が住まっているようには感じられず、何かの悪事に利用されているという痕跡もなかった。

「宿場町で人さらい？　そいつは剣呑な話だね！　だけど、そんな無法者どもがトゥランに逃げ込んでくるとは思えないねえ」

　そんな中、ようやくまともに耳を傾けようとしてくれる人物に出会えたのは、十軒ばかりの家を巡めぐったのちのことであった。小さな子供を胸に抱いた丸っこい壮そう年ねんの女が、好奇心に目をきらめかせながら、そのように語ってくれたのである。

「とにかくトゥランには古くからの住人しかいなくて、人間の数も減る一方だからさ。余所者なんかがまぎれこんだら、目に立ってしかたがないんだよ。……それでいて、領主様の荘園を守るために衛兵だけはわんさかいるから、あたしがすねに傷もつ人間なら、まずトゥランには近づいたりしないだろうね」

「そうなのですか。今のところ、衛兵には行き会っていないのですが」

「荘園は、領地のど真ん中だからね！　あたしらは、田畑のついでに野盗から守られてるだけなんだよ」

　面おも白しろくもなさそうに笑い声をあげる。その目が、今さらのようにじろじろとアイ＝ファたちの姿を見回してきた。

「ところで、あんたたちはずいぶん奇妙ななりをしているね。シムの民ほど肌は黒くないようだけど、いったいどこの生まれなんだい？」

「わたしたちも、ジェノスの生まれですが」

　アマ・ミン＝ルティムがそのように答えたので、アイ＝ファは驚いた。

　女は「ふうん」と、疑り深そうに目を光らせる。

「ま、何でもいいけど、こんなところを歩き回ったって無む駄だ足だよ。面めん倒どう事は衛兵に任せて、あんたたちも家に帰るこったね」

「ありがとうございます。お忙いそがしい中、失礼いたしました」

　そこからしばらく家はなかったので、ギルルを引き連れながらてくてくと道を歩くことになった。

「森辺の民と名乗らなかったのは、無用な騒さわぎを避けるためです。モルガの森辺もジェノスの領土ではあるのですから、虚きよ言げんにはならないでしょう？」

「うむ、そうであろうな」

「それにしても、やっぱりトゥランの住人は、森辺の民がこのような姿をしているということすら知らないのですね。このトゥランの田畑とて、森辺の狩人に守られているということに変わりはないはずなのに、何だかおかしな気分です」

「その田畑すら、自分たちには関係がない、という口振りであったな」

　アイ＝ファの胸にも、何かもやもやとした疑念がわだかまってしまっていた。

「この町は、何か奇き妙みようだ。宿場町のような生気がまったく感じられない」

「ええ。ですが、宿場町には異国や余所の町の人間も大勢いるのでしょうから、どちらがより正しい姿なのかは判別が難しいところですね」

　果たして、そうなのだろうか。アイ＝ファには、まったく腑に落ちなかった。

　ともあれ、捜索である。

　しばらく歩くと、道の端に一軒だけ小さな家がぽつんと建っていた。アマ・ミン＝ルティムが戸を叩くと、中からは小さな少女が現れる。

「はい、何でしょう？」

　褐かつ色しよくの髪かみを三つ編みにして胸もとにまで垂らした、可愛らしい娘むすめであった。年ねん齢れいは、リミ＝ルウとララ＝ルウの間ぐらいであろうか。茶色い瞳ひとみが、明るく無む邪じや気きそうに輝かがやいている。

　そして、家の中からは何とも胃袋を刺し激げきされる芳かぐわしい匂においが漂ってきていた。まだ中天までには間があるが、日中の軽い食事をこしらえていたらしい。

「お忙しいところを申し訳ありません。実は、無法者にかどわかされた同どう胞ほうの行方を捜し求めているのですが――」

　丁寧な口調は崩さずに、アマ・ミン＝ルティムが同じ内容を伝えていくと、娘は「それはお気の毒ですね」と眉まゆを下げた。

「わたしは朝から買い出しに出かけていましたけれど、中央のほうでも特に変わった様子はありませんでした。この付近も、いつも通りに静かです」

「買い出しですか。店というのは、もっと南側にあるのでしょうか？」

「いえ。数日にいっぺん、宿場町の商人がこちらにまで出向いてくれるのです。トゥランでは、それで用事が足りてしまいますから。店と呼べるのは、中央にある酒場ぐらいだと思います」

　それだけの受け答えで、この娘の聡明さと親切さがはっきりと感じ取ることができた。

　それに、同胞をかどわかされたアイ＝ファたちに、たいそう同情してくれているようでもある。そうと見て取ってか、アマ・ミン＝ルティムはさらに言葉を重ねていく。

「たとえば、人知れず人間を隠しておけるような場所は、このトゥランに存在するのでしょうか？」

「うーん、それも難しいと思いますね！　もちろん身動きが取れないようにして閉じ込めておくことはどこの家でも可能でしょうけれど、余所者などがうろついていたら一目で知れてしまいます」

「それでは、東の民などがこのトゥランを訪れることはありますか？」

「ありません。東の商人から物を買えるほど豊かな人間は少ないので、立ち寄る理由がないのでしょう」

　それが残念でならないように、娘はちょっとむずかるような顔をした。

　それから、ハッとしたように背後を振り返かえる。

「あ、すみません！　料理を火にかけているんです。そろそろ火を止めないとタラパが焦げてしまうので、戻もどってもいいですか？」

「はい。お忙しい中、すみませんでした。……とてもいい匂いですね？」

　何気なくアマ・ミン＝ルティムがつけ加えると、娘は嬉しそうに微笑ほほえんで「ありがとうございます」と言った。

「何かあったら、衛兵さんたちに伝えておきますね。お気を落とさず、頑張ってください！」

　そうして娘が戸板の向こうに姿を消すと、アマ・ミン＝ルティムはふっと息をついた。

「あのように無邪気そうな女の子がいて、少しほっとしました。どうもわたしは、このトゥランの領地というのがとても居い心ごこ地ち悪く感じられてしまいます」

「うむ。それは私も同様だ」

　この地には、何かどんよりと無気力の膜みたいなものがかぶせられているように感じられてしまう。かつてのスンの集落のように、住人たちが澱んだ目つきをしているわけではないが、何とはなしに空気が重いのだ。宿場町があまりにも雑然とした活気にあふれているために、このように感じられてしまうのだろうか。

　何にせよ、そんな中であの娘のように明るく健気に生きている人間も存在するというのは、余所者のアイ＝ファたちにとっても喜ばしく感じられることだった。

「何だか今の匂いのせいで、お腹が空いてきてしまいましたね。不作法ですが、歩きながら干し肉でもいただきましょうか」

「うむ」

　狩人であるアイ＝ファに、それはべつだん不作法とも思えない。塩気の強い干し肉をかじり、革の水すい筒とうで咽喉のどを潤しながら、二人は人気のない道を突き進んでいった。

　それから大いなる変化が現出したのは、太陽が中天に差しかかり、五十軒あまりの家を訪れたのちのことであった。南側へと続いていた道が開けて、巨きよ大だいな田畑の情景が忽こつ然ぜんと姿を現したのである。

　それと同時に、目ざとい衛兵たちが左右から駆かけ寄よってきた。

「貴様たちは、森辺の民だな！　このような場所で、いったい何をしているのだ！」

　総勢で五名の衛兵たちであった。宿場町の衛兵と同じように簡素な革の鎧を纏っており、手には長い槍を携たずさえている。

「私たちは、宿場町でかどわかされた同胞の行方を追っている。トゥランに害をなす意思はない」

　ようやく、アイ＝ファの出番であった。

　このために、狩人と女衆で組を作らせたのだろう。町の住人から穏おん便びんに話を聞き出すのは女衆の役割で、荒事に立ち向かうのは狩人の役割ということだ。

　が――衛兵たちは、意外な言葉を口にした。

「その報は、宿場町からも届いている！　貴様たちは宿場町のみならず、このトゥランでも騒ぎを起こす心づもりか！」

「何だと？　それは、いかなる話であるのだ？」

　聞いてみると、宿場町では衛兵らと森辺の民とでひと悶着あったらしい。

　アイ＝ファとアマ・ミン＝ルティムはギルルを使って早々にこのトゥランを訪れたが、あちらでは六十名もの森辺の民が大挙して町に下りてきたのだ。考えてみれば、それで悶着が起きないはずもなかった。

「騒ぎを起こすつもりはない。同胞をかどわかした無法者どもが潜んではいないという確証を得るために、我々はこのトゥランにまで出向いてきたのだ」

「無法者が、このトゥランなどにやってくるものか！　仮にやってきたとしたら、我らがそれを取り押さえてみせよう！」

「それはありがたい話だが、私たちがトゥランを訪れるのは、何かの罪になるのか？　そうでなければ、何も文句を言われる筋合いはない」

「しかし――！」

「通行証なくして城下町に踏ふみ込むのは、罪とされた。それゆえに、我らは城下町でなく宿場町やトゥランで仕事を果たそうとしているのだ。我らの行いに罪があるのか、ジェノスの法のもとに語ってもらおうか」

　薄皮一枚の下に潜めていた怒気が、かすかにこぼれてしまったのかもしれない。衛兵たちは、青い顔をして槍の穂先を突きつけてきた。

「こ、この果樹園には何ぴとたりとも近づくことは許されていない！　それはトゥラン伯はく爵しやくサイクレウス卿の定めし法である！　トゥランを退去すべしとは言わぬが、この場からは立ち去ってもらおう！」

「ふん……このように見通しのいい場所には、誰も隠れ潜むことなどはできなかろうな。言われずとも、このような場所に用事はない」

　アイ＝ファはアマ・ミン＝ルティムをうながして、もと来た道を戻ることにした。その際に、アマ・ミン＝ルティムが顔を寄せてくる。

「アイ＝ファ、あの田畑で働かされているのは――」

「うむ。あれが話に聞く、マヒュドラの民たみというやつなのだろうな」

　衛兵たちの背後に広がっていた、広大なる田畑――そこで荷を引いたり土に鍬くわを入れたりしていたのは、いずれも金色の髪を持つ途方もない大男たちばかりであった。

　ざっと目を走らせただけで、数十人はいたように思う。サイクレウスは、北方の奴隷商人から買いつけたマヒュドラの民たちを、奴隷として使役しているのだ。

（そしてサイクレウスは、森辺の民も自分と同じ人間とは見なしてはいない――カミュア＝ヨシュは、そのように言っていたな）

　サイクレウスにとっては、マヒュドラの民も森辺の民も、己の富を築くための道具に過ぎないのだろうか。だから、刀をもってかどわかすなどという、そんな無法な真似もできるのだろうか。アイ＝ファの胸には、深しん甚じんなる怒いかりの火が燃えていた。

（必ず――必ずアスタは、この手で救ってみせる）

　しかしその日は何の成果をあげることもできず、夜を迎むかえることになってしまった。

　サイクレウスの邸てい宅たくや、マヒュドラの民を収容する建物など、アイ＝ファたちには立ち入りの許されない場所もいくつか存在したのだが、それはのちに訪れたドンダ＝ルウが衛兵たちにかけあって、捜索の仕事を果たしてくれた。それ以外では、アスタや無法者どもが潜んでいそうな場所などはまったく見出すことができなかったのだ。

　むろん、すべての家の中を捜索することなどはかなわないのだから、一時的に身を潜めるぐらいなら、いくらでもできるだろう。しかし、このような場所で人目を恐れながら身を潜ませる理由があるとも思えない。トゥランにおける捜索の仕事は、わずか一日で完かん了りようすることとなってしまった。
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　翌日は、ジェノス南部の農村における捜索であった。

　こちらでは、野菜売りのドーラという者が手伝ってくれることになった。

「お得意さんの宿屋なんかには、朝一番で野菜を届けておいたからさ。手売りの仕事はさっさと切り上げることにしたんだよ」

　ドーラは、そのように言っていた。この者も、アスタの身を心から案じてくれているのだ。一緒についてきたターラという娘などは、リミ＝ルウと同様に二日が経過しても泣きそうな顔をしてしまっていた。

「昨日はトゥランを回ってきたんだってね？　あそこは小さいし住人の数も少ないから手間もなかっただろうけど、俺おれたちの住処はとにかくだだっ広いからさ！　住人の案内がなかったら、どうにもならないはずだよ」

　いっぽうのドーラは、外見だけは変わらずに陽気そうだった。しかしそれは、心中の不安や怒りをねじふせた上での陽気さなのだということは、しばらく行動をともにするだけで察することができた。

　そんなドーラとともに、農村の道を歩く。ドーラの言葉通り、農村の区域は広大であった。

　また、広大であるばかりでなく、田畑の間に背の高い樹木が密生していたり、川の流れに行く手をさえぎられたりと、複雑に地形が入り組んでおり、木の塀などの区切りがないこともあって、どこからどこまでが人間の管理する領域なのかも判然としないほどであった。田畑の規模はトゥランと比較にならなかったし、そして、家や住人の数などは数倍にも及ぶように感じられた。

「そりゃあトゥランでは、野良仕事をすべて奴隷たちに任せてるって話だからねえ。奴隷たちには家族もないから、自然に人間の数は少なくなっちまうんだろうさ」

　この農村――ダレイムという領地においては、小作の農民というものが何百人と住んでいるらしい。いくつかの家で組を作り、領主から与えられた田畑の管理をしているのだ。このドーラという男は、その中でも二番目に大きな田畑の取り仕切りを任されている家の主人であるとのことだった。

「まあ、実際の取り仕切りはもう一番上の息子むすこに任せちまって、それで俺は宿場町での手売りの仕事を受け持ってるんだよ。領主や貴族の相手をするよりは、宿場町の連中を相手にするほうがうんと楽しいしね」

「貴族を相手にも商売をしているのですか」

　アマ・ミン＝ルティムが如才なく相槌を打つと、田畑の間のあぜ道を歩きながら「そりゃあもちろん」とドーラは答えた。

「作る野菜の半分以上は、城下町で引き取られているんだよ。あとに残った分とアリアとポイタンを、俺が宿場町で売りに出しているのさ」

「アリアとポイタンは、城下町では買われないのですか？」

「うん、アリアなんてのはあんまり貴族様の気取った口には合わないらしいし、ポイタンは――それこそ、旅人か森辺の民にしか買い手がつかない野菜だからね」

　そこでドーラは足を止めて、右手のほうに広がる畑を指し示してきた。

「でも、見事なもんだろう？　ここから見える分は、全部ポイタンの畑だよ」

　それでアイ＝ファも好奇心を刺激されて、その広大なる畑を見渡すことになった。

　水気のない茶色い土の地面が、果てしなく広がっている。しかしそこに見慣れたポイタンの姿はなく、しなびた蔓つる草くさのような葉と茎くきが等間隔で土から顔を出しているばかりだった。

「ポイタンってのは痩せた土地でも育つし、あっという間に収しゆう穫かくすることもできるからさ。こいつを森辺の民がたくさん買い上げてくれるから、それだけでも俺たちには十分な稼ぎなんだよ」

「森辺の民は、最低でも一日に二つのポイタンを食するようにしていますからね」

「そう、それで森辺の集落には、全部で五百人以上の人間がいるんだろう？　そうしたら、一日に千個ものポイタンが買われていることになる。こんなにポイタンの売れる町なんてのは、ジェノスの他ほかにないだろうと思うよ」

　そこでドーラは、深々と息をついた。

「で、最近ではアスタが一日に百五十個ものポイタンを買ってくれていたからさ。俺たちは、慌あわててポイタンの畑を広げることになったんだ。幸い、ポイタンしか育たないような痩せた土地だったら、南側にいくらでも広がっているからね。領主様だって、何の文句もなく田畑を広げることは了承してくれたよ」

「そうですか……」

「こいつは、すごい話だろう？　アスタが商売を始めただけで、俺たちは畑を広げるような騒ぎになっちまったんだ。アスタは、すごい男だよ。そのすごさを本当にわかっている人間なんて、宿場町にもまだそんなに多くはいないかもしれない。……そんなアスタと真っ先に知り合えて、縁を結ぶことができたことを、俺は誇りにすら思ってたんだ。それが、こんなことになっちまって……」

　ドーラの目に、怒りと悲しみの光が閃ひらめいた。とぼとぼと一緒に歩いていたターラのほうも、涙目になっている。

　やがてドーラは、ぶんぶんと頭を振ってから、申し訳なさそうにアイ＝ファたちを見た。

「悪いね。同胞であるあんたたちのほうが、よっぽどつらい思いをしてるだろうにさ。俺なんかが泣き言を言うのは、おこがましいや」

「そのようなことはない。あなたからそのような話を聞くことができて、私こそ誇らしいと思う」

　思わずアイ＝ファも、横から口をはさんでしまった。

　ドーラは「うん」と、大きくうなずく。

「あんたは、アスタの家の家長だったよね。アスタのおかげで、俺は長年恐おそれてきたあんたたちとも縁を結ぶことができたんだ。何としてでもアスタを取とり戻して、またあんたたちと変わらぬつきあいを続けていけるようにと祈いのっているよ」

「私も、そのように願っている」

　しかし、南のダレイムの地においても、何らかの成果を上げることはできなかった。城下町の外に犯人はいない。その事実は、日を重ねるごとに明らかとなっていったのだ。

　ダレイムはドーラの協力の甲か斐いあって、一日と半分で捜索の仕事を終えることができたので、三日目の残り半分は、宿場町における捜索を手伝うことになった。

　宿場町は建物も人間も密集しているし、また、旅人や商人などの出入りが激しかったので、捜索の作業ももっとも困難であったのだ。

　しかしそれでも、その日の内には捜索を終えることができた。宿場町にも、トゥランにも、ダレイムにも、アスタや無法者が留まっていたという痕跡を発見することはかなわなかったのだった。

「この事実をもって、明日は城下町におもむくこととする」

　その夜に、ルウの集落でドンダ＝ルウはそのように宣言した。

「ザッシュマという男を通じて、メルフリードという貴族にも話を通したが、やはり明後日の朝まで動くことはできぬという返事であった。その朝にはサイクレウスもまた行動の自由を得ることになるので、我々はその前に城下町に踏み込もうと思う」

　いよいよだ――と、アイ＝ファはいっそう強く拳を握にぎりしめることになった。

　ここまでは、城下町に踏み込むための前準備に過ぎない。明日こそが、決着の時となるのだろう。

　アスタがさらわれた日から数えて、今日で四日目。その一日ごと、孤独な夜が訪おとずれるたびに、アイ＝ファは魂たましいが砕けそうになる苦しみを負うことになった。晩ばん餐さんを終えた後のわずかな時間、様子を見に来てくれるサリス・ラン＝フォウの存在がなかったら、自分がどうなってしまっていたかもわからない。

　だけどそれも、この夜で最後だ。

　この夜で、絶対に最後にしてみせる。

　そんな思いを胸に、アイ＝ファは苦悶に満ちた夜に耐たえた。

　そして翌日――

　アスタがさらわれてから、五日目の朝。この朝はアイ＝ファもギルルをルウの集落に預けて、ドンダ＝ルウらとともに町へと下りることになった。

　そこに、その者が現れたのだ。

　ギバとは異なる毛皮の外套を纏まとった、赤い髪をした異郷の狩人――赤あか髭ひげゴラムの息子、ジーダである。

「ファの家のアスタは、城下町のサイクレウスという貴族の館に捕らわれている。犯人は、その貴族の子であるリフレイアという娘だ」

　ジーダは、そのように告げてきたのだった。

　当然のこと、ドンダ＝ルウらは勢い込んでジーダに事情を問い質した。

　しかし、アイ＝ファはそれ以降の記き憶おくがおぼろであった。皆みなの言葉は耳に入っていたのに、まったく記憶に留めることができなかったのだった。

（アスタは、生きている――）

　その思いだけが、頭と身体と心に満ちて、アイ＝ファは何も考えることができなくなってしまっていた。

　母なる森は、アスタとアイ＝ファを見捨てたりはしなかったのだ。アイ＝ファはしばらくまぶたと口を閉ざし、あふれそうになる涙なみだと嗚お咽えつをこらえることになった。
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「待たせたな。何とか話をまとめることがかなったぞ」

　アイ＝ファたちのもとにザッシュマが戻ってきたのは、太陽が中天を過ぎてのちのことだった。

　ジーダからアスタの行方を聞かされた森辺の民は、今後の進むべき道を巡って、また紛糾することになったのだ。居所が知れたのだから問答無用で城下町に踏み込むべし、という意見と、あくまで予定通りに門衛たちに話を通すべき、という意見で真っ二つに割れてしまったのである。

　むろん、城下町に踏み込む、という結論に変わりはない。が、ジーダから聞いた話をそのまま門衛にぶつけてサイクレウスの娘の罪を問うべきか、その事実はひた隠しにして、ただ犯人を捜索させてほしいと願い出るべきか、そこで意見が割れてしまったのだった。

　前者は、やはり貴族が犯人だったのだと憤る者たちである。

　後者は、サイクレウスではなくその娘が犯人であったのだから、これは慎重に対応するべきだと唱える者たちだった。

「そのリフレイアというのは、年端もいかぬ娘であるという話です。下手に騒ぎたてると、どのような真ま似ねに及ぶかもわかりません。ならば、こちらがアスタの居所をつかんでいるという事実は隠したまま、救出の手立てを考えるべきではないでしょうか？」

　後者の最先鋒たるガズラン＝ルティムは、そのように述べていた。

「力ずくでアスタをさらったというのも、その幼さゆえの短たん慮りよであったのでしょう。その短慮さが再びアスタに向けられてしまったら、取り返しのつかぬことになってしまいます。アスタが無事であるとわかった以上、最大限に慎重を期すべきです」

「ならば、どうしろと言うのだ？　あのジーダという者のように、こっそり館に忍び込むのか？　家人の案内なく家に踏み込むというのは、森辺でもジェノスでも罪となる行いだろうが？」

　両目を爛々と燃やしながら、ラウ＝レイがそのように応じる。ラウ＝レイは、最初の夜にも「刀を取るべし！」と主張していたのだ。その怒りもアスタを思うゆえであり、また、森辺の民らしい直ちよく截せつさでもあった。

「最初に刀を取ったのは、貴族どものほうだ！　ならば、我らが刀を取っても掟を破ることにはならぬだろう！」

「貴族どもではありません。あのジーダという者の言葉を信じるならば、犯人はリフレイアという貴族の娘と、その従者である二名のみです。それらの者の罪を問うのに、ジェノスそのものを敵に回すわけには――」

　言いながら、ガズラン＝ルティムはとても苦しげであった。

　おそらくガズラン＝ルティムには、この場で刀を取ったのちの未来が見えてしまうのだろう。ガズラン＝ルティムは、森辺の民としてはあまりに理知的に過ぎるのだ。

　本心では、ガズラン＝ルティムも刀を取って城下町に踏み込みたいと強く思っているに違いない。その激しい感情を抑よく制せいできる理性と知性が、ガズラン＝ルティムには備わっている。それは、森辺の民としての強さなのか弱さなのか――アイ＝ファには、判別することも難しかった。

　ともあれ、森と町の境でそのように論じ合っている内に、カミュア＝ヨシュの身内である《守護人》のザッシュマが姿を現したのである。

「なるほどな。犯人はサイクレウスの娘だったか。ならば、このような時期にこのような真似をしでかしたのも、うなずける。こいつは陰いん謀ぼうでも何でもなく、道理をわきまえぬ小娘がしでかした大いなる悪ふざけであったわけだ」

「悪ふざけなどという、そんな生易しい言葉で済ますわけには――！」

「わかっている。ある意味では、これはサイクレウス自身が犯人であったよりも厄介な事態だよ。その娘は、自分がどれほど大それたことをしでかしたかも理解できていないのだろう。ガズラン＝ルティムの言う通り、下手に動いたら取り返しのつかぬ騒ぎになるやもしれん」

　城下町にも出入りが許されているザッシュマという男には、ガズラン＝ルティムの懸念もはっきり理解できるらしい。ザッシュマは、無精髭の濃い顎をかきながら「ううむ」とうなった。

「かといって、俺一人でどうこうできる相手でもなさそうだしな。こいつはいよいよ、援軍が必要かもしれん」

「援軍？」

「しばし待っていてくれ。何とかアスタ姫を穏便に救出できる手立てはないか、考えてみる。俺を信用して、この場は預けてくれ」

「……姫というのは、貴族の娘に対する敬称なのではないのか？」

　いぶかしんでアイ＝ファが問うと、ザッシュマは面白くもなさそうに笑った。

「あくどい貴族にかどわかされて、なすすべもなく救いの手を待っている。吟遊詩人の歌う物語などでは、そいつはお姫様の役割なんだよ。……とにかく、俺に時間をくれ。《北の旋風》ほどではないが、俺だって貴族の取り扱あつかいには、ぼちぼち手馴れているほうだからな」

　そうしてザッシュマは去っていき、数刻も森辺の民を待たせてから、ようやく舞い戻ってきたのである。

「手立てとやらは、整ったのか？」

　一同を代表してドンダ＝ルウが問うと、ザッシュマは「ああ」とうなずいた。

「目には目を、刀には刀を、貴族には貴族をだ。……まさか《北の旋風》が戻ってくる前に、この御ご仁じんを引っ張り出すことになるとは思わなかったぜ」

　そうしてザッシュマは、ダレイム伯はく爵しやく家けの第二子息ポルアースという者について語り始めた。

「メルフリード殿どのを除いては、このポルアース殿が唯ゆい一いつの味方と呼べるジェノスの貴族なんだ。この御仁の立ち会いのもとに、森辺の民がサイクレウスの館に踏み込んでしまえばいい」

　そうすれば、いかにトゥラン伯爵家の嫡子といえども、人さらいの罪を有う耶や無む耶やにすることはできないはずだ、という話である。

「貴族なら、通行証を用意することもできるしな。森辺の女衆がポルアース殿の侍じ女じよか客人のなりでもして同行すれば、アスタの顔を見間違えることもないだろう？　それで、リフレイアという娘の罪を告発すればいい」

「……身分を偽り、サイクレウスの館に踏み込むということか」

　ドンダ＝ルウの言葉に、アイ＝ファは即座に声をあげた。

「虚言の罪は、私がかぶろう。家人を救うためであるならば、それぐらいの罪をいとうものではない」

「お前さんが同行するのか？」

　ザッシュマが、じろじろとアイ＝ファの姿を眺ながめ回まわしてくる。

「うーん……まあ、目つきなんかは狩人まるだしだが、森辺の女衆としても際きわ立だって美麗な顔立ちをしているしな。乱暴な口をきいたりしなければ、何とかなるやもしれん」

「……顔立ちが何だというのだ？」

「うん？　それはまあ、貴族が貴族の館に同行させるんだから、それなりの身なりに化けてもらわないと用事が果たせないんだよ。浅黒い肌をしていることは、シムとの混血だとでも言い張るしかないだろうな」

　何とも奇き矯きような計略であった。

　しかし、貴族どもの気風や城下町の情勢もろくに知らない森辺の民がやみくもに刀を振り上げるよりは、成功の見込みも高いのだろう。

　森辺の民は、若じやつ干かんの不安を抱かかえながらも、ザッシュマからの提案を受け入れることになった。




◇




「おお、待っていたよ、ザッシュマ殿。そちらが森辺の女衆かね？」

　ポルアースというのは、奇妙な風体をした男であった。

　ころころとした丸っこい体格をしており、もう青年と呼ぶべき年とし頃ごろなのであろうが、妙に無邪気な顔つきをしている。

　乳白色の長なが衣ぎぬを纏っており、申し訳ていどに飾かざり物ものを下げているが、それほど華美な装いではない。そして、森辺の狩人たるアイ＝ファを前にしても、その面に蔑みや警戒の表情が浮かぶことはなかった。

「僕ぼくはダレイム伯爵家の第二子息、ポルアースだ。良かったら、そちらも名前をお聞かせ願えるかな？」

「私は森辺の民、ファの家のアイ＝ファだ」

「ふむ、森辺の民らしい異国的な名前だね。それに、容姿も素す晴ばらしい！　森辺の女衆には美人が多いと聞いていたが、それは真実であったようだ」

　他者の容姿を無用に取り沙汰するのは、森辺において非礼とされている。が、この場でそのようなことを論じても無益と思えたので、アイ＝ファは無言をつらぬかせていただくことにした。

「いやあ、恥はずかしながら、森辺の民と間近に接するのは初めてのことなのだよ。君たちの苦心なくしてダレイムの繁栄はないのだから、僕たちはもっともっと森辺の民に感謝するべきなのだろうねえ」

　先日のドーラとの会話でも知れた通り、ダレイム伯爵家というのはジェノス南部の農園の区域を治める領主の血筋であった。アイ＝ファが連れてこられたこの場所も、ダレイムにある伯爵家の屋や敷しきなのである。

　とはいえ、普ふ段だんは召使いが留守を預かっているのみで、伯爵家の人間はそうそう訪れないらしい。先日の捜索の際も、トゥラン領のサイクレウス邸とは異なり、すんなりアイ＝ファたちを受け入れてくれたのだ。もちろんそれはドーラの根回しあってのことなのだろうが、そのときから、同じ伯爵家でもずいぶん作法が異なるのだな、とアイ＝ファはひそかに感じていた。

「話はすべて、ザッシュマ殿からうかがっているよ。いやはや、まさかリフレイア嬢がそのような罪を犯してしまうとは……きっと彼かの女じよは、そのアスタ殿という人物が宿場町でたいそうな評判を呼んでいると知り、料理人として屋敷に招きたくなってしまったのだろうねえ」

「料理人として？」

「うん。リフレイア嬢も父君のサイクレウス卿に劣おとらず、名うての美食家であらせられるからねえ。一日で森辺に帰すという約束を破ったというのなら、それはよほどアスタ殿の腕うで前まえがお気きに召めしたということなのだろうと思うよ」

「そのように無法な話が……」

　と、アイ＝ファはそこで言葉を詰まらせてしまう。また激烈な怒りが、噴出してしまいそうだった。

　アスタの料理を口にしてみたかったというのならば、正面からそのように願い出れば良かったのだ。族長たちの反対がなければ、それを拒むようなアスタではない。それなのに、どうして力ずくでかどわかすなどという無法な真似をしたのか――アイ＝ファには、その心情がまったく理解できなかったのだった。

「たとえ罪が露見しても、銅貨を積めばどうにかなると思ったんじゃないのかな。実際問題、トゥラン伯爵家に招かれるというのは、料理人にとってこの上なく栄誉なことだからねえ」

「しかし――！」

「うんうん、君の怒りはごもっともだよ。彼女は僕以上に森辺の民というものをわかっていないのさ。森辺の民が、銅貨で罪を許すはずがない。その一点さえわきまえていれば、このような事態には陥らなかったのだろうねえ」

　アイ＝ファをなだめるように、ポルアースがふにゃふにゃと笑う。それでアイ＝ファも、なんとか怒りを抑制することができた。

　心を乱しても、何の益にもならない。今は冷静に、アスタを救うことのみに心を砕くべきであった。

「では、さっそくお召し替えをしていただこうか。シェイラ、森辺よりの客人に失礼のないようにね」

「はい、かしこまりました」

　シェイラと呼ばれた侍女が、いくぶん緊きん張ちようした面おも持もちで進み出てくる。こちらは森辺の民に対して、相応の警けい戒かい心しんを抱いだいているようだ。

「お召し替えの間にご案内いたします。こちらへどうぞ……」

　その侍女の案内で、隣となりの部屋へと誘われる。窓に布の張られた、小さな部屋だった。この部屋も、先日の捜索で一度は覗のぞかせていただいている。

「では、お召し物をお預かりしてよろしいでしょうか……？」

「うむ」

　アイ＝ファは、狩人の衣ころもを受け渡した。

　それを受け取ったまま、娘は動かない。

「あとは、何を渡せばよいのであろうか？」

「え？　……あの、下帯以外は、すべてお渡し願いたいのですが……」

「……着き替がえぐらいは、自分で果たせる。女人とはいえ、同胞ならぬ相手に裸身をさらすのは気が進まぬのだが」

「はあ……ですが、こちらの装束はポルアース様が城下町のお屋敷から持ち出されたものですので、わたしが手ずからお手伝いすべしと命じられているのです」

「しかし、子供ではあるまいし――」

　と、言いかけて、アイ＝ファは眉をひそめた。二人の脇わきにある卓の上には、何やら銀色にきらめく飾り物が山のように積まれていたのである。

　布の類いは、腰こし巻まきと思しき一枚しか見当たらない。どれをどこに装着すればよいものか、これではアイ＝ファには見当をつけることもできなかった。

（……まったく、面倒なことだ）

　それでもアスタの無事を聞かされて以来、アイ＝ファの身にはかつてないほどの力があふれかえっていた。

　アスタを救うためであるならば、少しぐらいの不満は呑のみ下すべきであろう。アイ＝ファはそのように覚かく悟ごを決めて、まずはギバの牙きばと角の首くび飾かざりと、毒虫除けのグリギの腕うで飾かざりを身から外した。さらに胸あてと腰あてと革の履物も脱ぎ捨てると、下帯一枚の姿と成り果てた。

「……そちらの首飾りもお預かりしてよろしいでしょうか？」

　それには、「否いな」と答えてみせる。

「この首飾りは、私にとって非常に大事なものであるのだ」

「で、ですが、そちらをお付けしたままでは、他の飾り物との調和が乱れてしまいますので……」

　アイ＝ファは、がりがりと頭をかいてみせる。

　これは、他ならぬアスタから贈られた品であるのだ。

「では、あとで目につかぬ場所につけさせていただく。この首飾りを、身から遠ざけたくはない」

「……承知いたしました。それでは、髪もほどいていただけますか？」

　シェイラなる娘が森辺の装束を片付けている間に、アイ＝ファは髪留めを取り払った。

　裸身をさらしたアイ＝ファの前に、シェイラがあらためて立ちはだかる。その目が大きく見開かれて、アイ＝ファをまじまじと見やってきた。

「何だ、まだ何か用事が足りぬのか？」

「いえ……あまりのお美しさに、つい見とれてしまいました……」

　頬ほおを赤らめて、うつむくシェイラである。

　アイ＝ファは腰に手をあてたまま、深々と息をついてみせた。

「狩人にとって、それは褒め言葉になりえない。できれば一刻も早く裸身を隠かくしたいのだが」

「し、失礼いたしました」

　シェイラは卓の上から装束の一つを取りあげて、アイ＝ファの胸むなもとに手をのばしてくる。銀色の細工物でこしらえられた、それが胸あてであるようだった。

　胸を覆う部分の裏地には布が張られていたが、背中に回されるのは白銀の華奢な鎖である。これが胸あてだなどとは、アイ＝ファに判別できるはずもない。

　こまかい刺繍のほどこされた一枚布は、やはり腰巻きであった。宿場町の民であるユーミが纏っているものと、形状的に大差はない。が、妙に肌触りがさらさらとしており、動くとそれが腿にあたって、わずかながらにくすぐったかった。

　さらにその上から金色に光る細い帯や銀色の鎖を巻きつけられて、肩かたには半透明の肩掛けを掛けられる。耳には半月の形をした大きな飾り物、腕には何重もの細い銀の環、ほどかれた髪には赤や紫の石の飾りを編みこまれて――森辺の宴衣装よりも華美な装いである。

　足の先に履かされたのは、底の部分だけがやわらかい革でできていて、それをきらめく帯や鎖で足に留める、靴というよりも装飾具そのものとしか思えないような代物であった。このような履物ではまともに森の中を歩くことさえできないだろうな、とアイ＝ファは頭の片隅で考える。

「最後に、これを……大きさの合うもののみお付けください」

　そう言って手て渡わたされたのは、やはり銀と光る石でできた指輪であるようだった。刀を握る邪じや魔まにはならぬよう、適度な大きさを持つものだけを選び取る。

「ああ、これなら化粧の必要もありませんね……本当にお美しいお姿です」

「…………」

「それに、香油の準備もしていたのですが、その必要もないようですね。髪からほのかに甘あまい香かおりがいたします」

　いい加減にしろ、と怒鳴りたいのを、ぐっとこらえる。ともあれ、お召し替えという難儀な仕事は、これで果たされたようだった。

　アスタから贈られた青い石の首飾りは、腰巻きの下にそっとはさみこんでおく。そうしてもとの部屋に戻ると、ポルアースやザッシュマからいっそう遠えん慮りよのない声をぶつけられることになった。

「おお、なんと美しい！　これならシムの姫君と名乗っても疑われることはないだろう！」

「そんなご大層な人物が前触れもなくトゥラン伯爵家を訪れるのは、いささかならず不自然でしょう。……しかしこれは、予想をはるかに超える美しさですな」

　アイ＝ファとしては、不快感がつのるばかりである。

　だが――これでようやく、反撃の準備が整ったのだ。アイ＝ファの胸には、まだ見ぬ敵への闘争心がいよいよ激しく燃えさかり始めていた。

「それでは、さっそく出発しよう。ザッシュマ殿はどうするのかな？」

「俺は宿場町に居残って、森辺の民の力になろうかと思います。彼かれらは今、人さらいの犯人はトゥラン伯爵家の娘であったという事実を、ひそかに触れ回っている最中なのですよ」

「ああ、なるほど。あの癇かん癪しやく持もちのリフレイア嬢を相手にするには、それぐらいの用心が必要かもしれないねえ。こいつは大変な騒さわぎになってしまいそうだ」

　肝きもが据わっているのか危機感が足りていないのか、ポルアースという貴族はいつまでも無む邪じや気きそうに笑っていた。

　そんなポルアースとともに箱型のトトス車に乗り込み、ダレイム領を出る。目指すは、城下町である。

「アイ＝ファ殿は、ダレイムの恵みを買い付けに来た豪ごう商しようの娘むすめであるということにしておこうか。それで、噂うわさに名高いトゥラン伯爵家の晩餐を口にしてみたいと熱望した、とね。それなら、リフレイア嬢にも素性を疑われることはないと思うよ」

「……色々と面めん倒どうをおかけしてしまい、感謝の言葉もない」

「いいよいいよ！　カミュア＝ヨシュ殿には色々と興味深い話を聞かせてもらっているからね。今後は手をたずさえて、悪逆なるトゥラン伯爵家に立ち向かっていこうじゃないか！」

　ごろごろと進む車の中で、やはりポルアースは笑っていた。

　アイ＝ファにとっては、これがメルフリードに続いて二番目に顔をあわせることになったジェノスの貴族なのである。貴族にも色々といるのだな、とアイ＝ファは感心したいような心地であった。

「ポルアースよ、あなたに一つお尋ねしたいことがあるのだが」

「うん、何かな？」

「ダレイムでは、どうして田畑を守るための塀を築かないのであろうか？　トゥランのように領地を塀で囲ってしまえば、ギバが森からあふれても、被害を最小限に留めることが可能であろう？」

「うーん、ダレイムの領地は広いからね！　トゥランのように奴隷でも使わない限り、人手や費用を捻出するのも難しいんだよ。……それにきっと、そのようなものに着手しようとしたら、トゥラン伯爵からの横槍が入ってしまうのだろうと思うよ」

「横槍？　何故なぜであろうか？」

「それはもちろん、ダレイムまでもがそこまで守りを固めてしまったら、トゥランでの被害が増えてしまうからさ。トゥランだって、ギバが本気でかかったら打ち破れるていどの粗そ末まつな木の塀しか築いていないからね。ダレイムの田畑が無防備にさらされているからこそ、ギバたちもトゥランの田畑を早々にあきらめることになったのではないのかなあ」

　そう言って、ポルアースは初めて真しん剣けんそうな表情を見せた。

「長い目で見れば、塀を築いたほうがダレイムのためになることはわかりきっている。それでも父上がその道を選ばなかったのは、きっとトゥラン伯爵家を恐れてのことだと思うんだよ。同じ伯爵家でありながら、サイクレウス卿の力はジェノスで突出してしまっているからねえ」

　田畑がどうなろうとも苦しむのは農民たちばかりで、貴族どもは素知らぬ顔をしているのではないのか――森辺ではそのような認にん識しきがはびこっていたが、真実にはもう少し複雑な裏事情が存在するらしい。

「だけどまあ、それだけが理由のすべてではないのだろうなとも思う。もしもジェノスの田畑を厳重に守ってしまったら、今度は飢うえたギバの矛ほこ先さきがどこに向かうか知れたものではないだろう？　宿場町の家屋や、あるいは街道を行く旅人などにも災厄が広がってしまうかもしれない。けっきょく被害を減らすには、ギバを狩かり続けるのが一番ってことさ」

　また無邪気そうな笑え顔がおを復活させて、ポルアースはそのように言った。

「だから僕たちは、塀を築くよりもまず森辺の民を支援するべきだと思うんだよね。サイクレウス卿を失脚させて、森辺の民が力を得られるならば、それはきっとダレイムの富に繋がる。そういう意味でも、僕は君たちに力を貸すべきだと考えたのさ」

　ポルアースにはポルアースの目もく論ろ見みがあるのだろう。

　ダレイムに向かう前、ザッシュマはポルアースのことを「がめつい」などと評していたし、どこまで領民のことを思いやっているのかもよくわからない。

　ただ、悪あく辣らつな人間ではないのだろうなと思う。今のアイ＝ファには、それだけで十分だった。

　アスタを救うためであったら、貴族とだって手をたずさえてみせよう。

　そのようなことを考えている内に、トトスの引く車は宿場町を抜ぬけて、城下町の城門に辿り着いたようだった。




４




　そうして、太陽が西に沈みかけた頃、アイ＝ファたちはようやくトゥラン伯はく爵しやく邸ていの門をくぐることが許された。

　箱型のトトス車を降りると、薄闇の中に石造りの巨きよ大だいな館がそびえたっている。ポルアースと、それに三名の護衛の兵士たちとともに、アイ＝ファはその灰色をした建物と相対した。

　アイ＝ファの腰に、刀はない。刀は、ポルアースが携たずさえている。が、それも屋敷の入口で取り上げられてしまうらしい。文字通り、アイ＝ファたちは徒手空拳で、この悪の巣そう窟くつに乗り込むのだ。

「ようこそいらっしゃいました……こちらにどうぞ……」

　玄関口でアイ＝ファたちを迎えたのは、金色の髪かみと白い肌を持つ背の高い女衆である。その瞳ひとみが紫色をしていることに気づき、これもマヒュドラの民なのかもしれぬと、アイ＝ファはこっそり考えた。

　護衛の兵士たちは玄関近くの控えの間で待機するよう命じられて、アイ＝ファとポルアースだけが、燭台の取りつけられた回廊の奥おく深くに案内される。

　アイ＝ファは両手を腹の前で組み、しずしずと歩いていた。歩幅も、いつもの半分ていどである。トゥラン伯爵家からの返事を待っている間、そういった淑女のふるまいとかいう城下町の作法も、シェイラから指南されることになったのだ。

　これで自分が城下町に相応しい人間に見えるのか、アイ＝ファには、さっぱりわからない。しかし、案内をする金髪の娘にも、それに追従するトゥラン伯爵邸の兵士たちにも、とりたてていぶかられることはないようだった。

「よくぞいらしたわね、ポルアース殿。まもなく晩餐の準備も整うところよ」

　やたらと豪奢な織り物を壁かべに張りめぐらせた大きな部屋で、その娘は待ちかまえていた。

　淡い栗色の髪をした、小さな娘である。むやみにひらひらとした純白の装束を纏っており、いかにも貴族めいた顔立ちと目つきをしている。

　この娘が、従者に命じてアスタをさらわせたのだ。

　しかし、アイ＝ファは冷静につとめることができた。自分でも驚おどろくぐらいに、アイ＝ファの心は静まりかえっている。まるでギバ狩りの最中であるかのように、アイ＝ファの心は厳しく張り詰めて、鋭するどく研ぎすまされていたのであった。

（……後ろに控えたこの男が、悪漢の片割れだな）

　妙みようにずんぐりとした甲冑姿の男が、娘の背後に控ひかえている。それは、ネイルという宿屋の主人から聞いていた通りの風体であった。

　ただし、あのサンジュラという男の姿はどこにもない。あの男がいた場合はおたがいに顔を見知っていたので、その場で罪を告発することができたのだが、その道は閉ざされてしまったようだ。

　だが、アイ＝ファにはそのほうが都合がよい。アスタの所在もわからぬ内に、ことを荒立てたくはなかった。

「ふうん。そちらがシムの血を引く豪商の娘であるわけね？」

　貴族の娘――リフレイアは、そのように言いながら遠慮のない視線をアイ＝ファに向けてきた。

　なるべく口をきかぬように、相手の目を真っ向から見返したりはしないように、と言い含められていたので、アイ＝ファは静かに相手の胸もとあたりを見つめ続ける。

「はい。祖父方がシムの血筋であるそうです。彼女自身はベヘットの生まれで、父親とともに野菜の買い付けにいらしたのですよ。名前は、アイーファと申します」
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「へえ。だけど、父様は明日の朝まで戻もどらないのよ。トゥランのフワノとママリアがお目当てだったのなら、お生憎様だわ」

「それはもちろん、わきまえております。必要があれば、明日にでも彼女の父親からサイクレウス卿に商売の話が届けられるでしょう。今こ宵よいはトゥラン伯爵家の晩餐にお招きいただけただけで十分でありますよ」

　言いながら、ポルアースがアイ＝ファにうなずきかけてくる。

　アイ＝ファは無言のまま胸の前で腕を交こう叉ささせ、リフレイアに小さく頭を下げてみせた。

「気取った娘ね」と、リフレイアは不満げに言い捨てる。

「まあいいわ。それじゃあ、席に着いてちょうだい。今日は面おも白しろい趣向を用意させてもらったから」

「それは楽しみです。僕もトゥラン伯爵家の晩餐にご同席させていただくのは、数年ぶりのことですからねえ」

　金髪の侍女の案内で、アイ＝ファたちは向かって左側の席に座らされた。

　卓の上には、すでに匙さじや鉄串や酒盃などが並べられている。そして、アイ＝ファたちの向かい側にも、同じものが二名分準備されていた。

「おや。僕たちの他にも参席される方々がおられるのですかな？」

「ええ。ずいぶん前から、父様の客人がこの屋敷に居い座すわっているの。ジャガルから出向いてきた鉄具屋の商人と、その娘ね」

　その言葉で、アイ＝ファはひそかに息を呑むことになった。

　そういえばサイクレウスの屋敷には、あのディアルというこまっしゃくれた娘も逗とう留りゆうしていたのだ。

　どうしてこんな重要な話を、失念してしまっていたのか。もしもあの娘が、アイ＝ファの素性を明かしてしまったら――やはり、その場でリフレイアの罪を告発するしかなかった。

（心を乱すな。そのときは、あの護衛の兵士が人相書きと同じ風体をしていることを証にするだけだ。かなうことなら、アスタの所在を確かく認にんするまで荒事には及びたくなかったが――いざとなったら、貴族の娘の身柄をおさえてしまえばいい）

　刀はなくとも、それぐらいのことは造作もない。

　アイ＝ファがそのように考えたとき、客人の来訪が扉の外から告げられた。

「遅おそくなってしまい、申し訳ありませんでした。商売の話が、いささか長引いてしまいましてな」

　まずは、いかにも南の民たみらしい壮そう年ねんの男が部屋に入ってきた。それに続いて、小こ柄がらな娘も入室してくる。

　今日はずいぶん妙齢の娘らしい装束を身に纏っており、短い髪には飾り物などをつけていたが、それはやはりアイ＝ファが宿場町の屋台で出会ったディアルであった。以前に顔をあわせたときよりもずいぶん元気のない顔をしており、緑色をした目も力なく伏せてしまっている。

「おや、そちらの方々はどなたでしょうかな？」

「ダレイム伯爵家の第二子息ポルアース殿と、その客人のアイーファよ。ベヘットから野菜の買い付けに来た商人の娘であるらしいわ」

「ほう、ダレイム伯爵家の……お初にお目にかかります。わたしはジャガルのゼランドからおもむいてきた、鉄具屋のグランナルと申します。こちらは娘のディアルですな」

「どうぞよろしく。ポルアースです」

　にこにこと笑うポルアースと頑がん固こそうな顔をしたグランナルが、挨あい拶さつを交かわす。

　そこで、グランナルの娘ディアルはようやく面を上げて、アイ＝ファたちのほうを見た。

　その目が、驚愕に見開かれる。

　アイ＝ファはわずかに腰を浮かせて、万事に備えた。

　が――ディアルはぎゅっと口を結び、どういった言葉も発しようとはしなかった。

「それでは、晩餐を始めましょう。料理を運んできてちょうだい」

「はい……」

　金髪の侍女が室を出ていき、やがて数々の料理が運ばれてきた。

　いずれも立派な皿に載せられた、見たこともないような料理ばかりである。これらのいずれがアスタの手による料理なのか、アイ＝ファはひそかに目を凝らすことになった。

　皿は、一人につき三枚ずつである。たったこれっぽっちで腹が膨れるのかという、いずれもささやかな量であった。

「さあ、召し上がれ。トゥラン伯爵家の料理人たちが腕によりをかけた晩餐よ。まずは前菜と、汁しる物ものと、フワノの料理ね」

　自じ慢まんたらしく、リフレイアが述べる。

　しかしアイ＝ファは、どの料理にもあまり心を引かれなかった。

　右みぎ端はしの小さな小皿には、やたらと酸っぱそうな匂においをした野菜がちんまりと載せられている。

　汁物料理は、奇き妙みように甘い香りがしていた。

　その隣で湯気をたてているのは、とろりとした汁がかけられた、丸めたポイタンのような料理だ。

「おお、これは見事なものですな。アイーファをお連れした甲斐があったというものです」

　ポルアースは、これは演技でなく嬉うれしそうな笑顔を見せていた。

　きっと、食べることが好きなのだろう。いささかならずゆるみきった身体つきを見るだけで、それは察せられる。

（……城下町で、アスタはこのように珍ちん妙みような料理を作らされていたのか？）

　他ほかの者たちにならって、アイ＝ファもそれらを口にすることにした。

　しかし、やっぱり釈然としない。

　緑と赤の野菜の煮に付つけは、匂いの通りにとても酸っぱかった。腐った果実酒のように酸っぱい汁が、これでもかというぐらいに混ぜ合わされていたのだ。

　汁物料理は、どろりとしていて、脂あぶらがきつかった。

　匂いは甘いのに、味は辛からい。きっとさまざまな香こう草そうと一いつ緒しよに煮込まれているのだろう。具材はギバでない何かの肉と、チャッチと、プラと、あとは名前も正体も知れない野菜だ。

　丸められたポイタンのような生地の中にも、細長く刻まれた肉と野菜が詰め込まれていた。先の料理に比べれば食べにくいことはないが、塩とタウ油がききすぎている。それにやっぱり、香草の香りが強い。

（……違ちがう）

　これは、アスタの料理ではない。

　何の証もないままに、アイ＝ファはその事実を確信していた。

　アイ＝ファの知らない材料を使えば、アイ＝ファの知らない味の料理に仕上がってしまうものなのかもしれない。だけど、何かが違うのだ。これらの料理から、アイ＝ファはアスタの存在を感じ取ることはできなかった。

（もしかしたら――私たちは、あのジーダという者にたばかられてしまったのか？）

　この屋敷に、アスタはいないのかもしれない。

　強く張り詰めていたアイ＝ファの心に、初めて不安の影がよぎった。

「いやあ、どれもこれも美味ですなあ。料理長は城に出向いているというお話であったのに、実に見事な料理ばかりです」

　ジャガルの客人が黙々と食しているので、ポルアースだけが賞賛の声をあげていた。

　リフレイアは、「ふふん」と鼻を鳴らしている。

「この屋敷には何人もの料理人が住まっているのだから、料理長が席を空けたところでどうということはないわ。それに、お楽しみはこれからなのよ」

　空いた器を、黄色い装束を纏った小こ姓しようたちが下げていく。そして、新たな皿がまた運ばれてきた。

「さあ、野菜料理と、主菜の肉料理よ」

　三枚の皿が、またそれぞれの前に並べられた。

　朱しゆ色いろの汁をまぶされた、野菜の料理。香草と一緒に煮込まれた、骨つきの肉。そして、うっすらと焦げ色のついた肉の料理だ。

　アイ＝ファは、順番に手をつけることにした。

　野菜の料理は、甘くて辛くて酸っぱかった。やっぱりあの、腐った果実酒のようなものが混ぜ合わされており、そこに香草の辛さと、それに奇妙な甘ったるさが溶け込んでいる。

　不味まずい、というほどではないが、何だか舌に馴染まない味だ。先の料理と同じように、とにかく味が強すぎるのが主たる原因なのかもしれない。

　骨つきの肉は、とてもやわらかくて、これまでの料理の中では一番美味であった。何か小さな動物の足の肉なのだろう。緑色をした煮に汁じるにまみれており、その上から小さく刻まれた赤い香草がふりかけられている。

　鉄串――ではなく銀かもしれないが、とにかくその串でつついてみると、肉はあっけなく骨から剥がれ落ちてしまう。落とさずに食べるのが難儀なほどのやわらかさで、口に入れてみると、少し辛い香草の風味が肉の味にとても合っているように感じられた。

　そして、最後の肉料理は――それよりも、さらに美味であった。

　焦げ色のついた周りの衣が、さくさくとしていて心地ここち好よい。そしてその下には肉汁をたっぷり含ふくんだやわらかい肉が待ち受けており、噛かみ締めるとミャームーの香りがほのかに香った。

　ミャームーだけでなく、きっとタウ油も使われているのだろう。ほどよい塩気が、肉汁とともに口の中に広がっていく。いささか油がきついような気もするが、上からかけられたシールの果汁の酸味が、それをほどよく中和してくれていた。

　それに、その料理にはティノやアリアなどを細く刻んだ生の野菜がたっぷりと添そえられており、それらを一緒に食すと、余計に美味に感じられた。野菜が肉を、肉が野菜を、それぞれ引き立てているのだ。

　その野菜にも、何やらシールとは異なる酸っぱい汁と、ギバの脂でない油を混ぜ合わせたようなものがかけられているようだったが、それはむしろ生の野菜の味気なさを補強しつつ、ひかえめに彩いろどりを加えているように感じられた。

（これだ……）

　これが、アスタの料理であるに違いない。

　ミャームーとタウ油を使った肉の味付けや、生の野菜を細く切るという作法は、確かにアスタと同一のものである。ただし、肉を包むこの茶色い衣の正体は不明であったし、肉もギバのそれではない。アイ＝ファにとって、完全に未知なる料理であった。

　それでもアイ＝ファは、これがアスタの料理なのだろうと信じることができた。

　アスタはやっぱり、この屋敷で料理を作らされていたのだ。胸中に渦うず巻まくさまざまな激情を抑おさえ込み、アイ＝ファはその美味なる料理を食し続けた。

「うん、僕はこっちの料理のほうが好きだな」

　と――それまで黙りこくっていたディアルが、ふいに声をあげた。

　見ると、その手には銀色の串に刺されたアスタの料理がある。

「キミュスの足の骨つき肉もとっても美味おいしかったけど、この揚げ物のほうはそれよりもっと美味しいと思う」

「うむ。わたしも娘に賛同いたします」

　ディアルの父親も、しかつめらしくそのように述べる。

　同じ料理を食しながら、ポルアースは「はて？」と太い首を傾かしげた。

「そういえば、肉料理だけが、何故かふた皿準備されておりましたね。もしかしたら、これは味比べの余興であったのでしょうか？」

「ええ、そうよ。片方は副料理長の料理で、もう片方は最近この屋敷で雇った新参の料理人の料理なの。ポルアース殿は、どちらに軍配を上げるのかしら？」

「そうですね。確かに骨つき肉の味付けも素晴らしいものでありましたが、僕も僅きん差さで揚げ物料理のほうに軍配を上げたいと思います」

「ベヘットからのお客人は？」

　アイ＝ファは静かに、リフレイアの笑顔を見返した。

「私も、こちらの料理が美味だと思う」

「全員が、揚げ物料理を選ぶのね！　わたしも同じ意見よ！　さあ、それじゃあどちらがどちらの料理なのかを明かしてもらいましょうか？」

　リフレイアの呼びかけに、小姓がおごそかに頭を下げた。

「骨つき肉が副料理長の料理であり、揚げ物のほうが新参の料理人の料理となります」

「やっぱりね！　これで五夜連続、新参者の勝利だわ！　副料理長のティマロはかつて《セルヴァの矛ほこ槍やり亭てい》で料理長をつとめていたぐらいの腕前であるのに、これは驚くべき結果よね！」

「うん、さすがは渡来の民の料理人だね。今まで食べたことのないような不思議な料理ばかりで、感心してしまうよ」

　妙に取りすましたような顔で、ディアルがそのように述べたてた。

　ポルアースが、丸っこい身体をぐっと乗り出す。

「渡来の民？　それは、渡来の民の料理人であったのですか？　ジェノスに渡来の民が訪れたなどという話は、耳にしたこともなかったのですが」

　リフレイアは舌打ちをこらえるような表情を一いつ瞬しゆん見せかけたが、それはすぐに自慢げな笑顔に取って代わられた。

「あまりおおっぴらにはしたくなかったけれど、実はそうなのよ。おかしな騒ぎになってしまったら困るから、他言無用でお願いするわ」

「ほほう、それは興味深い！　良かったら、僕にも直接ご挨拶をさせていただけませんか？　美味なる料理への報酬として、手ずから銅貨を渡したいと思います」

「あら、銀貨じゃなくって銅貨なの？」

「ええ、一夜の晩ばん餐さんで銀貨を支払えるほど、ダレイム伯爵家は豊かではないもので」

「そう……別にかまわないけれど、ただし、さっきの約束だけは守っていただけるようにお願いするわ」

「他言無用ですね。了りよう承しよういたしました」

　ポルアースがにんまりと微笑ほほえみながら、アイ＝ファのほうを振ふり返かえってくる。

　アスタが、この場に招かれるのだ。

　アイ＝ファの胸が、どくどくと脈打ち始めた。

　冷静であれ――と、アイ＝ファは自分を叱りつける。

　ここからが、自分の戦いなのだ。決して失敗は許されない。決して取り乱してはならない。その後は、甘い菓か子しとかいう料理もふるまわれたが、アイ＝ファにはまったく味を知覚することもできなくなっていた。

　そうして客人の全員が食事を終えるのを待ってから――ついに、扉が叩かれた。

「渡来の民の料理人をお連れしました！」

　小姓ではなく、兵士の声であった。

　扉が、ゆっくりと開かれる。

　そうして、そこから姿を現したのは――

　アスタであった。

　まぎれもなく、それはアスタであった。

　見覚えのない、白い装束を着せられている。ほんの少しだけ、頬のあたりの肉が落ちてしまっただろうか。しかし、その黒い瞳から力は失われていない。

　アスタは口を引き結び、挑むように視線を巡らせて、そしてアイ＝ファのほうを見た。

　その目が、驚きに見開かれる。

　信じ難がたいものでも見たかのように、己おのれの正気を疑うかのように、その顔が呆然と表情を失っていき――そしてその目が、ふいに歓喜の光を閃ひらめかせた。表情を失った顔の中で、ただその瞳だけがきらきらと輝かがやいていた。

　……ようやく会えた。

　……お前に会いたかった。

　……絶望にまみれた生活の中で、ただその思いだけを噛みしめていた。

　アスタの瞳は、そのように語っているかのようだった。

　あるいはそれは、アイ＝ファ自身の思いであるのかもしれなかった。

　だけどそんなものは、どちらでも良かった。アイ＝ファとアスタは、再び巡めぐり逢あうことがかなったのだ。この結果が、すべてであった。

　アイ＝ファの瞳にはアスタの姿が映り、アスタの瞳にはアイ＝ファの姿が映っている。それ以外のことは、どうでも良かった。

「やはり、間ま違ちがいはなかったようだ」

　半ば無意識に、アイ＝ファはそのように語っていた。

「その者こそが、私の家人、ファの家のアスタである。そうとわかったからには、この場で連れ帰らせていただこう」

　私の家人だ。

　私のアスタだ。

　アスタを絶対、余人に渡したりはしない。

　そのような思いだけを胸に、アイ＝ファは許されざる運命を打破すべく、リフレイアのほうに向きなおった。




◇




　そうしてアイ＝ファは、アスタを手中に取とり戻したのだった。

　問答の途と中ちゆうでサイクレウスが姿を現したが、無む駄だに抗おうとはしなかった。自分の娘の不始末を、サイクレウスは心底から怒っている様子であった。また、格下のポルアースが頑強にリフレイアの罪を追及し続けることを、いささかならず不ふ審しんと警戒の目で見ていたように思えた。

　森辺の族長には、明日じきじきに詫わびの言葉を述べるという。悪行に及およんだ三名に関しても、必ずジェノスの法のもとに罪を償わせると約束した。

　やはりこれは、サイクレウスの計略の外の話であったのだ。森辺の民が刀を取ってしまっていたならば、取り返しのつかない騒ぎになっていたかもしれない。

　だけど今は、そのようなことすらどうでも良かった。

　アイ＝ファは、アスタを取り戻すことができたのだ。

「あの、着替える間、俺おれと家長を二人にさせてもらえませんか？」

　アスタがそのようなことを言い出したので、敵陣で二人きりになることになってしまった。

　だが、まだ我を失ってしまうわけにはいかない。灰色の石でできあがった広々とした部屋の中で、アイ＝ファは静かにアスタの姿を見つめ返した。

「アイ＝ファ……」

　アスタは、まだ自失したままのようであった。

　ただその黒い瞳だけに、さまざまな感情が渦巻いている。

　アイ＝ファもまたあふれかえりそうになる激情を力ずくでねじふせながら、アスタの身に異常がないかを上から下まで検分した。

　大だい丈じよう夫ぶだ。

　いくぶん痩せてしまったぐらいで、それ以外に変わりはない。

　アイ＝ファはひそかに息を整えつつ、言った。

「……どこにも手傷などは負っておらぬか？」

　アスタは、ぼんやりと首を振る。

「ああ、見ての通り、身体のほうは元気そのものだよ」

「……そうか」

　アスタは何だか、ものすごくもどかしげなようにも見えた。

　己の内にあふれかえる感情を、どのように扱えばいいのかもわからないのだろう。そんなもの、アイ＝ファにだってどう扱えばいいのかわからなかった。

　アスタはとっとと着き替がえてしまえばいい。そうして森辺の集落に――ファの家に帰るのだ。無事に再会を果たせた喜びは、その際に交わし合えばいいではないか。そうでないと、アイ＝ファはもうこれ以上、自制がききそうになかった。

　それなのに、アスタはまだ黙ろうとせずに、「アイ＝ファ、俺は……」などと呼びかけてきた。

　アスタの声を聞いているだけで、理性が崩壊してしまいそうになる。

　だからアイ＝ファは、手をかざしてアスタを黙らせた。

　とっとと着替えろ――そう言おうとした。しかし、咽喉が詰まって言葉を発することができなくなってしまった。

　ふいに視界が、ぐにゃりと歪む。

　己の意志に反して、涙なみだが浮きあがってしまったのだ。

　アスタの姿が、見えなくなってしまう。

　嫌いやだ。

　アスタの存在を、もっと間近に感じていたい。

　もう限界だった。

　これ以上、自分を律することは不可能であった。

　そうして気づくと、アイ＝ファはアスタの名を呼び、その身体を抱きすくめてしまっていた。

　アスタの温もりが、全身からアイ＝ファの体内に流れ込んでくる。

　この温もりだ。

　アイ＝ファは、この温もりを欲していたのだった。

「アスタ……」

　アイ＝ファは、泣いてしまっていた。

　壁一枚の向こうには、敵方の兵士やポルアースたちが控えているのに、そのようなことを危き惧ぐする気持ちも消失してしまっていた。

　人はあまりに安あん堵どすると、このように泣けてしまうものなのか。

　そんな思いもやがて頭から飛んでいき、アイ＝ファは泣いていた。子供のように声をあげて泣いてしまっていた。ギバの牙の前に倒たおれた父の前で、二度とこのようにぶざまな姿はさらさないと誓ちかったのに、アイ＝ファは激情に押し流されてしまっていた。

　全部、アスタが悪いのだ。

　アスタの存在が、こんなにも自分を揺さぶってしまうのだ。

「アスタ……この大おお馬ば鹿か者もの……」

　アスタは何度も「ごめん」と言いながら、同じぐらいの強さでアイ＝ファを抱だきすくめてくれていた。

　いっそこのまま身体がとけあって、二度と離れられぬようになってしまえばいい。そのようなことを思いながら、アイ＝ファは泣いた。

　そうしてアイ＝ファとアスタの身に訪れた災厄の日々は、五日目の夜にして、ついに終わりを遂とげたのだった。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第十五巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　前巻のあとがきでもお伝えした通り、今巻も全体の三分の一ていどが番外編の「群像演舞」であるという構成になっております。いささか変則的な構成でありますが、お楽しみいただけていたら幸いであります。

「群像演舞」は全部で十三のエピソードが準備されておりますため、これでようやく半分ていどがお披露目されることになりました。残りのエピソードは、今後も順次お届けできればなと考えております。

　ただし、そちらにページ数を割くと本編の進行が遅くなってしまうという弊害が生じますため、今後は一、二編ずつの収録になるやもしれません。そのあたりの配分は巻ごとに異なるかと思われますので、ご了承くださいませ。




　ちなみにこの「群像演舞」で描かれるキャラに関しては、ウェブ上で行われたアンケートの結果を反映したりもしています。前々巻のあとがきでお伝えした、人気投票のアンケートと連動していたのですね。そこでベスト３に選ばれたキャラは「群像演舞」でエピソードが描かれるという、そういう趣旨でありました。それでアンケートの順位は、一位がアイ＝ファ、二位がルド＝ルウ、三位がダン＝ルティムという結果でありましたため、その三名の番外編が描かれることになったわけです。




　人気投票の四位にシュミラルが食い込んでいたのも、そういった副賞の効果であったのでしょう。ジェノスを離れているシュミラルはしばらく本編に登場しないことが決まっていたために、票が集まったのだと思われます。惜しくもベスト３には入れませんでしたが、もともとシュミラルは番外編を描くつもりであったので、そちらも無事に執筆されることになりました。いずれ書籍版でもお披露目したく思います。




　そして書き下ろしについてですが、こちらも前巻と同じように、本編のほうに組み込む構成といたしました。第二章の後半部、およそ三十四ページ分ていどが書き下ろしの内容となります。そちらもお楽しみいただけていたら幸いであります。




　今巻は、せっかく前巻で登場させたマイムの出番が少なめで恐縮です。もともと本編は前巻と今巻でひとつの章であり、マイムの出番は前半部に集中していたのですよね。

　なおかつ、今巻でも新しいキャラが続々と登場しておりますし、次巻でさらなる新キャラが登場することも示唆されております。

　当作は、アスタが交流の輪を広げていく物語だと思っておりますので、アスタがそういった新たなキャラたちとどのような縁を紡いでいくかをお楽しみいただけたら何よりであります。




　また、コミック版のほうも無事に第一巻が発売され、『コミックファイア』における連載も継続されております。

　原作もコミック版も、作画は同じこちも様でありますが、やはりひとつのシーンを切り取ったイラストと、連続した動きが描かれるコミックでは、表現の手法が異なってくるのでしょう。イラストとは異なるアスタたちの表情や動作が、毎回とても新鮮に感じられます。自分の大事なキャラたちを、このように魅力的に描いていただくことができて、心より嬉しく思っております。




　それに、原作ではイラスト化されていなかった数々のキャラたちが登場するのも、コミック版の醍醐味でありますね。現時点でも、ディガ＝スン、ティト・ミン＝ルウ、アスタの父親、玲奈、といったキャラたちがお披露目されております。

　キャラの数が多い当作でありますので、デザインをしなければならないこちも様のご苦労を思うと恐縮の極みでありますが、今後の展開も非常に楽しみに思っております。




　ではでは。毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当各位様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！




二○一八年八月　ＥＤＡ　　
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